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職業性ストレス簡易調査票に関する新しい基準値の提案（230201-01）

総括研究報告書

研究代表者 堤 明純 北里大学医学部公衆衛生学教授

研究要旨：

職業性ストレス簡易調査票（Brief Job Stress Questionnaire, BJSQ）は、平成７～

11 年度労働省「作業関連疾患の予防に関する研究班」ストレス測定研究グループによ

って開発された。職場のストレス対策に有用な、仕事のストレス要因、ストレス反応、

および、修飾要因を簡便に測定できること、さらに、そのうちの 12 項目を利用して、

職場のストレス度を健康リスクとして表現できる「仕事のストレス判定図」を作図でき

ることから、ストレスチェック制度における調査票として汎用されている。

職業性ストレス簡易調査票の標準値は、2010 年の見直し検討から時間が経過してい

ることから、本研究で改めて見直しを行う。さらに、仕事のストレス判定図の係数の見

直しと 80 項目版調査票を用いて集団分析を行うための判断基準を作成し、ストレスチ

ェック制度のさらなる活用に資することを目的とする。

本年度は、表記目的を達成するため、下記６つの研究を行った。

職業性ストレス簡易調査票を用いたストレスチェックにおける集団分析や職場環境

改善の現状や課題を整理することを目的とした文献レビューにより、職場環境改善策に

つなげるには、職業性ストレス簡易調査票では情報が不足している課題などが挙げら

れ、追加の指標を加える工夫をしている事例が確認された。

厚生労働省労働安全衛生調査個人調査の集計表の分析から、仕事や職業生活に関する

強いストレスの内容別労働者割合、上司・同僚および家族・友人にストレスを相談でき

る労働者割合の年次変化は、大きなものではないことが認められた。職業性ストレス簡

易調査票の標準値についても 2015 年以降、大きな年次推移は生じてないのではないか

と推測された。

ストレスチェックサービスIT企業等合計４社、大手EAP合計６社から、2012年から2022

年に検査された 57項目版 1201万人、80項目版 204 万人分、合計 1405万人分のストレ

スチェックデータ入手の準備が整った。このうち、2024 年 2 月末までに取得・統合が

できたデータを用いて、職業性ストレス簡易調査票 57 項目版・23 項目版約 75 万件、

80 項目版 11万５千件の各下位尺度、対策領域別の得点の基礎的な解析を行った。来年
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度拡充するデータを合わせて、職業性ストレス簡易調査票の新しい標準値、仕事のスト

レス判定図の係数の見直しと 80 項目版調査票を用いて集団分析を行うための判断基準

を作成する。

2023 年 12 月に実施したインターネット調査で、計 2891 人からなるコホートを設定

した。2024 年に、再度調査を行い、本研究で策定する職業性ストレス簡易調査票の標

準値（要因）が、前向き研究において、心理的ストレス反応（主要評価項目）と関連す

るかを検証する。

平成 27-29 年度厚生労働科学研究費補助金（労働安全衛生総合研究事業）「ストレス

チェック制度による労働者のメンタルヘルス不調の予防と職場環境改善効果に関する

研究」で収集された既存データを二次解析し、職業性ストレス簡易調査票（57項目版、

80 項目版）を用いて集団分析を行うための判定基準の予備的検討を行った。

産業保健専門職およびストレスチェックサービス提供事業者に対してヒアリング調

査を行い、集団分析を行うための判定基準の設定方法に関する現状と課題を整理した。

令和６年度にかけて、ヒアリング調査で挙げられた意見に基づき、集団分析における判

定基準の意味やその決定方法についての現状、課題、方向性をまとめる予定である。

研究分担者

小田切優子 東京医科大学 公衆衛生学分野

講師

島津 明人 慶應義塾大学 総合政策学部

教授

川上 憲人 東京大学大学院 医学系研究科

特任教授

渡辺 和広 北里大学医学部公衆衛生学

講師

井上 彰臣 産業医科大学 IR 推進センタ

ー 准教授

研究協力者

飯田 真子 東京大学大学院 医学系研

究科精神保健学分野 特任助教

松崎 慶一 北里大学医学部公衆衛生学

講師

井上 嶺子 北里大学医療系研究科 大

学院生

関根 康寛 北里大学医療系研究科 大

学院生

菊池 尚樹 北里大学医療系研究科 大

学院生

Ａ．研究目的

職業性ストレス簡易調査票（Brief Job 

Stress Questionnaire, BJSQ）は、平成

７～11 年度労働省「作業関連疾患の予防

に関する研究班」ストレス測定研究グル

ープによって開発された。職場のストレ
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ス対策に有用な、仕事のストレス要因、

ストレス反応、および、修飾要因を簡便

に測定できること、さらに、そのうちの

12 項目を利用して、職場のストレス度を

健康リスクとして表現できる「仕事のス

トレス判定図」を作図できることから、

ストレスチェック制度における調査票と

して汎用されている。

職業性ストレス簡易調査票（57 項目、

23 項目）の標準値については、2010 年

の厚生労働科学研究において見直しが

検討されたが、その時点では数値の変化

は少なく、標準値の更新の必要はないと

された。今般、働き方が大きく変化して

おり、職場におけるメンタルヘルス対策

も進んでいる。職業性ストレス簡易調査

票の標準値は、2010 年の見直し検討から

時間が経過していることから、本研究で

改めて見直しを行う。さらに、仕事のス

トレス判定図の係数の見直しと 80項目版

調査票を用いて集団分析を行うための判

断基準を作成し、ストレスチェック制度

のさらなる活用に資することを目的とす

る。

研究申請者らが行ったシステマティッ

クレビュー1)では、80 項目版を含む職業性

ストレス簡易調査票を活用した 150 を超

える観察研究で、職業性ストレス簡易調

査票は心身のアウトカムとの関連性が確

認され、職場のストレスを測定する実用

的なツールと評価されている。しかし、

介入研究は不足しており、集団分析を行

うための判定基準が、より利用しやすい

ように整備される必要がある。

80 項目版を含む職業性ストレス簡易調

査票の標準値や集団分析を行うための判

断基準が策定されてより精緻な計測が可

能になることで、それらを基にした集団

分析や職場環境改善が進むことが期待さ

れる。さらに、以上のような指標が就業

形態別に作成されれば、全産業の情報で

は見落とされがちな要因の検出等、業種

業態に即したテイラーメイドな評価と対

策立案に資する可能性がある 2)。

Ｂ．研究方法

２年の研究期間で下記の３つの調査研

究を実施する（流れ図）。

研究 I 集団分析手法、職場の心理社会的

要因の動向の把握に関する調査

集団分析の現状と課題を整理するため

の文献レビューと、職業性ストレス要因

の動向を調査するための労働安全衛生調

査（実態調査）を用いた分析を行う。

研究 II 職業性ストレス簡易調査票の新標

準値の策定、仕事のストレス判定図の係数

の見直し、および、80 項目版の集団分析を

行うための判断基準の作成

企業の委託を受けてストレスチェック

を実施している団体等（ストレスチェッ
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クサービスシステム会社、ストレスチェ

ックサービス IT 企業等、EAP 等）からデー

タを提供いただき、職業性ストレス簡易

調査票（57 項目版、23 項目版）につい

て、標準値および仕事のストレス判定図

の係数の見直しを行う。さらに、新職業

性ストレス簡易調査票（80 項目版）につ

いても、団体等から収集するデータを用

いて標準値の見直しを行う。データの解

析は、検査年度、労働者の属性別に、変

数グループ毎および尺度毎に統計値を算

出する（表１）。

研究 III 判定基準策定のためのデータ提供、

新基準の有用性評価を目的とした調査

前向き研究として取得されている既存

データ、および、新しく設定する前向き

のインターネット調査を用いて、研究 II

で新しく設定する職業性ストレス簡易調

査票（23項目版、57 項目版、80項目版）

の標準値と係数の有用性を評価する。テ

レワークを行っている労働者も対象と

し、テレワーク労働者における職業性ス

トレス簡易調査票（57 項目版、23 項目

版、80 項目版）の標準値および仕事のス

トレス判定図の係数の策定を模索する。

さらに、追跡期間中の各尺度の変化量等

の情報を用いて、80 項目版の集団分析を

行うための判定基準候補を選定する。

判定基準は、産業医、産業保健看護職、

人事労務担当者、ストレスチェックサー

ビス提供事業者の協力を得て、最終案を

決定する。

令和５年度は、下記に記載する６つの

研究を行った。

研究 I 集団分析手法、職場の心理社会的

要因の動向の把握に関する調査

職業性ストレス簡易調査票および新職業

性ストレス簡易調査票を用いた集団分析の

手法に関する文献レビューを行い、その

現状と課題を整理した（関根、井上（嶺）、

渡辺、堤）。

職業性ストレス簡易調査票の標準値の

見直しの参考とするため、労働安全衛生

調査（実態調査）の集計から近年の職場

の心理社会的要因（職業性ストレス要因）

の動向について全体像を把握した。2015

年以降の厚生労働省労働安全衛生調査個人

調査の集計表を利用して、全回答者を分母

とした、仕事や職業生活における強い不安、

悩み、ストレスを感じる内容別割合および

上司・同僚および家族・友人にストレスを

相談できる人の割合を全体および男女別に

算出し、調査年別に比較した（川上）。

研究 II 職業性ストレス簡易調査票の新標

準値の策定、仕事のストレス判定図の係数

の見直し、および、80 項目版の集団分析を

行うための判断基準の作成

大手 EAP6 社、ストレスチェックサービ

スシステム会社 1 社から、各社がストレ
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スチェックを委託された事業場で 2015年

から 2022年に検査したデータの提供協力

が可能との回答を得た。各協力事業者か

ら、データ提供可能なストレスチェック

のデータ数の概数と回答者の属性につい

て情報を収集した（川上）。

　ストレスチェックサービスIT企業等合計

３社から、各社がストレスチェックを委託

された事業場で、2015 年から 2022 年に検

査された57項目版80万件、80項目版12万

人件のデータ提供を受けた（小田切、島津）。

うち、統合が可能であった職業性ストレス

簡易調査票（57 項目版、23 項目版、80 項目

版）の下位尺度および対策領域別得点の経

年変化を確認し、標準値策定用のデータベ

ースの準備を行った（渡辺、堤）。

研究 III判定基準策定のためのデータ提供、

新基準の有用性評価を目的とした調査

職業性ストレス簡易調査票の判定基準

等策定のためのデータの提供と、設定さ

れる基準値等の有用性を評価するための

労働者 3000人規模のインターネット調査

を設置した。調査対象者のうち、半数は

テレワークに従事する労働者をリクルー

トした（堤）。

平成 27-29 年度厚生労働科学研究費補

助金（労働安全衛生総合研究事業）「スト

レスチェック制度による労働者のメンタ

ルヘルス不調の予防と職場環境改善効果

に関する研究」で収集された既存データ

を基に、職業性ストレス簡易調査票（57

項目版、23項目版、80項目版）を用いて

集団分析を行うための判定基準の予備的

検討を開始した（井上）。

集団分析における判定基準の決定方法

に関して、産業医、産業保健看護職、人

事労務担当者、ストレスチェックサービ

ス提供事業者に対してヒアリングを行い、

集団分析における判定基準の意味やその

決定方法についての現状、課題、方向性

を検討した（井上、小田切、堤）。

上記、新しく取得したデータおよび平

成 27-29 年度厚生労働科学研究費補助金

（労働安全衛生総合研究事業）「ストレス

チェック制度による労働者のメンタルヘ

ルス不調の予防と職場環境改善効果に関

する研究」で収集された既存データなど

を基に、仕事のストレス判定図の見直し

を開始した（渡辺）。

（倫理面への配慮）

いずれの調査も、北里大学医学部・病

院倫理委員会、東京医科大学倫理審査委

員会、慶應義塾大学総合政策学部環境情

報学部政策・メディア研究科研究倫理委

員会、東京大学大学院医学系研究科・医

学部倫理委員会および産業医科大学倫理
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委員会といった関係諸機関の倫理委員会

の承認を得て実施した。

Ｃ．研究結果

研究 I 集団分析手法、職場の心理社会的

要因の動向の把握に関する調査

職業性ストレス簡易調査票および新職

業性ストレス簡易調査票を用いた集団分

析の手法に関する文献レビューを行い、

その現状と課題を整理した（関根、井上

（嶺）、渡辺、堤）。

医中誌およびPubMedを用いた文献検索

とハンドサーチにより、集団分析に職業

性ストレス簡易調査票および新職業性ス

トレス簡易調査票を用いていた事例を報

告している76件の日本語文献と 2件の英

語文献を組み入れた。組み入れ文献内に

おける 84事例において職業性ストレス簡

易調査票および新職業性ストレス簡易調

査票の尺度の使用、集団分析の評価項目、

結果のフィードバックの有無などの内容

を要約した。

職業性ストレス簡易調査票および新職

業性ストレス簡易調査票に加え他の尺度

を用いていた事例が 12事例あった。集団

分析の主要な評価項目は、仕事のストレ

ス判定図や総合健康リスク（50事例）、ス

トレス要因 （44 事例）、職場の支援（40

事例）であった。職場環境改善のための

アクションプランを実行していたのは 38

事例で、そのうち 23 事例で実行内容の記

載があり、アクションチェックリストの 6

領域に分類すると、A. 作業計画への参加

と情報の共有と E. 職場内の相互支援の

領域がそれぞれ 13 事例、次いで D. 作業

場環境が 9事例であった。

厚生労働省労働安全衛生調査個人調査

の集計表の分析から、仕事や職業生活に

関する強いストレスの内容別労働者割合、

上司・同僚および家族・友人にストレス

を相談できる労働者割合の年次変化は、

大きなものではないことが認められた。

男性では、役割・地位の変化等（昇進・

昇格、配置転換等）は平成 28年にくらべ

て、令和 2，3年では低下していた。女性

では、対人関係（セクハラ・パワハラを

含む）の割合が平成 27年にくらべて令和

2，3年で低下していた（川上）。

研究 II 職業性ストレス簡易調査票の新標

準値の策定、仕事のストレス判定図の係数

の見直し、および、80 項目版の集団分析を

行うための判断基準の作成

2024 年３月末までに、ストレスチェッ

クサービスIT企業等合計４社、大手EAP合

計６社から、2012～2022 年に取得された

57 項目版 1201 万人、80 項目版 204 万人

分、合計 1405万人分のストレスチェック

データを入手できる準備が整った（川

上、小田切、島津；表２）。

このうち、データの統合ができた 57項

－6－



目版 753,511 件および 80 項目版 115,931

件のストレスチェック検査の尺度別の集

計を行った。（渡辺、堤）。

各尺度（3項目以上）の信頼性は、いず

れも許容範囲で、調査期間を通じて安定

していた。各下位尺度の代表値は各年度

で大きな変動はみられなかった。

高ストレス者の割合は、2015 年度から

2022 年度の 7 年間で、合計点数を使う方

法による計算で 57 項目版は 11.6%～

13.8%、23 項目版は 12.3%～14.1%であっ

た。大きな変動は見られなかったが 2022

年度は、やや高い傾向がうかがわれた。

研究 III判定基準策定のためのデータ提供、

新基準の有用性評価を目的とした調査

判定基準等策定のためのデータの提供

と、設定される基準値等の有用性を評価

するための労働者 2891人からなるインタ

ーネット調査を設置した。労働力調査（基

本統計 2022 年）の年齢構成比に準じて、

男女比 1:1 となるようにデータを収集し

た。調査対象者のうち、半数はテレワー

クに従事する労働者をリクルートした

（堤）。

平成 27-29 年度厚生労働科学研究費補

助金（労働安全衛生総合研究事業）「スト

レスチェック制度による労働者のメンタ

ルヘルス不調の予防と職場環境改善効果

に関する研究」で収集された既存データ

を基に、職業性ストレス簡易調査票（57

項目版、23項目版、80項目版）を二次分

析して、集団分析を行うための判定基準

の予備的検討を行った（井上）。

職業性ストレス簡易調査票の二次分析

には、単一の金融業（当時：一部上場企

業）から提供を受けた 14,711 名分の回答

データを、新職業性ストレス簡易調査票

の二次分析には、単一の製造業（当時：

一部上場企業）から提供を受けた 11,730

名分の回答データをそれぞれ用い、各下

位尺度やその上位概念について、平均値、

標準偏差、代表的な偏差値や効果量に相

当する得点を算出するとともに、

receiver operating characteristic

（ROC）分析を行い、その後の疾病休業（職

業性ストレス簡易調査票では 1ヵ月以上、

新職業性ストレス簡易調査票では 1 週間

以上の疾病休業）の発生をアウトカムと

した場合の最適カットオフ値および

overall model qualityを算出した。

ヒアリング調査では、産業医、産業看

護職、ストレスチェックサービス提供事

業者各 1 名（計 3 名）から、集団分析の

現状や活用方法に関する意見を聴取した。

集団分析を行うための判定基準として、

各下位尺度の得点分布や高ストレス者の

割合に関する情報を提示して欲しいとい

った要望が挙げられた（井上、小田切、

堤）。
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仕事のストレス判定図の見直しを開始

した。判定図のエクセルマクロファイル

の完成に向け、基本となるデザイン、お

よびアルゴリズムを委託・開発した（渡

辺）。

Ｄ．考察

文献レビューで、現状の集団分析にお

ける課題について５事例の記載が認めら

れた。職業性ストレス簡易調査票は職場

環境改善の具体策を検討するには情報が

不足している点、仕事のストレス判定図

は評価の内容が限定されるため各部署の

特色を判断するには限界がある点などが

挙げられていた。

厚生労働省労働安全衛生調査個人調査

の集計表の分析では、仕事や職業生活に

関する強いストレスの内容別労働者割合、

上司・同僚および家族・友人にストレス

を相談できる労働者割合の年次推移には、

変動は見られるものの、大きなものでは

なかった。職業性ストレス簡易調査票の

標準値についても 2015年以降、大きな年

次推移は生じてないのではないかと推測

された。

男性における役割・地位の変化等や、

女性における対人関係および上司・同僚

への相談できる人の割合など、新型コロ

ナウイルスの流行によって低下した可能

性がうかがわれる変化も観察された。

協力事業者との調整の末、のべ 1400万

人のストレスチェックデータ入手の準備

が整った。データ提供事業場との交渉お

よびその条件下での倫理審査に時間を要

した。とくに一部の事業場（２事業場、

99 万人分）からは個票データをいただく

ことができなくなったため、提供いただ

く集計データと個票データの統合作業が

発生することとなった。しかし、データ

ベース作成後は、速やかに各種解析が行

える準備を整えた。令和６年度は、さら

にデータが追加される予定である。

　令和６年度は、これらの拡充されたデー

タを基に、近年の職業性ストレス簡易調査

票各尺度の代表値を算出する。全体デー

タ、業種別データ、テレワーク労働者のデ

ータ等、属性別の解析を加えて、それぞれの

属性における標準値を提案する。また、ク

ロス集計等の分析的解析を追加する。

新しく策定する標準値の有用性を確認

するために設定したインターネット調査

の参加者は、職種別では事務職が多く、

業種別では第一次産業が少ないといった

インターネット調査への参加者の特性と

して矛盾しない状況がうかがわれた。ま

た、非正規社員の割合はわが国の現状よ

り少なかった。参加者の基本属性は、テ

レワークの業態をよく表していた。テレ
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ワーク従事の有無による職業性ストレス簡易

調査票項目の比較では、身体的負担と仕事

のコントロールに、テレワーク従事者と非従

事者間で想定されている違いが観察された。

　職業性ストレス簡易調査票と疾病休業を

測定した既存データの二次分析の結果、一部

の下位尺度で床効果や天井効果が認められ

たものの、各下位尺度やその上位概念につい

て提示できた代表的な偏差値や効果量に相

当する得点は、各事業場で集団分析結果を

読み取る際に、自身の事業場の状況を直感

的に把握するのに役立つものと考えられた。

一方、ROC分析ではoverall model quality

が0.5を下回る下位尺度が散見し、ROC分析

に基づく最適カットオフ値に関する情報を提

示するには、アウトカムの選定も含め、更なる

検討が必要と考えられた。

　産業保健専門職等へのヒアリング調査の

結果、集団分析を行うための判定基準とし

て、各下位尺度の得点分布や高ストレス者の

割合に関する情報を提示して欲しいといった

要望が挙げられ、今後、代表的な偏差値や

効果量に相当する得点に加えて、これらの情

報も判定基準として提示することを検討する

必要があると考えられた。

Ｅ．結論

文献レビューにより、集団分析は、

仕事のストレス判定図や総合健康リスク、

ストレス要因、職場の支援により評価して

いる事例が多かった。職場環境改善にお

いては、作業計画への参加と情報の共有や、

職場内の相互支援に関わる内容が実行され

ていることが多かった。職業性ストレス簡易

調査票を用いた集団分析において、職場環

境改善策につなげるには情報が不足してい

る課題などが挙げられ、追加の指標を加え

る工夫をしている事例があった。

厚生労働省労働安全衛生調査個人調査

の集計表の分析から、仕事や職業生活に

関する強いストレスの内容別労働者割合、

上司・同僚および家族・友人にストレス

を相談できる労働者割合の年次変化は、

大きなものではないことが示された。職

業性ストレス簡易調査票の標準値につい

ても 2015年以降、大きな年次推移は生じ

てないのではないかと推測された。

2024 年３月末までに、ストレスチェッ

クサービスIT企業等合計４社、大手EAP合

計６社から、2012年から 2022 年に検査さ

れた 57 項目版 1201 万人、80 項目版 204

万人分、合計 1405万人分のストレスチェ

ックデータ入手の準備が整った。

2023 年 12 月に実施したインターネッ

ト調査で、計 2891人からなるコホートを

設定した。2024 年に、再度調査を行い、

本研究で策定する職業性ストレス簡易調
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査票の標準値（要因）が、前向き研究に

おいて、心理的ストレス反応（主要評価

項目）と関連するかを評価する

平成 27-29 年度厚生労働科学研究費補

助金（労働安全衛生総合研究事業）「スト

レスチェック制度による労働者のメンタ

ルヘルス不調の予防と職場環境改善効果

に関する研究」で収集された既存データ

を二次解析し、職業性ストレス簡易調査

票（57 項目版、80項目版）を用いて集団

分析を行うための判定基準の予備的検討

を行った。

産業保健専門職等に対してヒアリング

調査を行い、集団分析を行うための判定

基準の設定方法に関する現状と課題を整

理した。令和６年度にかけて、ヒアリン

グ調査で挙げられた意見に基づき、集団

分析における判定基準の意味やその決定

方法についての現状、課題、方向性をま

とめる予定である。

Ｆ．研究発表

１．論文発表

Inoue A, Eguchi H, Kachi Y, Tsutsumi A. 

Perceived psychosocial safety 

climate, psychological distress, 

and work engagement in Japanese 

employees: a cross-sectional 

mediation analysis of job demands 

and job resources. J Occup Health 

2023; 65(1): e12405.

２．学会発表

井上彰臣, 江口尚, 可知悠子, 堤明純. 

心理社会的安全風土とワーク・エンゲ

イジメントとの関連：「仕事の資源」

の媒介効果. 第 96 回日本産業衛生学

会, 2023年 5月, 宇都宮.

Inoue A, Eguchi H, Kachi Y, Tsutsumi A. 

Psychosocial safety climate, 

psychological distress, and work 

engagement in Japanese employees: a 

cross-sectional mediational 

analysis of job demands and job 

resources. Joint Congress of the 

International Commission on 

Occupational Health－Work 

Organization and Psychosocial 

Factors & Asia Pacific Academy for 

Psychosocial Factors at Work 2023, 

September 2023, Tokyo, Japan.

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む。）

該当せず。

Ｈ．文献

1) Watanabe K, Imamura K, Eguchi H, 

Hidaka Y, Komase Y, Sakuraya A, 

Inoue A, Kobayashi Y, Sasaki N, 
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Tsuno K, Ando E, Arima H, Asaoka H, 

Hino A, Iida M, Iwanaga M, Inoue R, 

Otsuka Y, Shimazu A, Kawakami N, 

Tsutsumi A. Usage of the Brief Job 

Stress Questionnaire: A systematic 

review of a comprehensive job 

stress questionnaire in Japan from 

2003 to 2021. Int J Environ Res 

Public Health. 2023; 20(3): 1814. 

doi: 10.3390/ijerph20031814.

2) 堤 明純. ストレスチェック制度の

これまでと実情・課題. 安全と健康.

2023; 24(9): 17-20.
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流れ図

I 集団分析手
法、職場の心
理社会的要因
の動向の把握
に関する調査

II 職業性ストレス簡易調査票の新標準値の策定
仕事のストレス判定図の係数の見直し
80 項目版の集団分析を行うための判断基準作成

III 判定基準策定のため
のデータ提供、新基準
の有用性評価を目的と
した調査

R5 I 集団分析の

基準値に関す

る文献レビュ

ー（堤）

労働安全衛生

調査（実態調

査）の集計等

の検討（川上）

II-1 職業性ストレス簡

易調査票（57項目、23

項目）についてストレ

スチェックサービス

IT 企業等からのデー

タ収集と属性別経年

変化確認（小田切、島

津）

II-2 職業性ストレス簡

易調査票（57 項目、

23 項目）について大

手 EAP からのデータ

収集と属性別経年変

化確認（川上）

↓ ↓

II-3 統合及びテレワーカーデータにおいて

① 職業性ストレス簡易調査票（57項目、23項目、

80項目）の標準値策定（小田切、島津、川上、

渡辺、堤）

② 集団分析を行うための判定基準の予備的検討

（井上）

③ 仕事のストレス判定図の見直し（渡辺）

→

←

III-1 インターネット調

査を用いた前向き研究

（堤）：

① 新旧調査票および

アウトカムの測定

② テレワーカー調査

↓ ↓ ↓

R6 II-4 統合及びテレワーカーデータにおいて

① 属性別を含む職業性ストレス簡易調査票（57

項目、23項目、80項目）の標準値確定（小田

切、島津、川上、渡辺、堤）

② 集団分析を行うための判定基準の作成（井上）

③ 仕事のストレス判定図の見直し（渡辺）

→

←

III-2（追跡）：アウトカ

ムの測定と解析（堤）

III-3 既存データを用い

たシミュレーション

（堤）

職業性ストレス簡易調査票に関する新しい基準値の提案

 職業性ストレス簡易調査票（57項目版、23項目版、80項目版）の標準値

 仕事のストレス判定図の係数

 80 項目版の集団分析を行うための判断基準

ストレスチェック制度の効果向上
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表１．職業性ストレス簡易調査票（57項目版、23項目版、80 項目版）の変数グループと尺度数および項目数

版

仕事の負担 仕事の資源

（作業レベル）

仕事の資源

（部署レベル）

仕事の資源

（事業場レベル）

アウトカム

尺度 項目 尺度 項目 尺度 項目 尺度 項目 尺度 項目

57 5 11 4 6 3 9 0 0 7 31

23 1 3 1 3 2 6 0 0 5 11

80 8 14 6 8 10 16 7 7 10 35

表２. 取得予定データ

データ提供団体 57 項目版調査票 検査年度 80項目版調査票 検査年度

A 83万 2022 - -

B 72万 2015-2022 21万 2017-2022

C 267 万 2015-2022 35万 2016-2022

D 265 万 2016-2022 35万 2016-2022

E 300 万 2015-2022 43万 2015-2022

F 13万 2021-2022 60万 2021-2022

G 91万 2018-2022 - -

H 37万 2020, 2022 - -

I 27万 2016-2021 12万 2015-2021

J 16 万 2016-2021 - -

K 32万 2012-2022 - -

計 1,203万 206 万

2024年 2月末時点で、１社はデータ提供について検討中。上記のうち２社は、個票データではなく、属

性別代表値を算出した統計情報を提供いただく。
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令和 5年度 厚生労働省 労災疾病臨床研究事業費補助金 

職業性ストレス簡易調査票に関する新しい基準値の提案（230201-01） 

分担研究報告書 

 

職業性ストレス簡易調査票を用いた集団分析と職場環境改善の現状と課題 

：文献レビュー 

 

研究協力者  関根 康寛 北里大学医学部公衆衛生学 大学院生 

井上 嶺子 北里大学医学部公衆衛生学 大学院生 

研究分担者  渡辺 和広 北里大学医学部公衆衛生学 講師 

小田切優子 東京医科大学公衆衛生学分野 講師 

島津 明人 慶應義塾大学総合政策学部 教授 

川上 憲人 東京大学大学院医学系研究科 

デジタルメンタルヘルス講座 特任教授 

井上 彰臣 産業医科大学 IR推進センター 准教授 

研究代表者 堤  明純 北里大学医学部公衆衛生学 教授 

 

研究要旨  

【目的】職業性ストレス簡易調査票（Brief Job Stress Questionnaire, BJSQ）を用

いたストレスチェックにおいて、集団分析をより活用しやすいものにするために、文

献レビューにより集団分析や職場環境改善の現状や課題を整理することを目的とし

た。 

【方法】医中誌および PubMedを用いて文献の検索を実施し、集団分析に新旧 BJSQを

用いていた事例を報告している文献を組み入れた。さらに、重要と思われる 1件の文

献をハンドサーチで追加した。組み入れ文献内における新旧 BJSQ以外の尺度の使用、

集団分析の評価項目、結果のフィードバックの有無などの内容を要約した。 

【結果】76 件の日本語文献と 2 件の英語文献が組み入れ基準を満たし、その中で合

計 84 事例を認めた。新旧 BJSQ に加え他の尺度を用いていた事例が 12 事例あった。

集団分析の主要な評価項目は、仕事のストレス判定図や総合健康リスク (50事例)、

ストレス要因 (44 事例)、職場の支援 (40事例) であった。職場環境改善のためのア
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クションプランを実行していたのは 38事例で、そのうち 23事例で実行内容の記載が

あり、アクションチェックリストの 6領域に分類すると、A. 作業計画への参加と情

報の共有と E. 職場内の相互支援の領域がそれぞれ 13 事例、次いで D. 作業場環境

が 9 事例であった。現状の集団分析における課題について記載があったのは 5 事例

で、BJSQ は職場環境改善の具体策を検討するには情報が不足している点、仕事のス

トレス判定図は評価の内容が限定されるため各部署の特色を判断するには限界があ

る点などが挙げられていた。

【結論】BJSQ を用いた集団分析において、いくつかの事例では追加の指標を加える

工夫をしていた。集団分析は、仕事のストレス判定図や総合健康リスク、ストレス

要因、職場の支援により評価している事例が多かった。職場環境改善においては、作

業計画への参加と情報の共有や、職場内の相互支援に関わる内容が実施されている

ことが多かった。BJSQの課題を指摘していた事例は少なかったが、情報量が少ないこ

とで職場環境改善策につなげにくいという点などが挙げられていた。

A. 研究目的

わが国のストレスチェック制度におけ

るストレスチェック、および集団分析に

は、職業性ストレス簡易調査票（Brief 

Job Stress Questionnaire, BJSQ）1, 2）を

使用することが推奨されている。BJSQ、お

よび 2012年に開発された新 BJSQ3）を用い

ることで、多様な仕事のストレス要因を

部署やグループ別に集計できるほか、仕

事のストレス判定図 4）を使用して将来の

疾病休業に対するリスクを算出すること

ができる。しかし、令和 4 年の労働安全

衛生調査 (実態調査)5）では、ストレスチ

ェックを実施した事業場のうち、集団分

析を実施し、かつ結果を活用した事業場

は全体の 57.9％にとどまっていた。また、

仕事のストレス判定図に対しては、限ら

れた仕事のストレス要因（仕事の量的負

担、コントロール、上司の支援と同僚の支

援）のみしか活用しておらず、職場のスト
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レス状態の一側面を表しているに過ぎな

いことの指摘がある 6）。今後、集団分析を

より活用しやすいものにするために、集

団分析の現状や工夫事例、課題について

把握し、さらに職場環境改善の成功事例

を集め、その内容を整理する必要がある。

本研究では、BJSQあるいは新 BJSQを用い

た集団分析と職場環境改善に関する文献

レビューを行い、集団分析と職場環境改

善の現状や課題を整理することを目的と

した。 

 

B. 研究方法 

2023 年 8月 7日に医中誌、2023年 9月

28 日に PubMed を用いて文献の検索を実

施した。医中誌では検索式を、(職業性ス

トレス簡易調査票/AL or ストレスチェ

ック/AL or BJSQ/AL) and (集団分析/AL 

or 職場環境改善/AL)とした。PubMed で

は、”brief job stress questionnaire”

や”group stress survey”などを含む医

中誌の検索式と同義の英文 (参考資料 1) 

で検索した。さらに、重要と思われる 1件

の文献をハンドサーチで追加した。集め

た文献のうち、集団分析に BJSQ か新 BJSQ

を用いたことを明記している、あるいは

集団分析に関連して BJSQ や新 BJSQ の下

位尺度を記載している文献を組み入れた。

原著論文や会議録に加え、具体的な事例

の記載がある解説と総説も組み入れた。組

み入れられた文献で報告されている事例

の内容について、「BJSQ/新 BJSQ 以外の尺

度も併用しているか」、「集団分析の評価

項目」、「集団分析結果のフィードバック

の有無」、「アクションプランの立案の有

無」、「アクションプラン立案の対象職場

の選定項目」、「アクションプラン立案時

のツール類」、「アクションプランの実行

の有無」、「アクションの具体的内容」、「ア

クションの効果の測定項目」、「アクショ

ンの効果の測定時期」といった点を報告者

2 名 ( 関根、井上（嶺）) が確認し、要約を

行った。 

本研究はヒトを対象としない既存研究

のレビューであるため、倫理的配慮は求

められていない。 

 

C. 研究結果 
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医中誌の検索では 204 件、PubMed の検

索では 94件が検索された。重要と思われ

る 1件の文献 7）を追加し、合わせて 76件

の日本語文献と 2 件の英語文献が組み入

れ基準を満たした。集団分析に BJSQを用

いていた事例が 67文献の 72事例、新 BJSQ

を用いていた事例が 15 文献の 15 事例あ

り、重複を除いた計 84事例が認められた 

(表 1、表 2) 。 

このうち、BJSQ、および新 BJSQに加え、

他の尺度を用いていた事例が 12事例あり、

WFun （ Work Functioning Impairment 

Scale）のような労働生産性の指標を追加

で測定することで集団分析の活用を図っ

ていた。また、健康診断データの項目を分

析に含める工夫をしていた事例 62)もあっ

た。 

BJSQ による集団分析の評価項目につい

て記載があった 73事例のうち、主要な評

価項目は、仕事のストレス判定図や総合

健康リスク (50事例)、ストレス要因 (44

事例)、職場の支援 (40 事例) であった 

(図 1) 。 

新旧 BJSQ を用いて集団分析を行った

84 事例のうち、集団分析結果を職場にフ

ィードバックしていたのは 45事例であっ

た。アクションプランを立案していたの

は 40事例、アクションプランを実行して

いたのは 38事例であった。なかには、ア

クションプランを立案する職場を選定し

ている事例もあり、総合健康リスク（7事

例）や高ストレス者の割合（1 事例）、そ

の他の方法（6事例）で職場のストレスの

状況が悪いところを選定していた。アク

ションプランの立案にあたっては、BJSQ

の項目を参考にする（26 事例）だけでな

くアクションチェックリスト（8事例）や

MIRROR（Mental health Improvement and 

Reinforcement Research of 

Recognition; メンタルヘルス改善意識

調査票） （6事例）、その他（8事例）のツ

ールを用いている事例がみられた。 

アクションプランを実行していた 38事

例のうち 23事例で実行内容の記載があっ

た。実行内容についてアクションチェッ

クリストの 6領域に分類すると、A. 作業

計画への参加と情報の共有と E. 職場内

の相互支援の領域がそれぞれ 13事例、次
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いで D. 作業場環境が 9 事例であった 

(図 2) 。 

アクションの効果の測定について記載

があったのは 31事例で、主要な項目は仕

事のストレス判定図や総合健康リスク 

(20 事例) であった (図 3) 。アクション

の効果の測定時期は、ストレスチェック

を行った年の次年度が 22 事例であった。 

現状の集団分析における課題について

記載があったのは 5 事例 9, 17, 44, 49, 53)で、

BJSQ は職場環境改善の具体策を検討する

には情報が不足している点 17, 44)、仕事の

ストレス判定図は評価の内容が限定され

るため各部署の特色を判断するには限界

がある点 9, 53)、組織全体を評価する単一

の項目がない点 49)などが挙げられていた。 

 

D. 考察 

文献レビューにより、新旧 BJSQを用い

た集団分析の現状、工夫事例、課題、なら

びに職場環境改善の成功事例について整

理した。 

新旧 BJSQに加え、他の尺度を用いた事

例が 12 事例あり、これらは、より的確に

集団の状況を把握し、職場環境改善策に

つなげるための情報不足を補うために、

調査する項目を増やす工夫がなされてい

たと考えられる。 

新旧 BJSQを用いた集団分析においては、

仕事のストレス判定図や総合健康リスク、

ストレス要因、職場の支援により評価し

ている事例が多かった。 

 職場環境改善におけるアクションプラ

ンを実行していたのは 38 事例であった。

ただし、実際には集団分析に加え職場環

境改善も行っているにもかかわらず、文

献の中では集団分析の内容のみ記載して

いるものも一定数あると考えられる。ア

クションプランを実行していた 38事例の

うち 23事例で実行内容を確認できた。内

容は様々であったが、作業計画への参加

と情報の共有や、職場内の相互支援に関

わる内容が多かった。 

現状の集団分析の課題を指摘していた

のは 5 事例と少なかったが、BJSQ は職場

環境改善策を検討するには情報が不足し

ている点、仕事のストレス判定図は評価

の内容が限定されている点などが挙げら
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れていた。

なお、本レビューは、論文や総説および

解説、学術集会の演題として発表された

事例を集めたものである。そのため、内容

は集団分析や職場環境改善に積極的に取

り組んでいる良好な事例に偏っており、本

レビューの限界であると考えられる。

E. 結論

BJSQ を用いた集団分析において、いく

つかの事例では追加の指標を加える工夫

をしていた。集団分析は、仕事のストレ

ス判定図や総合健康リスク、ストレス要

因、職場の支援により評価している事例

が多かった。職場環境改善においては、作

業計画への参加と情報の共有や、職場内

の相互支援に関わる内容が実施されること

が多かった。課題を指摘していた事例は

少なかったが、情報量が少ないことで職

場環境改善策につなげにくいという点な

どが挙げられていた。

F. 研究発表

学会発表

第 97回日本産業衛生学会に演題発表予定

G. 知的所有権の取得状況

なし

H. 参考文献

1) 労働省. 労働省平成 11年度「作業関

連疾患の予防に関する研究」. 2000: 

126-164.

2) Watanabe K，Imamura K，Eguchi 

H，Hidaka Y，Komase Y，Sakuraya 

A, et al. Usage of the Brief Job 

Stress Questionnaire: A 

Systematic Review of a 

Comprehensive Job Stress 

Questionnaire in Japan from 2003 

to 2021．Int J Environ Res 

Public Health．2023；20（3）．

3) Inoue A，Kawakami N，Shimomitsu 

T，Tsutsumi A，Haratani T，

Yoshikawa T, et al. Development 

of a short questionnaire to 

measure an extended set of job 

demands, job resources, and 

－19－



positive health outcomes: the 

new brief job stress 

questionnaire．Ind Health．

2014；52（3）：175-89． 

4)  川上憲人．仕事のストレス判定図 

( 最 新 版 ) ； 2001 ．

https://mental.m.u-

tokyo.ac.jp/old/hanteizu/index.h

tm． 

5)  厚生労働省. 令和４年労働安全衛生

調査 (実態調査). 2023. 

6)  吉川 悦子，吉川 徹．【ストレスチェ

ック制度】ストレスチェック制度に

おける集団分析、職場環境改善につ

いて．ストレス科学研究．2017 ；31 ：

16-22． 

7)  Kurisu K，Song YH，Yoshiuchi K．

Developing Action Plans Based on 

Machine Learning Analysis to 

Prevent Sick Leave in a 

Manufacturing Plant．J Occup 

Environ Med．2023；65（2）：140-

5． 

8)  畑中 浩成，松川 隆．ストレスチェッ

ク制度(医療従事者について,集団分

析)．日本ペインクリニック学会誌．

2023；30（3）：64． 

9)  野上 愛里子，内藤 有美，松本 百合

子，石神 直子，菅 美代子，高山 佳

子他．大学教職員における仕事満足

度に関与する因子の検討．CAMPUS 

HEALTH．2022；59（1）：187-9． 

10) 井田 理絵，松宮 清美，小倉 智子，

小松 武久，井上 浩行，藤田 智子他．

乗務員区・駅の職種別のストレスチ

ェック集団分析結果．交通医学．

2022；76（3-4）：63． 

11) 石川 浩二．ストレス調査からストレ

スチェック 自殺者 3 万人時代を乗

り越えて．産業ストレス研究．2022 ；

29（4）：331-7． 

12) 畑中 三千代，高橋 久美子，平尾 亜

美，宮崎 万紀，河合 隆雄，古井 景．

【事業場における産業ストレス対策

の実践と評価】事業場における産業

ストレス対策の実践と評価 ストレ

スチェック制度の集団分析の見せ方

と職場へのアプローチ．産業ストレ

－20－



ス研究．2022；29（3）：291-7． 

13) 根岸 茂登美，松田 有子，荒木田 美

香子．コロナ禍におけるタクシー乗

務員のストレスチェック集団分析結

果の検討．産業衛生学雑誌．2022 ；64

（臨増）：438． 

14) 服部 南平，市丸 麻衣子，南野 和哉，

石川 浩二．某事業場の障がい者雇用

部署におけるストレスチェック集団

分析結果の報告．産業衛生学雑誌．

2022；64（臨増）：328． 

15) 金 一成．ストレスチェック集団分析

に LiNGAMを用いて職場介入の達人を

目指そう!．産業衛生学雑誌．2022；

64（2）：129． 

16) 中村 賢治．COVID-19流行下における

医療機関でのストレスチェック集団

分析．産業衛生学雑誌．2022 ；64 （1）：

52． 

17) 宮道 力，大西 勝，岡部 伸幸，河原 

宏子，兒山 志保美，成田 美香他．岡

山大学における職場環境改善に向け

て ストレスチェック集団分析シー

トの作成．全国大学保健管理研究集

会プログラム・抄録集．2021 ；59回：

29． 

18) 椋本 義子，内田 輝美．いきいき働け

る職場への変革!急性期病院で取り

組む健康経営(第 3 回) ストレスチ

ェックの活用と組織的な職場環境改

善．ナースマネジャー．2021 ；23 （6）：

63-8． 

19) 佐原 祐加，平田 真以子，吉田 美恵

子，北村 栄作．ストレスチェック集

団分析結果を踏まえたアンケート調

査について．産業衛生学雑誌．2021 ；

63（臨増）：544． 

20) 帆苅 なおみ，宮澤 道子，神立 陽子，

林 聡子，松本 佳苗，坪井 りえ他．

ストレスチェック後の参加型職場環

境改善活動の効果検証．産業衛生学

雑誌．2021；63（臨増）：477． 

21) 小澤 珠美，深尾 咲貴子，辻 洋志．

ストレスチェックに関する取り組み

とストレスチェック後の職場環境改

善について．産業衛生学雑誌．2021 ；

63（臨増）：475． 

22) 根岸 茂登美，松田 有子，大谷 喜美

－21－



江，荒木田 美香子．タクシー乗務員

のストレスチェックにおける集団分

析結果の検討．産業衛生学雑誌．

2020；62（臨増）：583． 

23) 野村 杏子，森本 英樹．ストレスチェ

ック集団分析結果を活用した取り組

み セルフケア能力向上を目指して．

産業衛生学雑誌．2020；62（臨増）：

520． 

24) 友常 祐介，小林 睦子，南 昌秀．ス

トレスチェック後の職場環境改善活

動について【第 3報】．産業衛生学雑

誌．2020；62（臨増）：517． 

25) 京橋 生果，新宮 圧子，荒木 郁乃，

藤田 周弥，石川 英樹．ストレスチェ

ック集団分析の活用に向けて(第 3

報) OHSMS 統合モデル事例．産業衛

生学雑誌．2020；62（臨増）：459． 

26) 武知 圭子，賀古 規代，亀ヶ谷 律子，

福本 正勝．ストレスチェック集団分

析結果を活かした職場環境改善良好

施策の社内展開に向けて．産業衛生

学雑誌．2020；62（臨増）：457． 

27) 小川 真規，秋根 大．看護師のストレ

スチェック集団分析における総合健

康リスクに与える要因．産業衛生学

雑誌．2020；62（臨増）：454． 

28) 服部 南平，石川 浩二，芦原 睦．ス

トレスチェック集団分析の事後措置

ツールの活用事例 職場フォロー表

を用いた検討．産業ストレス研究．

2020；28（1）：161． 

29) 黒木 仁美，森口 次郎，内田 陽之，

大橋 史子，五十嵐 千代，小田切 優

子他．従業員 8 名の小規模零細企業

における参加型職場環境改善モデル

事業の 2 年間の取り組み．産業衛生

学雑誌．2020；62（6）：249-60． 

30) 横野 諭，松田 昌子．ストレスチェッ

クの集団分析による職場の健康リス

ク度分析とその対策．日本医療マネ

ジ メ ン ト 学 会 雑 誌 ． 2020 ； 21

（Suppl.）：181． 

31) 中村 賢治．医療機関でのストレスチ

ェック集団分析の経験．産業衛生学

雑誌．2020；62（1）：46． 

32) 桑原 啓行，清水 真喜子，権守 直紀，

小笠原 彩菜，米塚 和江，松本 理佐

－22－



他．職能別ストレスチェック集団分

析結果について．産業衛生学雑誌．

2019；61（臨増）：510． 

33) 浜田 静江，佐藤 恵，大澤 まりな，

木村 まなみ．ストレスチェック集団

分析結果を活用した職場改善．産業

衛生学雑誌．2019 ；61 （臨増）：509． 

34) 豊田 加奈子，岡原 明日香，大崎 陽

平，高島 麻巳子，多田 理香，久米本 

貴利他．ストレスチェック集団分析

結果による優先対応職場への組織的

な取組みの事例報告．産業衛生学雑

誌．2019；61（臨増）：508． 

35) 小池 美千代，鈴木 薫，菊地 杏子，

赤羽 八重子，馬場 志郎．ストレスチ

ェック集団分析の職場へのフィード

バックの取り組み．産業衛生学雑誌．

2019；61（臨増）：507． 

36) 友常 祐介，小林 睦子，南 昌秀．ス

トレスチェック後の職場環境改善活

動について【第 2報】．産業衛生学雑

誌．2019；61（臨増）：507． 

37) 山野辺 朱里，五十嵐 豊，監物 友理，

友常 祐介，南 昌秀，井田 雅祥他．

ストレスチェック制度に基づく集団

分析結果の活用【第 3報】．産業衛生

学雑誌．2019；61（臨増）：506． 

38) 五十嵐 豊，山野辺 朱里，監物 友理，

友常 祐介，南 昌秀，井田 雅祥他．

ストレスチェック制度に基づく集団

分析結果の活用【第 2報】．産業衛生

学雑誌．2019；61（臨増）：506． 

39) 監物 友理，山野辺 朱里，五十嵐 豊，

友常 祐介，南 昌秀，井田 雅祥他．

ストレスチェック制度に基づく集団

分析結果の活用【第 1報】．産業衛生

学雑誌．2019；61（臨増）：505． 

40) 島津 美由紀，磯野 愛，岩崎 明夫，

小林 公平，菅野 良介，鈴木 いづみ

他．ストレスチェックを活用とした

職場環境改善取り組みの紹介 国

内・海外支援を通して．産業衛生学雑

誌．2019；61（臨増）：373． 

41) 高橋 由美子，嘉茂 すみ代，小川 マ

ツ子，松崎 有造．病棟別ストレスチ

ェック集団分析結果からみた健康リ

スク値と労働生産性(パフォーマン

ス)の関係．日本医療・病院管理学会

－23－



誌．2019；56（Suppl.）：244． 

42) 朴 相俊，岡田 真平．ストレスチェッ

クデータの集団分析による職場状況

の見える化と職場環境改善工夫の検

討．産業ストレス研究．2019 ；27 （1）：

189． 

43) 西村 由貴，外山 千鈴．慶應義塾にお

けるストレスチェック 2018 年度の

結果概要と今後の課題．慶應保健研

究．2019；37（1）：29-33． 

44) 田中 直．職業性ストレス簡易調査票

と首尾一貫感覚を用いた集団分析．

日本精神保健看護学会学術集会・総

会プログラム・抄録集．2019 ；29回：

95． 

45) 吉川 悦子，吉川 徹，湯淺 晶子，佐

野 友美，竹内 由利子．ストレスチェ

ック制度を活用した参加型職場環境

改善の効果．産業精神保健．2019 ；27

（増刊）：170． 

46) 石川 浩二，芦原 睦．ストレスチェッ

ク後の職場改善のありかた 事業場

における集団分析の活用事例．産業

精神保健．2019；27（増刊）：117． 

47) 川角 美佳．【ストレスチェック制度

の成果を問う】集団分析と組織への

活用．健康開発．2019 ；23 （4）：39-

45． 

48) 依田 芳起，大高 雅彦．ストレスチェ

ックの集団分析の変化について．産

業衛生学雑誌．2019；61（3）：120． 

49) 五十嵐 侑，森田 哲也，末廣 有希子，

黒澤 一，藤野 善久．ストレスチェッ

クと労働機能障害調査票を組み合わ

せた集団分析．産業衛生学雑誌．

2018；60（臨増）：435． 

50) 友常 祐介，小林 睦子．ストレスチェ

ック後の職場環境改善活動について 

管理職へのフィードバック活動．産

業衛生学雑誌．2018 ；60 （臨増）：413． 

51) 黒木 和志郎，三隅 妥美，堤田 敬，

杤原 篤，田中 宣仁，橋口 克頼他．

職場環境改善に有効な仕事要素の抽

出検討．松仁会医学誌．2018 ；57 （2）：

106-13． 

52) 中谷 素子．2016 と 17 年度の高スト

レス者の変化からみた職場環境改善

の必要性．松仁会医学誌．2018；56

－24－



（2）：72-81． 

53) 野上 愛里子，松本 百合子，加治 由

記，石神 直子，内藤 有美，村松 弘

実他．大学教職員を対象としたスト

レスチェックにおける集団分析方法

の検討．CAMPUS HEALTH．2018 ；55 （1）：

432-4． 

54) 鈴木 里奈，河合 優年，山本 初実．

心 理 的 バ イ タ ル サ イ ン

(Psychological vital sign:PVS)に

職業性ストレス簡易調査票を併用し

たメンタルヘルスチェック．日本医

療マネジメント学会雑誌．2018；19

（2）：98-102． 

55) 長見 まき子．ストレスチェック実施

後の課題・問題点への対策．関西福祉

科学大学 EAP研究所紀要．2018 （12）：

15-8． 

56) 徳永 京子．【ストレスチェック制度

の運用と課題-ストレスチェック結

果の活用による働きやすい職場づく

り-】ストレスチェックの結果を活用

した事後対策の実際．ストレス科学．

2018；32（4）：335-46． 

57) 岩根 幹能．【ストレスチェック制度

の運用と課題-ストレスチェック結

果の活用による働きやすい職場づく

り-】ストレスチェック制度の運用と

課題 ストレスチェック結果の活用

による働きやすい職場づくり 産業

医の立場から．ストレス科学．2018 ；

32（4）：323-34． 

58) 井上 彰臣，川上 憲人，島津 明人，

堤 明純．ストレスチェック制度 実

施方法と制度導入に関する科学的根

拠 ストレスチェック制度の効果評

価 事業場調査から．ストレス科学．

2018；32（3）：235-46． 

59) 高波 利恵．【ストレスチェック制度

NEXT ステップ 職場環境改善「これ

でカンペキ!」実践集】集団分析&職場

環境改善事例 中小企業の強みを生

かした集団分析と職場環境改善の取

り組み．産業保健と看護．2018；10

（3）：212-6． 

60) 井谷 美幸，久保田 昌嗣．病棟におけ

るストレスチェックの集団分析結果

と病棟管理指標との関連について．

－25－



産業衛生学雑誌．2017；59（臨増）：

548． 

61) 川合田 幸枝，南 昌秀．ストレスチェ

ック結果を職場環境改善に活かす取

り組み．産業衛生学雑誌．2017 ；59 （臨

増）：474． 

62) 杉藤 素子．ストレスチェック法制化

後約 1 年半 実情と課題 当社の職

場環境改善施策 職場の活力向上プ

ロジェクト 実情と課題．交通医学．

2017；71（3-4）：80-6． 

63) 北川 かおり，平井 泰二．ストレスチ

ェック集団分析結果から見た高スト

レス者の傾向 受検時間に着目して．

産業ストレス研究．2017 ；25 （1）：156． 

64) 松井 春彦，内田 和彦，江畑 智恵，

川名 一夫，征矢 敦至，立道 昌幸他．

【ストレスチェック集団分析結果に

ついて(1)】各社の実施事例．健康管

理．2017（758）：22-36 

65) 萩原 里美．【自治体のストレスチェ

ック制度と保健師の役割】(事例 3)集

団分析の結果を発信していきたい 

佐賀県佐賀市．地域保健．2017；48

（4）：50-3． 

66) 田中 智惠子．【自治体のストレスチ

ェック制度と保健師の役割】(事例 1)

集団分析の結果を生かして各職場の

改善を図る 東京都目黒区．地域保

健．2017；48（4）：42-5． 

67) 佐倉 健史，小原 美樹，小田切 岳士，

大庭 さよ．ストレスチェックの集団

分析に定期異動者の面談結果を生か

し、アクションプランにつなげた例

の実践報告．産業精神保健．2017 ；25

（増刊）：166． 

68) 前田 一寿．働き方改革につながるス

トレスチェック集団分析 職場で自

発的改善を促す調査・分析への発展．

産業精神保健．2017 ；25 （増刊）：165． 

69) 橋本 真紀子，岩本 千華子，大庭 さ

よ．ストレスチェック集団分析結果

の活用に関する一考察 管理職への

フィードバックに焦点を当てて．産

業精神保健．2017 ；25 （増刊）：164． 

70) 杉藤 素子．ストレスチェック法制化

後約 1 年半 実情と課題 当社の職

場環境改善施策 職場の活力向上プ

－26－



ロジェクト 実情と課題．交通医学．

2017；71（1-2）：2． 

71) 内田 陽之，中野 朝広，藤原 美穂，

水本 正志，山根 英之，岩佐 浩他．

A 事業所におけるストレスチェック

集団分析結果を活用した職場環境改

善の取り組みについて．日本外来精

神医療学会プログラム・抄録集．

2017；17回：108． 

72) 土井 康文，永冨 香織，水城 怜子，

佐久川 早苗，田原 和幸，古谷 秀文．

職業性ストレス簡易調査票を用いた

看護師の職場環境改善についての 3

年間の取り組み．産業衛生学雑誌．

2017；59（1）：36． 

73) 水本 正志．ストレスチェック制度の

効果的活用を考える 外部機関の立

場より 集団分析結果を活用した職

場環境改善の取り組みについて．産

業ストレス研究．2016 ；23 （4）：325-

31． 

74) 大阪市人事室人事課厚生グループ．

【ストレスチェック次の一歩】(事例

3)職場環境改善の取り組みと課題 

好事例の収集・水平展開をめざして．

安全と健康．2016 ；67 （10）：965-7． 

75) 横川 智子．【ストレスチェック次の

一歩】(事例 2)"職活プロジェクト"に

よる職場環境改善の取り組み．安全

と健康．2016；67（10）：962-4． 

76) 島津 明人．ストレスチェックの法制

化と職業性ストレス対策の新たな動

向 ストレス対策における職場環境

改善 活性化対策につなげるために．

心身医学．2016；56（8）：814-8． 

77) 松本 美保．ストレスチェック結果の

一次予防的活用 大阪市におけるス

トレスチェックを活用した職場環境

改善の取り組みと課題 保健師の立

場から．産業精神保健．2016 ；24 （増

刊）：53． 

78) 友常 祐介，平岡 晃，岡部 花枝，山

野辺 朱里，監物 友理．分散事業場に

おけるストレスチェック後の職場環

境改善活動について．産業衛生学雑

誌．2016；58（臨増）：395． 

79) 本間 悠子，中津 寿子，西本 真証，

三橋 和則，梅景 正．職場環境改善へ

－27－



の取り組み ストレスチェックを活

用して．産業衛生学雑誌．2016 ；58 （臨

増）：395． 

80) 田口 和代，関屋 裕希，西澤 洋子．

帝人グループにおけるストレスチェ

ックと従業員参加型職場環境改善活

動 課題解決型と健康いきいき職場

づくり型(ポジティブ・アプローチ)

の効果比較．産業衛生学雑誌．2016 ；

58（臨増）：268． 

81) 新村 敦子，寒川 裕，内藤 孝一，真

船 浩介．継続的な参加型職場環境改

善の取組におけるストレッサー

(BJSQ)の変化に関する検討．産業衛

生学雑誌．2014；56（臨増）：486． 

82) 日南 文夫．【ストレスチェックで職

場改善】(事例 1)職業性ストレス簡易

調査票(ストレス診断)を活用した職

場環境改善活動．安全と健康．2013 ；

64（11）：1063-6． 

83) 福岡 悦子，植田 恵子，川口 明美，

三村 三子．看護職員の職業性ストレ

スの変化 職場環境改善の評価の試

み．新見公立短期大学紀要．2008 ；29 ：

17-24． 

84) Kobayashi Y，Kaneyoshi A，Yokota 

A，Kawakami N．Effects of a 

worker participatory program for 

improving work environments on 

job stressors and mental health 

among workers: a controlled 

trial．J Occup Health．2008；50

（6）：455-70． 

 

－28－



表
1 

組
み
入
れ
文
献
の
概
要

 
 事 例 番 号

 
著
者

 (
年

) 
BJ

SQ
を

用
い
た
集

団
分
析
を

し
て
い
る

 

新
BJ

SQ
を
用
い
た

集
団
分
析

を
し
て
い

る
 

BJ
SQ

/新
BJ

SQ
以
外
の

尺
度
も
併
用
し
て
い
る

 
集
団
分
析
の
評
価
項
目

 

集
団
分
析

結
果
の
フ

ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
の
有

無
 

ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン

の
立
案
の

有
無

 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
立

案
の
対
象
職
場
の
選
定

項
目

 
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
立
案
時
の
ツ

ー
ル
類

 

1 
畑
中
ら

8）
 

20
23

 
は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
・
そ
の
他
の
項
目

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

2 
野
上
ら

9）
 

20
22

 
は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 

・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 

な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

3 
井
田
ら

10
）

 
20

22
 

い
い
え

 
は
い

 
い
い
え

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

・
職
場
の
支
援

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

4 
石
川

11
）

 
20

22
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
な
し

 
あ
り

 
NA

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

5 
石
川

11
）

 
20

22
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
な
し

 
あ
り

 
NA

 
・

M
IR

RO
R 

6 
石
川

11
）

 
20

22
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
あ
り

 
あ
り

 
・
す
べ
て
の
職
場

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 
・
ア
ク
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 
・
そ
の
他
の
ツ
ー
ル

 
7 

畑
中
ら

12
）

 
20

22
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
あ
り

 
な
し

 
NA

 
NA

 

8 
根
岸
ら

13
）

 
20

22
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因
（
仕
事
の
量
的
負
担
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

9 
服
部
ら

14
）

 
20

22
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

10
 

金
15

）
 

20
22

 
は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因

 
・
職
場
の
支
援

 
な
し

 
あ
り

 
NA

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

11
 

中
村

16
）

 
20

22
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 

・ス
ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
・
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 

な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

12
 

宮
道
ら

17
）

 
20

21
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

13
 

椋
本
ら

18
）

 
20

21
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
あ
り

 
あ
り

 
・
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
ア
ク
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

14
 

佐
原
ら

19
）

 
20

21
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

・
職
場
の
支
援

 
あ
り

 
あ
り

 
NA

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 
・
ア
ク
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

15
 

帆
苅
ら

20
）

 
20

21
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
あ
り

 
あ
り

 
・
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 
・
ア
ク
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
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16
 

小
澤
ら

21
）

 
20

21
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
あ
り

 
あ
り

 
・
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
ア
ク
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 
・

M
IR

RO
R 

17
 

根
岸
ら

22
）

 
20

20
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

・
職
場
の
支
援

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

18
 

野
村
ら

23
）

 
20

20
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
あ
り

 
あ
り

 
・
す
べ
て
の
職
場

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

19
 

友
常
ら

24
）

 
20

20
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
NA

 
あ
り

 
な
し

 
NA

 
NA

 

20
 

京
橋
ら

25
）

 
20

20
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
そ
の
他
の
項
目

 
な
し

 
あ
り

 
NA

 
・
そ
の
他
の
ツ
ー
ル

 

21
 

武
知
ら

26
）

 
20

20
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

22
 

小
川
ら

27
）

 
20

20
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因

 
・
職
場
の
支
援

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

23
 

服
部
ら

28
）

 
20

20
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
NA

 
あ
り

 
あ
り

 
NA

 
・
そ
の
他
の
ツ
ー
ル

 

24
 

黒
木
ら

29
）

 
20

20
 

い
い
え

 
は
い

 
い
い
え

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
な
し

 
あ
り

 
・
す
べ
て
の
職
場

 
・
ア
ク
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 
・
そ
の
他
の
ツ
ー
ル

 

25
 

横
野
ら

30
）

 
20

20
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 

・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因
（
仕
事
の
量
的
負
担
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
・
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 

な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

26
 

中
村
ら

31
）

 
20

20
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、そ

の
他
の
ス
ト
レ
ス
要

因
）

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

27
 

桑
原
ら

32
）

 
20

19
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

28
 

浜
田
ら

33
）

 
20

19
 

い
い
え

 
は
い

 
い
い
え

 
NA

 
あ
り

 
あ
り

 
・
す
べ
て
の
職
場

 
NA

 

29
 

豊
田
ら

34
）

 
20

19
 

い
い
え

 
は
い

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因

 
・
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
あ
り

 
あ
り

 
・
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割

合
 

・
BJ

SQ
の
項
目

 

30
 

小
池
ら

35
）

 
20

19
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
あ
り

 
あ
り

 
・
す
べ
て
の
職
場

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 
・

M
IR

RO
R 

31
 

友
常
ら

36
）

 
20

19
 

は
い

 
は
い

 
い
い
え

 
NA

 
あ
り

 
な
し

 
NA

 
NA

 

32
 

山
野
辺
ら

37
）

 
20

19
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

・
職
場
の
支
援

 
あ
り

 
な
し

 
・
そ
の
他
の
方
法

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

33
 

五
十
嵐
ら

38
）

 
20

19
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
職
場
の
支
援

 
・
そ
の
他
の
項
目

 
あ
り

 
あ
り

 
・
そ
の
他
の
方
法

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

34
 

監
物
ら

39
）

 
20

19
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

・
職
場
の
支
援

 
あ
り

 
な
し

 
NA

 
NA

 

35
 

島
津
ら

40
）

 
20

19
 

い
い
え

 
は
い

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因
（
仕
事
の
量
的
負
担
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
そ
の
他
の
項
目

 
あ
り

 
あ
り

 
・
す
べ
て
の
職
場

 
・

BJ
SQ

の
項
目
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36
 

高
橋
ら

41
）

 
20

19
 

は
い

 
い
い
え

 

は
い

 
・

W
or

k L
im

ita
tio

ns
 

Q
ue

sti
on

na
ire

 
Ja

pa
ne

se
 V

er
sio

n 
(W

LQ
-J)

 

・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 

な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

37
 

朴
ら

42
）

 
20

19
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

38
 

西
村
ら

43
）

 
20

19
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

39
 

田
中

44
）

 
20

19
 

は
い

 
い
い
え

 
は
い

 
・

Se
ns

e o
f C

oh
er

en
ce

 
(S

O
C)

 

・
ス
ト
レ
ス
要
因
（
仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
・
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

40
 

吉
川
ら

45
）

 
20

19
 

は
い

 
い
い
え

 
は
い

 
・

W
or

k F
un

cti
on

in
g 

Im
pa

irm
en

t S
ca

le 
(W

Fu
n)

 
NA

 
な
し

 
あ
り

 
・
そ
の
他
の
方
法

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

41
 

石
川
ら

46
）

 
20

19
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
NA

 
あ
り

 
あ
り

 
・
す
べ
て
の
職
場

 
・
そ
の
他
の
ツ
ー
ル

 

42
 

川
角

47
）

 
20

19
 

は
い

 
は
い

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

・
職
場
の
支
援

 
あ
り

 
あ
り

 
・
す
べ
て
の
職
場

 
・
そ
の
他
の
ツ
ー
ル

 

43
 

依
田
ら

48
）

 
20

19
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

・
職
場
の
支
援

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

44
 

五
十
嵐
ら

49
）

 
20

18
 

は
い

 
い
い
え

 
は
い

 
・

W
or

k F
un

cti
on

in
g 

Im
pa

irm
en

t S
ca

le 
(W

Fu
n)

 

・ス
ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

45
 

友
常
ら

50
）

 
20

18
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
あ
り

 
な
し

 
NA

 
NA

 

46
 

黒
木
ら

51
）

 
20

18
 

い
い
え

 
は
い

 
い
い
え

 

・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
・
そ
の
他
の
項
目

 

な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

47
 

中
谷

52
）

 
20

18
 

い
い
え

 
は
い

 
い
い
え

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

48
 

野
上
ら

53
）

 
20

18
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 

・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
・
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 

な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

49
 

鈴
木
ら

54
）

 
20

18
 

は
い

 
い
い
え

 
は
い

 
・

St
re

ss 
Se

lf-
Re

gu
lat

ion
 In

ve
nt

or
y 

・ス
ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA
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(S
SI

) 
・

M
on

ito
r-B

lun
te

r 
St

yle
 Sc

ale
 (M

BS
S)

 
・
ス
ト
レ
ス
値
（
入
職
時

の
ス
ト
レ
ス
を

50
と
し

た
と
き
の
主
観
値
）

 

・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
・
そ
の
他
の
項
目

 

50
 

長
見

55
）

 
20

18
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
あ
り

 
あ
り

 
・
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
そ
の
他
の
ツ
ー
ル

 

51
 

長
見

55
）

 
20

18
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
職
場
の
支
援

 
あ
り

 
な
し

 
NA

 
NA

 

52
 

長
見

55
）

 
20

18
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
あ
り

 
な
し

 
NA

 
NA

 

53
 

徳
永

56
）

 
20

18
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
あ
り

 
あ
り

 
NA

 
・

M
IR

RO
R 

54
 

岩
根

57
）

 
20

18
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

・
職
場
の
支
援

 
あ
り

 
な
し

 
NA

 
NA

 

55
 

井
上
ら

58
）

 
20

18
 

は
い

 
い
い
え

 

は
い

 
・

Jo
b C

on
te

nt
 

Q
ue

sti
on

na
ire

 (J
CQ

) 
・

K6
 

・
Ut

re
ch

t W
or

k 
En

ga
ge

m
en

t S
ca

le 
(U

W
ES

) 

・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
・
そ
の
他
の
項
目

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

56
 

高
波

59
）

 
20

18
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
あ
り

 
あ
り

 
NA

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

57
 

井
谷
ら

60
）

 
20

17
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

・
職
場
の
支
援

 
・
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

58
 

川
合
田
ら

61
）

 
20

17
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
NA

 
あ
り

 
あ
り

 
NA

 
NA

 

59
 

杉
藤

62
）

 
20

17
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

 
・
そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
あ
り

 
あ
り

 
NA

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

60
 

北
川
ら

63
）

 
20

17
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 

・ス
ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
・
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 

な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

61
 

松
井
ら

64
）

 
20

17
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

・
職
場
の
支
援

 
あ
り

 
な
し

 
NA

 
NA

 

62
 

松
井
ら

64
）

 
20

17
 

は
い

 
い
い
え

 

は
い

 
・

Sc
ale

 of
 M

en
tal

 
He

alt
h C

lim
ate

 fo
r 

W
or

kp
lac

e 
In

vig
or

ati
on

 (W
IN

) 

・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

・
職
場
の
支
援

 
あ
り

 
あ
り

 
・
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 
・
そ
の
他
の
ツ
ー
ル
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63
 

松
井
ら

64
）

 
20

17
 

い
い
え

 
は
い

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
あ
り

 
な
し

 
NA

 
NA

 

64
 

萩
原

65
）

 
20

17
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因
（
仕
事
の
量
的
負
担
）

 
・
職
場
の
支
援

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

65
 

田
中

66
）

 
20

17
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
あ
り

 
な
し

 
NA

 
NA

 

66
 

佐
倉
ら

67
）

 
20

17
 

は
い

 
い
い
え

 
は
い

 
・
組
織
活
力
調
査
票

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

67
 

前
田

68
）

 
20

17
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、そ

の
他
の
ス
ト
レ
ス
要

因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
な
し

 
な
し

 
NA

 
NA

 

68
 

橋
本
ら

69
）

 
20

17
 

は
い

 
は
い

 
い
い
え

 
NA

 
あ
り

 
な
し

 
NA

 
NA

 

69
 

杉
藤

70
）

 
20

17
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因
（
そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
な
し

 
あ
り

 
NA

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

70
 

内
田
ら

71
）

 
20

17
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
NA

 
あ
り

 
あ
り

 
・
す
べ
て
の
職
場

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

71
 

土
井
ら

72
）

 
20

17
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

・
職
場
の
支
援

 
な
し

 
あ
り

 
・
す
べ
て
の
職
場

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

72
 

水
本

73
）

 
20

16
 

い
い
え

 
は
い

 
は
い

 
・
京
都
工
場
保
健
会
独
自

の
尺
度

 
NA

 
あ
り

 
あ
り

 
NA

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

73
 

大
阪
市
人
事

室
人
事
課
厚

生
グ
ル
ー
プ

74
）

 
20

16
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
あ
り

 
あ
り

 
・
す
べ
て
の
職
場

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

74
 

横
川

75
）

 
20

16
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
あ
り

 
あ
り

 
・
す
べ
て
の
職
場

 
・

M
IR

RO
R 

75
 

島
津

76
）

 
20

16
 

い
い
え

 
は
い

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因
（
そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
・
そ
の
他
の
項
目

 
あ
り

 
あ
り

 
・
す
べ
て
の
職
場

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 
・
ア
ク
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

76
 

松
本

77
）

 
20

16
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
あ
り

 
あ
り

 
NA

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

77
 

友
常
ら

78
）

 
20

16
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
あ
り

 
な
し

 
NA

 
NA

 

78
 

本
間
ら

79
）

 
20

16
 

い
い
え

 
は
い

 
は
い

 
・
組
織
活
力
調
査
票

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
あ
り

 
あ
り

 
・
そ
の
他
の
方
法

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

79
 

田
口
ら

80
）

 
20

16
 

い
い
え

 
は
い

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
な
し

 
あ
り

 
・
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

80
 

新
村
ら

81
）

 
20

14
 

は
い

 
い
い
え

 
は
い

 
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
業

務
の
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
尺
度

 
NA

 
あ
り

 
あ
り

 
NA

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 

81
 

日
南

82
）

 
20

13
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

・
職
場
の
支
援

 
あ
り

 
あ
り

 
・
そ
の
他
の
方
法

 
NA
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82
 

福
岡
ら

83
）

 
20

08
 

は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 

・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 

な
し

 
あ
り

 
NA

 
NA

 

83
 

Ku
ris

u e
t 

al.
7）

 
20

23
 

は
い

 
い
い
え

 
は
い

 
・
会
社
独
自
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
関
す
る
質
問
票

 
健
康
診
断
結
果

 

・
ス
ト
レ
ス
要
因

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
・
そ
の
他
の
項
目

 
あ
り

 
な
し

 
・
す
べ
て
の
職
場

 
・

M
IR

RO
R 

84
 

Ko
ba

ya
sh

i 
et

 al
.84

）
 

20
08

 
は
い

 
い
い
え

 
い
い
え

 

・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・ス

ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
・
そ
の
他
の
項
目

 

あ
り

 
あ
り

 
・
そ
の
他
の
方
法

 
・

BJ
SQ

の
項
目

 
・
ア
ク
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

注
. B

JS
Q

: B
rie

f J
ob

 St
re

ss 
Q

ue
sti

on
na

ire
; N

A:
 N

ot
 A

pp
lic

ab
le;

 M
IR

RO
R:

 M
en

tal
 he

alt
h I

m
pr

ov
em

en
t a

nd
 R

ein
fo

rc
em

en
t R

es
ea

rc
h o

f R
ec

og
ni

tio
n.
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表
2 

組
み
入
れ
文
献
の
概
要

 (
続
き

) 
 事 例 番 号

 
著
者

 (
年

) 

ア
ク
シ

ョ
ン
プ

ラ
ン
の

実
行
の

有
無

 

ア
ク
シ
ョ
ン
の
具
体
的
内
容

 
ア
ク
シ
ョ
ン
の
効
果
の
測
定
項
目

 
ア
ク
シ
ョ

ン
の
効
果

の
測
定
時

期
 

1 
畑
中
ら

8）
 

20
23

 
な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

2 
野
上
ら

9）
 

20
22

 
な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

3 
井
田
ら

10
）

 
20

22
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

4 
石
川

11
）

 
20

22
 

あ
り

 
毎
週

1時
間
課
長
と
の
話
合
い
を
実
施
、
毎
週

1時
間
同
僚
の
み
の
話
合
い
を
実
施
、
業
務
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
事
務
職
場
の
横
に

休
憩
場
所
を
設
置
し
た
。

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
次
年
度

 

5 
石
川

11
）

 
20

22
 

あ
り

 
課
長
が
管
理
業
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
人
員
の
大
幅
な
補
充
を
実
施
し
た
。

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
次
年
度

 

6 
石
川

11
）

 
20

22
 

あ
り

 

仕
事
が
属
人
的
で
、
作
業
負
担
に
偏
り
が
あ
る
と
い
う
問
題
に
対
し
、
①
管
理
の
工
夫
（
前
広
な
個
人
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
把
握
な

ど
）、

②
人
員
の
増
員
、
再
配
置
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
③
一
時
的
な
業
務
負
荷
の
増
加
に
対
し
て
課
内
で
臨
時
の
人
員
融
通
が
で
き

る
仕
組
み
の
構
築
、
を
実
施
し
た
。
働
き
甲
斐
の
低
下
、
将
来
展
望
の
不
安
と
い
う
問
題
に
対
し
、
①
業
務
の
際
に
本
人
に
裁
量
を

持
た
せ
る
、
②
特
定
作
業
を
個
人
指
定
せ
ず
、
幅
広
く
配
分
し
適
正
を
確
認
、
③
将
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
に
携
わ
っ
て
こ
な
か

っ
た
チ
ー
ム
の
若
手
社
員
を
検
討
に
参
画
さ
せ
る
こ
と
、
を
実
施
し
た
。

 

NA
 

NA
 

7 
畑
中
ら

12
）

 
20

22
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

8 
根
岸
ら

13
）

 
20

22
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

9 
服
部
ら

14
）

 
20

22
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

10
 

金
15

）
 

20
22

 
な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

11
 

中
村

16
）

 
20

22
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

12
 

宮
道
ら

17
）

 
20

21
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

13
 

椋
本
ら

18
）

 
20

21
 

あ
り

 
NA

 
・
そ
の
他
の
項
目

 
・

そ
の

他
の
時
期

 
14

 
佐
原
ら

19
）

 
20

21
 

あ
り

 
個
人
裁
量
の
増
加
や
業
務
の
見
え
る
化
、w

eb
会
議
の
利
用
に
よ
る
在
宅
勤
務
の
就
業
環
境
変
化
へ
の
対
応
、在

宅
勤
務
下
に
お
け

る
管
理
職
か
ら
の
配
慮
が
実
施
さ
れ
た
。

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
次
年
度

 

15
 

帆
苅
ら

20
）

 
20

21
 

あ
り

 
NA

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 

・
そ

の
他

の
時
期

 

16
 

小
澤
ら

21
）

 
20

21
 

あ
り

 
相
手
を
思
い
や
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
、
自
分
の
思
い
を
相
手
に
明
確
に
伝
え
る
こ
と
、
係
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積

極
的
に
増
や
す
こ
と
が
円
滑
な
仕
事
の
継
続
に
つ
な
が
る
と
の
意
見
が
あ
り
、他

の
職
場
で
も
同
様
の
問
題
が
あ
っ
た
た
め
、
ミ
ス

を
少
な
く
す
る
ツ
ー
ル
等
を
共
有
し
た
。

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
次
年
度

 

17
 

根
岸
ら

22
）

 
20

20
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

18
 

野
村
ら

23
）

 
20

20
 

あ
り

 
体
調
管
理
の
見
え
る
化
、
懇
親
活
動
、
多
能
工
化
、
作
業
場
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
の
増
加
な
ど
の
方

策
を
実
施
し
た
。

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
・
次
年
度

 
・

そ
の

他
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・
そ
の
他
の
項
目

 
の
時
期

 

19
 

友
常
ら

24
）

 
20

20
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

20
 

京
橋
ら

25
）

 
20

20
 

あ
り

 
暑
さ
に
対
し
て
は
、
空
調
設
備
の
導
入
、
空
調
服
及
び
機
能
性
イ
ン
ナ
ー
の
配
布
を
実
施
し
た
。
重
量
物
に
つ
い
て
は
、
人
員
配
置

の
見
直
し
に
よ
る
作
業
負
荷
の
軽
減
と
ロ
ボ
ッ
ト
積
載
な
ど
の
導
入
検
討
を
行
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
足
に
対
し
て

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
を
目
的
と
し
た
管
理
職
研
修
を
実
施
し
た
。

 
・
そ
の
他
の
項
目

 
NA

 

21
 

武
知
ら

26
）

 
20

20
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

22
 

小
川
ら

27
）

 
20

20
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

23
 

服
部
ら

28
）

 
20

20
 

あ
り

 
声
掛
け
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
に
よ
り
定
期
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
、
作
業
者
の
確
保
、外

注
化
や
請
負
化
の
検
討

が
実
施
さ
れ
た
。

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
次
年
度

 

24
 

黒
木
ら

29
）

 
20

20
 

あ
り

 
「
道
具
置
き
場
の
整
理
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
工
具
掛
け
の
作
成
が
実
施
さ
れ
た
。「

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
資
格
取
得
の
支
援
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
空
き
棚
を
本
棚
に
作
り
変
え
て
資
格
関
係
の
テ
キ
ス
ト
類
を
設
置
し
た
。

 

・
ス
ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 

・
そ

の
他

の
時
期

 

25
 

横
野
ら

30
）

 
20

20
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

26
 

中
村
ら

31
）

 
20

20
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

27
 

桑
原
ら

32
）

 
20

19
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

28
 

浜
田
ら

33
）

 
20

19
 

あ
り

 
職
場
ド
ッ
ク
に
取
り
組
ん
だ

32
部
署
に
お
け
る
、
改
善
手
法

6
項
目
の
内
訳
は
、

C.
仕
事
の
し
や
す
さ
が

19
部
署
、

A.
情
報
の

共
有
が

15
部
署
、

B.
オ
ン
、
オ
フ
の
バ
ラ
ン
ス
が

8部
署
、

D
.環

境
の
整
備
が

7部
署
、

E.
職
場
内
の
相
互
支
援
が

3部
署
、

F.
安
心
で
き
る
職
場
の
し
く
み
が

3部
署
で
あ
っ
た
。

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
次
年
度

 

29
 

豊
田
ら

34
）

 
20

19
 

あ
り

 
工
場
の
ラ
イ
ン
の
切
替
頻
度
と
ト
ラ
ブ
ル
数
が
多
く
、メ

ン
テ
ナ
ン
ス
時
間
が
担
当
者
間
の
心
理
的
な
衝
突
要
因
で
あ
る
と
い
う
課

題
に
対
し
、
ラ
イ
ン
を
切
替
頻
度
毎
に
仕
分
け
、
生
産
管
理
と
人
員
配
置
の
見
直
し
を
実
施
し
た
。

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
次
年
度

 

30
 

小
池
ら

35
）

 
20

19
 

あ
り

 
教
育
プ
ラ
ン
の
追
加
、
年
次
休
暇
放
棄
ゼ
ロ
対
策
、「

誉
め
る
」
こ
と
を
意
識
し
た
内
容
で
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
半
期
毎
に
開
催

す
る
こ
と
を
実
施
し
た
。

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
次
年
度

 

31
 

友
常
ら

36
）

 
20

19
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

32
 

山
野
辺
ら

37
）

 
20

19
 

あ
り

 
NA

 
・
そ
の
他
の
項
目

 
・

そ
の

他
の
時
期

 
33

 
五
十
嵐
ら

38
）

 
20

19
 

あ
り

 
NA

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
職
場
の
支
援

 
・
次
年
度

 

34
 

監
物
ら

39
）

 
20

19
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

35
 

島
津
ら

40
）

 
20

19
 

あ
り

 
NA

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
次
年
度

 

36
 

高
橋
ら

41
）

 
20

19
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

37
 

朴
ら

42
）

 
20

19
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

38
 

西
村
ら

43
）

 
20

19
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

39
 

田
中

44
）

 
20

19
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

40
 

吉
川
ら

45
）

 
20

19
 

あ
り

 
NA

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
・

そ
の

他
の
時
期
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41
 

石
川
ら

46
）

 
20

19
 

あ
り

 
NA

 
NA

 
NA

 

42
 

川
角

47
）

 
20

19
 

あ
り

 
NA

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
次
年
度

 

43
 

依
田
ら

48
）

 
20

19
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

44
 

五
十
嵐
ら

49
）

 
20

18
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

45
 

友
常
ら

50
）

 
20

18
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

46
 

黒
木
ら

51
）

 
20

18
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

47
 

中
谷

52
）

 
20

18
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

48
 

野
上
ら

53
）

 
20

18
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

49
 

鈴
木
ら

54
）

 
20

18
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

50
 

長
見

55
）

 
20

18
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

51
 

長
見

55
）

 
20

18
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

52
 

長
見

55
）

 
20

18
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

53
 

徳
永

56
）

 
20

18
 

あ
り

 
終
業
時
間
の

1
時
間
前
に
手
伝
う
こ
と
が
な
い
か
声
を
か
け
合
う
こ
と
を
実
施
し
た
。
週

1
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
仕
事
の
進
捗

状
況
を
報
告
し
合
い
、
遅
れ
て
い
る
業
務
に
つ
い
て
は
リ
ー
ダ
ー
が
応
援
要
請
を
す
る
こ
と
を
実
施
し
た
。
出
勤
ボ
ー
ド
に
「
助
け

て
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
助
け
て
ほ
し
い
表
示
を
見
か
け
た
際
は
全
員
が
声
を
か
け
て
手
伝
う
こ
と
を
実
施
し
た
。

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
職
場
の
支
援

 
・

そ
の

他
の
時
期

 

54
 

岩
根

57
）

 
20

18
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

55
 

井
上
ら

58
）

 
20

18
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

56
 

高
波

59
）

 
20

18
 

あ
り

 
課
題
が
あ
る
職
場
に
支
援
チ
ー
ム
（
副
社
長
、
総
務
課
長
と
課
員
、
保
健
師
）
が
巡
回
訪
問
し
、
店
長
と
従
業
員
別
に
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

 
NA

 
NA

 

57
 

井
谷
ら

60
）

 
20

17
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

58
 

川
合
田
ら

61
）

 
20

17
 

あ
り

 
定
時
退
社
日
の
実
行
、
年
休
消
化
促
進
、
定
期
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
昼
食
会
の
設
定
、
多
能
工
化
や
応
援
作
業
や
職
場
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
、
作
業
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
改
善
や
照
明
の
改
善
、
２

S活
動
、
保
護
具
の
改
善
、
組
織
改
革
や
人
員
配
置
の
見
直
し
を
実
施

し
た
。

 
NA

 
・
次
年
度

 

59
 

杉
藤

62
）

 
20

17
 

あ
り

 
NA

 
・
そ
の
他
の
項
目

 
NA

 

60
 

北
川
ら

63
）

 
20

17
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

61
 

松
井
ら

64
）

 
20

17
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

62
 

松
井
ら

64
）

 
20

17
 

あ
り

 
NA

 
NA

 
・
次
年
度

 

63
 

松
井
ら

64
）

 
20

17
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

64
 

萩
原

65
）

 
20

17
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA
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65
 

田
中

66
）

 
20

17
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

66
 

佐
倉
ら

67
）

 
20

17
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

67
 

前
田

68
）

 
20

17
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

68
 

橋
本
ら

69
）

 
20

17
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

69
 

杉
藤

70
）

 
20

17
 

あ
り

 
NA

 
NA

 
NA

 

70
 

内
田
ら

71
）

 
20

17
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

71
 

土
井
ら

72
）

 
20

17
 

あ
り

 
NA

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

・
職
場
の
支
援

 
・
次
年
度

 

72
 

水
本

73
）

 
20

16
 

あ
り

 
仕
事
の
役
割
や
意
義
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
さ
に
関
連
し
て
い
る
と
い
う
課
題
が
挙
が
り
、モ

チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
向
上
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
を
実
施
し
た
。

 
・
職
場
の
支
援

 
・
そ
の
他
の
項
目

 
・

そ
の

他
の
時
期

 

73
 

大
阪
市
人
事

室
人
事
課
厚

生
グ
ル
ー
プ

74
）

 
20

16
 

あ
り

 
業
務
量
の
多
さ
、
病
気
休
暇
取
得
者
の
存
在
、
来
客
の
待
ち
人
数
が
多
く
精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
増
す
、
応
援
体
制
が
機
能
し
て
い
な

い
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
に
重
点
を
置
き
、
職
員
間
の
挨
拶
を
意
識
し
て
実
施
し
た
。

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
そ
の
他
の
項
目

 
・
次
年
度

 

74
 

横
川

75
）

 
20

16
 

あ
り

 
社
員
に
よ
っ
て
業
務
量
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
、
休
暇
取
得
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
労
働
時
間
外
の
拘
束
時
間
が
長
い
こ
と
が
課
題
と

し
て
挙
が
り
、

24
時
間
勤
務
の
社
員
に
は
「
原
則

13
時
ま
で
に
退
社
」
と
い
う
ル
ー
ル
を
設
定
し
職
場
内
に
周
知
し
た
。

 
・
そ
の
他
の
項
目

 
・

そ
の

他
の
時
期

 
75

 
島
津

76
）

 
20

16
 

あ
り

 
NA

 
NA

 
NA

 

76
 

松
本

77
）

 
20

16
 

あ
り

 
NA

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
次
年
度

 

77
 

友
常
ら

78
）

 
20

16
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

78
 

本
間
ら

79
）

 
20

16
 

あ
り

 
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
の
導
入
及
び
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
ヘ
の
変
更
を
実
施
し
た
。

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因
（
そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
・
次
年
度

 

79
 

田
口
ら

80
）

 
20

16
 

あ
り

 
NA

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

職
場
の
支
援

 
・
そ
の
他
の
項
目

 
・
次
年
度

 

80
 

新
村
ら

81
）

 
20

14
 

あ
り

 
作
業
の
集
中
時
間
と
打
合
せ
優
先
時
間
の
確
保
、
業
務
分
担
の
再
整
理
や
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
整
備
に
よ
る
業
務
や
知
識
の
平
準
化
、

報
告
書
の
削
減
や
無
駄
な
待
ち
時
間
の
削
減
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
た
。

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
次
年
度

 

81
 

日
南

82
）

 
20

13
 

あ
り

 
定
例
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
の
開
催
に
よ
る
情
報
の
共
有
、
業
務
負
荷
の
平
準
化
、
年
休
取
得
促
進
や
ノ
ー
残
業
デ
ー
設
定
、
職
場
の

作
業
環
境
改
善
（
整
理
整
頓
で
作
業
ス
ペ
ー
ス
拡
大
、
無
理
な
姿
勢
の
作
業
の
低
減
、
空
調
の
改
善
）、

多
能
工
化
や
個
人
の
ス
キ

ル
向
上
を
実
施
し
た
。

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
） 

・
職
場
の
支
援

 
・
次
年
度

 

82
 

福
岡
ら

83
）

 
20

08
 

あ
り

 
看
護
助
手
を
新
た
に
配
置
、
専
門
性
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
業
務
内
容
を
改
善
、
医
療
チ
ー
ム
の
支
援
増
加
な
ど
の
改
善
策
が
実
施

さ
れ
た
。

 

・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 

・
そ

の
他

の
時
期

 

83
 

Ku
ris

u 
et 

al.
7）

 
20

23
 

な
し

 
NA

 
NA

 
NA

 

84
 

Ko
ba

ya
sh

i 
et

 al
.84

）
 

あ
り

 
9つ

の
介
入
職
場
で

10
0の

プ
ラ
ン
が
提
案
、
承
認
さ
れ
た
。
職
場
内
の
相
互
支
援
が

37
件
、
作
業
計
画
へ
の
参
加
と
情
報
の
共

有
が

36
件
、
勤
務
時
間
と
作
業
編
成
が

12
件
、
作
業
場
環
境
が

9件
、
円
滑
な
作
業
手
順
が

6件
で
あ
っ
た
。

 
・
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
か
つ

/ま
た
は
総
合
健
康
リ
ス
ク

 
・
ス
ト
レ
ス
要
因（

仕
事
の
量
的
負
担
、仕

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

・
次
年
度
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20
08

 
そ
の
他
の
ス
ト
レ
ス
要
因
）

 
・
職
場
の
支
援

 
・
ス
ト
レ
ス
反
応

 
・
そ
の
他
の
項
目

 
注

. N
A:

 N
ot

 A
pp

lic
ab

le.
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図 1 集団分析の評価項目 

 
 
 
図 2 アクションプランの実行内容 (アクションチェックリストの 6 領域別) 
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図 3 アクションの効果の測定項目 
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参考資料 1. 文献検索に使用した検索式 
 
(’brief job stress questionnaire’ OR BJSQ OR ((stress AND check) OR stress-check))  
AND 
 (‘group stress survey’ OR ‘group analysis’ OR ‘stress survey on a team basis’)  
AND 
("Occupational Groups"[Mesh] OR "Occupational Health"[Mesh] OR “enterprise*”[tiab] OR 

"business*"[tiab] OR "employed"[tiab] OR "employee*"[tiab] OR "employer*"[tiab] OR 

"employment*"[tiab] OR "informal sector*"[tiab] OR "informal work*"[tiab] OR "laborer*"[tiab] OR 

"labourer*"[tiab] OR "occupation*"[tiab] OR "personnel*"[tiab] OR "professional"[tiab] OR 

"professionals"[tiab] OR "staff"[tiab] OR "staffing*"[tiab] OR "vocation"[tiab] OR "vocations"[tiab] 

OR "worker"[tiab] OR "workers"[tiab] OR "workforce"[tiab] OR  "workplace*"[tiab] OR "work 

place*"[tiab] OR "worksite*"[tiab] OR "work site*"[tiab] OR "aide"[tiab] OR "aides"[tiab] OR 

"audiologist*"[tiab] OR "ambulance*"[tiab] OR "care assistant*"[tiab] OR "clinician*"[tiab] OR 

"coastguard*"[tiab] OR "coast guard*"[tiab] OR "dentist*"[tiab] OR "detective*"[tiab] OR "disaster 

responder*"[tiab] OR "doctor*"[tiab] OR "domestic health care"[tiab] OR "domiciliary care*"[tiab] 

OR "emergency service*"[tiab] OR "emergency responder*"[tiab] OR "emergency medical"[tiab] OR 

"firefighter*"[tiab] OR "fire fighter*"[tiab] OR "first responder*"[tiab] OR "general 

practitioner*"[tiab] OR "health care provider*"[tiab] OR "healthcare provider*"[tiab] OR "health 

visitor*"[tiab] OR "home care service*"[tiab] OR "humanitarian aid*"[tiab] OR "humanitarian 

relie*"[tiab] OR "humanitarian service*"[tiab] OR "law enforc*"[tiab] OR "lifeguard*"[tiab] OR "life 

guard*"[tiab] OR "medical resident*"[tiab] OR "medic"[tiab] OR "medics"[tiab] OR "nurse*"[tiab] 

OR "nursing"[tiab] OR "midwi*"[tiab] OR "paramedic*"[tiab] OR "policemen"[tiab] OR 

"policeman"[tiab] OR "police men"[tiab] OR "police man"[tiab] OR "police women"[tiab] OR "police 

woman"[tiab] OR "police officer*"[tiab] OR "firemen"[tiab] OR "fireman"[tiab] OR "fire men"[tiab] 

OR "fire man"[tiab] OR "fire women"[tiab] OR "fire woman"[tiab] OR "pharmacis*"[tiab] OR 

"psychologist*"[tiab] OR "physician*"[tiab] OR "practitioner*"[tiab] OR "relief work*"[tiab] OR 

"rescuer*"[tiab] OR "rescue work*"[tiab] OR "therapist*"[tiab] OR "veterinaria*"[tiab]) 

AND 

("Employee Grievances"[Mesh] OR “inservice training*”[tiab] OR “in service training*”[tiab] OR 

"organizational intervention*"[tiab] OR "organisational intervention*"[tiab] OR “participatory 

intervention*”[tiab] OR “team intervention*”[tiab] OR "Work Schedule Tolerance"[Mesh] OR 

“compressed hour*”[tiab] OR "compressed work*"[tiab] OR “compressed week*”[tiab] OR “day-

time”[Tiab] OR “flexible schedule*”[tiab] OR “flexible work*”[tiab] OR “inflexible schedule*”[tiab] 

OR “inflexible work*”[tiab] OR “full-time”[Tiab] OR “gig economy”[tiab] OR “long hour*”[tiab] 

OR “night-time”[Tiab] OR “night shift*”[tiab] OR “overtime*”[tiab] OR “part-time”[Tiab] OR 

－42－



“recovery”[tiab] OR “remote work*”[tiab] OR “shift work*”[Tiab] OR “self-scheduling”[tiab] OR 

“temporary work*”[Tiab] OR “work schedule*”[tiab] OR “working schedule*”[tiab] OR “working 

hour*”[Tiab] OR “work hour*” [tiab] OR “working time”[Tiab] OR “work shift*”[Tiab] OR “zero 

hour*”[tiab] OR ("life"[tiab] AND “balance"[tiab]) OR (“work*”[tiab] AND "life"[tiab] AND 

“balance"[tiab]) OR ("life"[tiab] AND “family"[tiab]) OR ("reconciling"[tiab] AND “work*"[tiab]) 

OR ("living"[tiab] AND "working"[tiab]) OR “work overload*”[Tiab] OR “work over-load*”[Tiab] 

OR “work pace”[tiab] OR “time pressure*”[Tiab] OR “decision latitude”[Tiab] OR “demand 

resource*”[Tiab ] OR “effort reward*”[Tiab] OR “high demand*”[Tiab] OR “job control”[Tiab] OR 

“job demand*”[Tiab] OR “job strain”[Tiab] OR “lack of control”[Tiab] OR “task restructur*”[tiab] 

OR “low control”[Tiab] OR “work demand*”[Tiab] OR “work control”[Tiab] OR “work 

influence*”[Tiab] OR “work strain”[Tiab] OR “boredom”[Tiab] OR “coping”[Tiab] OR 

((“control”[tiab] OR “unpleasant”[tiab] OR “aversive”[tiab]) AND “task*”[tiab]) OR “job 

content”[tiab] OR monoton*[tiab] OR “under stimulat*”[tiab] OR "Bullying"[Mesh] OR 

"Interpersonal Relations"[Mesh] OR "Prejudice"[Mesh] OR "Social Discrimination"[Mesh] OR 

"harassment, non-sexual"[Mesh] OR “ageism”[Tiab] OR “aggression”[tiab] OR “bullying”[Tiab] OR 

“discrimination”[Tiab] OR “interpersonal relation*”[Tiab] OR “harass*”[Tiab] OR 

“homophobia”[Tiab] OR “microaggression”[tiab] OR “prejudice”[tiab] OR “racism”[Tiab] OR 

“sexism”[Tiab] OR “silent workplace*”[Tiab] OR “social capital” [Tiab] OR  “solitary work*” [tiab] 

OR “isolated work*” [tiab] OR “supervision”[tiab] “victimization*”[Tiab] OR “work place 

conflict*”[Tiab] OR “workplace violen*”[Tiab] OR “work place violen*”[Tiab] OR  "lean 

management"[tiab] OR “risk management”[Mesh] OR "risk management"[tiab]  OR “safety 

management”[tiab] OR “work environment”[tiab] OR “working environment”[tiab] OR “work 

condition*”[tiab] OR “working condition*”[tiab] OR “work organization”[tiab] OR “work 

design”[tiab] OR "Organizational Culture"[Mesh] OR “Organizational Policy”[MeSH] OR 

“leadership”[Mesh] OR “communication*”[tiab] OR “organisational culture”[tiab] OR 

“organizational culture”[tiab]  OR “organisational function”[tiab] OR “organizational 

function”[tiab] OR “organisational injustice*”[Tiab] OR “organizational injustice*”[Tiab] OR “health 

and safety”[tiab] OR “organisational justice*”[Tiab] OR “organizational justice*”[Tiab] OR 

“leadership”[tiab] OR “lean production”[Tiab] OR "lean management"[tiab] OR “labour 

relation*”[tiab] OR “management practice*”[tiab] OR “management culture”[tiab] OR “management 

measure*”[tiab] OR ((“participation”[tiab] or “involvement”[tiab]) AND “decision making*”[tiab]) 

OR “organisational policy”[tiab] OR “organizational policy”[tiab] OR “organisational policies”[tiab] 

OR “organizational policies”[tiab] OR “psychosocial risk*”[tiab] OR “procedural justice”[tiab] OR 

“procedural injustice”[tiab] OR “clear role”[tiab] OR “skill discretion*”[Tiab] OR “role 

ambiguity”[Tiab] OR “role conflict*”[Tiab] OR “role clarity”[tiab]  OR “unclear role”[tiab] OR 

“work role*”[Tiab] OR "Personnel Downsizing"[Mesh] OR "Staff Development"[Mesh] OR 
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"Employee Performance Appraisal"[Mesh] OR “career development”[tiab] OR “job security”[Tiab] 

OR “job insecurity”[Tiab] OR “over skilled”[tiab] OR “performance evaluation”[tiab] OR 

“professional development”[tiab] OR ((“work”[tiab] OR “job”[tiab]) AND  “promotion”[tiab]) OR 

“staff development”[Tiab] OR “under skilled”[tiab] OR “team building”[tiab] OR 

“teambuilding”[tiab] OR  (“team”[tiab] AND “participatory”[tiab]) OR “teamwork*”[tiab] OR  

((“team*”[tiab] OR “co worker”[tiab] OR “colleague*”[tiab] ) AND  (“work”[tiab] OR 

“building”[tiab] OR “program*”[tiab]))) 

AND 

(("Mental Disorders"[Mesh] OR "Mental Health"[Mesh] OR "Psychology, Industrial"[Mesh] OR 

"Stress, Psychological"[Mesh] OR "adjustment"[tiab] OR "affective disorder*"[tiab] OR 

"anxiet*"[tiab] OR "bipolar*"[tiab] OR "burn out*"[tiab] OR "burnout*"[tiab]  OR "CMD" [tiab] 

OR "depressi*"[tiab] OR "eating disorder*"[tiab] OR "mental disorder*"[tiab] OR "mental 

health*"[tiab] OR "mental illness*"[tiab] OR "mood disorder*"[tiab] OR "obsessive compulsive 

disorder*"[tiab] OR "ocd"[tiab] OR "panic disorder*"[tiab] OR "phobi*"[tiab] OR "post 

traumatic*"[tiab] OR "psychiatric diagnos*"[tiab] OR "psychiatric disease*"[tiab] OR "psychiatric 

disorder*"[tiab] OR "psychiatric illness*"[tiab] OR "psychological disorder*"[tiab] OR 

"psychos*"[tiab] OR "psychotic*"[tiab] OR "psychological distress*"[tiab] OR "ptsd"[tiab] OR 

"ptss"[tiab] OR "somatoform disorder*"[tiab] OR "schizophren*"[tiab] OR "stress*"[tiab]) OR 

("Optimism"[Mesh] OR "Personal Satisfaction"[Mesh] OR "Self Concept"[Mesh:NoExp] OR "Self 

Efficacy"[Mesh] OR "Self-Control"[Mesh] OR "life engag*"[tiab] OR "life satisf*"[tiab] OR 

"meaning of life"[tiab] OR "purpose in life"[tiab] OR "positive affect*"[tiab] OR "positive 

emotion*"[tiab] OR "resilien*"[tiab] OR "self concept*"[tiab] OR "self control*"[tiab] OR "self 

efficac*"[tiab] OR "self esteem*"[tiab] OR "swb"[tiab] OR "well being*"[tiab] OR "wellbeing*"[tiab]  
OR "Job Satisfaction"[MeSH] OR "job satisf*"[tiab] OR "work satisf*"[tiab] OR "work 

engag*"[tiab]) OR 

("Work Capacity Evaluation"[Mesh] OR "effectiveness"[tiab] OR "employabil*"[tiab] OR 

"presenteeism*"[tiab] OR "productivit*"[tiab] OR "work abilit*"[tiab] OR "work capacit*"[tiab] OR 

"work disabilit*"[tiab] OR "work function*"[tiab] OR "work participati*"[tiab] OR "work 

performan*"[tiab])) 
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令和 5年度 厚生労働省 労災疾病臨床研究事業費補助金 

職業性ストレス簡易調査票に関する新しい基準値の提案（230201-01） 

分担研究報告書 
 

EAP等からの職業性ストレス簡易調査票のデータ取得と解析に関する研究 

 

研究分担者 川上憲人 東京大学大学院医学系研究科デジタルメンタルヘルス講座 

特任教授 

研究協力者 飯田真子 東京大学大学院医学系研究科精神保健学分野 特任助教 

 

研究要旨 

本分担研究では、EAP等に研究への参加を呼びかけ、集積されている職業性ストレス簡

易調査票等のデータを収集する。また職業性ストレス簡易調査票等の標準値を検討する

に当たり、わが国の全国の労働者における職業性ストレスの推移を、厚生労働省が実施す

る労働安全衛生調査を用いて把握することで、標準値変更の際の参考にすることを目的

とした。 

EAP6 社とストレスチェックサービスシステム会社 1 社との調整、倫理審査の完了によ

り、のべ 1000 万人以上のストレスチェックデータ入手の準備が整った。2024 年 2 月現

在、各協力事業者との業務委託契約を締結し、データ提供の準備を進めている。東京大学

大学院医学系研究科での研究登録の完了後にデータを入手予定である。 

厚生労働省労働安全衛生調査個人調査の集計表の分析から、仕事や職業生活に関する

強いストレスの内容別労働者割合、上司・同僚および家族・友人にストレスを相談できる

労働者割合の年次変化は、大きなものではなかった。職業性ストレス簡易調査票の標準値

についても 2015 年以降、大きな年次推移は生じてないのではないかと推測される。しか

し女性では、新型コロナウイルスの流行時期に上司、同僚の支援が低下し、一方でいじ

め・嫌がらせも低下した可能性がある。 

 

Ａ．研究目的 

 職業性ストレス簡易調査票の標準値は、

2010 年の見直し検討から時間が経過して

いることから本研究班で見直しを行う。さ

らに、職場のストレス判定の指標として活

用されている仕事のストレス判定図の係数

の見直しと 80 項目版調査票を用いて集団

分析を行うための判断基準を作成し、スト

レスチェック制度のさらなる活用に資する。 

本分担研究では、従業員援助プログラム

(EAP)等に研究への参加を呼びかけ、集積さ

れている職業性ストレス簡易調査票等のデ

ータを収集する。また職業性ストレス簡易

調査票等の標準値を検討するに当たり、わ

が国の全国の労働者における職業性ストレ

スの推移を、厚生労働省が実施する労働安

全衛生調査を用いて把握することで、標準

値変更の際の参考にすることを目的とした。 
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Ｂ．研究方法 

１．EAP等からの職業性ストレス簡易調査票

のデータ取得 

ストレスチェックサービスを事業場向け

あるいはプロバイダー向けに提供している

従業員援助プログラム(EAP)等に研究への

参加を呼びかけ、EAP6 社、ストレスチェッ

クサービスシステム会社 1 社から協力可能

との回答を得た。各協力事業者に依頼し、デ

ータ提供可能なストレスチェックのデータ

数の概数を年度、職業性ストレス簡易調査

票（57項目）・新職業性ストレス簡易調査票

(80 項目)の別で収集した。また、各事業者

から提供可能な回答者の属性について情報

を収集した。研究倫理審査は、北里大学医学

部において多機関共同研究として一括承認

を受けた（実施計画番号 B23-052、研究課題

名「職業性ストレス簡易調査票の新しい基

準値についての研究」）。東京大学大学院医

学系研究科では、北里大学医学部に書面で

倫理審査依頼を行い、学内研究登録を行っ

た。 

 

２．労働安全衛生調査における職業性スト

レスの年次推移 

１）対象 

本報告書では、ストレスチェック制度が

開始された 2015 年以降の労働安全衛生調

査の e-Stat 掲載の公開統計情報を利用し

た。労働安全衛生調査では事業所データベ

ースの事業所を母集団として、定められた

種類の産業で常用労働者 10 人以上を雇用

する民営事業所のうちから、産業、事業所規

模別に層化して無作為に抽出した約 14,000

事業所を対象にして調査を実施している。

この事業所で雇用されている常用労働者お

よび受け入れた派遣労働者のうちから無作

為に抽出した約 18,000 人の回答が個人調

査の対象となっている。なお事業所調査、個

人調査の回答率は報告されていない。 

 

２）調査項目 

（１）強い不安、悩み、ストレスを感じる事

柄 

労働安全衛生調査個人調査では、仕事や

職業生活において強い不安、悩み、ストレス

の有無をたずね、ある場合にはその内容に

ついて以下の選択肢から３つ以内の複数回

答を求めている：①仕事の質・量、②対人関

係（セクハラ・パワハラを含む。）、③役割・

地位の変化等（昇進、昇格、配置転換等）、

④仕事の失敗、責任の発生等、⑤顧客、取引

先等からのクレーム（平成 30年調査以降）、

⑥事故や災害の体験、⑦雇用の安定性、⑧会

社の将来性、⑨その他、⑩不明。これらの項

目の選択割合を、全回答者を分母として計

算した。 

（２）上司・同僚および家族・友人にストレ

スを相談できる人 

労働安全衛生調査個人調査では、ストレ

スを相談できる人の有無をたずね、ある場

合には相談できる相手を８つのカテゴリー

（その他を含む）から複数選択するよう求
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めている。この結果から、上司・同僚および

家族・友人にストレスを相談できる人の割

合を、全回答者を分母としてそれぞれ計算

した。 

 

３）解析 

 強い不安、悩み、ストレスを感じる内容別

割合および上司・同僚および家族・友人にス

トレスを相談できる人の割合を、全体およ

び男女別に、調査年別に比較した。調査年の

間での割合の差の効果量は、Cramer V係数

を計算した。また平成 27年を比較対照とし

て（⑤顧客、取引先等からのクレームについ

ては平成 30 年を対照）、各調査年との差の

効果量はファイ(phi)係数を計算した。ファ

イ係数および Cramer V係数の評価基準は、

その絶対値が 0.1の場合小、0.3の場合中、

0.5 の場合大とされている (Cohen, 1988)。 

 

Ｃ．研究結果 

１．EAP等からの職業性ストレス簡易調査票

のデータ取得 

 EAP6社とストレスチェックサービスシス

テム会社 1社から合計のべ 12,799千件のデ

ータを提供可能との回答があった。協力事

業者から取得予定の回答者属性では、性別、

年齢、業種はほとんどの事業者から提供可

能であった。職種、職階、雇用形態、労働時

間などは一部の事業者からのみ提供可能で

あった。協力事業者のうち 6 社では、匿名

化された個票データの提供が可能であった。

残り 1 社では個票データの提供が困難なた

め、集計されたデータの提供を受けること

とした。 

 

２．労働安全衛生調査における職業性スト

レスの年次推移 

平成 27、28、29、30年、令和 2，3年の 6

回の労働安全衛生調査を利用することとし

た。各調査の個人調査の回答者数は約 1 万

8千人と同一であり、男性割合、年齢別割合

もおおむね類似していた（表 3）。 

仕事や職業生活に関する強いストレスの

内容別労働者割合の年次推移について、全

数では、いくらか年別の変動は見られるも

のの、ファイ係数および Cramer V 係数が

0.1（小さな差）を越える項目はなかった（表

4）。男性でもファイ係数および Cramer V係

数が 0.1（小さな差）を越える項目はなかっ

た。しかし、役割・地位の変化等（昇進・昇

格、配置転換等）は平成 28 年にくらべて、

令和 2，3年では低下していた（ファイ係数

0.1以上の差）。女性では、対人関係（セク

ハラ・パワハラを含む。）の割合が平成 27年

にくらべて令和 2，3年で低下し、ファイ係

数 0.1以上の差が見られた。 

上司・同僚および家族・友人にストレスを

相談できる労働者割合の年次推移は、全数

ではファイ係数および Cramer V係数が 0.1

（小さな差）を越える項目はなかった（表

5）。男性では、上司･同僚への相談が平成 27

年にくらべて平成 29, 30年に増加した（フ

ァイ係数 0.10）。また家族・友人への相談が

平成 27 年にくらべて平成 29 年に増加した
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（ファイ係数 0.12）。女性ではファイ係数お

よび Cramer V係数が 0.1（小さな差）を越

える項目はなかった。しかし平成 30 年と令

和 2年の間では、上司･同僚への相談ができ

る人の割合が低下していた（ファイ係数

0.10）。 

 

Ｄ．考察 

１．EAP等からの職業性ストレス簡易調査票

のデータ取得 

協力事業者との調整、倫理審査の完了に

より、のべ 1000万人以上のストレスチェッ

クデータ入手の準備が整った。2024年 2月

現在、各協力事業者との業務委託契約を締

結し、データ提供の準備を進めている。東京

大学大学院医学系研究科での研究登録の完

了後にデータを入手予定である。 

 

２．労働安全衛生調査における職業性スト

レスの年次推移 

 仕事や職業生活に関する強いストレスの

内容別労働者割合、上司・同僚および家族・

友人にストレスを相談できる労働者割合の

年次推移には、変動は見られるものの、大き

なものではなかった。職業性ストレス簡易

調査票の標準値についても 2015 年以降、大

きな年次推移は生じてないのではないかと

推測される。 

男性では、役割・地位の変化等（昇進・昇

格、配置転換等）が平成 28 年にくらべて、

令和 2，3年では低下していた。これは新型

コロナウイルスの流行により役割・地位の

変化が生じにくかった可能性がある。職業

性ストレス簡易調査票には新旧版含めて役

割・地位の変化等によるストレスに関する

項目はないため、標準値の変化への影響は

大きくないと思われる。女性では、対人関係

（セクハラ・パワハラを含む。）の割合が平

成 27 年にくらべて令和 2，3 年で低下して

いた。これは新型コロナウイルスの流行に

よる対人接触の制限の影響の可能性がある

ほか、ハラスメント等の対策が進展したこ

とも影響している可能性がある。また女性

では平成 30 年と令和 2 年の間で、上司･同

僚への相談ができる人の割合が低下してい

たが、これは新型コロナウイルスの流行に

よる対人接触の制限の影響の可能性がある。

新型コロナウイルスの流行時期（令和 2，3

年）に、上司、同僚の支援（職業性ストレス

簡易調査票）の得点が低下し、一方でいじ

め・嫌がらせ（新職業性ストレス簡易調査

票）の得点も低下した可能性がある。 

 

Ｅ．結論 

本分担研究では、EAP等に研究への参加を

呼びかけ、集積されている職業性ストレス

簡易調査票等のデータを収集する。また職

業性ストレス簡易調査票等の標準値を検討

するに当たり、わが国の全国の労働者にお

ける職業性ストレスの推移を、厚生労働省

が実施する労働安全衛生調査を用いて把握

することで、標準値変更の際の参考にする

ことを目的とした。 

EAP6社とストレスチェックサービスシス
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テム会社 1 社との調整、倫理審査の完了に

より、のべ 1000万人以上のストレスチェッ

クデータ入手の準備が整った。2024年 2月

現在、各協力事業者との業務委託契約を締

結し、データ提供の準備を進めている。東京

大学大学院医学系研究科での研究登録の完

了後にデータを入手予定である。

厚生労働省労働安全衛生調査個人調査の

集計表の分析から、仕事や職業生活に関す

る強いストレスの内容別労働者割合、上司・

同僚および家族・友人にストレスを相談で

きる労働者割合の年次変化は、大きなもの

ではなかった。職業性ストレス簡易調査票

の標準値についても 2015年以降、大きな年

次推移は生じてないのではないかと推測さ

れる。しかし女性では、新型コロナウイルス

の流行時期に上司、同僚の支援が低下し、一

方でいじめ・嫌がらせも低下した可能性が

ある。

F．研究発表

1. 論文発表

該当なし。

2.  学会発表

該当なし。

G．知的財産権の出願・登録状況

（予定を含む。）

1. 特許取得

該当なし。

2. 実用新案登録

該当なし。

3.その他

該当なし。

H. 参考文献

Cohen, J. (1988). Statistical power analysis for 

the behavioral sciences. 2nd ed. Hillsdale,

NJ: Lawrence Erlbaum Associates.

I. 協力事業者一覧（五十音順）

ウェルリンク株式会社

株式会社アドバンテッジリスクマネジメン

ト

株式会社ジャパンイーエーピーシステムズ

株式会社セーフティネット

株式会社フィスメック

タック株式会社

ピースマインド株式会社
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1
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A
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ら
の
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
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デ

ー
タ
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：
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力

事
業

者
か

ら
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得

予
定

の
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（
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）
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3 
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2 

 
8
0
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1
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1
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2
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5 

E
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0
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9
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0
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0
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概
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あ
り
正
確
な
件
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項
目

数
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職
業

性
ス

ト
レ
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簡
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項
目
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2
 
 
E
A
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等
か
ら
の
職
業
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ト
レ
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調
査
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デ
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.
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1
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.
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3 
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事
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職
業
生
活
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す
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の
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別
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働
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4 
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ワ
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.
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.
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.
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2 

事
故
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の
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験
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2
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1
.
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.
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0
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.
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.
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.
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2 
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.
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8
.
4
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.
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8
.
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.
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6
.
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.
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.
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0
.
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.
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.
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.
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3 
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社
の
将
来
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1
1
.
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1
3
.
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2
.
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.
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.
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.
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.
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.
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.
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.
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1 
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.
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0
.
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.
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.
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（
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.
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4
.
4
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7
.
9
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4
.
4
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2
.
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.
0
2
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0
.
0
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0
.
0
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-
0
.
0
4
  

-
0
.
0
7
  

0
.
0
5
  

役
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・
地

位
の

変
化
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（

昇
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配
置
転
換
等
）
 

1
4
.
2
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8
.
4
  

1
5
.
3
  

1
6
.
5
  

1
1
.
5
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0
.
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.
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発

生
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0
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8
.
5
  

 
0
.
0
7
  

0
.
0
3
  

0
.
0
4
  

0
.
0
3
  

-
0
.
0
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0
.
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4
  

顧
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取
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先
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か

ら
の

ク

レ
ー
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-
 

-
 

-
 

9
.
7
  

1
2
.
3
  

1
3
.
0
  

 
-
 

-
 

-
 

0
.
0
4
  

0
.
0
5
  

0
.
0
3
  

事
故
や
災
害
の
体
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1
.
3
  

1
.
7
  

1
.
9
  

2
.
5
  

2
.
0
  

1
.
3
  

 
0
.
0
2
  

0
.
0
2
  

0
.
0
4
  

0
.
0
3
  

0
.
0
0
  

0
.
0
3
  

雇
用
の
安
定
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6
.
8
  

8
.
6
  

6
.
4
  

6
.
8
  

7
.
3
  

6
.
3
  

 
0
.
0
3
  

-
0
.
0
1
  

0
.
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0
.
0
1
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0
.
0
1
  

0
.
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.
0
  

 
0
.
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0
.
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.
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0
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3
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そ
の
他
 

5
.
9
  

6
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.
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.
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.
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.
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.
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.
0
1
  

-
0
.
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.
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.
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.
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-
0
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0
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-
0
.
0
3
  

-
0
.
0
4
  

0
.
0
4
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：
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び
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 V
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0
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1
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、
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フ
ァ
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に
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顧
客
、
取
引
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等
か
ら
の
ク
レ
ー
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つ
い
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H3
0
年
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ら
追
加

さ
れ

た
た

め
、
H
30

年
と
比

較
し

た
フ

ァ
イ

係
数

を
計
算
し
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い
る
。
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表
5
 
上
司
・
同
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お
よ
び
家
族
・
友
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に
ス
ト

レ
ス
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相

談
で
き
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働
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働
安
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衛
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査
）
 

 
ス
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1
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0
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0
.
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え
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フ

ァ
イ
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令和５年度 厚生労働省 労災疾病臨床研究事業費補助金

職業性ストレス簡易調査票に関する新しい基準値の提案（230201-01）

分担研究報告書

職業性ストレス簡易調査票の標準値策定に関する予備的な検討

研究分担者 小田切優子 東京医科大学公衆衛生学分野 講師

島津 明人 慶應義塾大学総合政策学部 教授

川上 憲人 東京大学大学院医学系研究科

デジタルメンタルヘルス講座 特任教授

渡辺 和広 北里大学医学部公衆衛生学 講師

研究代表者 堤 明純 北里大学医学部公衆衛生学 教授

研究要旨：

職業性ストレス簡易調査票の標準値は、2010 年の見直し検討から時間が経過してい

ることから、本研究で改めて見直しを行う。さらに、仕事のストレス判定図の係数の見

直しと 80 項目版調査票を用いて集団分析を行うための判断基準を作成し、ストレスチ

ェック制度のさらなる活用に資することを目的とする。今年度は、企業の委託を受けて

ストレスチェックを実施している団体等からストレスチェック検査データの提供をい

ただき、職業性ストレス簡易調査票の下位尺度および対策領域別得点について、基礎的

な解析を行うことを目的とした。

ストレスチェックサービス IT 企業等３社から、各社がストレスチェックを委託され

た事業場で 2015年から 2022年に検査したデータの提供協力が可能との回答を得た。う

ち、年度内にデータの統合ができた 57項目版 753,511件および 80項目版 115,931件の

ストレスチェック検査の尺度別の集計を行った。

各尺度（3項目以上）の信頼性は、いずれも許容範囲で、調査期間を通じて安定して

いた。各下位尺度の代表値は各年度で大きな変動はみられなかった。

高ストレス者の割合は、2015年度から 2022 年度の 7年間で、合計点数を使う方法に

よる計算で 57 項目版は 11.6%～13.8%、23 項目版は 12.3%～14.1%であった。大きな変

動は見られなかったが 2022年度は、やや高い傾向がうかがわれた。

2015 年から 2022 年に検査されたストレスチェックのデータを用いて、職業性ストレ

ス簡易調査票57項目版および23項目版約75万件、80項目版11万５千件の各下位尺度、対

策領域別の得点の基礎的な解析を行った。来年度拡充するデータを合わせて、職業性ス

トレス簡易調査票の新しい標準値、仕事のストレス判定図の係数の見直しと 80 項目版

調査票を用いて集団分析を行うための判断基準を作成する。
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Ａ．研究目的

職業性ストレス簡易調査票（57 項目、

23 項目）の標準値については、2010 年

の厚生労働科学研究において見直しが

検討されたが、その時点では数値の変化

は少なく、標準値の更新の必要はないと

された。働き方が大きく変化しており今

般、職場におけるメンタルヘルス対策も

進んでいる。

職業性ストレス簡易調査票の標準値

は、2010 年の見直し検討から時間が経過

していることから、本研究で改めて見直

しを行う。さらに、仕事のストレス判定

図の係数の見直しと 80項目版調査票を用

いて集団分析を行うための判断基準を作

成し、ストレスチェック制度のさらなる

活用に資することを目的とする。

80 項目版を含む職業性ストレス簡易調

査票の標準値や集団分析を行うための判

断基準が策定されてより精緻な計測が可

能になることで、それらを基にした集団

分析や職場環境改善が進むことが期待さ

れる。さらに、以上のような指標が就業

形態別に作成されれば、全産業の情報で

は見落とされがちな要因の検出等、業種

業態に即したテイラーメイドな評価と対

策立案に資する可能性がある 1)。

当該目標を達成するため、今年度は、

企業の委託を受けてストレスチェックを

実施している団体等からストレスチェッ

ク検査データの提供をいただき、職業性

ストレス簡易調査票の下位尺度および対

策領域別得点について、基礎的な解析を

行うことを目的とした。

Ｂ．研究方法

ストレスチェックサービス IT企業等３

社から、各社がストレスチェックを委託

された事業場で 2015 年から 2022 年に取

得したデータの提供協力が可能との回答

を得た。うち、2014 年 2 月末までにデー

タの統合ができたストレスチェック検査

の尺度別の集計を行った。

職業性ストレス簡易調査票の各下位尺

度の得点は、「労働安全衛生法に基づくス

トレスチェック制度実施マニュアル」に

掲載されている素点換算表に基づき、各

項目の得点を単純加算あるいは得点を逆

転させた上で加算し（各下位尺度の得点

範囲は、当該尺度を構成する項目数によ

って異なる）、合計得点が高いほど当該指

標の程度が大きいと解釈するように算出

した。

ストレスチェックで「高ストレス者」

を選定する際に使用される評価基準（心

身のストレス反応、仕事のストレス要因

＋周囲のサポート）についても、同マニ

ュアルに掲載されている算出方法に基づ

き、「評価基準の例（その 1）」（各下位尺

度の得点を合計する方法）については、
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得点が高いほどストレスが高い、「評価基

準の例（その 2）」（素点換算表によって各

下位尺度の得点を 5 段階評価に換算した

値を合計する方法）については、得点が

低いほどストレスが高いと解釈するよう、

各下位尺度の得点の方向性を揃えた上で

合計得点を算出した。

新職業性ストレス簡易調査票の各下位

尺度の得点は、2009（平成 21）年度～2011

（平成 23）年度 厚生労働省 厚生労働科

学研究費補助金（労働安全衛生総合研究

事業）「労働者のメンタルヘルス不調の第

一次予防の浸透手法に関する調査研究」

（研究代表者：川上憲人）の報告書に掲

載されている算出方法に基づき、各項目

の得点を単純加算あるいは得点を逆転さ

せた上で加算したものを項目数で除し、

合計得点が高いほど当該指標が望ましい

状態にあると解釈するように算出した。

将来の標準値策定の参考のために、尺度

数で除する前の集計値も、信頼性係数と

ともに示した。

（倫理面への配慮）

いずれの調査も、北里大学医学部・病

院倫理委員会、東京医科大学倫理審査委

員会、慶應義塾大学総合政策学部環境情

報学部政策・メディア研究科研究倫理委

員会、東京大学大学院医学系研究科・医

学部倫理委員会および産業医科大学倫理

委員会といった関係諸機関の倫理委員会

の承認を得て実施した。

Ｃ．研究結果

ストレスチェックサービス IT企業等３

社から、各社がストレスチェックを委託

された事業場で 2015 年から 2022 年に取

得したデータの提供協力が可能との回答

を得た（表１）。うち、2024年 2月末まで

にデータの統合ができた 57 項目版

753,511 件および 80 項目版 115,931 件の

ストレスチェック検査の尺度別の集計を

行った。

2015 年度から 2022 年度の職業性スト

レス簡易調査票（57項目版、23項目版）

の各下位尺度における統計量を表 2 から

表 9 に示した。また、80 項目版の対策領

域別の合計点を表 10から表 17に示した。

各尺度（3項目以上）の信頼性は、いず

れも許容範囲で、調査期間を通じて安定

していた。各下位尺度の代表値は各年度

で大きな変動はみられなかった。

高ストレス者の割合は、2015 年度から

2022 年度の 7 年間で、合計点数を使う方

法による計算で 57 項目版は 11.6%～

13.8%、23 項目版は 12.3%～14.1%であっ

た（表 18）。大きな変動は見られなかった

が 2022 年度は、やや高い傾向がうかがわ

れた。

Ｄ．考察

今年度は、企業の委託を受けてストレ
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スチェックを実施している団体等からス

トレスチェック検査データの提供をいた

だき、職業性ストレス簡易調査票の下位

尺度および対策領域別得点について、基

礎的な解析を行った。当初研究計画では、

属性別の解析を行う計画であったが、デ

ータ提供事業場との交渉およびその条件

下での倫理審査に時間を要した。とくに

一部の事業場からは個票データをいただ

くことができなくなり、提供いただく集

計データと個票データの統合の作業が発

生したため、統合が可能であった 57項目

版および 23 項目版の約 75 万件、80 項目

版 11万５千件において職業性ストレス簡

易調査票の各下位尺度および対策領域別

の代表値の集計を行った。

各尺度（3項目以上）の信頼性は、いず

れも許容範囲で、調査期間を通じて安定

していた。単純集計値から、各下位尺度

の代表値は各年度で大きな変動はみられ

なかった。高ストレス者の割合も、調査

期間を通じて大きな変動は見られなかっ

たが 2022年度は、やや高い傾向がうかが

われた。

高ストレス者の割合の差異の理由につ

いて、現時点では不明であるが、来年度

は、本年度取得できなかったデータを加

えて、標準値の策定用データベースの拡

充を行い、クロス集計（性別、職種、年

代等）そのほか分析的解析を追加する計

画である。最終的には、性別、年齢、業

種、勤務形態などの属性別検討により、

全体データ、属性別データ、業種別デー

タ、勤務形態別（テレワークを含む）に、

職業性ストレス簡易調査票の代表値を提

案する。

Ｅ．結論

2015 年から 2022 年に検査されたスト

レスチェックのデータを用いて、職業性

ストレス簡易調査票57項目版および23項

目版約75万件、80項目版11万５千件の各

下位尺度、対策領域別の得点の基礎的な

解析を行った。来年度拡充するデータを

合わせて、職業性ストレス簡易調査票の新

しい標準値、仕事のストレス判定図の係

数の見直しと 80項目版調査票を用いて集

団分析を行うための判断基準を作成する。

Ｆ．研究発表

１．論文発表

なし

２．学会発表

なし

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む。）

該当せず。

Ｈ．文献
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1) 堤 明純. ストレスチェック制度の

これまでと実情・課題. 安全と健康.

2023; 24(9): 17-20.

I 協力事業者一覧（五十音順）

貴重なデータの提供にご協力をいただ

いている各社に謝意を表します。

公益財団法人パブリックヘルスリサーチ

センター

中央労働災害防止協会

富士通株式会社
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表１．取得データ 

データ提供団体 57項目版調査票 検査年度 80項目版調査票 検査年度 

H 37万 2020, 2022 - - 

I 27万 2016-2021 12万 2015-2021 

J 16万 2016-2021 - - 

計 80万  12万  

うち１社は、個票データではなく、属性別代表値を算出した統計情報を提供。 
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齢
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0
11

6.
00

47
.0

0
56

.0
0

67
.0

0
満
足
度

仕
事
や
生
活
の
満
足
度

-
5.

80
1.

25
2.

00
8.

00
5.

00
6.

00
7.

00
57

項
目
版
ア
ウ
ト
カ
ム
（

31
項
目
）

.9
21

63
.7

8
14

.3
5

34
.0

0
12

4.
00

53
.0

0
62

.0
0

72
.0

0
23

項
目
版
ア
ウ
ト
カ
ム
（

11
項
目
）

.9
09

21
.8

0
6.

98
11

.0
0

44
.0

0
16

.0
0

21
.0

0
26

.0
0
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 緩
衝
要
因

 
 

 
 

 
 

 
 

 
上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
※

 
.8

29
 

7.
52

 
2.

19
 

3.
00

 
12

.0
0 

6.
00

 
7.

00
 

9.
00

 
同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
※

 
.8

09
 

8.
08

 
2.

04
 

3.
00

 
12

.0
0 

7.
00

 
8.

00
 

9.
00

 
家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
.8

75
 

9.
59

 
2.

17
 

3.
00

 
12

.0
0 

8.
00

 
10

.0
0 

12
.0

0 
57
項
目
版
仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル

9 項
目
） 

.8
56

 
25

.1
9 

5.
02

 
9.

00
 

36
.0

0 
22

.0
0 

25
.0

0 
28

.0
0 

23
項
目
版
仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル

6項
目
） 

.8
58

 
15

.6
0 

3.
78

 
6.

00
 

24
.0

0 
13

.0
0 

15
.0

0 
18

.0
0 

 ※
23
項
目
版
で
使
用
し
て
い
る
尺
度
・
項
目

 
注
１
：
項
目
に
欠
損
値
が
あ
る
場
合
、
そ
の
ケ
ー
ス
を
除
い
て
尺
度
の
集
計
を
行
っ
た

 
注
２
：
一
部
の
年
齢
は

10
歳
刻
み
の
カ
テ
ゴ
リ
の
中
央
値
（
例

20
～

29
歳
は

25
歳
）
を
代
入
し
て
集
計
（
以
下
同
）

 
 57
項
目
版
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
合
計
点
数
を
使
う
方
法

 
12

.6
%
（
欠
損
値
を
含
む
総
参
加
者
数
中
の
割
合
）

; 1
4.

0%
（
参
考
値
：
欠
損
値
を
省
い
た
参
加
者
中
の
割
合
）

 
素
点
換
算
表
を
使
う
方
法
 

12
.1

%
; 1

7.
3%

 
  23
項
目
版
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
合
計
点
数
を
使
う
方
法

 
13

.3
%
（
欠
損
値
を
含
む
総
参
加
者
数
中
の
割
合
）

; 1
4.

6%
（
参
考
値
：
欠
損
値
を
省
い
た
参
加
者
中
の
割
合
）

 
素
点
換
算
表
を
使
う
方
法
 

14
.1

%
（
欠
損
値
な
し
）

 

－66－



表
5.

 職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

57
項
目
版
・

23
項
目
版
）
の
各
下
位
尺
度
に
お
け
る
統
計
量

20
18

年
（
全
体
、

N
=6

7,
40

6;
 男

性
37

,7
51

女
性

29
,6

55
; 
平
均
年
齢

44
.3
）

信
頼
性
係
数

平
均
値

標
準
偏
差

最
小
値

最
大
値

パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル

25
50

75
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要
因

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）
※

.7
73

8.
37

2.
16

3.
00

12
.0

0
7.

00
9.

00
10

.0
0

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
質
）

.7
27

8.
86

1.
92

3.
00

12
.0

0
8.

00
9.

00
10

.0
0

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

-
2.

00
0.

96
1.

00
4.

00
1.

00
2.

00
3.

00
職
場
で
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

.6
86

6.
15

1.
82

3.
00

12
.0

0
5.

00
6.

00
7.

00
職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

-
2.

15
0.

92
1.

00
4.

00
1.

00
2.

00
3.

00
57

項
目
版
仕
事
の
負
担
（

11
項
目
）

.7
76

27
.5

3
5.

11
11

.0
0

44
.0

0
24

.0
0

28
.0

0
31

.0
0

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度
※

.7
28

7.
40

2.
01

3.
00

12
.0

0
6.

00
8.

00
9.

00
技
能
の
活
用
度

-
2.

90
0.

76
1.

00
4.

00
2.

00
3.

00
3.

00
仕
事
の
適
性
度

-
2.

82
0.

74
1.

00
4.

00
2.

00
3.

00
3.

00
働
き
が
い

-
2.

82
0.

81
1.

00
4.

00
2.

00
3.

00
3.

00
57

項
目
版
仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル

6項
目
）

.7
48

15
.9

5
3.

21
6.

00
24

.0
0

14
.0

0
16

.0
0

18
.0

0

ス
ト
レ
ス
反
応

活
気

.9
13

6.
39

2.
29

3.
00

12
.0

0
5.

00
6.

00
8.

00
イ
ラ
イ
ラ
感

.9
04

6.
32

2.
34

3.
00

12
.0

0
5.

00
6.

00
8.

00
疲
労
感
※

.8
83

6.
80

2.
48

3.
00

12
.0

0
5.

00
6.

00
9.

00
不
安
感
※

.7
89

6.
19

2.
25

3.
00

12
.0

0
4.

00
6.

00
8.

00
抑
う
つ
感

.8
92

10
.4

4
3.

92
6.

00
24

.0
0

7.
00

10
.0

0
13

.0
0

抑
う
つ
感
（

3
項
目
）
※

.8
56

5.
76

2.
33

3.
00

12
.0

0
4.

00
6.

00
7.

00
身
体
愁
訴

.8
51

19
.7

9
5.

98
11

.0
0

44
.0

0
15

.0
0

19
.0

0
23

.0
0

食
欲
不
振

※
-

1.
35

0.
64

2
1.

00
4.

00
1.

00
1.

00
2.

00
不
眠
※

-
1.

74
0.

88
5

1.
00

4.
00

1.
00

2.
00

2.
00

心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
合
計

.9
30

38
.3

6
10

.3
7

18
.0

0
72

.0
0

31
.0

0
37

.0
0

45
.0

0
ス
ト
レ
ス
反
応
総
計

.9
37

58
.1

4
14

.9
4

29
.0

0
11

6.
00

47
.0

0
56

.0
0

67
.0

0
満
足
度

仕
事
や
生
活
の
満
足
度

-
5.

79
1.

24
2.

00
8.

00
5.

00
6.

00
7.

00
57

項
目
版
ア
ウ
ト
カ
ム
（

31
項
目
）

.9
21

63
.9

3
14

.3
4

31
.0

0
12

4.
00

53
.0

0
62

.0
0

73
.0

0
23

項
目
版
ア
ウ
ト
カ
ム
（

11
項
目
）

.9
10

21
.8

4
6.

99
11

.0
0

44
.0

0
16

.0
0

21
.0

0
26

.0
0
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上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
※

 
.8

33
 

7.
50

 
2.

19
 

3.
00

 
12

.0
0 

6.
00

 
7.

00
 

9.
00

 
同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
※

 
.8

19
 

8.
04

 
2.

06
 

3.
00

 
12

.0
0 

6.
00

 
8.

00
 

9.
00

 
家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
.8

83
 

9.
55

 
2.

20
 

3.
00

 
12

.0
0 

8.
00

 
10

.0
0 

12
.0

0 
57
項
目
版
仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル

9 項
目
） 

.8
60

 
25

.0
8 

5.
07

 
9.

00
 

36
.0

0 
22

.0
0 

25
.0

0 
28

.0
0 

23
項
目
版
仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル

6項
目
） 

.8
63

 
15

.5
4 

3.
80

 
6.

00
 

24
.0

0 
13

.0
0 

15
.0

0 
18

.0
0 

 ※
23
項
目
版
で
使
用
し
て
い
る
尺
度
・
項
目

 
注
１
：
項
目
に
欠
損
値
が
あ
る
場
合
、
そ
の
ケ
ー
ス
を
除
い
て
尺
度
の
集
計
を
行
っ
た

 
注
２
：
一
部
の
年
齢
は

10
歳
刻
み
の
カ
テ
ゴ
リ
の
中
央
値
（
例

20
～

29
歳
は

25
歳
）
を
代
入
し
て
集
計
（
以
下
同
）

 
 57
項
目
版
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
合
計
点
数
を
使
う
方
法

 
12

.7
%
（
欠
損
値
を
含
む
総
参
加
者
数
中
の
割
合
）

; 1
4.

1%
（
参
考
値
：
欠
損
値
を
省
い
た
参
加
者
中
の
割
合
）

 
素
点
換
算
表
を
使
う
方
法
 

12
.2

%
; 1

7.
4%

 
  23
項
目
版
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
合
計
点
数
を
使
う
方
法

 
13

.5
%
（
欠
損
値
を
含
む
総
参
加
者
数
中
の
割
合
）

; 1
4.

8%
（
参
考
値
：
欠
損
値
を
省
い
た
参
加
者
中
の
割
合
）

 
素
点
換
算
表
を
使
う
方
法
 

14
.1

%
（
欠
損
値
な
し
）

－68－



表
6.

 職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

57
項
目
版
・

23
項
目
版
）

の
各
下
位
尺
度
に
お
け
る
統
計
量

20
19

年
（
全
体
、

N
=6

5,
98

0;
男
性

36
,3

94
女
性

29
,5

86
; 
平
均
年
齢

44
.7
）

信
頼
性
係
数

平
均
値

標
準
偏
差

最
小
値

最
大
値

パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル

25
50

75
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要
因

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）
※

.7
74

8.
39

2.
16

3.
00

12
.0

0
7.

00
9.

00
10

.0
0

心
理
的

な
仕
事
の
負
担
（
質
）

.7
31

8.
91

1.
92

3.
00

12
.0

0
8.

00
9.

00
10

.0
0

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

-
2.

00
0.

95
1.

00
4.

00
1.

00
2.

00
3.

00
職
場
で
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

.6
96

6.
16

1.
83

3.
00

12
.0

0
5.

00
6.

00
7.

00
職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

-
2.

16
0.

92
1.

00
4.

00
1.

00
2.

00
3.

00
57

項
目
版
仕
事
の
負
担
（

11
項
目
）

.7
78

27
.6

2
5.

13
11

.0
0

44
.0

0
25

.0
0

28
.0

0
31

.0
0

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度
※

.7
29

7.
40

2.
01

3.
00

12
.0

0
6.

00
8.

00
9.

00
技
能
の
活
用
度

-
2.

89
0.

76
1.

00
4.

00
2.

00
3.

00
3.

00
仕
事
の
適
性
度

-
2.

82
0.

73
1.

00
4.

00
2.

00
3.

00
3.

00
働
き
が
い

-
2.

82
0.

80
1.

00
4.

00
2.

00
3.

00
3.

00
57

項
目
版
仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル

6項
目
）

.7
47

15
.9

4
3.

19
6.

00
24

.0
0

14
.0

0
16

.0
0

18
.0

0

ス
ト
レ
ス
反
応

活
気

.9
15

6.
36

2.
28

3.
00

12
.0

0
5.

00
6.

00
8.

00
イ
ラ
イ
ラ
感

.9
06

6.
28

2.
35

3.
00

12
.0

0
4.

00
6.

00
8.

00
疲
労
感
※

.8
81

6.
81

2.
48

3.
00

12
.0

0
5.

00
6.

00
9.

00
不
安
感
※

.7
91

6.
21

2.
26

3.
00

12
.0

0
4.

00
6.

00
8.

00
抑
う
つ
感

.8
91

10
.4

6
3.

93
6.

00
24

.0
0

7.
00

10
.0

0
13

.0
0

抑
う
つ
感
（

3
項
目
）
※

.8
57

5.
77

2.
34

3.
00

12
.0

0
4.

00
6.

00
7.

00
身
体
愁
訴

.8
53

19
.8

4
6.

00
11

.0
0

44
.0

0
15

.0
0

19
.0

0
23

.0
0

食
欲
不
振

※
-

1.
35

0.
64

1
1.

00
4.

00
1.

00
1.

00
2.

00
不
眠
※

-
1.

76
0.

88
6

1.
00

4.
00

1.
00

2.
00

2.
00

心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
合
計

.9
30

38
.3

8
10

.4
0

18
.0

0
72

.0
0

31
.0

0
37

.0
0

45
.0

0
ス
ト
レ
ス
反
応
総
計

.9
38

58
.2

1
15

.0
0

29
.0

0
11

6.
00

47
.0

0
57

.0
0

67
.0

0
満
足
度

仕
事
や
生
活
の
満
足
度

-
5.

80
1.

24
2.

00
8.

00
5.

00
6.

00
7.

00
57

項
目
版
ア
ウ
ト
カ
ム
（

31
項
目
）

.9
22

64
.0

1
14

.4
1

34
.0

0
12

4.
00

53
.0

0
62

.0
0

73
.0

0
23

項
目
版
ア
ウ
ト
カ
ム
（

11
項
目
）

.9
11

21
.8

8
7.

02
11

.0
0

44
.0

0
16

.0
0

21
.0

0
26

.0
0
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の
サ
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ー
ト
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.8
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7.
50

 
2.

21
 

3.
00

 
12

.0
0 

6.
00

 
7.

00
 

9.
00

 
同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
※

 
.8

23
 

8.
03

 
2.

06
 

3.
00

 
12

.0
0 

6.
00

 
8.

00
 

9.
00

 
家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
.8

88
 

9.
55

 
2.

22
 

3.
00

 
12

.0
0 

8.
00

 
10

.0
0 

12
.0

0 
57
項
目
版
仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル

9 項
目
） 

.8
63

 
25

.0
8 

5.
11

 
9.

00
 

36
.0

0 
21

.0
0 

25
.0

0 
28

.0
0 

23
項
目
版
仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル

6項
目
） 

.8
66

 
15

.5
3 

3.
83

 
6.

00
 

24
.0

0 
13

.0
0 

15
.0

0 
18

.0
0 

 ※
23
項
目
版
で
使
用
し
て
い
る
尺
度
・
項
目

 
注
１
：
項
目
に
欠
損
値
が
あ
る
場
合
、
そ
の
ケ
ー
ス
を
除
い
て
尺
度
の
集
計
を
行
っ
た

 
注
２
：
一
部
の
年
齢
は

10
歳
刻
み
の
カ
テ
ゴ
リ
の
中
央
値
（
例

20
～

29
歳
は

25
歳
）
を
代
入
し
て
集
計
（
以
下
同
）

 
 57
項
目
版
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
合
計
点
数
を
使
う
方
法

 
13

.0
%
（
欠
損
値
を
含
む
総
参
加
者
数
中
の
割
合
）

; 1
4.

4%
（
参
考
値
：
欠
損
値
を
省
い
た
参
加
者
中
の
割
合
）

 
素
点
換
算
表
を
使
う
方
法
 

12
.2

%
; 1

7.
3%

 
  23
項
目
版
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
合
計
点
数
を
使
う
方
法

 
13

.6
%
（
欠
損
値
を
含
む
総
参
加
者
数
中
の
割
合
）

; 1
4.

8%
（
参
考
値
：
欠
損
値
を
省
い
た
参
加
者
中
の
割
合
）

 
素
点
換
算
表
を
使
う
方
法
 

14
.2

%
（
欠
損
値
な
し
）

－70－



表
7.

 職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

57
項
目
版
・

23
項
目
版
）
の
各
下
位
尺
度
に
お
け
る
統
計
量

20
20

年
（
全
体
、

N
=2

30
,4

25
;男

性
14

4,
60

6
女
性

85
,8

19
;平

均
年
齢

43
.7
）

信
頼
性
係
数

平
均
値

標
準
偏
差

最
小
値

最
大
値

パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル

25
50

75
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要
因

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）
※

.7
49

8.
15

2.
08

3.
00

12
.0

0
7.

00
8.

00
9.

00
心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
質
）

.7
11

8.
47

1.
91

3.
00

12
.0

0
7.

00
9.

00
10

.0
0

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

-
2.

44
1.

03
1.

00
4.

00
2.

00
2.

00
3.

00
職
場
で
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

.6
95

6.
27

1.
87

3.
00

12
.0

0
5.

00
6.

00
7.

00
職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

-
2.

22
0.

95
1.

00
4.

00
2.

00
2.

00
3.

00
57

項
目
版
仕
事
の
負
担
（

11
項
目
）

.7
73

27
.5

6
5.

17
11

.0
0

44
.0

0
24

.0
0

28
.0

0
31

.0
0

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度
※

.7
22

7.
64

1.
99

3.
00

12
.0

0
6.

00
8.

00
9.

00
技
能
の
活
用
度

-
2.

86
0.

76
1.

00
4.

00
2.

00
3.

00
3.

00
仕
事
の
適
性
度

-
2.

83
0.

74
1.

00
4.

00
2.

00
3.

00
3.

00
働
き
が
い

-
2.

81
0.

81
1.

00
4.

00
2.

00
3.

00
3.

00
57

項
目
版
仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル

6項
目
）

.7
44

16
.1

5
3.

17
6.

00
24

.0
0

14
.0

0
16

.0
0

18
.0

0

ス
ト
レ
ス
反
応

活
気

.9
12

6.
52

2.
33

3.
00

12
.0

0
5.

00
6.

00
8.

00
イ
ラ
イ
ラ
感

.9
11

6.
26

2.
41

3.
00

12
.0

0
4.

00
6.

00
8.

00
疲
労
感
※

.8
78

6.
61

2.
47

3.
00

12
.0

0
5.

00
6.

00
8.

00
不
安
感
※

.7
81

5.
98

2.
22

3.
00

12
.0

0
4.

00
6.

00
7.

00
抑
う
つ
感

.8
87

10
.3

0
3.

85
6.

00
24

.0
0

7.
00

10
.0

0
12

.0
0

抑
う
つ
感
（

3
項
目
）
※

.8
51

5.
69

2.
31

3.
00

12
.0

0
4.

00
5.

00
7.

00
身
体
愁
訴

.8
52

19
.5

0
5.

95
11

.0
0

44
.0

0
15

.0
0

19
.0

0
23

.0
0

食
欲
不
振

※
-

1.
34

0.
62

3
1.

00
4.

00
1.

00
1.

00
2.

00
不
眠
※

-
1.

79
0.

88
9

1.
00

4.
00

1.
00

2.
00

2.
00

心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
合
計

.9
31

37
.6

3
10

.4
7

18
.0

0
72

.0
0

30
.0

0
37

.0
0

44
.0

0
ス
ト
レ
ス
反
応
総
計

.9
39

57
.1

2
15

.0
7

29
.0

0
11

6.
00

46
.0

0
55

.0
0

66
.0

0
満
足
度

仕
事
や
生
活
の
満
足
度

-
5.

82
1.

30
2.

00
8.

00
5.

00
6.

00
7.

00
57

項
目
版
ア
ウ
ト
カ
ム
（

31
項
目
）

.9
22

62
.9

5
14

.3
9

31
.0

0
12

4.
00

52
.0

0
61

.0
0

72
.0

0
23

項
目
版
ア
ウ
ト
カ
ム
（

11
項
目
）

.9
07

21
.4

0
6.

92
11

.0
0

44
.0

0
16

.0
0

21
.0

0
26

.0
0

－71－



 緩
衝
要
因

 
 

 
 

 
 

 
 

 
上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
※

 
.8

59
 

7.
46

 
2.

26
 

3.
00

 
12

.0
0 

6.
00

 
7.

00
 

9.
00

 
同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
※

 
.8

48
 

7.
94

 
2.

12
 

3.
00

 
12

.0
0 

6.
00

 
8.

00
 

9.
00

 
家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
.8

98
 

9.
48

 
2.

27
 

3.
00

 
12

.0
0 

8.
00

 
9.

00
 

12
.0

0 
57
項
目
版
仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル

9 項
目
） 

.8
77

 
24

.8
8 

5.
30

 
9.

00
 

36
.0

0 
21

.0
0 

25
.0

0 
28

.0
0 

23
項
目
版
仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル

6項
目
） 

.8
84

 
15

.4
0 

3.
96

 
6.

00
 

24
.0

0 
12

.0
0 

15
.0

0 
18

.0
0 

 ※
23
項
目
版
で
使
用
し
て
い
る
尺
度
・
項
目

 
注
１
：
項
目
に
欠
損
値
が
あ
る
場
合
、
そ
の
ケ
ー
ス
を
除
い
て
尺
度
の
集
計
を
行
っ
た

 
注
２
：
一
部
の
年
齢
は

10
歳
刻
み
の
カ
テ
ゴ
リ
の
中
央
値
（
例

20
～

29
歳
は

25
歳
）
を
代
入
し
て
集
計
（
以
下
同
）

 
 57
項
目
版
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
合
計
点
数
を
使
う
方
法

 
12

.3
%
（
欠
損
値
を
含
む
総
参
加
者
数
中
の
割
合
）

; 1
3.

4%
（
参
考
値
：
欠
損
値
を
省
い
た
参
加
者
中
の
割
合
）

 
素
点
換
算
表
を
使
う
方
法
 

12
.5

%
; 1

7.
0%

 
  23
項
目
版
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
合
計
点
数
を
使
う
方
法

 
12

.5
%
（
欠
損
値
を
含
む
総
参
加
者
数
中
の
割
合
）

; 1
3.

2%
（
参
考
値
：
欠
損
値
を
省
い
た
参
加
者
中
の
割
合
）

 
素
点
換
算
表
を
使
う
方
法
 

13
.8

%
（
欠
損
値
な
し
）

－72－



表
8.

 職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

57
項
目
版
・

23
項
目
版
）
の
各
下
位
尺
度
に
お
け
る
統
計
量

20
21

年
（
全
体
、

N
=2

9,
73

0;
 男

性
17

,5
57

女
性

12
,1

73
; 
平
均
年
齢

44
.2
）

信
頼
性
係
数

平
均
値

標
準
偏
差

最
小
値

最
大
値

パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル

25
50

75
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要
因

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）
※

.7
74

8.
17

2.
21

3.
00

12
.0

0
7.

00
8.

00
10

.0
0

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
質
）

.7
26

8.
64

1.
99

3.
00

12
.0

0
7.

00
9.

00
10

.0
0

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

-
2.

42
1.

06
1.

00
4.

00
2.

00
2.

00
3.

00
職
場
で
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

.7
05

6.
19

1.
89

3.
00

12
.0

0
5.

00
6.

00
7.

00
職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

-
2.

07
0.

92
1.

00
4.

00
1.

00
2.

00
3.

00
57

項
目
版
仕
事
の
負
担
（

11
項
目
）

.7
88

27
.5

0
5.

40
11

.0
0

44
.0

0
24

.0
0

28
.0

0
31

.0
0

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度
※

.7
29

7.
74

2.
01

3.
00

12
.0

0
6.

00
8.

00
9.

00
技
能
の
活
用
度

-
2.

95
0.

78
1.

00
4.

00
3.

00
3.

00
3.

00
仕
事
の
適
性
度

-
2.

87
0.

75
1.

00
4.

00
3.

00
3.

00
3.

00
働
き
が
い

-
2.

87
0.

81
1.

00
4.

00
2.

00
3.

00
3.

00
57

項
目
版
仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル

6項
目
）

.7
49

16
.4

3
3.

23
6.

00
24

.0
0

15
.0

0
17

.0
0

18
.0

0

ス
ト
レ
ス
反
応

活
気

.9
12

6.
59

2.
32

3.
00

12
.0

0
5.

00
6.

00
8.

00
イ
ラ
イ
ラ
感

.9
09

6.
24

2.
38

3.
00

12
.0

0
4.

00
6.

00
8.

00
疲
労
感
※

.8
81

6.
71

2.
48

3.
00

12
.0

0
5.

00
6.

00
9.

00
不
安
感
※

.7
92

6.
03

2.
25

3.
00

12
.0

0
4.

00
6.

00
7.

00
抑
う
つ
感

.8
95

10
.4

3
3.

99
6.

00
24

.0
0

7.
00

10
.0

0
13

.0
0

抑
う
つ
感
（

3
項
目
）
※

.8
59

5.
73

2.
34

3.
00

12
.0

0
4.

00
6.

00
7.

00
身
体
愁
訴

.8
55

19
.6

7
6.

07
11

.0
0

44
.0

0
15

.0
0

19
.0

0
23

.0
0

食
欲
不
振

※
-

1.
35

0.
65

1.
00

4.
00

1.
00

1.
00

2.
00

不
眠
※

-
1.

79
0.

90
1.

00
4.

00
1.

00
2.

00
2.

00
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
合
計

.9
33

37
.8

2
10

.5
8

18
.0

0
72

.0
0

30
.0

0
37

.0
0

44
.0

0
ス
ト
レ
ス
反
応
総
計

.9
40

57
.4

9
15

.2
9

29
.0

0
11

6.
00

46
.0

0
56

.0
0

67
.0

0
満
足
度

仕
事
や
生
活
の
満
足
度

-
5.

88
1.

27
2.

00
8.

00
5.

00
6.

00
7.

00
57

項
目
版
ア
ウ
ト
カ
ム
（

31
項
目
）

.9
24

63
.3

7
14

.6
7

33
.0

0
12

4.
00

52
.0

0
62

.0
0

72
.0

0
23

項
目
版
ア
ウ
ト
カ
ム
（

11
項
目
）

.9
12

21
.6

1
7.

06
11

.0
0

44
.0

0
16

.0
0

21
.0

0
26

.0
0

－73－



 緩
衝
要
因

 
 

 
 

 
 

 
 

 
上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
※

 
.8

51
 

7.
54

 
2.

26
 

3.
00

 
12

.0
0 

6.
00

 
7.

00
 

9.
00

 
同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
※

 
.8

46
 

8.
05

 
2.

15
 

3.
00

 
12

.0
0 

6.
00

 
8.

00
 

9.
00

 
家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
.8

99
 

9.
55

 
2.

27
 

3.
00

 
12

.0
0 

8.
00

 
10

.0
0 

12
.0

0 
57
項
目
版
仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル

9 項
目
） 

.8
76

 
25

.1
4 

5.
32

 
9.

00
 

36
.0

0 
21

.0
0 

25
.0

0 
29

.0
0 

23
項
目
版
仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル

6項
目
） 

.8
78

 
15

.5
9 

3.
96

 
6.

00
 

24
.0

0 
12

.0
0 

15
.0

0 
18

.0
0 

 ※
23
項
目
版
で
使
用
し
て
い
る
尺
度
・
項
目

 
注
１
：
項
目
に
欠
損
値
が
あ
る
場
合
、
そ
の
ケ
ー
ス
を
除
い
て
尺
度
の
集
計
を
行
っ
た

 
注
２
：
一
部
の
年
齢
は

10
歳
刻
み
の
カ
テ
ゴ
リ
の
中
央
値
（
例

20
～

29
歳
は

25
歳
）
を
代
入
し
て
集
計
（
以
下
同
）

 
 57
項
目
版
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
合
計
点
数
を
使
う
方
法

 
12

.5
%
（
欠
損
値
を
含
む
総
参
加
者
数
中
の
割
合
）

; 1
4.

0%
（
参
考
値
：
欠
損
値
を
省
い
た
参
加
者
中
の
割
合
）

 
素
点
換
算
表
を
使
う
方
法
 

12
.1

%
; 1

6.
9%

 
  23
項
目
版
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
合
計
点
数
を
使
う
方
法

 
12

.7
%
（
欠
損
値
を
含
む
総
参
加
者
数
中
の
割
合
）

; 1
4.

0%
（
参
考
値
：
欠
損
値
を
省
い
た
参
加
者
中
の
割
合
）

 
素
点
換
算
表
を
使
う
方
法
 

13
.5

%
（
欠
損
値
な
し
）

－74－



表
9.

 職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

57
項
目
版
・

23
項
目
版
）
の
各
下
位
尺
度
に
お
け
る
統
計
量

20
22

年
（
全
体
、

N
=1

97
,4

84
;男

性
12

4,
10

0
女
性

73
,3

84
;平

均
年
齢

44
.2
）

信
頼
性
係
数

平
均
値

標
準
偏
差

最
小
値

最
大
値

パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル

25
50

75
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要
因

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）
※

.7
68

8.
31

2.
13

3.
00

12
.0

0
7.

00
8.

00
10

.0
0

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
質
）

.7
22

8.
52

1.
93

3.
00

12
.0

0
7.

00
9.

00
10

.0
0

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

-
2.

48
1.

04
1.

00
4.

00
2.

00
2.

00
3.

00
職
場
で
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

.7
06

6.
33

1.
89

3.
00

12
.0

0
5.

00
6.

00
7.

00
職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

-
2.

21
0.

95
1.

00
4.

00
1.

00
2.

00
3.

00
57

項
目
版
仕
事
の
負
担
（

11
項
目
）

.7
84

27
.8

4
5.

28
11

.0
0

44
.0

0
25

.0
0

28
.0

0
31

.0
0

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度
※

.7
29

7.
65

1.
99

3.
00

12
.0

0
6.

00
8.

00
9.

00
技
能
の
活
用
度

-
2.

87
0.

76
1.

00
4.

00
2.

00
3.

00
3.

00
仕
事
の
適
性
度

-
2.

82
0.

75
1.

00
4.

00
2.

00
3.

00
3.

00
働
き
が
い

-
2.

79
0.

81
1.

00
4.

00
2.

00
3.

00
3.

00
57

項
目
版
仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル

6項
目
）

.7
51

16
.1

3
3.

21
6.

00
24

.0
0

14
.0

0
16

.0
0

18
.0

0

ス
ト
レ
ス
反
応

活
気

.9
17

6.
46

2.
34

3.
00

12
.0

0
5.

00
6.

00
8.

00
イ
ラ
イ
ラ
感

.9
15

6.
26

2.
43

3.
00

12
.0

0
4.

00
6.

00
8.

00
疲
労
感
※

.8
83

6.
82

2.
51

3.
00

12
.0

0
5.

00
6.

00
9.

00
不
安
感
※

.7
94

6.
01

2.
26

3.
00

12
.0

0
4.

00
6.

00
7.

00
抑
う
つ
感

.8
93

10
.4

5
3.

96
6.

00
24

.0
0

7.
00

10
.0

0
13

.0
0

抑
う
つ
感
（

3
項
目
）
※

.8
60

5.
78

2.
37

3.
00

12
.0

0
4.

00
6.

00
7.

00
身
体
愁
訴

.8
57

19
.8

0
6.

09
11

.0
0

44
.0

0
15

.0
0

19
.0

0
23

.0
0

食
欲
不
振

※
-

1.
35

0.
63

1.
00

4.
00

1.
00

1.
00

2.
00

不
眠
※

-
1.

83
0.

91
1.

00
4.

00
1.

00
2.

00
2.

00
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
合
計

.9
35

38
.0

8
10

.7
2

18
.0

0
72

.0
0

30
.0

0
37

.0
0

45
.0

0
ス
ト
レ
ス
反
応
総
計

.9
42

57
.8

8
15

.4
6

29
.0

0
11

6.
00

46
.0

0
56

.0
0

67
.0

0
満
足
度

仕
事
や
生
活
の
満
足
度

-
5.

79
1.

31
2.

00
8.

00
5.

00
6.

00
7.

00
57

項
目
版
ア
ウ
ト
カ
ム
（

31
項
目
）

.9
25

63
.6

8
14

.7
7

32
.0

0
12

4.
00

53
.0

0
62

.0
0

73
.0

0
23

項
目
版
ア
ウ
ト
カ
ム
（

11
項
目
）

.9
11

21
.7

9
7.

09
11

.0
0

44
.0

0
16

.0
0

21
.0

0
26

.0
0

－75－



 緩
衝
要
因

 
 

 
 

 
 

 
 

 
上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
※

 
.8

67
 

7.
46

 
2.

28
 

3.
00

 
12

.0
0 

6.
00

 
7.

00
 

9.
00

 
同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
※

 
.8

57
 

7.
91

 
2.

14
 

3.
00

 
12

.0
0 

6.
00

 
8.

00
 

9.
00

 
家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
.9

06
 

9.
46

 
2.

30
 

3.
00

 
12

.0
0 

8.
00

 
9.

00
 

12
.0

0 
57
項
目
版
仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル

9 項
目
） 

.8
83

 
24

.8
3 

5.
39

 
9.

00
 

36
.0

0 
21

.0
0 

25
.0

0 
28

.0
0 

23
項
目
版
仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル

6項
目
） 

.8
91

 
15

.3
7 

4.
02

 
6.

00
 

24
.0

0 
12

.0
0 

15
.0

0 
18

.0
0 

 ※
23
項
目
版
で
使
用
し
て
い
る
尺
度
・
項
目

 
注
１
：
項
目
に
欠
損
値
が
あ
る
場
合
、
そ
の
ケ
ー
ス
を
除
い
て
尺
度
の
集
計
を
行
っ
た

 
注
２
：
一
部
の
年
齢
は

10
歳
刻
み
の
カ
テ
ゴ
リ
の
中
央
値
（
例

20
～

29
歳
は

25
歳
）
を
代
入
し
て
集
計
（
以
下
同
）

 
 57
項
目
版
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
合
計
点
数
を
使
う
方
法

 
13

.8
%
（
欠
損
値
を
含
む
総
参
加
者
数
中
の
割
合
）

; 1
5.

0%
（
参
考
値
：
欠
損
値
を
省
い
た
参
加
者
中
の
割
合
）

 
素
点
換
算
表
を
使
う
方
法
 

13
.9

%
; 1

8.
9%

 
  23
項
目
版
高
ス
ト
レ
ス
者
の
割
合

 
合
計
点
数
を
使
う
方
法

 
14

.1
%
（
欠
損
値
を
含
む
総
参
加
者
数
中
の
割
合
）

; 1
4.

8%
（
参
考
値
：
欠
損
値
を
省
い
た
参
加
者
中
の
割
合
）

 
素
点
換
算
表
を
使
う
方
法
 

15
.4

%
（
欠
損
値
な
し
）

 

－76－



 表
10

. 
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
各
下
位
尺
度
に
お
け
る
統
計
量

20
15
年
（
全
体
、

N
=2

0,
32

7;
 男
性

9,
49

1 
女
性

10
,8

36
; 
平
均
年
齢

45
.4
）
 

 
 

信
頼
性
係
数

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
最
小
値

 
最
大
値

 
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル

 
25

 
50

 
75

 
仕
事
の
負
担

 
 

2.
49

 
0.

25
 

1.
17

 
3.

63
 

2.
33

 
2.

50
 

2.
67

 
仕
事
の
負
担

 
※

 
.7

42
 

19
.9

2 
2.

03
 

9.
33

 
29

.0
0 

18
.6

7 
20

.0
0 

21
.3

3 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
業
レ
ベ
ル
資
源

 
- 

2.
79

 
0.

47
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
50

 
2.

83
 

3.
11

 
作
業
レ
ベ
ル
資
源
 
※

 
.7

41
 

16
.7

7 
2.

82
 

6.
00

 
24

.0
0 

15
.0

0 
17

.0
0 

18
.6

7 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

部
署
レ
ベ
ル
資
源

 
- 

2.
73

 
0.

48
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
43

 
2.

77
 

3.
03

 
部
署
レ
ベ
ル
資
源
 
※

 
.8

65
 

27
.2

6 
4.

76
 

10
.0

0 
40

.0
0 

24
.3

3 
27

.6
7 

30
.3

3 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
業
場
レ
ベ
ル
資
源

 
 

2.
28

 
0.

58
 

1.
00

 
4.

00
 

1.
86

 
2.

29
 

2.
71

 
事
業
場
レ
ベ
ル
資
源

 
※

 
.8

51
 

15
.9

5 
4.

07
 

7.
00

 
28

.0
0 

13
.0

0 
16

.0
0 

19
.0

0 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
ウ
ト
カ
ム

 
 

2.
73

 
0.

33
 

1.
21

 
3.

94
 

2.
53

 
2.

77
 

2.
94

 
ア
ウ
ト
カ
ム

 
※

 
.8

89
 

13
.6

6 
1.

64
 

6.
07

 
19

.7
2 

12
.6

7 
13

.8
4 

14
.7

2 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 注
１
：
項
目
に
欠
損
値
が
あ
る
場
合
、
そ
の
ケ
ー
ス
を
除
い
て
尺
度
の
集
計
を
行
っ
た

 
注
２
：
年
齢
は

10
歳
刻
み
の
カ
テ
ゴ
リ
の
中
央
値
（
例

20
～

29
歳
は

25
歳
）
を
代
入
し
て
集
計
（
以
下
同
）

 
 対
策
領
域
別
合
計
点
の
計
算
方
法

 

仕
事
の
負
担
（

14
項
目
）

= 
(量
的
負
担

+質
的
負
担

+身
体
的
負
担

+対
人
関
係

+職
場
環
境

+情
緒
的
負
担

+役
割
葛
藤

+ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
）

)/8
. 

作
業
レ
ベ
ル
資
源
（

8
項
目
）

= 
(コ
ン
ト
ロ
ー
ル

+仕
事
の
適
性

+技
能
の
活
用

+仕
事
の
意
義

+役
割
明
確
さ

+成
長
の
機
会

)/6
. 

部
署
レ
ベ
ル
資
源
（

16
項
目
）

= 
(上
司
サ
ポ
ー
ト

 +
 同
僚
サ
ポ
ー
ト

 +
 家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 +
 経
済
地
位
報
酬

 +
 尊
重
報
酬

 +
 安
定
報
酬

 +
 リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

 +
 

上
司
の
公
正
な
態
度

 +
 ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

 +
 失
敗
を
認
め
る
職
場

)/1
0.

 
事
業
場
レ
ベ
ル
資
源
（

7
項
目
）

= 
(経
営
層
と
の
信
頼
関
係

 +
 変
化
へ
の
対
応

 +
 個
人
の
尊
重

 +
 公
正
な
人
事
評
価

 +
 多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

 +
 キ
ャ
リ
ア
形
成

 +
ワ
ー

ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
）

/7
 

ア
ウ
ト
カ
ム
（

35
項
目
）

= 
(ス
ト
レ
ス
反
応
総
計
（

29
項
目
）

+ 
満
足
度

 +
 職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 +
 職
場
の
一
体
感

 +
 ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

) /
 5

 
 各
尺
度
得
点
は
、
項
目
数
で
除
し
た
数
字
で
計
算
さ
れ
て
い
る
。

 
※
参
考
の
た
め
に
、
尺
度
数
で
除
す
る
前
の
集
計
値
も
示
し
た
。
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 表
11

. 
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
各
下
位
尺
度
に
お
け
る
統
計
量

20
16
年
（
全
体
、

N
=2

0,
63

8;
 男
性

9,
59

9 
女
性

11
,0

39
; 
平
均
年
齢

45
.8
）
 

 
 

信
頼
性
係
数

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
最
小
値

 
最
大
値

 
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル

 
25

 
50

 
75

 
仕
事
の
負
担

 
 

2.
48

 
0.

24
 

1.
29

 
3.

50
 

2.
33

 
2.

46
 

2.
63

 
仕
事
の
負
担

 
※

 
.7

42
 

19
.8

5 
1.

95
 

10
.3

3 
28

.0
0 

18
.6

7 
19

.6
7 

21
.0

0 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
業
レ
ベ
ル
資
源

 
- 

2.
77

 
0.

47
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
50

 
2.

83
 

3.
06

 
作
業
レ
ベ
ル
資
源
 
※

 
.7

52
 

16
.6

2 
2.

81
 

6.
00

 
24

.0
0 

15
.0

0 
17

.0
0 

18
.3

3 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

部
署
レ
ベ
ル
資
源

 
- 

2.
70

 
0.

48
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
40

 
2.

73
 

3.
00

 
部
署
レ
ベ
ル
資
源
 
※

 
.8

69
 

27
.0

0 
4.

78
 

10
.0

0 
40

.0
0 

24
.0

0 
27

.3
3 

30
.0

0 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
業
場
レ
ベ
ル
資
源

 
 

2.
28

 
0.

58
 

1.
00

 
4.

00
 

1.
86

 
2.

29
 

2.
71

 
事
業
場
レ
ベ
ル
資
源

 
※

 
.8

55
 

15
.9

4 
4.

06
 

7.
00

 
28

.0
0 

13
.0

0 
16

.0
0 

19
.0

0 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
ウ
ト
カ
ム

 
 

2.
72

 
0.

33
 

1.
29

 
4.

00
 

2.
52

 
2.

77
 

2.
94

 
ア
ウ
ト
カ
ム

 
※

 
.8

89
 

13
.6

0 
1.

66
 

6.
43

 
20

.0
0 

12
.6

0 
13

.8
3 

14
.7

1 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 注
１
：
項
目
に
欠
損
値
が
あ
る
場
合
、
そ
の
ケ
ー
ス
を
除
い
て
尺
度
の
集
計
を
行
っ
た

 
注
２
：
年
齢
は

10
歳
刻
み
の
カ
テ
ゴ
リ
の
中
央
値
（
例

20
～

29
歳
は

25
歳
）
を
代
入
し
て
集
計
（
以
下
同
）

 
 対
策
領
域
別
合
計
点
の
計
算
方
法

 

仕
事
の
負
担
（

14
項
目
）

= 
(量
的
負
担

+質
的
負
担

+身
体
的
負
担

+対
人
関
係

+職
場
環
境

+情
緒
的
負
担

+役
割
葛
藤

+ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
）

)/8
. 

作
業
レ
ベ
ル
資
源
（

8
項
目
）

= 
(コ
ン
ト
ロ
ー
ル

+仕
事
の
適
性

+技
能
の
活
用

+仕
事
の
意
義

+役
割
明
確
さ

+成
長
の
機
会

)/6
. 

部
署
レ
ベ
ル
資
源
（

16
項
目
）

= 
(上
司
サ
ポ
ー
ト

 +
 同
僚
サ
ポ
ー
ト

 +
 家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 +
 経
済
地
位
報
酬

 +
 尊
重
報
酬

 +
 安
定
報
酬

 +
 リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

 +
 

上
司
の
公
正
な
態
度

 +
 ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

 +
 失
敗
を
認
め
る
職
場

)/1
0.

 
事
業
場
レ
ベ
ル
資
源
（

7
項
目
）

= 
(経
営
層
と
の
信
頼
関
係

 +
 変
化
へ
の
対
応

 +
 個
人
の
尊
重

 +
 公
正
な
人
事
評
価

 +
 多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

 +
 キ
ャ
リ
ア
形
成

 +
ワ
ー

ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
）

/7
 

ア
ウ
ト
カ
ム
（

35
項
目
）

= 
(ス
ト
レ
ス
反
応
総
計
（

29
項
目
）

+ 
満
足
度

 +
 職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 +
 職
場
の
一
体
感

 +
 ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

) /
 5

 
 各
尺
度
得
点
は
、
項
目
数
で
除
し
た
数
字
で
計
算
さ
れ
て
い
る
。

 
※
参
考
の
た
め
に
、
尺
度
数
で
除
す
る
前
の
集
計
値
も
示
し
た
。

 

－78－



 表
12

. 
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
各
下
位
尺
度
に
お
け
る
統
計
量

20
17
年
（
全
体
、

N
=2

0,
95

7;
 男
性

9,
62

9 
女
性

11
,3

28
; 
平
均
年
齢

46
.5
）
 

 
 

信
頼
性
係
数

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
最
小
値

 
最
大
値

 
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル

 
25

 
50

 
75

 
仕
事
の
負
担

 
 

2.
49

 
0.

24
 

1.
13

 
3.

54
 

2.
33

 
2.

50
 

2.
67

 
仕
事
の
負
担

 
※

 
.7

49
 

19
.9

4 
1.

96
 

9.
00

 
28

.3
3 

18
.6

7 
20

.0
0 

21
.3

3 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
業
レ
ベ
ル
資
源

 
- 

2.
76

 
0.

47
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
50

 
2.

83
 

3.
00

 
作
業
レ
ベ
ル
資
源
 
※

 
.7

54
 

16
.5

4 
2.

81
 

6.
00

 
24

.0
0 

15
.0

0 
17

.0
0 

18
.0

0 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

部
署
レ
ベ
ル
資
源

 
- 

2.
71

 
0.

48
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
40

 
2.

73
 

3.
00

 
部
署
レ
ベ
ル
資
源
 
※

 
.8

72
 

27
.0

6 
4.

78
 

10
.0

0 
40

.0
0 

24
.0

0 
27

.3
3 

30
.0

0 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
業
場
レ
ベ
ル
資
源

 
 

2.
29

 
0.

58
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
00

 
2.

29
 

2.
71

 
事
業
場
レ
ベ
ル
資
源

 
※

 
.8

57
 

16
.0

1 
4.

03
 

7.
00

 
28

.0
0 

14
.0

0 
16

.0
0 

19
.0

0 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
ウ
ト
カ
ム

 
 

2.
72

 
0.

33
 

1.
17

 
4.

00
 

2.
52

 
2.

77
 

2.
94

 
ア
ウ
ト
カ
ム

 
※

 
.8

93
 

13
.6

0 
1.

67
 

5.
86

 
20

.0
0 

12
.6

0 
13

.8
3 

14
.6

9 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 注
１
：
項
目
に
欠
損
値
が
あ
る
場
合
、
そ
の
ケ
ー
ス
を
除
い
て
尺
度
の
集
計
を
行
っ
た

 
注
２
：
年
齢
は

10
歳
刻
み
の
カ
テ
ゴ
リ
の
中
央
値
（
例

20
～

29
歳
は

25
歳
）
を
代
入
し
て
集
計
（
以
下
同
）

 
 対
策
領
域
別
合
計
点
の
計
算
方
法

 

仕
事
の
負
担
（

14
項
目
）

= 
(量
的
負
担

+質
的
負
担

+身
体
的
負
担

+対
人
関
係

+職
場
環
境

+情
緒
的
負
担

+役
割
葛
藤

+ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
）

)/8
. 

作
業
レ
ベ
ル
資
源
（

8
項
目
）

= 
(コ
ン
ト
ロ
ー
ル

+仕
事
の
適
性

+技
能
の
活
用

+仕
事
の
意
義

+役
割
明
確
さ

+成
長
の
機
会

)/6
. 

部
署
レ
ベ
ル
資
源
（

16
項
目
）

= 
(上
司
サ
ポ
ー
ト

 +
 同
僚
サ
ポ
ー
ト

 +
 家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 +
 経
済
地
位
報
酬

 +
 尊
重
報
酬

 +
 安
定
報
酬

 +
 リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

 +
 

上
司
の
公
正
な
態
度

 +
 ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

 +
 失
敗
を
認
め
る
職
場

)/1
0.

 
事
業
場
レ
ベ
ル
資
源
（

7
項
目
）

= 
(経
営
層
と
の
信
頼
関
係

 +
 変
化
へ
の
対
応

 +
 個
人
の
尊
重

 +
 公
正
な
人
事
評
価

 +
 多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

 +
 キ
ャ
リ
ア
形
成

 +
ワ
ー

ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
）

/7
 

ア
ウ
ト
カ
ム
（

35
項
目
）

= 
(ス
ト
レ
ス
反
応
総
計
（

29
項
目
）

+ 
満
足
度

 +
 職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 +
 職
場
の
一
体
感

 +
 ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

) /
 5

 
 各
尺
度
得
点
は
、
項
目
数
で
除
し
た
数
字
で
計
算
さ
れ
て
い
る
。

 
※
参
考
の
た
め
に
、
尺
度
数
で
除
す
る
前
の
集
計
値
も
示
し
た
。

 

－79－



 表
13

. 
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
各
下
位
尺
度
に
お
け
る
統
計
量

20
18
年
（
全
体
、

N
=2

1,
31

0;
 男
性

10
,1

58
 女
性

11
,1

52
; 
平
均
年
齢

46
.8
）
 

 
 

信
頼
性
係
数

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
最
小
値

 
最
大
値

 
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル

 
25

 
50

 
75

 
仕
事
の
負
担

 
 

2.
49

 
0.

24
 

1.
13

 
3.

50
 

2.
33

 
2.

50
 

2.
63

 
仕
事
の
負
担

 
※

 
.7

44
 

19
.9

3 
1.

92
 

9.
00

 
28

.0
0 

18
.6

7 
20

.0
0 

21
.0

0 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
業
レ
ベ
ル
資
源

 
- 

2.
78

 
0.

47
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
50

 
2.

83
 

3.
06

 
作
業
レ
ベ
ル
資
源
 
※

 
.7

67
 

16
.6

7 
2.

84
 

6.
00

 
24

.0
0 

15
.0

0 
17

.0
0 

18
.3

3 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

部
署
レ
ベ
ル
資
源

 
- 

2.
75

 
0.

47
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
50

 
2.

80
 

3.
03

 
部
署
レ
ベ
ル
資
源
 
※

 
.8

76
 

27
.5

4 
4.

71
 

10
.0

0 
40

.0
0 

25
.0

0 
28

.0
0 

30
.3

3 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
業
場
レ
ベ
ル
資
源

 
 

2.
36

 
0.

56
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
00

 
2.

43
 

2.
71

 
事
業
場
レ
ベ
ル
資
源

 
※

 
.8

53
 

16
.5

0 
3.

95
 

7.
00

 
28

.0
0 

14
.0

0 
17

.0
0 

19
.0

0 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
ウ
ト
カ
ム

 
 

2.
73

 
0.

33
 

1.
23

 
3.

84
 

2.
54

 
2.

78
 

2.
95

 
ア
ウ
ト
カ
ム

 
※

 
.8

91
 

13
.6

7 
1.

65
 

6.
17

 
19

.2
2 

12
.7

1 
13

.8
8 

14
.7

4 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 注
１
：
項
目
に
欠
損
値
が
あ
る
場
合
、
そ
の
ケ
ー
ス
を
除
い
て
尺
度
の
集
計
を
行
っ
た

 
注
２
：
年
齢
は

10
歳
刻
み
の
カ
テ
ゴ
リ
の
中
央
値
（
例

20
～

29
歳
は

25
歳
）
を
代
入
し
て
集
計
（
以
下
同
）

 
 対
策
領
域
別
合
計
点
の
計
算
方
法

 

仕
事
の
負
担
（

14
項
目
）

= 
(量
的
負
担

+質
的
負
担

+身
体
的
負
担

+対
人
関
係

+職
場
環
境

+情
緒
的
負
担

+役
割
葛
藤

+ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
）

)/8
. 

作
業
レ
ベ
ル
資
源
（

8
項
目
）

= 
(コ
ン
ト
ロ
ー
ル

+仕
事
の
適
性

+技
能
の
活
用

+仕
事
の
意
義

+役
割
明
確
さ

+成
長
の
機
会

)/6
. 

部
署
レ
ベ
ル
資
源
（

16
項
目
）

= 
(上
司
サ
ポ
ー
ト

 +
 同
僚
サ
ポ
ー
ト

 +
 家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 +
 経
済
地
位
報
酬

 +
 尊
重
報
酬

 +
 安
定
報
酬

 +
 リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

 +
 

上
司
の
公
正
な
態
度

 +
 ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

 +
 失
敗
を
認
め
る
職
場

)/1
0.

 
事
業
場
レ
ベ
ル
資
源
（

7
項
目
）

= 
(経
営
層
と
の
信
頼
関
係

 +
 変
化
へ
の
対
応

 +
 個
人
の
尊
重

 +
 公
正
な
人
事
評
価

 +
 多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

 +
 キ
ャ
リ
ア
形
成

 +
ワ
ー

ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
）

/7
 

ア
ウ
ト
カ
ム
（

35
項
目
）

= 
(ス
ト
レ
ス
反
応
総
計
（

29
項
目
）

+ 
満
足
度

 +
 職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 +
 職
場
の
一
体
感

 +
 ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

) /
 5

 
 各
尺
度
得
点
は
、
項
目
数
で
除
し
た
数
字
で
計
算
さ
れ
て
い
る
。

 
※
参
考
の
た
め
に
、
尺
度
数
で
除
す
る
前
の
集
計
値
も
示
し
た
。

 

－80－



 表
14

. 
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
各
下
位
尺
度
に
お
け
る
統
計
量

20
19
年
（
全
体
、

N
=2

3,
20

8;
 男
性

10
,8

23
 女
性

12
,3

85
; 
平
均
年
齢

47
.3
）
 

 
 

信
頼
性
係
数

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
最
小
値

 
最
大
値

 
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル

 
25

 
50

 
75

 
仕
事
の
負
担

 
 

2.
50

 
0.

24
 

1.
00

 
3.

88
 

2.
33

 
2.

50
 

2.
67

 
仕
事
の
負
担

 
※

 
.7

50
 

20
.0

1 
1.

94
 

8.
00

 
31

.0
0 

18
.6

7 
20

.0
0 

21
.3

3 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
業
レ
ベ
ル
資
源

 
- 

2.
78

 
0.

47
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
50

 
2.

83
 

3.
06

 
作
業
レ
ベ
ル
資
源
 
※

 
.7

63
 

16
.6

9 
2.

80
 

6.
00

 
24

.0
0 

15
.0

0 
17

.0
0 

18
.3

3 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

部
署
レ
ベ
ル
資
源

 
- 

2.
75

 
0.

47
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
47

 
2.

80
 

3.
03

 
部
署
レ
ベ
ル
資
源
 
※

 
.8

80
 

27
.5

4 
4.

74
 

10
.0

0 
40

.0
0 

24
.6

7 
28

.0
0 

30
.3

3 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
業
場
レ
ベ
ル
資
源

 
 

2.
38

 
0.

56
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
00

 
2.

43
 

2.
71

 
事
業
場
レ
ベ
ル
資
源

 
※

 
.8

54
 

16
.6

4 
3.

95
 

7.
00

 
28

.0
0 

14
.0

0 
17

.0
0 

19
.0

0 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
ウ
ト
カ
ム

 
 

2.
73

 
0.

33
 

1.
29

 
3.

99
 

2.
53

 
2.

78
 

2.
95

 
ア
ウ
ト
カ
ム

 
※

 
.8

93
 

13
.6

6 
1.

66
 

6.
47

 
19

.9
3 

12
.6

7 
13

.9
0 

14
.7

4 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 注
１
：
項
目
に
欠
損
値
が
あ
る
場
合
、
そ
の
ケ
ー
ス
を
除
い
て
尺
度
の
集
計
を
行
っ
た

 
注
２
：
年
齢
は

10
歳
刻
み
の
カ
テ
ゴ
リ
の
中
央
値
（
例

20
～

29
歳
は

25
歳
）
を
代
入
し
て
集
計
（
以
下
同
）

 
 対
策
領
域
別
合
計
点
の
計
算
方
法

 

仕
事
の
負
担
（

14
項
目
）

= 
(量
的
負
担

+質
的
負
担

+身
体
的
負
担

+対
人
関
係

+職
場
環
境

+情
緒
的
負
担

+役
割
葛
藤

+ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
）

)/8
. 

作
業
レ
ベ
ル
資
源
（

8
項
目
）

= 
(コ
ン
ト
ロ
ー
ル

+仕
事
の
適
性

+技
能
の
活
用

+仕
事
の
意
義

+役
割
明
確
さ

+成
長
の
機
会

)/6
. 

部
署
レ
ベ
ル
資
源
（

16
項
目
）

= 
(上
司
サ
ポ
ー
ト

 +
 同
僚
サ
ポ
ー
ト

 +
 家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 +
 経
済
地
位
報
酬

 +
 尊
重
報
酬

 +
 安
定
報
酬

 +
 リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

 +
 

上
司
の
公
正
な
態
度

 +
 ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

 +
 失
敗
を
認
め
る
職
場

)/1
0.

 
事
業
場
レ
ベ
ル
資
源
（

7
項
目
）

= 
(経
営
層
と
の
信
頼
関
係

 +
 変
化
へ
の
対
応

 +
 個
人
の
尊
重

 +
 公
正
な
人
事
評
価

 +
 多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

 +
 キ
ャ
リ
ア
形
成

 +
ワ
ー

ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
）

/7
 

ア
ウ
ト
カ
ム
（

35
項
目
）

= 
(ス
ト
レ
ス
反
応
総
計
（

29
項
目
）

+ 
満
足
度

 +
 職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 +
 職
場
の
一
体
感

 +
 ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

) /
 5

 
 各
尺
度
得
点
は
、
項
目
数
で
除
し
た
数
字
で
計
算
さ
れ
て
い
る
。

 
※
参
考
の
た
め
に
、
尺
度
数
で
除
す
る
前
の
集
計
値
も
示
し
た
。

 

－81－



 表
15

. 
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
各
下
位
尺
度
に
お
け
る
統
計
量

20
20
年
（
全
体
、

N
=7

,5
15

; 
男
性

1,
94

9 
女
性

5,
55

6;
 平
均
年
齢

48
.7
）
 

 
 

信
頼
性
係
数

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
最
小
値

 
最
大
値

 
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル

 
25

 
50

 
75

 
仕
事
の
負
担

 
 

2.
44

 
0.

25
 

1.
33

 
3.

54
 

2.
29

 
2.

42
 

2.
58

 
仕
事
の
負
担

 
※

 
.7

31
 

19
.4

9 
1.

97
 

10
.6

7 
28

.3
3 

18
.3

3 
19

.3
3 

20
.6

7 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
業
レ
ベ
ル
資
源

 
- 

2.
67

 
0.

50
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
33

 
2.

72
 

3.
00

 
作
業
レ
ベ
ル
資
源
 
※

 
.7

78
 

16
.0

5 
2.

97
 

6.
00

 
24

.0
0 

14
.0

0 
16

.3
3 

18
.0

0 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

部
署
レ
ベ
ル
資
源

 
- 

2.
69

 
0.

50
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
37

 
2.

73
 

3.
00

 
部
署
レ
ベ
ル
資
源
 
※

 
.8

88
 

26
.9

2 
5.

04
 

10
.0

0 
40

.0
0 

23
.6

7 
27

.3
3 

30
.0

0 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
業
場
レ
ベ
ル
資
源

 
 

2.
34

 
0.

61
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
00

 
2.

43
 

2.
71

 
事
業
場
レ
ベ
ル
資
源

 
※

 
.8

76
 

16
.4

1 
4.

25
 

7.
00

 
28

.0
0 

14
.0

0 
17

.0
0 

19
.0

0 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
ウ
ト
カ
ム

 
 

2.
71

 
0.

35
 

1.
37

 
4.

00
 

2.
50

 
2.

75
 

2.
95

 
ア
ウ
ト
カ
ム

 
※

 
.8

89
 

13
.5

6 
1.

74
 

6.
86

 
20

.0
0 

12
.4

8 
13

.7
6 

14
.7

4 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 注
１
：
項
目
に
欠
損
値
が
あ
る
場
合
、
そ
の
ケ
ー
ス
を
除
い
て
尺
度
の
集
計
を
行
っ
た

 
注
２
：
年
齢
は

10
歳
刻
み
の
カ
テ
ゴ
リ
の
中
央
値
（
例

20
～

29
歳
は

25
歳
）
を
代
入
し
て
集
計
（
以
下
同
）

 
 対
策
領
域
別
合
計
点
の
計
算
方
法

 

仕
事
の
負
担
（

14
項
目
）

= 
(量
的
負
担

+質
的
負
担

+身
体
的
負
担

+対
人
関
係

+職
場
環
境

+情
緒
的
負
担

+役
割
葛
藤

+ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
）

)/8
. 

作
業
レ
ベ
ル
資
源
（

8
項
目
）

= 
(コ
ン
ト
ロ
ー
ル

+仕
事
の
適
性

+技
能
の
活
用

+仕
事
の
意
義

+役
割
明
確
さ

+成
長
の
機
会

)/6
. 

部
署
レ
ベ
ル
資
源
（

16
項
目
）

= 
(上
司
サ
ポ
ー
ト

 +
 同
僚
サ
ポ
ー
ト

 +
 家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 +
 経
済
地
位
報
酬

 +
 尊
重
報
酬

 +
 安
定
報
酬

 +
 リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

 +
 

上
司
の
公
正
な
態
度

 +
 ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

 +
 失
敗
を
認
め
る
職
場

)/1
0.

 
事
業
場
レ
ベ
ル
資
源
（

7
項
目
）

= 
(経
営
層
と
の
信
頼
関
係

 +
 変
化
へ
の
対
応

 +
 個
人
の
尊
重

 +
 公
正
な
人
事
評
価

 +
 多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

 +
 キ
ャ
リ
ア
形
成

 +
ワ
ー

ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
）

/7
 

ア
ウ
ト
カ
ム
（

35
項
目
）

= 
(ス
ト
レ
ス
反
応
総
計
（

29
項
目
）

+ 
満
足
度

 +
 職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 +
 職
場
の
一
体
感

 +
 ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

) /
 5

 
 各
尺
度
得
点
は
、
項
目
数
で
除
し
た
数
字
で
計
算
さ
れ
て
い
る
。

 
※
参
考
の
た
め
に
、
尺
度
数
で
除
す
る
前
の
集
計
値
も
示
し
た
。

 

－82－



 表
16

. 
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
各
下
位
尺
度
に
お
け
る
統
計
量

20
21
年
（
全
体
、

N
=1

,9
76

; 
男
性

1,
25

1 
女
性

72
5;

 平
均
年
齢

48
.0
）
 

 
 

信
頼
性
係
数

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
最
小
値

 
最
大
値

 
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル

 
25

 
50

 
75

 
仕
事
の
負
担

 
 

2.
47

 
0.

25
 

1.
63

 
3.

42
 

2.
29

 
2.

46
 

2.
63

 
仕
事
の
負
担

 
※

 
.7

58
 

19
.7

6 
1.

98
 

13
.0

0 
27

.3
3 

18
.3

3 
19

.6
7 

21
.0

0 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
業
レ
ベ
ル
資
源

 
- 

2.
82

 
0.

50
 

1.
00

 
4.

00
 

2.
50

 
2.

83
 

3.
11

 
作
業
レ
ベ
ル
資
源
 
※

 
.8

01
 

16
.9

2 
3.

01
 

6.
00

 
24

.0
0 

15
.0

0 
17

.0
0 

18
.6

7 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

部
署
レ
ベ
ル
資
源

 
- 

2.
75

 
0.

51
 

1.
00
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表 18. 高ストレス者の割合（%）※のまとめ

年度

57 項目版 23 項目版

合計点を利用し

て算出

素点を利用して

算出

合計点を利用し

て算出

素点を利用して

算出

2015 12.8 12.7 13.7 13.6
2016 11.6 11.2 12.3 13.1
2017 12.6 12.1 13.3 14.1
2018 12.7 12.2 13.5 14.1
2019 13.0 12.2 13.6 14.2
2020 12.3 12.5 12.5 13.8
2021 12.5 12.1 12.7 13.5
2022 13.8 13.9 14.1 15.4

※全調査対象者における割合を示す（欠損値があって高ストレス状態を把握できなかった者も分母

に含まれる）。
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令和５年度 厚生労働省 労災疾病臨床研究事業費補助金

職業性ストレス簡易調査票に関する新しい基準値の提案（230201-01）

分担研究報告書

インターネット調査

研究代表者 堤 明純 北里大学医学部公衆衛生学 教授

研究分担者 渡辺 和広 北里大学医学部公衆衛生学 講師

松崎 慶一 北里大学医学部公衆衛生学 講師

研究協力者 関根 康寛 北里大学医学部公衆衛生学 大学院生

菊池 尚樹 北里大学医学部公衆衛生学 大学院生

研究要旨

本研究では、厚生労働省 労災疾病臨床研究事業費補助金「職業性ストレス簡易調査

票に関する新しい基準値の提案」で新しく設定する職業性ストレス簡易調査票の標準値

と仕事のストレス判定図の係数の有用性を評価するための前向きのインターネット調

査を立ち上げることを目的とした。

インターネット調査会社に登録されているパネルモニター約 220 万人の中から、現

在、就業している、会社、団体、官公庁または自営業主や個人家庭に雇われて給料・賃

金を得ている 18歳～64歳までの労働者（役員を含む）を対象とした。抽出条件として、

労働力調査（基本統計 2022年）の年齢構成比に準じて、男女比 1:1 を加えた。新しい

働き方であるテレワークの特徴を捉えるため、調査対象の半数がテレワークを行ってい

る労働者となるように設定した。

調査は 2023年 12 月に実施した調査で、計 2891人からなるコホートを設定した。2024

年に再度調査を行い、新しく策定する職業性ストレス簡易調査票の標準値（要因）が、

前向き研究において、労働者の属性を調整後に、心理的ストレス反応（主要評価項目）

と関連するかを評価する。

Ａ．研究目的

2015（平成 27）年 12 月から、常時 50

人以上の労働者を使用する全ての事業場

において「ストレスチェック制度」を実

施することが義務付けられ（労働安全衛

生法第 66条の 10）、1年以内ごとに 1回、

仕事の量的な負担や裁量権、上司や同僚

の支援といった職場環境を把握すること

になっている。ストレスチェック制度で

は、「職業性ストレス簡易調査票」が、労

働者の心身の状況を把握されるために汎

用され、この調査票を用いて作成される

「仕事のストレス判定図」が職場のメン

タルヘルス対策に役立てられている 1)。
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職業性ストレス簡易調査票および仕事

のストレス判定図は、平成７～11 年度労

働省「作業関連疾患の予防に関する研究

班―ストレス測定グループ」により開発

されたが、働き方が大きく変化しており、

職場におけるメンタルヘルス対策も進ん

でいる中、調査票の標準値の見直し、仕

事のストレス判定図を作図するための係

数の見直し、新しく使われ始めている 80 

項目版調査票を用いて集団分析を行うた

めの判断基準が求められている。 

本研究では、厚生労働省 労災疾病臨床

研究事業費補助金「職業性ストレス簡易

調査票に関する新しい基準値の提案」で

新しく設定する職業性ストレス簡易調査

票の標準値と仕事のストレス判定図の係

数の有用性を評価するための前向きのイ

ンターネット調査を立ち上げることを目

的とした。 

 
Ｂ．研究方法 

インターネット調査会社に登録されて

いるパネルモニター約 220万人の中から、

メールやホームページ上の広告等を通じ

て研究参加の呼びかけを行い、参加に同

意した者に質問票へ回答いただいた。 

調査対象は、現在、就業している、会

社、団体、官公庁または自営業主や個人

家庭に雇われて給料・賃金を得ている労

働者（役員を含む）。年齢は 18歳～64歳

までとした。 

さらに、抽出条件として、労働力調査

（基本統計 2022年）の年齢構成比に準じ

て、男女比 1:1 を加えた。新しい働き方

であるテレワークの特徴を捉えるため、

調査対象の半数がテレワークを行ってい

る労働者となるように設定した。すなわ

ち、テレワークをしている労働者の比率

は、オーバーサンプリングとなる。 

 
Ｃ．研究結果 

調査は 2023年 12月に実施した。計 2891

人が参加した。 

抽出条件に沿った集計を表１に示す。

18歳～24歳の男性労働者、テレワークを

している 18 歳～24 歳の女性労働者が目

標サンプル数に届かなかった。 

表２に、職種、業種、雇用形態、労働

時間を含む基本属性を、対象者全体とテ

レワークを行っている労働者、テレワー

クを行っていない労働者別に示す。 

参加者の属性は、職種別では事務職が

多く、業種別では第一次産業が少なかっ

た。また、非正規社員は３割未満であっ

た。 

テレワークを行っている労働者は、そ

うでない労働者に比べて、若干年齢が高

かった。職種別では、管理職の割合が高

く技術者、事務職の割合が高かった。サ

ービス職と生産技能職はテレワークを行

っている労働者が少なかった。業種別で

は製造業、情報通信業で、テレワークを
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行っている労働者の割合がそうでない労

働者に比して高く、卸売業、小売業、教

育、学習支援業、医療、福祉では、逆の

傾向であった。

参加者全体の職業性ストレス簡易調査

票 80 項目版の集計を表３に、テレワーク

をしていない労働者の職業性ストレス簡

易調査票 80項目版の集計を表４に、テレ

ワークをしている労働者の職業性ストレ

ス簡易調査票 80項目版の集計を表５に示

す。テレワーク従事の有無による職業性

ストレス簡易調査票項目の比較では、テ

レワーク従事者は、そうでない労働者に

比べて、身体的負担が少なく、仕事のコ

ントロールが高いことがうかがわれた。

Ｄ．考察

本研究では、厚生労働省 労災疾病臨床

研究事業費補助金「職業性ストレス簡易

調査票に関する新しい基準値の提案」で

新しく設定する職業性ストレス簡易調査

票の標準値と仕事のストレス判定図の係

数の有用性を評価するための前向きのイ

ンターネット調査を立ち上げた。

参加者の属性は、職種別では事務職が

多く、業種別では第一次産業が少ないと

いったインターネット調査への参加者の

特性として矛盾しない状況がうかがわれ

た。また、非正規社員はわが国の現状

（37.2%; 総務省の労働力調査（詳細集

計）2023年（令和 5 年）1～3月期平均の

結果）より少なかった。

若年でテレワークを行っている労働者

がアンダーサンプリングになったことを

含め、参加者の基本属性は、テレワーク

の業態をよく表していた。

テレワーク従事の有無による職業性ス

トレス簡易調査票の項目の比較では、身

体的負担と仕事のコントロールに、テレ

ワーク従事者と非従事者間で想定されて

いる差 2)が観察された。就業上の支援を含

むそのほかの項目には大きな差は観察さ

れなかった。

Ｅ．結論

　2023 年 12 月に実施したインターネッ

ト調査で、計 2891 人からなるコホート

を設定した。2024 年に、再度調査を行い、

本研究で新しく策定する職業性ストレ

ス簡易調査票の標準値（要因）が、前

向き研究において、心理的ストレス反

応（主要評価項目）と関連するかを評

価する。

Ｆ．研究発表

１．論文発表

なし

２．学会発表

なし

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

－88－



 

む。） 

 該当せず。 

 

Ｈ．文献 

1) Watanabe K, Imamura K, Eguchi H, 

Hidaka Y, Komase Y, Sakuraya A, 

Inoue A, Kobayashi Y, Sasaki N, 

Tsuno K, Ando E, Arima H, Asaoka H, 

Hino A, Iida M, Iwanaga M, Inoue R, 

Otsuka Y, Shimazu A, Kawakami N, 

Tsutsumi A. Usage of the Brief Job 

Stress Questionnaire: A systematic 

review of a comprehensive job 

stress questionnaire in Japan from 

2003 to 2021. Int J Environ Res 

Public Health. 2023; 20(3): 1814. 

doi: 10.3390/ijerph20031814. 

2) 令和２年度厚生労働行政推進調査事

業費（厚生労働科学特別研究事業）

（20CA2044）. テレワーク等新しい

働き方に対応したストレスおよびメ

ンタルヘルス対策への提言と好事例

集の作成. 報告書（研究代表者：堤 

明純） 

 

 

 

－89－



 

表１. 対象者の概要（性、年代、制年代、割付別） 
    ｎ 

全体 2891 

性別 男性 1391 
女性 1500 

年代 

18歳～24歳 163 
25歳～34歳 544 
35歳～44歳 684 
45歳～54歳 820 
55歳～64歳 680 

性年代 

男性 18歳～24歳 27 
男性 25歳～34歳 272 
男性 35歳～44歳 342 
男性 45歳～54歳 410 
男性 55歳～64歳 340 
女性 18歳～24歳 136 
女性 25歳～34歳 272 
女性 35歳～44歳 342 
女性 45歳～54歳 410 
女性 55歳～64歳 340 

割付 

男性 18歳～24歳 テレワークをしている 6 
男性 25歳～34歳 テレワークをしている 89 
男性 35歳～44歳 テレワークをしている 171 
男性 45歳～54歳 テレワークをしている 205 
男性 55歳～64歳 テレワークをしている 170 
男性 18歳～24歳 テレワークをしていない 21 
男性 25歳～34歳 テレワークをしていない 183 
男性 35歳～44歳 テレワークをしていない 171 
男性 45歳～54歳 テレワークをしていない 205 
男性 55歳～64歳 テレワークをしていない 170 
女性 18歳～24歳 テレワークをしている 23 
女性 25歳～34歳 テレワークをしている 136 
女性 35歳～44歳 テレワークをしている 171 
女性 45歳～54歳 テレワークをしている 205 
女性 55歳～64歳 テレワークをしている 118 
女性 18歳～24歳 テレワークをしていない 113 
女性 25歳～34歳 テレワークをしていない 136 
女性 35歳～44歳 テレワークをしていない 171 
女性 45歳～54歳 テレワークをしていない 205 
女性 55歳～64歳 テレワークをしていない 222 
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表２. 基本属性

全体

(N=2891)
テレワークなし

(N=1597)
テレワークあり

(N=1294)

N (%) Mean 
(SD) N (%) Mean 

(SD) N (%) Mean 
(SD)

性別

男性 1391 (48.1) 750 (47.0) 641 (49.5)
女性 1500 (51.9) 847 (53.0) 653 (50.5)
その他 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)
回答しない 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)

年齢 44.44 
(11.6)

43.95 
(12.2)

45.05 
(10.7)

職種

管理職 402 (13.9) 140 (8.8) 262 (20.2)
専門職 532 (18.4) 311 (19.5) 221 (17.1)
技術者 193 (6.7) 57 (3.6) 136 (10.5)
事務職 889 (30.8) 412 (25.8) 477 (36.9)
サービス 357 (12.3) 294 (18.4) 63 (4.9)
技術を必要とする生産技

能職
68 (2.4) 50 (3.1) 18 (1.4)

機械を操作する生産技能

職
47 (1.6) 45 (2.8) 2 (0.2)

身体を使う作業の多い生

産技能職 138 (4.8) 136 (8.5) 2 (0.2)

その他の仕事 265 (9.2) 152 (9.5) 113 (8.7)
業種

農業、林業 7 (0.2) 4 (0.3) 3 (0.2)
漁業 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)
鉱業、採石業、砂利採取業 5 (0.2) 1 (0.1) 4 (0.3)
建設業 124 (4.3) 73 (4.6) 51 (3.9)
製造業 519 (18.0) 202 (12.6) 317 (24.5)
電気・ガス・熱供給・水道

業
39 (1.3) 20 (1.3) 19 (1.5)

情報通信業 282 (9.8) 39 (2.4) 243 (18.8)
運輸業、郵便業 107 (3.7) 90 (5.6) 17 (1.3)
卸売業、小売業 264 (9.1) 176 (11.0) 88 (6.8)
金融業、保険業 152 (5.3) 67 (4.2) 85 (6.6)
不動産業、物品賃貸業 67 (2.3) 36 (2.3) 31 (2.4)
学術研究、専門・技術サー

ビス業 76 (2.6) 27 (1.7) 49 (3.8)

宿泊業、飲食サービス業 65 (2.2) 55 (3.4) 10 (0.8)
生活関連サービス業、娯楽

業
59 (2.0) 42 (2.6) 17 (1.3)

教育、学習支援業 156 (5.4) 119 (7.5) 37 (2.9)
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医療、福祉 369 (12.8)  321 (20.1)  48 (3.7)  

 
複合サービス業 46 (1.6)  20 (1.3)  26 (2.0)  

 
サービス業（他に分類され

ないもの） 281 (9.7)  125 (7.8)  156 (12.1)  
 
公務（他に分類されないも

のを除く） 178 (6.2)  131 (8.2)  47 (3.6)  
 
分類不能の産業（その他） 95 (3.3)  49 (3.1)  46 (3.6)  

雇用形態       
 
正社員 2073 (71.7)  1032 (64.6)  1041 (80.4)  

 
非正規社員 818 (28.3)  565 (35.4)  253 (19.6)  

労働時間       
 

30時間以下 579 (20.0)  392 (24.5)  187 (14.5)  
 

31時間～40時間 881 (30.5)  507 (31.7)  374 (28.9)  
 

41時間～50時間 972 (33.6)  473 (29.6)  499 (38.6)  
 

51時間～60時間 295 (10.2)  131 (8.2)  164 (12.7)  
 

61時間以上 164 (5.7)  94 (5.9)  70 (5.4)  

テレワークの勤務形態        
仕事場は在宅のみ     596 (46.1)  

 
仕事場は在宅以外のサテ

ライトオフィス等     139 (10.7)  
 
仕事場は在宅もサテライ

トオフィス等も可 
    559 (43.2)  
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表３. 職業性ストレス簡易調査票 (BJSQ) の各下位尺度における統計量 (全体、N=2891) 

 平均値 
標準 
偏差 

最小値 最大値 
パーセンタイル 

25 50 75 

BJSQ (57項目版)        

仕事のストレス要因        

心理的な仕事の負担（量） 7.99  2.22  3.00  12.00  7.00  8.00  9.00  

心理的な仕事の負担（質） 8.11  1.99  3.00  12.00  7.00  8.00  9.00  

自覚的な身体的負担度 2.02  1.00  1.00  4.00  1.00  2.00  3.00  
職場での対人関係での 
ストレス 

6.56  1.90  3.00  12.00  5.00  6.00  8.00  

職場環境によるストレス 2.12  0.88  1.00  4.00  1.00  2.00  3.00  

仕事のコントロール度 7.91  2.04  3.00  12.00  7.00  8.00  9.00  

技能の活用度 2.75  0.85  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

仕事の適性度 2.86  0.78  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

働きがい 2.74  0.85  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

ストレス反応        

活気 6.33  2.24  3.00  12.00  5.00  6.00  8.00  

イライラ感 6.46  2.40  3.00  12.00  5.00  6.00  8.00  

疲労感 6.81  2.54  3.00  12.00  5.00  6.00  9.00  

不安感 6.18  2.30  3.00  12.00  4.00  6.00  8.00  

抑うつ感 11.32  4.41  6.00  24.00  8.00  11.00  14.00  

身体愁訴 20.38  6.43  11.00  44.00  15.00  19.00  25.00  

心理的ストレス反応合計 39.44  10.87  18.00  72.00  31.00  39.00  46.00  

ストレス反応総計 59.82  15.88  29.00  116.00  47.00  58.00  70.00  

緩衝要因        

上司からのサポート 6.91  2.21  3.00  12.00  6.00  7.00  9.00  

同僚からのサポート 7.33  2.20  3.00  12.00  6.00  7.00  9.00  

家族・友人からのサポート 8.74  2.49  3.00  12.00  7.00  9.00  11.00  

満足度        

仕事や生活の満足度 5.54  1.38  2.00  8.00  5.00  6.00  6.00  

新 BJSQ (80項目版)        

情緒的負担 2.63  0.86  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

役割葛藤 2.65  0.88  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

役割明確さ 3.09  0.70  1.00  4.00  3.00  3.00  4.00  

成長の機会 2.60  0.83  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

経済・地位報酬 2.42  0.85  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

尊重報酬 2.56  0.79  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

安定報酬 2.95  0.90  1.00  4.00  2.00  3.00  4.00  

上司のリーダーシップ 2.37  0.84  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  

上司の公正な態度 2.69  0.83  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

ほめてもらえる職場 2.61  0.85  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  
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失敗を認める職場 2.73  0.77  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

経営層との信頼関係 2.45  0.80  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

変化への対応 2.41  0.82  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  

個人の尊重 2.40  0.84  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  

公正な人事評価 2.29  0.85  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  

多様な労働者への対応 2.67  0.82  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

キャリア形成 2.29  0.84  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  
ワークセルフバランス 
（ネガティブ） 

2.79  0.82  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

ワークセルフバランス 
（ポジティブ） 

2.25  0.86  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  

職場のハラスメント 3.48  0.81  1.00  4.00  3.00  4.00  4.00  

職場の一体感 2.66  0.79  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

ワーク・エンゲイジメント 2.41 0.77  1.00  4.00  2.00  2.50  3.00  
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表４ . 職業性ストレス簡易調査票  (BJSQ) の各下位尺度における統計量  (テレワークなし、
N=1,597) 

 平均値 
標準 
偏差 

最小値 最大値 
パーセンタイル 

25 50 75 

BJSQ (57項目版)        

仕事のストレス要因        

心理的な仕事の負担（量） 7.93  2.18  3.00  12.00  7.00  8.00  9.00  

心理的な仕事の負担（質） 8.03  2.05  3.00  12.00  7.00  8.00  9.00  

自覚的な身体的負担度 2.38  1.02  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  
職場での対人関係での 
ストレス 

6.55  1.91  3.00  12.00  5.00  6.00  8.00  

職場環境によるストレス 2.21  0.89  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  

仕事のコントロール度 7.49  2.07  3.00  12.00  6.00  8.00  9.00  

技能の活用度 2.74  0.84  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

仕事の適正度 2.82  0.78  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

働きがい 2.71  0.85  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

ストレス反応        

活気 6.31  2.27  3.00  12.00  5.00  6.00  8.00  

イライラ感 6.57  2.44  3.00  12.00  5.00  6.00  9.00  

疲労感 6.97  2.57  3.00  12.00  5.00  6.00  9.00  

不安感 6.25  2.37  3.00  12.00  4.00  6.00  8.00  

抑うつ感 11.39  4.47  6.00  24.00  8.00  11.00  14.00  

身体愁訴 20.30  6.43  11.00  44.00  15.00  19.00  25.00  

心理的ストレス反応合計 39.87  11.08  18.00  72.00  31.00  39.00  47.00  

ストレス反応総計 60.18  16.00  29.00  114.00  48.00  58.00  71.00  

緩衝要因        

上司からのサポート 6.75  2.20  3.00  12.00  6.00  6.00  8.00  

同僚からのサポート 7.28  2.22  3.00  12.00  6.00  7.00  9.00  

家族・友人からのサポート 8.70  2.53  3.00  12.00  7.00  9.00  11.00  

満足度        

仕事や生活の満足度 5.47  1.40  2.00  8.00  5.00  6.00  6.00  

新 BJSQ (80項目版)        

情緒的負担 2.57  0.86  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

役割葛藤 2.65  0.88  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

役割明確さ 3.09  0.70  1.00  4.00  3.00  3.00  4.00  

成長の機会 2.54  0.83  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

経済・地位報酬 2.34  0.85  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  

尊重報酬 2.53  0.80  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

安定報酬 2.97  0.90  1.00  4.00  2.00  3.00  4.00  

上司のリーダーシップ 2.31  0.85  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  

上司の公正な態度 2.66  0.84  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  
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ほめてもらえる職場 2.58  0.86  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

失敗を認める職場 2.68  0.78  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

経営層との信頼関係 2.39  0.81  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  

変化への対応 2.35  0.83  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  

個人の尊重 2.29  0.84  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  

公正な人事評価 2.21  0.85  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  

多様な労働者への対応 2.64  0.83  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

キャリア形成 2.19  0.85  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  
ワークセルフバランス 
（ネガティブ） 

2.81  0.82  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

ワークセルフバランス 
（ポジティブ） 

2.20  0.86  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  

職場のハラスメント 3.48  0.81  1.00  4.00  3.00  4.00  4.00  

職場の一体感 2.60  0.79  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

ワーク・エンゲイジメント 2.38  0.78  1.00  4.00  2.00  2.50  3.00  
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表５ . 職業性ストレス簡易調査票  (BJSQ) の各下位尺度における統計量  (テレワークあり、
N=1,294) 

  平均値 
標準 

偏差 
最小値 最大値 

パーセンタイル 

25 50 75 

BJSQ (57項目版)        

仕事のストレス要因        

心理的な仕事の負担（量） 8.06  2.26  3.00  12.00  7.00  8.00  9.00  

心理的な仕事の負担（質） 8.22  1.92  3.00  12.00  7.00  8.00  9.00  

自覚的な身体的負担度 1.59  0.79  1.00  4.00  1.00  1.00  2.00  
職場での対人関係での 

ストレス 
6.57  1.88  3.00  12.00  5.00  6.00  8.00  

職場環境によるストレス 2.00  0.86  1.00  4.00  1.00  2.00  3.00  

仕事のコントロール度 8.43  1.89  3.00  12.00  7.00  9.00  9.00  

技能の活用度 2.76  0.86  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

仕事の適正度 2.90  0.78  1.00  4.00  3.00  3.00  3.00  

働きがい 2.76  0.84  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

ストレス反応        

活気 6.36  2.20  3.00  12.00  5.00  6.00  8.00  

イライラ感 6.32  2.34  3.00  12.00  5.00  6.00  8.00  

疲労感 6.61  2.48  3.00  12.00  5.00  6.00  8.00  

不安感 6.09  2.21  3.00  12.00  4.00  6.00  7.00  

抑うつ感 11.24  4.33  6.00  24.00  7.75  11.00  14.00  

身体愁訴 20.48  6.43  11.00  44.00  15.00  19.50  25.00  

心理的ストレス反応合計 38.90  10.59  18.00  72.00  31.00  39.00  45.25  

ストレス反応総計 59.37  15.73  29.00  116.00  47.00  59.00  69.00  

緩衝要因        

上司からのサポート 7.10  2.19  3.00  12.00  6.00  7.00  9.00  

同僚からのサポート 7.39  2.17  3.00  12.00  6.00  7.00  9.00  

家族・友人からのサポート 8.79  2.44  3.00  12.00  7.00  9.00  11.00  

満足度        

仕事や生活の満足度 5.63  1.35  2.00  8.00  5.00  6.00  6.00  

新 BJSQ (80項目版)        

情緒的負担 2.69  0.85  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

役割葛藤 2.65  0.87  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

役割明確さ 3.09  0.71  1.00  4.00  3.00  3.00  4.00  

成長の機会 2.68  0.83  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

経済・地位報酬 2.51  0.83  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

尊重報酬 2.60  0.79  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

安定報酬 2.93  0.91  1.00  4.00  2.00  3.00  4.00  

上司のリーダーシップ 2.45  0.82  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

上司の公正な態度 2.74  0.80  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  
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ほめてもらえる職場 2.65  0.84  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

失敗を認める職場 2.80  0.75  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

経営層との信頼関係 2.52  0.79  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

変化への対応 2.47  0.80  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

個人の尊重 2.53  0.82  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

公正な人事評価 2.40  0.84  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  

多様な労働者への対応 2.72  0.81  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

キャリア形成 2.40  0.83  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  
ワークセルフバランス 

（ネガティブ） 
2.77  0.83  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

ワークセルフバランス 

（ポジティブ） 
2.30  0.85  1.00  4.00  2.00  2.00  3.00  

職場のハラスメント 3.48  0.80  1.00  4.00  3.00  4.00  4.00  

職場の一体感 2.73  0.78  1.00  4.00  2.00  3.00  3.00  

ワーク・エンゲイジメント 2.44  0.75  1.00  4.00  2.00  2.50  3.00  
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令和 5年度 厚生労働省 労災疾病臨床研究事業費補助金 

職業性ストレス簡易調査票に関する新しい基準値の提案（230201-01） 

分担研究報告書 

 

ストレスチェックの集団分析を行うための判定基準の策定： 

既存データによる予備的検討および産業保健専門職等へのヒアリング調査 

 

研究分担者 井上 彰臣 産業医科大学ＩＲ推進センター 准教授 

研究分担者 小田切優子 東京医科大学医学部 講師 

研究分担者 渡辺 和広 北里大学医学部 講師 

研究代表者 堤  明純 北里大学医学部 教授 

 

研究要旨  

本研究では、2015（平成 27）年度～2017（平成 29）年度に実施した厚生労働科学研究

費補助金事業において、大規模事業場から提供を受けた既存データを二次分析し、「職

業性ストレス簡易調査票」（57項目版、23項目版）および「新職業性ストレス簡易調査

票」（80項目版）を用いてストレスチェックの集団分析を行うための判定基準を予備的

に検討するとともに、事業場でストレスチェックの実施に関与している産業保健専門職

等に対してヒアリング調査を行い、集団分析を行うための判定基準の設定方法に関する

現状と課題を整理することを目的とした。 

職業性ストレス簡易調査票の二次分析には、単一の金融業（当時：一部上場企業）から

提供を受けた 14,711 名分の回答データを、新職業性ストレス簡易調査票の二次分析に

は、単一の製造業（当時：一部上場企業）から提供を受けた 11,730 名分の回答データ

をそれぞれ用い、各下位尺度やその上位概念について、平均値、標準偏差、代表的な偏

差値や効果量に相当する得点を算出するとともに、receiver operating characteristic

（ROC）分析を行い、その後の疾病休業（職業性ストレス簡易調査票では 1 ヵ月以上、

新職業性ストレス簡易調査票では 1週間以上の疾病休業）の発生をアウトカムとした場

合の最適カットオフ値および overall model qualityを算出した。ヒアリング調査では、

産業医、産業看護職、ストレスチェックサービス提供事業者各 1名（計 3名）から、集
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団分析の現状や活用方法に関する意見を聴取した。 

既存データの二次分析の結果、一部の下位尺度で床効果や天井効果が認められたもの

の、各下位尺度やその上位概念について、代表的な偏差値や効果量に相当する得点を予

備的に提示することができ、このような情報は、各事業場で集団分析結果を読み取る際

に、自身の事業場の状況を直感的に把握するのに役立つものと考えられた。一方、ROC

分析では overall model qualityが 0.5を下回る下位尺度が散見し、ROC分析に基づく

最適カットオフ値に関する情報を提示するには、アウトカムの選定も含め、更なる検討

が必要と考えられた。ヒアリング調査の結果、集団分析を行うための判定基準として、

各下位尺度の得点分布や高ストレス者の割合に関する情報を提示して欲しいといった

要望が挙げられ、今後、代表的な偏差値や効果量に相当する得点に加えて、これらの情

報も判定基準として提示することを検討する必要があると考えられた。来年度は、これ

らの研究結果を踏まえて、提示すべき判定基準を検討し、更に分析を進めていく予定で

ある。 

 

Ａ．研究目的 

 わが国では、2014（平成 26）年 6月 25

日に公布された労働安全衛生法の一部を

改正する法律（平成 26 年法律第 82 号）

に基づき、2015（平成 27）年 12月 1日よ

り、常時 50人以上の労働者を使用する全

ての事業場において「ストレスチェック

制度」を実施することが義務付けられた

（労働安全衛生法第 66条の 10）。 

 本制度では、事業者が労働者に対して

「心理的な負担の程度を把握するための

検査」（以下、ストレスチェック）を実施

することを義務付けており、「労働安全衛

生法に基づくストレスチェック制度実施

マニュアル」では「職業性ストレス簡易

調査票」（57項目［標準］版、23項目［簡

略］版）（下光ら，2000）をストレスチェ

ックに使用することが推奨されているが、

分析結果を評価する際には、本調査票が

開発された 2000（平成 12）年当時の標準

値が未だ使用されており、標準値の見直

しが課題となっている。 
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 また、本制度では、事業者がストレス

チェックの個人結果を事業場内の一定規

模の集団ごとに集計・分析（集団分析）

し、その結果に基づき、職場環境の改善

に取り組むことを努力義務としているが、

本制度の義務化から 7 年以上が経過し、

従来の職業性ストレス簡易調査票よりも

広範に職場環境やアウトカムを測定する

ことが可能な「新職業性ストレス簡易調

査票」（80 項目版）（Inoue ら，2014）を

ストレスチェックに使用している事業場

も増えてきていることから、従来の職業

性ストレス簡易調査票だけでなく、新職

業性ストレス簡易調査票を用いて集団分

析を行う際の判定基準も設定する必要が

ある。 

 そこで本研究では、職業性ストレス簡

易調査票（57項目版、23項目版）および

新職業性ストレス簡易調査票（80項目版）

を用いてストレスチェックの集団分析を

行うための判定基準を策定することを目

的とする。2年計画の 1年目である今年度

は、過去の研究事業において、大規模事

業場から提供を受けた既存データ（職業

性ストレス簡易調査票および新職業性ス

トレス簡易調査票の回答データ）を活用

し、ストレスチェックの集団分析を行う

ための判定基準を予備的に検討するとと

もに、事業場でストレスチェックの実施

に関与している産業保健専門職等に対し

てヒアリング調査を行い、集団分析を行

うための判定基準の設定方法に関する現

状と課題を整理することを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

（１）ストレスチェックの集団分析を行

うための判定基準の予備的検討 

 2015（平成 27）年度～2017（平成 29）

年度 厚生労働省 厚生労働科学研究費補

助金（労働安全衛生総合研究事業）「スト

レスチェック制度による労働者のメンタ

ルヘルス不調の予防と職場環境改善効果

に関する研究」（研究代表者：川上憲人）

において、大規模事業場から提供を受け

た既存データの二次分析を行った。職業

性ストレス簡易調査票（57項目版、23項

目版）の分析には、単一の金融業（当時：

一部上場企業）から提供を受けた 14,711
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名分の回答データを、新職業性ストレス

簡易調査票（80 項目版）の分析には、単

一の製造業（当時：一部上場企業）から

提供を受けた 11,730名分の回答データを

それぞれ用いた。 

 分析方法として、職業性ストレス簡易

調査票および新職業性ストレス簡易調査

票の各下位尺度とその上位概念（仕事の

負担、仕事の資源［作業レベル、部署レ

ベル、事業場レベル］、アウトカム）、ス

トレスチェックで「高ストレス者」を選

定する際に使用される評価基準（心身の

ストレス反応、仕事のストレス要因＋周

囲のサポート）について、平均値、標準

偏差、代表的な偏差値（40、45、50、55、

60）に相当する得点、代表的な効果量

（Cohen’s d=0、±0.2、±0.5、±0.8）

に相当する得点を対象者全体および基本

属性（性別、年代、職種、職位、雇用形

態）別に算出した。また、対象者全体の

分析では、これらの値に加えて四分位点

を算出するとともに、receiver operating 

characteristic（ROC）分析を行い、その

後の疾病休業（職業性ストレス簡易調査

票の分析では 1 ヵ月以上、新職業性スト

レス簡易調査票の分析では 1 週間以上の

疾病休業）の発生をアウトカムとした場

合の最適カットオフ値（Youden index＝

感度＋特異度－1が最大値を取る値）およ

び overall model qualityを算出した。 

 尚、職業性ストレス簡易調査票の各下

位尺度の得点は、「労働安全衛生法に基づ

くストレスチェック制度実施マニュア

ル」に掲載されている素点換算表に基づ

き、各項目の得点を単純加算あるいは得

点を逆転させた上で加算し（各下位尺度

の得点範囲は、当該尺度を構成する項目

数によって異なる）、合計得点が高いほど

当該指標の程度が大きいと解釈するよう

に算出した。また、ストレスチェックで

「高ストレス者」を選定する際に使用さ

れる評価基準（心身のストレス反応、仕

事のストレス要因＋周囲のサポート）に

ついても、同マニュアルに掲載されてい

る算出方法に基づき、「評価基準の例（そ

の 1）」（各下位尺度の得点を合計する方

法）については、得点が高いほどストレ

スが高い、「評価基準の例（その 2）」（素

－102－



点換算表によって各下位尺度の得点を 5

段階評価に換算した値を合計する方法）

については、得点が低いほどストレスが

高いと解釈するよう、各下位尺度の得点

の方向性を揃えた上で合計得点を算出し

た。一方、新職業性ストレス簡易調査票

の各下位尺度の得点は、2009（平成 21）

年度～2011（平成 23）年度 厚生労働省 厚

生労働科学研究費補助金（労働安全衛生

総合研究事業）「労働者のメンタルヘルス

不調の第一次予防の浸透手法に関する調

査研究」（研究代表者：川上憲人）の報告

書に掲載されている算出方法に基づき、

各項目の得点を単純加算あるいは得点を

逆転させた上で加算したものを項目数で

除し（いずれの下位尺度も得点範囲が 1

～4 点となる）、合計得点が高いほど当該

指標が望ましい状態にあると解釈するよ

うに算出した。 

 

（２）産業保健専門職等に対するヒアリ

ング調査 

 事業場でストレスチェックの実施に関

与している産業医、産業看護職、ストレ

スチェックサービス提供事業者各 1名（計

3名）に対して、以下の 9項目を中心に集

団分析の現状や活用方法に関する意見を

聴取した。 

 

① 基本属性（担当事業場の業種、担当事

業場でのストレスチェック制度にお

ける立場） 

② 集団分析に使用しているツール（例：

「仕事のストレス判定図」など） 

③ 集団分析の対象としている指標（心理

的な仕事の負担［量］、仕事のコント

ロール度、上司からのサポート、同僚

からのサポートなど） 

④ 集団分析を行うための判定基準（例：

「高リスク職場」を判定するための基

準など）を設定しているか 

⑤（判定基準を設定している場合）判定

基準の具体的な設定方法とその根拠 

⑥（判定基準を設定している場合）判定

基準は職場環境改善等に活用されて

いるか 

⑦（設定した判定基準が活用されていな

い場合）課題となっていることは何か 
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⑧ 集団分析を行う際に、どのような判定

基準があれば職場環境改善に活用し

やすいと思うか 

⑨ ストレスチェックとその活用方法に

関する自由意見 

 

 尚、ヒアリング調査に際しては「スト

レスチェックの集団分析を行うための判

定基準の設定方法に関する現状と課題を

整理する」という目的に合致するよう、

参加者の選択基準に「担当事業場でスト

レスチェックの集団分析を実施している

こと」を含めた。 

 

（倫理面への配慮） 

 本研究の実施にあたり、北里大学医学

部・病院倫理委員会（承認番号：B15-113）

および産業医科大学倫理委員会（承認番

号：ER23-005、ER23-050）の承認を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

（１）ストレスチェックの集団分析を行

うための判定基準の予備的検討 

 職業性ストレス簡易調査票（57項目版、

23 項目版）の分析対象者の基本属性を表

1、対象者全体の分析結果を表 3、基本属

性別の分析結果を表 4～表 27に示した。

対象者全体の分析では、「職場の対人関係

でのストレス」、「食欲不振」、「不眠」で

偏差値 40や効果量－0.8に相当する値が

理論値（当該下位尺度が取り得る得点範

囲）を下回る、「家族・友人からのサポー

ト」で偏差値 60に相当する値が理論値を

上回るなど、一部の下位尺度で床効果や

天井効果が認められた。基本属性別の分

析においても、対象者全体の分析と概ね

同様の床効果や天井効果が認められた他、

一部の属性では「自覚的な身体的負担度」、

「抑うつ感」で床効果が認められた。1

ヵ月以上の疾病休業の発生をアウトカム

とした ROC分析では、「自覚的な身体的負

担度」、「職場環境によるストレス」、「働

きがい」など、overall model quality

が 0.5を下回る（1ヵ月以上の疾病休業の

発生を十分に予測できない）下位尺度が

認められた。 

 新職業性ストレス簡易調査票（80 項目

版）の分析対象者の基本属性を表 2、対象
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者全体の分析結果を表 28、基本属性別の

分析結果を表 29～表 54に示した。対象者

全体の分析では、「自覚的な身体的負担

度」、「職場のハラスメント」で天井効果

が認められた。基本属性別の分析におい

ても、対象者全体の分析と概ね同様の天

井効果が認められた他、一部の属性では

「役割明確さ」、「家族・友人からのサポ

ート」、「安定報酬」、「抑うつ感」で天井

効果が認められた。1週間以上の疾病休業

の発生をアウトカムとした ROC分析では、

多くの下位尺度で overall model quality

が 0.5を下回った。 

 

（２）産業保健専門職等に対するヒアリ

ング調査 

 ヒアリング調査で聴取した内容を表 55

～表 57にまとめた。対象者の担当事業場

では、いずれも職業性ストレス簡易調査

票（57 項目版）の全ての下位尺度を対象

に集団分析を行い、平均値の算出や得点

分布（ヒストグラム等）の分析を行って

いたが、「仕事のストレス判定図」につい

ては、高リスク職場の選定に活用してい

る、参考程度にしか見ていない、フィー

ドバックの対象になっていないなど、使

用状況は様々であった。 

 集団分析結果から「高リスク職場」を

判定するための絶対的な基準を設定して

いる事業場の事例は挙げられなかったが、

「仕事のストレス判定図」から算出され

た「総合健康リスク」が高かった上位 2

～3職場を「高リスク職場」とする、総合

健康リスクと高ストレス者の割合がとも

に高い職場を「高リスク職場」とするな

ど、相対的な基準や独自の方法で「高リ

スク職場」を判定している事例が挙げら

れた。 

 集団分析を行う際に、どのような判定

基準があれば職場環境改善に活用しやす

いと思うかについては、各下位尺度の得

点分布や高ストレス者の割合に関する情

報を業種別に提示して欲しいといった要

望が挙げられた。また、判定基準を策定

する際には、その根拠も一緒に提示して

欲しいといった要望や、「職場の心理的安

全性をマトリクス的に把握できるような

判定図」が作成できると良いかもしれな
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いといった提案も挙げられた。 

 判定基準をどれくらいの水準まで策定

すべきか（上位概念の判定基準が提示さ

れていれば十分か、下位尺度ごとに細か

く判定基準を提示すべきか）については、

上位概念の判定基準が提示されていれば

十分という意見が挙げられた一方、下位

尺度や項目ごとに得点分布を把握しなが

ら集団分析結果を詳細にフィードバック

している（上位概念の判定基準だけでは

不十分と考えられる）事例も挙げられ、

事業場によって求める判定基準の水準に

違いがあることが窺えた。 

 

Ｄ．考察 

 本研究では、過去の研究事業において、

大規模事業場から提供を受けた既存デー

タを活用し、ストレスチェックの集団分

析を行うための判定基準を予備的に検討

するとともに、事業場でストレスチェッ

クの実施に関与している産業保健専門職

等に対して、判定基準の設定方法の現状

と課題に関するヒアリング調査を行った。 

 ストレスチェックの集団分析を行うた

めの判定基準の予備的検討では、職業性

ストレス簡易調査票（57項目版、23項目

版）および新職業性ストレス簡易調査票

（80 項目版）の各下位尺度とその上位概

念、「高ストレス者」を選定する際に使用

される評価基準について、代表的な偏差

値や効果量に相当する得点を対象者全体

および基本属性別に算出した。今回の分

析結果は、あくまでも単一の大規模事業

場から提供を受けた既存データに基づく

ものであるため、表 1～表 54に掲載した

得点を標準値として使用することはでき

ないが、偏差値は受験でも用いられる、

日本人にとって馴染み深い指標であるこ

とから、代表的な偏差値に相当する得点

に関する情報は、各事業場で集団分析結

果を読み取る際に、自身の事業場が全国

平均に比べてどれくらい良好（あるいは

不良）かを直感的に把握するのに役立つ

ものと考えられる。また、本研究では、

対象者全体で ROC分析を行い、1ヵ月以上

（新職業性ストレス簡易調査票では 1 週

間以上）の疾病休業の発生をアウトカム

とした場合の最適カットオフ値を算出し
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た。このような、重大な健康障害の発生

をより高い精度で予測する得点に関する

情報も、各事業場で集団分析結果を読み

取る際に役立つものと考えられるが、今

回の分析では、疾病休業の発生を十分に

予測できない下位尺度が散見したことか

ら、ROC分析に基づく最適カットオフ値に

関する情報を提示するには、アウトカム

の選定も含め、更なる検討が必要である。 

 ヒアリング調査では、産業医、産業看

護職、ストレスチェックサービス提供事

業者という異なる立場から、集団分析の

現状や活用方法に関する意見を聴取した。

集団分析結果から「高リスク職場」を判

定するための絶対的な基準を設定してい

る事業場の事例は挙げられなかったもの

の、それぞれの事業場において、独自の

方法で「高リスク職場」を判定し、職場

環境改善に向けたアプローチを行ってい

る状況が窺えた。また、どのような判定

基準があれば職場環境改善に活用しやす

いと思うかについては、各下位尺度の得

点分布や高ストレス者の割合に関する情

報を業種別に提示して欲しいといった要

望が挙げられ、今後、代表的な偏差値や

効果量に相当する得点に加えて、これら

の情報も判定基準として提示することを

検討していく必要があると考えられた。 

 

Ｅ．結論 

 ストレスチェックの集団分析を行うた

めの判定基準を予備的に検討するととも

に、産業保健専門職等に対してヒアリン

グ調査を行い、集団分析を行うための判

定基準の設定方法に関する現状と課題を

整理した。来年度は、一連の研究結果を

踏まえて、提示すべき判定基準を検討し、

更に分析を進めていく予定である。 
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表 1．対象者の基本属性（14,711 名） 
職業性ストレス簡易調査票（57 項目版・23 項目版） 

基本属性 人数（%） 

性別  

男性 7,354 (50.0)    

女性 7,357 (50.0)    

年代分類１ 

20 代 3,434 (23.3)    

30 代 3,316 (22.5)    

40 代 3,460 (23.5)    

50 代 3,255 (22.1)    

60 代 1,246 (8.5)     

年代分類２ 

24 歳以下 1,143 (7.8)     

25～34 歳 4,205 (28.6)    

35～44 歳 2,922 (19.9)    

45～54 歳 3,418 (23.2)    

55 歳以上 3,023 (20.5)    

年代分類３ 

20～30 歳 3,975 (27.0)    

31～40 歳 3,081 (20.9)    

41～50 歳 3,453 (23.5)    

51～60 歳 3,268 (22.2)    

61 歳以上 934 (6.3)     

職種 

販売 7,045 (47.9)    

顧客対応 5,269 (35.8)    

管理 2,384 (16.2)    

その他 13 (0.1)     

職位 

管理職 2,344 (15.9)    

担当者 9,064 (61.6)    

シニア社員 557 (3.8)     

嘱託社員 2,733 (18.6)    

その他 13 (0.1)     

 

 
 
表 2．対象者の基本属性（11,730 名） 
新職業性ストレス簡易調査票（80 項目版） 

基本属性 人数（%） 

性別  

男性 9,553 (81.4)   

女性 2,177 (18.6)   

年代分類１ 

20 代 806 (6.9)    

30 代 2,042 (17.4)   

40 代 4,113 (35.1)   

50 代 4,361 (37.2)   

60 代 408 (3.5)    

年代分類２ 

24 歳以下 97 (0.8)    

25～34 歳 1,665 (14.2)   

35～44 歳 2,733 (23.3)   

45～54 歳 4,959 (42.3)   

55 歳以上 2,276 (19.4)   

年代分類３ 

20～30 歳 993 (8.5)    

31～40 歳 2,175 (18.5)   

41～50 歳 4,366 (37.2)   

51～60 歳 3,989 (34.0)   

61 歳以上 207 (1.8)    

職種 

管理職 2,162 (18.4)   

専門技術職 4,907 (41.8)   

事務職 2,225 (19.0)   

営業販売職 732 (6.2)    

サービス職 274 (2.3)    

運輸・通信職 12 (0.1)    

生産工程・労務職 284 (2.4)    

その他 1,134 (9.7)    

雇用形態  

正社員 11,388 (97.1)   

正社員以外 342 (2.9)    
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4 
5.

44
 

24
.1

0 
26

.8
2 

29
.5

4 
32

.2
7 

34
.9

9 
 

25
.1

9 
26

.8
2 

28
.4

6 
29

.5
4 

30
.6

3 
32

.2
7 

33
.9

0 
心
身
の
ス
ト
レ
ス
反

応
②

 
5–

25
 

17
.8

3 
4.

06
 

13
.7

6 
15

.7
9 

17
.8

3 
19

.8
6 

21
.8

9 
 

14
.5

8 
15

.7
9 

17
.0

1 
17

.8
3 

18
.6

4 
19

.8
6 

21
.0

8 
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要

因
＋
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
②

 
4–

20
 

12
.4

7 
2.

58
 

9.
89

 
11

.1
8 

12
.4

7 
13

.7
6 

15
.0

5 
 

10
.4

1 
11

.1
8 

11
.9

5 
12

.4
7 

12
.9

8 
13

.7
6 

14
.5

3 
* 

23
項
目
版
で
使
用

し
て
い
る
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を

逸
脱
し
た
値
、
グ
レ
ー
の
網
掛
け
は
リ
ス
ク
が
高
い
方
向
で
あ
る
こ
と
を
表
す
．

‡ 
活

気
（

逆
転

値
）
、
イ

ラ
イ

ラ
感

、
疲

労
感

、
不

安
感

、
抑

う
つ

感
（

6
項

目
）
、

身
体
愁
訴
、
仕
事

や
生
活
の
満
足
度
（
逆
転
値
）
の
合
計

値
を
表
す
．

§ 
①
は
評
価
基
準
の
例
（
そ
の

1）
、
②
は
評
価
基
準
の
例
（
そ
の

2）
を

表
す

（
「

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

制
度

実
施

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
参

照
）

．
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職
業
性
ス
ト

レ
ス
簡
易
調
査
票
（

57
項
目
版
・

23
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
全
体
：

14
,7

11
名
）
（
続
き
）
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
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四

分
位

点
 

 
1
ヵ

月
以

上
の

疾
病

休
業

を
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ウ
ト

カ
ム

 
と

し
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場
合

の
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ッ
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四
分
位
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担
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9 
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仕
事
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担
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質
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1.
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9 
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的
な
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的
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担
度
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4 
1.
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の
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の
ス
ト
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ス
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5 
 (0
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職
場
環
境
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
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96
 

0.
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2 
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 (0
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仕
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の
資
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レ
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ル
）

 
6–
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2.
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18
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 (0
.5

7)
 

仕
事
の
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ン
ト
ロ
ー

ル
度
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3–
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97

 
1.
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 (0

.5
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技
能
の
活
用
度

 
1–
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3.
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0.
70

 
3 
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3 

 
< 

2.
5 

 (0
.4

9)
 

仕
事
の
適
性
度
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4 
2.

76
 

0.
74

 
2 

3 
3 

 
< 

2.
5 

 (0
.5

8)
 

働
き
が
い
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4 
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96
 

0.
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3 
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< 
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5 

 (0
.4

2)
 

仕
事
の
資
源
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ル
）
（

57
項
目
版
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仕
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資
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司
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友
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感
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 (0
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疲
労
感
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45
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 (0
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不
安
感
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5 
 (0
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つ
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24
 

9.
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 (0
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つ
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）
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訴
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 (0
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4)
 

不
眠

* 
1–
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77
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2 

 
> 

2.
5 

 (0
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仕
事
や
生
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の
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足

度
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8 

6.
13
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17
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6 
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5 
 (0

.5
1)

 
高
ス
ト
レ
ス
者
選
定
基
準
（

57
項
目
版
）
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心
身
の
ス
ト
レ
ス
反

応
①
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–1
16

 
55

.6
6 

14
.2
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45

 
54

 
64
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65

.5
 (0

.6
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仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要

因
＋
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
①

 
26

–1
04

 
59

.4
4 

9.
25

 
53

 
59

 
65
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.5
 (0

.6
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心
身
の
ス
ト
レ
ス
反

応
②

 
6–

30
 

19
.1

0 
4.

65
 

16
 

19
 

22
 

 
< 

15
.5

 (0
.6

0)
 

仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要

因
＋
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
②
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–5
8 

37
.4

7 
5.

89
 

34
 

37
 

41
 

 
< 

35
.5

 (0
.5

8)
 

高
ス
ト
レ
ス
者
選
定
基
準
（

23
項
目
版
）

§ 
 

 
 

 
 

 
 

 
心
身
の
ス
ト
レ
ス
反

応
①

 
11

–4
4 

21
.0

2 
6.

68
 

16
 

20
 

25
 

 
> 

27
.5

 (0
.6

7)
 

仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要

因
＋
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
①

 
12

–4
8 

29
.5

4 
5.

44
 

26
 

29
 

33
 

 
> 

31
.5

 (0
.6

1)
 

心
身
の
ス
ト
レ
ス
反

応
②

 
5–

25
 

17
.8

3 
4.

06
 

15
 

18
 

21
 

 
< 

18
.5

 (0
.6

5)
 

仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要

因
＋
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
②

 
4–

20
 

12
.4

7 
2.

58
 

11
 

12
 

14
 

 
< 

11
.5

 (0
.6

2)
 

* 
23

項
目
版
で
使
用

し
て
い
る
指
標
．

† 
過
去

5
年
間
に

1
ヵ
月
以
上
の
疾
病
休
業
歴
の
な
い

14
,6

87
名
を
対
象
に
分
析
．

‡ 
活
気
（
逆
転
値

）
、

イ
ラ

イ
ラ

感
、

疲
労

感
、

不
安

感
、

抑
う

つ
感

（
6
項

目
）

、
身

体
愁

訴
、

仕
事
や
生
活
の
満
足
度
（
逆
転
値
）
の
合
計
値
を
表
す
．

§ 
①
は
評
価
基
準
の
例
（
そ
の

1）
、
②
は
評
価
基
準
の
例
（
そ
の

2）
を
表
す
（

「
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
制

度
実

施
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
を

参
照

）
．
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職
業
性
ス
ト

レ
ス
簡
易
調
査
票
（

57
項
目
版
・

23
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
男
性
：

7,
35

4
名
）
 

 
 

 
 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範

囲
 

平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値
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効

果
量
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相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.
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当
 

−
0.

2 
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当
 

0 
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当
 

+0
.2
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当
 

+0
.5
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当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担
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–4
4 
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.3
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9 
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.6

1 
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4 
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2 
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.4
9 
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.7

7 
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.6
1 
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6 
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.7
4 
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理
的
な
仕
事
の
負

担
（
量
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3–
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1.
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7.
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的
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仕
事
の
負

担
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14
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7.
84

 
8.

33
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14
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47
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覚
的
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身
体
的
負

担
度

 
1–
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1.

76
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1.
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1.
40

 
1.

76
 

2.
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2.

48
 

 
1.

19
 

1.
40

 
1.

62
 

1.
76

 
1.
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2.
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33
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の
対
人
関
係
で

の
ス
ト
レ
ス
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5.
78

 
1.

56
 

4.
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5.

00
 

5.
78

 
6.

56
 

7.
34

 
 

4.
53

 
5.

00
 

5.
47

 
5.

78
 

6.
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56
 

7.
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職
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ス

ト
レ
ス
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1.
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47
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2.
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47

 
1.

70
 

1.
86

 
2.

02
 

2.
25

 
2.

49
 

仕
事
の
資
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ベ
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仕
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3.
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61
 

 
2.
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2.
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2.
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働
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が
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08
 

0.
70

 
2.

38
 

2.
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版
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0 

21
.0

6 
 

14
.3

6 
15
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3 
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0 
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* 
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8.
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8.
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ト
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ウ
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6.
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感
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5.
86

 
6.

87
 

7.
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76

 
 

3.
38

 
3.

94
 

4.
50

 
4.

88
 

5.
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項
目
版
で
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は
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逸
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た
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①
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②
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7.
98

 
8.

84
 

9.
69

 
10

.5
4 

11
.3

9 
 

8.
32

 
8.

84
 

9.
35

 
9.

69
 

10
.0

3 
10

.5
4 

11
.0

5 
心
理
的
な
仕
事
の
負

担
（

質
）

 
3–

12
 

9.
28

 
1.

55
 

7.
73

 
8.

51
 

9.
28

 
10

.0
6 

10
.8

3 
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②
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値
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逸
脱
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値
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レ
ー
の
網
掛
け
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リ
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ク
が
高
い
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向
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あ
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と
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．
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つ
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①
は
評
価
基
準
の
例
（
そ
の

1）
、
②
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ス
ト

レ
ス
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ェ

ッ
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制
度
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施

マ
ニ

ュ
ア

ル
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を
参

照
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．
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4–

20
 

12
.8

4 
2.

50
 

10
.3

4 
11

.5
9 

12
.8

4 
14

.0
9 

15
.3

4 
 

10
.8

4 
11

.5
9 

12
.3

4 
12

.8
4 

13
.3

4 
14

.0
9 

14
.8

4 
* 

23
項
目
版
で
使
用
し
て
い
る
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を

逸
脱
し
た
値
、
グ
レ
ー
の
網
掛
け
は
リ
ス
ク
が
高
い
方
向
で
あ
る
こ
と
を
表
す
．

‡ 
活

気
（

逆
転

値
）
、
イ

ラ
イ
ラ

感
、
疲

労
感

、
不

安
感

、
抑

う
つ

感
（

6
項

目
）
、

身
体
愁
訴
、
仕
事
や
生
活
の
満
足
度
（
逆
転
値
）
の
合
計
値
を
表
す
．

§ 
①
は
評
価
基
準
の
例
（
そ
の

1）
、
②
は
評
価
基
準
の
例
（
そ
の

2）
を

表
す

（
「

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

制
度

実
施

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
参

照
）

．
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表

17
．
職
業
性
ス

ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

57
項
目
版
・

23
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

31
～

40
歳
：

3,
08

1
名
）

 
 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範

囲
 

平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相

当
 

 
−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
11

–4
4 

28
.9

8 
3.

92
 

25
.0

6 
27

.0
2 

28
.9

8 
30

.9
4 

32
.9

0 
 

25
.8

5 
27

.0
2 

28
.2

0 
28

.9
8 

29
.7

7 
30

.9
4 

32
.1

2 
心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

* 
3–

12
 

9.
78

 
1.

72
 

8.
07

 
8.

92
 

9.
78

 
10

.6
4 

11
.5

0 
 

8.
41

 
8.

92
 

9.
44

 
9.

78
 

10
.1

2 
10

.6
4 

11
.1

5 
心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
3–

12
 

9.
32

 
1.

58
 

7.
75

 
8.

53
 

9.
32

 
10

.1
1 

10
.9

0 
 

8.
06

 
8.

53
 

9.
01

 
9.

32
 

9.
64

 
10

.1
1 

10
.5

8 
自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
1.

63
 

0.
72

 
0.

91
 

1.
27

 
1.

63
 

2.
00

 
2.

36
 

 
1.

06
 

1.
27

 
1.

49
 

1.
63

 
1.

78
 

2.
00

 
2.

21
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
3–

12
 

6.
20

 
1.

61
 

4.
59

 
5.

39
 

6.
20

 
7.

00
 

7.
80

 
 

4.
91

 
5.

39
 

5.
87

 
6.

20
 

6.
52

 
7.

00
 

7.
48

 
職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

05
 

0.
87

 
1.

18
 

1.
62

 
2.

05
 

2.
48

 
2.

91
 

 
1.

36
 

1.
62

 
1.

88
 

2.
05

 
2.

22
 

2.
48

 
2.

74
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
6–

24
 

16
.6

5 
2.

92
 

13
.7

3 
15

.1
9 

16
.6

5 
18

.1
1 

19
.5

8 
 

14
.3

1 
15

.1
9 

16
.0

7 
16

.6
5 

17
.2

4 
18

.1
1 

18
.9

9 
仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

* 
3–

12
 

7.
87

 
1.

78
 

6.
09

 
6.

98
 

7.
87

 
8.

76
 

9.
65

 
 

6.
45

 
6.

98
 

7.
51

 
7.

87
 

8.
22

 
8.

76
 

9.
29

 
技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
3.

02
 

0.
68

 
2.

34
 

2.
68

 
3.

02
 

3.
35

 
3.

69
 

 
2.

47
 

2.
68

 
2.

88
 

3.
02

 
3.

15
 

3.
35

 
3.

56
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

76
 

0.
73

 
2.

03
 

2.
39

 
2.

76
 

3.
13

 
3.

49
 

 
2.

18
 

2.
39

 
2.

61
 

2.
76

 
2.

91
 

3.
13

 
3.

34
 

働
き
が
い

 
1–

4 
3.

01
 

0.
72

 
2.

29
 

2.
65

 
3.

01
 

3.
37

 
3.

72
 

 
2.

43
 

2.
65

 
2.

86
 

3.
01

 
3.

15
 

3.
37

 
3.

58
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）
（

57
項
目
版
）

 
9–

36
 

26
.8

3 
4.

95
 

21
.8

8 
24

.3
5 

26
.8

3 
29

.3
1 

31
.7

8 
 

22
.8

7 
24

.3
5 

25
.8

4 
26

.8
3 

27
.8

2 
29

.3
1 

30
.7

9 
仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）
（

23
項
目
版
）

 
6–

24
 

16
.6

8 
3.

85
 

12
.8

3 
14

.7
5 

16
.6

8 
18

.6
0 

20
.5

3 
 

13
.6

0 
14

.7
5 

15
.9

1 
16

.6
8 

17
.4

5 
18

.6
0 

19
.7

6 
上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

* 
3–

12
 

8.
16

 
2.

23
 

5.
93

 
7.

04
 

8.
16

 
9.

27
 

10
.3

8 
 

6.
37

 
7.

04
 

7.
71

 
8.

16
 

8.
60

 
9.

27
 

9.
94

 
同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

* 
3–

12
 

8.
52

 
1.

97
 

6.
56

 
7.

54
 

8.
52

 
9.

51
 

10
.4

9 
 

6.
95

 
7.

54
 

8.
13

 
8.

52
 

8.
92

 
9.

51
 

10
.1

0 
家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
3–

12
 

10
.1

5 
1.

91
 

8.
25

 
9.

20
 

10
.1

5 
11

.1
0 

12
.0

6 
 

8.
63

 
9.

20
 

9.
77

 
10

.1
5 

10
.5

3 
11

.1
0 

11
.6

8 
ア
ウ
ト
カ
ム

 
‡ 

31
–1

24
 

61
.5

5 
14

.7
9 

46
.7

7 
54

.1
6 

61
.5

5 
68

.9
5 

76
.3

4 
 

49
.7

2 
54

.1
6 

58
.6

0 
61

.5
5 

64
.5

1 
68

.9
5 

73
.3

8 
活
気

 
3–

12
 

6.
64

 
2.

22
 

4.
42

 
5.

53
 

6.
64

 
7.

75
 

8.
86

 
 

4.
86

 
5.

53
 

6.
19

 
6.

64
 

7.
08

 
7.

75
 

8.
41

 
イ
ラ
イ
ラ
感

 
3–

12
 

6.
42

 
2.

16
 

4.
26

 
5.

34
 

6.
42

 
7.

50
 

8.
57

 
 

4.
69

 
5.

34
 

5.
99

 
6.

42
 

6.
85

 
7.

50
 

8.
14

 
疲
労
感

* 
3–

12
 

7.
03

 
2.

42
 

4.
61

 
5.

82
 

7.
03

 
8.

25
 

9.
46

 
 

5.
10

 
5.

82
 

6.
55

 
7.

03
 

7.
52

 
8.

25
 

8.
97

 
不
安
感

* 
3–

12
 

6.
25

 
2.

20
 

4.
05

 
5.

15
 

6.
25

 
7.

34
 

8.
44

 
 

4.
49

 
5.

15
 

5.
81

 
6.

25
 

6.
68

 
7.

34
 

8.
00

 
抑
う
つ
感
（

6
項
目
）

 
6–

24
 

10
.0

1 
3.

55
 

6.
46

 
8.

23
 

10
.0

1 
11

.7
8 

13
.5

6 
 

7.
17

 
8.

23
 

9.
30

 
10

.0
1 

10
.7

2 
11

.7
8 

12
.8

5 
抑
う
つ
感
（

3
項
目
）

* 
3–

12
 

5.
54

 
2.

16
 

3.
38

 
4.

46
 

5.
54

 
6.

62
 

7.
70

 
 

3.
81

 
4.

46
 

5.
11

 
5.

54
 

5.
97

 
6.

62
 

7.
27

 
身
体
愁
訴

 
11

–4
4 

19
.5

8 
5.

54
 

14
.0

4 
16

.8
1 

19
.5

8 
22

.3
5 

25
.1

2 
 

15
.1

5 
16

.8
1 

18
.4

7 
19

.5
8 

20
.6

9 
22

.3
5 

24
.0

1 
食
欲
不
振

* 
1–

4 
1.

38
 

0.
63

 
0.

75
 

1.
07

 
1.

38
 

1.
70

 
2.

01
 

 
0.

88
 

1.
07

 
1.

26
 

1.
38

 
1.

51
 

1.
70

 
1.

89
 

不
眠

* 
1–

4 
1.

58
 

0.
75

 
0.

83
 

1.
20

 
1.

58
 

1.
95

 
2.

33
 

 
0.

98
 

1.
20

 
1.

43
 

1.
58

 
1.

73
 

1.
95

 
2.

18
 

仕
事
や
生
活
の
満
足
度

 
2–

8 
6.

09
 

1.
17

 
4.

92
 

5.
51

 
6.

09
 

6.
68

 
7.

26
 

 
5.

16
 

5.
51

 
5.

86
 

6.
09

 
6.

33
 

6.
68

 
7.

03
 

高
ス
ト
レ
ス
者
選
定
基
準
（

57
項
目
版
）

§ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
心
身
の
ス
ト
レ
ス
反
応
①

 
29

–1
16

 
57

.6
5 

14
.1

2 
43

.5
3 

50
.5

9 
57

.6
5 

64
.7

0 
71

.7
6 

 
46

.3
5 

50
.5

9 
54

.8
2 

57
.6

5 
60

.4
7 

64
.7

0 
68

.9
4 

仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要
因
＋
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
①

 
26

–1
04

 
60

.5
0 

9.
07

 
51

.4
3 

55
.9

7 
60

.5
0 

65
.0

4 
69

.5
7 

 
53

.2
5 

55
.9

7 
58

.6
9 

60
.5

0 
62

.3
2 

65
.0

4 
67

.7
6 

心
身
の
ス
ト
レ
ス
反
応
②

 
6–

30
 

18
.5

3 
4.

52
 

14
.0

1 
16

.2
7 

18
.5

3 
20

.7
9 

23
.0

5 
 

14
.9

2 
16

.2
7 

17
.6

3 
18

.5
3 

19
.4

3 
20

.7
9 

22
.1

5 
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要
因
＋
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
②

 
12

–5
8 

36
.9

9 
5.

76
 

31
.2

3 
34

.1
1 

36
.9

9 
39

.8
6 

42
.7

4 
 

32
.3

8 
34

.1
1 

35
.8

3 
36

.9
9 

38
.1

4 
39

.8
6 

41
.5

9 
高
ス
ト
レ
ス
者
選
定
基
準
（

23
項
目
版
）

§ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
心
身
の
ス
ト
レ
ス
反
応
①

 
11

–4
4 

21
.7

8 
6.

61
 

15
.1

7 
18

.4
7 

21
.7

8 
25

.0
9 

28
.3

9 
 

16
.4

9 
18

.4
7 

20
.4

6 
21

.7
8 

23
.1

0 
25

.0
9 

27
.0

7 
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要
因
＋
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
①

 
12

–4
8 

30
.2

3 
5.

36
 

24
.8

7 
27

.5
5 

30
.2

3 
32

.9
1 

35
.5

9 
 

25
.9

5 
27

.5
5 

29
.1

6 
30

.2
3 

31
.3

1 
32

.9
1 

34
.5

2 
心
身
の
ス
ト
レ
ス
反
応
②

 
5–

25
 

17
.4

9 
3.

94
 

13
.5

5 
15

.5
2 

17
.4

9 
19

.4
6 

21
.4

3 
 

14
.3

4 
15

.5
2 

16
.7

0 
17

.4
9 

18
.2

8 
19

.4
6 

20
.6

4 
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要
因
＋
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
②

 
4–

20
 

12
.2

0 
2.

51
 

9.
69

 
10

.9
5 

12
.2

0 
13

.4
6 

14
.7

1 
 

10
.1

9 
10

.9
5 

11
.7

0 
12

.2
0 

12
.7

0 
13

.4
6 

14
.2

1 
* 

23
項
目
版
で
使
用
し
て
い
る
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を

逸
脱
し
た
値
、
グ
レ
ー
の
網
掛
け
は
リ
ス
ク
が
高
い
方
向
で
あ
る
こ
と
を
表
す
．

‡ 
活

気
（

逆
転

値
）
、
イ

ラ
イ
ラ

感
、
疲

労
感

、
不

安
感

、
抑

う
つ

感
（

6
項

目
）
、

身
体
愁
訴
、
仕
事
や
生
活
の
満
足
度
（
逆
転
値
）
の
合
計
値
を
表
す
．

§ 
①
は
評
価
基
準
の
例
（
そ
の

1）
、
②
は
評
価
基
準
の
例
（
そ
の

2）
を

表
す

（
「

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

制
度

実
施

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
参

照
）

．
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表

18
．
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

57
項
目
版
・

23
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

41
～

50
歳
：

3,
45

3
名
）

 
 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範

囲
 

平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
11

–4
4 

28
.5

0 
3.

96
 

24
.5

4 
26

.5
2 

28
.5

0 
30

.4
8 

32
.4

6 
 

25
.3

3 
26

.5
2 

27
.7

1 
28

.5
0 

29
.2

9 
30

.4
8 

31
.6

7 
心
理
的
な
仕
事
の
負

担
（
量
）

* 
3–

12
 

9.
43

 
1.

76
 

7.
66

 
8.

55
 

9.
43

 
10

.3
1 

11
.1

9 
 

8.
02

 
8.

55
 

9.
08

 
9.

43
 

9.
78

 
10

.3
1 

10
.8

4 
心
理
的
な
仕
事
の
負

担
（

質
）

 
3–

12
 

9.
23

 
1.

55
 

7.
68

 
8.

45
 

9.
23

 
10

.0
0 

10
.7

8 
 

7.
99

 
8.

45
 

8.
92

 
9.

23
 

9.
54

 
10

.0
0 

10
.4

7 
自
覚
的
な
身
体
的
負

担
度

 
1–

4 
1.

73
 

0.
72

 
1.

01
 

1.
37

 
1.

73
 

2.
09

 
2.

45
 

 
1.

16
 

1.
37

 
1.

59
 

1.
73

 
1.

88
 

2.
09

 
2.

31
 

職
場
の
対
人
関
係
で

の
ス
ト
レ
ス

 
3–

12
 

6.
13

 
1.

60
 

4.
53

 
5.

33
 

6.
13

 
6.

92
 

7.
72

 
 

4.
85

 
5.

33
 

5.
81

 
6.

13
 

6.
44

 
6.

92
 

7.
40

 
職
場
環
境
に
よ
る
ス

ト
レ
ス

 
1–

4 
1.

98
 

0.
83

 
1.

16
 

1.
57

 
1.

98
 

2.
40

 
2.

81
 

 
1.

32
 

1.
57

 
1.

82
 

1.
98

 
2.

15
 

2.
40

 
2.

65
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
6–

24
 

16
.9

3 
3.

12
 

13
.8

1 
15

.3
7 

16
.9

3 
18

.4
9 

20
.0

5 
 

14
.4

3 
15

.3
7 

16
.3

0 
16

.9
3 

17
.5

5 
18

.4
9 

19
.4

2 
仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
度

* 
3–

12
 

7.
99

 
1.

84
 

6.
15

 
7.

07
 

7.
99

 
8.

91
 

9.
83

 
 

6.
52

 
7.

07
 

7.
62

 
7.

99
 

8.
36

 
8.

91
 

9.
46

 
技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
3.

06
 

0.
68

 
2.

38
 

2.
72

 
3.

06
 

3.
40

 
3.

74
 

 
2.
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32

.4
5 

35
.1

7 
 

25
.3

6 
26

.9
9 

28
.6

3 
29

.7
2 

30
.8

1 
32

.4
5 

34
.0

8 
心
身
の
ス
ト
レ
ス
反

応
②

 
5–

25
 

17
.8

9 
4.

26
 

13
.6

3 
15

.7
6 

17
.8

9 
20

.0
2 

22
.1

5 
 

14
.4

8 
15

.7
6 

17
.0

4 
17

.8
9 

18
.7

4 
20

.0
2 

21
.3

0 
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
要

因
＋
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
②

 
4–

20
 

12
.2

5 
2.

69
 

9.
56

 
10

.9
1 

12
.2

5 
13

.6
0 

14
.9

5 
 

10
.1

0 
10

.9
1 

11
.7

1 
12

.2
5 

12
.7

9 
13

.6
0 

14
.4

1 
* 

23
項
目
版
で
使
用

し
て
い
る
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を

逸
脱
し
た
値
、
グ
レ
ー
の
網
掛
け
は
リ
ス
ク
が
高
い
方
向
で
あ
る
こ
と
を
表
す
．

‡ 
活

気
（

逆
転

値
）
、
イ

ラ
イ

ラ
感

、
疲

労
感

、
不

安
感

、
抑

う
つ

感
（

6
項

目
）
、

身
体
愁
訴
、
仕
事
や

生
活
の
満
足
度
（
逆
転
値
）
の
合
計
値
を
表
す
．

§ 
①
は
評
価
基
準
の
例
（
そ
の

1）
、
②
は
評
価
基
準
の
例
（
そ
の

2）
を

表
す

（
「

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

制
度

実
施

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
参

照
）

．
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表

28
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
全
体
：

11
,7

30
名
）
 
 
 
 
 

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

47
 

0.
37

 
2.

10
 

2.
28

 
2.

47
 

2.
66

 
2.

84
 

 
2.

17
 

2.
28

 
2.

40
 

2.
47

 
2.

55
 

2.
66

 
2.

77
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

11
 

0.
66

 
1.

45
 

1.
78

 
2.

11
 

2.
44

 
2.

77
 

 
1.

58
 

1.
78

 
1.

98
 

2.
11

 
2.

24
 

2.
44

 
2.

64
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

09
 

0.
56

 
1.

53
 

1.
81

 
2.

09
 

2.
37

 
2.

65
 

 
1.

64
 

1.
81

 
1.

98
 

2.
09

 
2.

20
 

2.
37

 
2.

53
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

26
 

0.
77

 
2.

49
 

2.
87

 
3.

26
 

3.
64

 
4.

03
 

 
2.

64
 

2.
87

 
3.

10
 

3.
26

 
3.

41
 

3.
64

 
3.

87
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

55
 

0.
38

 
2.

17
 

2.
36

 
2.

55
 

2.
74

 
2.

93
 

 
2.

25
 

2.
36

 
2.

47
 

2.
55

 
2.

62
 

2.
74

 
2.

85
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

93
 

0.
83

 
2.

10
 

2.
52

 
2.

93
 

3.
35

 
3.

76
 

 
2.

27
 

2.
52

 
2.

76
 

2.
93

 
3.

10
 

3.
35

 
3.

60
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

73
 

0.
81

 
1.

92
 

2.
33

 
2.

73
 

3.
14

 
3.

55
 

 
2.

08
 

2.
33

 
2.

57
 

2.
73

 
2.

90
 

3.
14

 
3.

38
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

61
 

0.
83

 
1.

79
 

2.
20

 
2.

61
 

3.
03

 
3.

44
 

 
1.

95
 

2.
20

 
2.

45
 

2.
61

 
2.

78
 

3.
03

 
3.

27
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

81
 

0.
75

 
2.

06
 

2.
43

 
2.

81
 

3.
18

 
3.

55
 

 
2.

21
 

2.
43

 
2.

66
 

2.
81

 
2.

96
 

3.
18

 
3.

40
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

88
 

0.
47

 
2.

42
 

2.
65

 
2.

88
 

3.
12

 
3.

35
 

 
2.

51
 

2.
65

 
2.

79
 

2.
88

 
2.

98
 

3.
12

 
3.

26
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

77
 

0.
58

 
2.

19
 

2.
48

 
2.

77
 

3.
06

 
3.

35
 

 
2.

30
 

2.
48

 
2.

65
 

2.
77

 
2.

88
 

3.
06

 
3.

23
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
3.

02
 

0.
75

 
2.

27
 

2.
65

 
3.

02
 

3.
39

 
3.

77
 

 
2.

42
 

2.
65

 
2.

87
 

3.
02

 
3.

17
 

3.
39

 
3.

62
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

86
 

0.
70

 
2.

15
 

2.
50

 
2.

86
 

3.
21

 
3.

56
 

 
2.

29
 

2.
50

 
2.

71
 

2.
86

 
3.

00
 

3.
21

 
3.

42
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

87
 

0.
74

 
2.

13
 

2.
50

 
2.

87
 

3.
24

 
3.

61
 

 
2.

27
 

2.
50

 
2.

72
 

2.
87

 
3.

02
 

3.
24

 
3.

46
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

20
 

0.
58

 
2.

62
 

2.
91

 
3.

20
 

3.
49

 
3.

78
 

 
2.

74
 

2.
91

 
3.

09
 

3.
20

 
3.

32
 

3.
49

 
3.

66
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

81
 

0.
73

 
2.

09
 

2.
45

 
2.

81
 

3.
18

 
3.

54
 

 
2.

23
 

2.
45

 
2.

67
 

2.
81

 
2.

96
 

3.
18

 
3.

40
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

85
 

0.
47

 
2.

38
 

2.
61

 
2.

85
 

3.
09

 
3.

32
 

 
2.

47
 

2.
61

 
2.

76
 

2.
85

 
2.

95
 

3.
09

 
3.

23
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

62
 

0.
72

 
1.

89
 

2.
26

 
2.

62
 

2.
98

 
3.

34
 

 
2.

04
 

2.
26

 
2.

47
 

2.
62

 
2.

76
 

2.
98

 
3.

19
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

73
 

0.
67

 
2.

06
 

2.
40

 
2.

73
 

3.
06

 
3.

40
 

 
2.

20
 

2.
40

 
2.

60
 

2.
73

 
2.

86
 

3.
06

 
3.

26
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

24
 

0.
69

 
2.

55
 

2.
89

 
3.

24
 

3.
58

 
3.

93
 

 
2.

69
 

2.
89

 
3.

10
 

3.
24

 
3.

38
 

3.
58

 
3.

79
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

75
 

0.
73

 
2.

01
 

2.
38

 
2.

75
 

3.
11

 
3.

48
 

 
2.

16
 

2.
38

 
2.

60
 

2.
75

 
2.

89
 

3.
11

 
3.

33
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

78
 

0.
67

 
2.

10
 

2.
44

 
2.

78
 

3.
12

 
3.

45
 

 
2.

24
 

2.
44

 
2.

64
 

2.
78

 
2.

91
 

3.
12

 
3.

32
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
2.

98
 

0.
81

 
2.

17
 

2.
57

 
2.

98
 

3.
38

 
3.

79
 

 
2.

33
 

2.
57

 
2.

82
 

2.
98

 
3.

14
 

3.
38

 
3.

63
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

71
 

0.
73

 
1.

98
 

2.
35

 
2.

71
 

3.
08

 
3.

45
 

 
2.

13
 

2.
35

 
2.

57
 

2.
71

 
2.

86
 

3.
08

 
3.

30
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

99
 

0.
67

 
2.

32
 

2.
65

 
2.

99
 

3.
33

 
3.

66
 

 
2.

45
 

2.
65

 
2.

86
 

2.
99

 
3.

13
 

3.
33

 
3.

53
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

77
 

0.
76

 
2.

01
 

2.
39

 
2.

77
 

3.
15

 
3.

53
 

 
2.

17
 

2.
39

 
2.

62
 

2.
77

 
2.

92
 

3.
15

 
3.

38
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

89
 

0.
63

 
2.

26
 

2.
58

 
2.

89
 

3.
21

 
3.

52
 

 
2.

39
 

2.
58

 
2.

76
 

2.
89

 
3.

02
 

3.
21

 
3.

40
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

28
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
全
体
：

11
,7

30
名
）
（
続
き
）

 
 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

57
 

0.
50

 
2.

06
 

2.
32

 
2.

57
 

2.
82

 
3.

07
 

 
2.

16
 

2.
32

 
2.

47
 

2.
57

 
2.

67
 

2.
82

 
2.

97
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

80
 

0.
65

 
2.

14
 

2.
47

 
2.

80
 

3.
13

 
3.

45
 

 
2.

28
 

2.
47

 
2.

67
 

2.
80

 
2.

93
 

3.
13

 
3.

32
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

51
 

0.
71

 
1.

80
 

2.
16

 
2.

51
 

2.
87

 
3.

23
 

 
1.

94
 

2.
16

 
2.

37
 

2.
51

 
2.

66
 

2.
87

 
3.

08
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

57
 

0.
70

 
1.

87
 

2.
22

 
2.

57
 

2.
91

 
3.

26
 

 
2.

01
 

2.
22

 
2.

43
 

2.
57

 
2.

71
 

2.
91

 
3.

12
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

49
 

0.
74

 
1.

74
 

2.
12

 
2.

49
 

2.
86

 
3.

23
 

 
1.

89
 

2.
12

 
2.

34
 

2.
49

 
2.

63
 

2.
86

 
3.

08
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

89
 

0.
63

 
2.

26
 

2.
58

 
2.

89
 

3.
20

 
3.

52
 

 
2.

39
 

2.
58

 
2.

77
 

2.
89

 
3.

02
 

3.
20

 
3.

39
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

48
 

0.
72

 
1.

76
 

2.
12

 
2.

48
 

2.
84

 
3.

20
 

 
1.

90
 

2.
12

 
2.

34
 

2.
48

 
2.

62
 

2.
84

 
3.

06
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
23

 
0.

77
 

1.
45

 
1.

84
 

2.
23

 
2.

62
 

3.
00

 
 

1.
61

 
1.

84
 

2.
07

 
2.

23
 

2.
38

 
2.

62
 

2.
85

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

97
 

0.
54

 
2.

43
 

2.
70

 
2.

97
 

3.
24

 
3.

50
 

 
2.

54
 

2.
70

 
2.

86
 

2.
97

 
3.

07
 

3.
24

 
3.

40
 

活
気

 
1–

4 
2.

19
 

0.
73

 
1.

46
 

1.
82

 
2.

19
 

2.
55

 
2.

92
 

 
1.

60
 

1.
82

 
2.

04
 

2.
19

 
2.

33
 

2.
55

 
2.

77
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

96
 

0.
75

 
2.

21
 

2.
58

 
2.

96
 

3.
33

 
3.

70
 

 
2.

36
 

2.
58

 
2.

81
 

2.
96

 
3.

11
 

3.
33

 
3.

55
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

91
 

0.
78

 
2.

13
 

2.
52

 
2.

91
 

3.
30

 
3.

69
 

 
2.

29
 

2.
52

 
2.

75
 

2.
91

 
3.

07
 

3.
30

 
3.

53
 

不
安
感

 
1–

4 
3.

03
 

0.
67

 
2.

36
 

2.
70

 
3.

03
 

3.
37

 
3.

71
 

 
2.

50
 

2.
70

 
2.

90
 

3.
03

 
3.

17
 

3.
37

 
3.

57
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

36
 

0.
61

 
2.

75
 

3.
05

 
3.

36
 

3.
66

 
3.

97
 

 
2.

87
 

3.
05

 
3.

24
 

3.
36

 
3.

48
 

3.
66

 
3.

85
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

31
 

0.
50

 
2.

81
 

3.
06

 
3.

31
 

3.
56

 
3.

81
 

 
2.

91
 

3.
06

 
3.

21
 

3.
31

 
3.

41
 

3.
56

 
3.

71
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

72
 

0.
76

 
1.

96
 

2.
34

 
2.

72
 

3.
10

 
3.

48
 

 
2.

11
 

2.
34

 
2.

57
 

2.
72

 
2.

87
 

3.
10

 
3.

33
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

10
 

0.
73

 
2.

37
 

2.
74

 
3.

10
 

3.
47

 
3.

83
 

 
2.

52
 

2.
74

 
2.

96
 

3.
10

 
3.

25
 

3.
47

 
3.

69
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

75
 

0.
53

 
3.

22
 

3.
48

 
3.

75
 

4.
02

 
4.

28
 

 
3.

33
 

3.
48

 
3.

64
 

3.
75

 
3.

86
 

4.
02

 
4.

17
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

82
 

0.
65

 
2.

17
 

2.
49

 
2.

82
 

3.
14

 
3.

47
 

 
2.

30
 

2.
49

 
2.

69
 

2.
82

 
2.

95
 

3.
14

 
3.

34
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

59
 

0.
65

 
1.

94
 

2.
27

 
2.

59
 

2.
92

 
3.

25
 

 
2.

07
 

2.
27

 
2.

46
 

2.
59

 
2.

72
 

2.
92

 
3.

12
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

28
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
全
体
：

11
,7

30
名
）
（
続
き
）

 
 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
四
分

位
点

 
 

1
週

間
以

上
の

疾
病

休
業

を
ア

ウ
ト

カ
ム

 
と

し
た

場
合

の
最

適
カ

ッ
ト

オ
フ

値
 

（
括
弧
内
は

ov
er

al
l m

od
el 

qu
al

ity
）

 
第
一
四
分
位

 
第
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性
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簡
易
調
査
票
（
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目
版
）
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得
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布
（
全
体
：
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名
）
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き
）
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※
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3.
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3.
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3.
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3.
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会
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4 
2.
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0.
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2.
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2.
48

 
2.
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3.
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3.
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2.
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2.
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2.
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2.
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2.
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3.
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）
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2.
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85
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2.
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ト
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35
 

 
2.

06
 

2.
28

 
2.

49
 

2.
64

 
2.

78
 

2.
99

 
3.

21
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

73
 

0.
66

 
2.

08
 

2.
40

 
2.

73
 

3.
06

 
3.

39
 

 
2.

21
 

2.
40

 
2.

60
 

2.
73

 
2.

86
 

3.
06

 
3.

26
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

22
 

0.
69

 
2.

52
 

2.
87

 
3.

22
 

3.
56

 
3.

91
 

 
2.

66
 

2.
87

 
3.

08
 

3.
22

 
3.

36
 

3.
56

 
3.

77
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2.
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3.

75
 

 
2.

30
 

2.
54

 
2.

78
 

2.
95

 
3.

11
 

3.
35

 
3.

59
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2.
39

 
2.

62
 

2.
77

 
2.

92
 

3.
14

 
3.

37
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

89
 

0.
63

 
2.

26
 

2.
58

 
2.

89
 

3.
21

 
3.

52
 

 
2.

39
 

2.
58

 
2.

76
 

2.
89

 
3.

02
 

3.
21

 
3.

40
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

29
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
男
性
：

9,
55

3
名
）
（
続
き
）
 

 
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

57
 

0.
50

 
2.

07
 

2.
32

 
2.

57
 

2.
82

 
3.

07
 

 
2.

17
 

2.
32

 
2.

47
 

2.
57

 
2.

67
 

2.
82

 
2.

97
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

80
 

0.
66

 
2.

14
 

2.
47

 
2.

80
 

3.
13

 
3.

46
 

 
2.

27
 

2.
47

 
2.

67
 

2.
80

 
2.

93
 

3.
13

 
3.

33
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

53
 

0.
71

 
1.

82
 

2.
17

 
2.

53
 

2.
88

 
3.

24
 

 
1.

96
 

2.
17

 
2.

38
 

2.
53

 
2.

67
 

2.
88

 
3.

10
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

58
 

0.
69

 
1.

88
 

2.
23

 
2.

58
 

2.
92

 
3.

27
 

 
2.

02
 

2.
23

 
2.

44
 

2.
58

 
2.

72
 

2.
92

 
3.

13
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

48
 

0.
74

 
1.

74
 

2.
11

 
2.

48
 

2.
85

 
3.

22
 

 
1.

89
 

2.
11

 
2.

34
 

2.
48

 
2.

63
 

2.
85

 
3.

08
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

90
 

0.
61

 
2.

29
 

2.
59

 
2.

90
 

3.
21

 
3.

51
 

 
2.

41
 

2.
59

 
2.

78
 

2.
90

 
3.

02
 

3.
21

 
3.

39
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

48
 

0.
72

 
1.

76
 

2.
12

 
2.

48
 

2.
84

 
3.

20
 

 
1.

90
 

2.
12

 
2.

34
 

2.
48

 
2.

63
 

2.
84

 
3.

06
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
23

 
0.

77
 

1.
46

 
1.

84
 

2.
23

 
2.

61
 

3.
00

 
 

1.
61

 
1.

84
 

2.
07

 
2.

23
 

2.
38

 
2.

61
 

2.
85

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

98
 

0.
53

 
2.

45
 

2.
71

 
2.

98
 

3.
25

 
3.

51
 

 
2.

56
 

2.
71

 
2.

87
 

2.
98

 
3.

09
 

3.
25

 
3.

41
 

活
気

 
1–

4 
2.

21
 

0.
72

 
1.

48
 

1.
85

 
2.

21
 

2.
57

 
2.

93
 

 
1.

63
 

1.
85

 
2.

06
 

2.
21

 
2.

35
 

2.
57

 
2.

79
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

98
 

0.
74

 
2.

24
 

2.
61

 
2.

98
 

3.
35

 
3.

72
 

 
2.

39
 

2.
61

 
2.

83
 

2.
98

 
3.

13
 

3.
35

 
3.

57
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

94
 

0.
77

 
2.

17
 

2.
56

 
2.

94
 

3.
32

 
3.

71
 

 
2.

33
 

2.
56

 
2.

79
 

2.
94

 
3.

09
 

3.
32

 
3.

55
 

不
安
感

 
1–

4 
3.

02
 

0.
66

 
2.

36
 

2.
69

 
3.

02
 

3.
36

 
3.

69
 

 
2.

49
 

2.
69

 
2.

89
 

3.
02

 
3.

16
 

3.
36

 
3.

56
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

37
 

0.
61

 
2.

76
 

3.
06

 
3.

37
 

3.
67

 
3.

98
 

 
2.

88
 

3.
06

 
3.

25
 

3.
37

 
3.

49
 

3.
67

 
3.

85
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

34
 

0.
49

 
2.

85
 

3.
10

 
3.

34
 

3.
59

 
3.

83
 

 
2.

95
 

3.
10

 
3.

24
 

3.
34

 
3.

44
 

3.
59

 
3.

74
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

73
 

0.
76

 
1.

97
 

2.
35

 
2.

73
 

3.
11

 
3.

49
 

 
2.

12
 

2.
35

 
2.

58
 

2.
73

 
2.

88
 

3.
11

 
3.

34
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

10
 

0.
74

 
2.

36
 

2.
73

 
3.

10
 

3.
47

 
3.

84
 

 
2.

51
 

2.
73

 
2.

95
 

3.
10

 
3.

25
 

3.
47

 
3.

69
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

76
 

0.
52

 
3.

23
 

3.
50

 
3.

76
 

4.
02

 
4.

28
 

 
3.

34
 

3.
50

 
3.

65
 

3.
76

 
3.

86
 

4.
02

 
4.

18
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

83
 

0.
64

 
2.

19
 

2.
51

 
2.

83
 

3.
15

 
3.

47
 

 
2.

32
 

2.
51

 
2.

70
 

2.
83

 
2.

96
 

3.
15

 
3.

34
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

61
 

0.
65

 
1.

95
 

2.
28

 
2.

61
 

2.
93

 
3.

26
 

 
2.

09
 

2.
28

 
2.

48
 

2.
61

 
2.

74
 

2.
93

 
3.

13
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

30
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

女
性
：

2,
17

7
名
）
 

 
 

 
 

 
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

56
 

0.
41

 
2.

15
 

2.
35

 
2.

56
 

2.
76

 
2.

97
 

 
2.

23
 

2.
35

 
2.

48
 

2.
56

 
2.

64
 

2.
76

 
2.

89
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

26
 

0.
70

 
1.

56
 

1.
91

 
2.

26
 

2.
61

 
2.

95
 

 
1.

70
 

1.
91

 
2.

12
 

2.
26

 
2.

40
 

2.
61

 
2.

82
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

26
 

0.
61

 
1.

64
 

1.
95

 
2.

26
 

2.
56

 
2.

87
 

 
1.

77
 

1.
95

 
2.

13
 

2.
26

 
2.

38
 

2.
56

 
2.

74
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

29
 

0.
88

 
2.

41
 

2.
85

 
3.

29
 

3.
73

 
4.

17
 

 
2.

58
 

2.
85

 
3.

11
 

3.
29

 
3.

47
 

3.
73

 
3.

99
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

62
 

0.
39

 
2.

23
 

2.
42

 
2.

62
 

2.
81

 
3.

01
 

 
2.

31
 

2.
42

 
2.

54
 

2.
62

 
2.

70
 

2.
81

 
2.

93
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

74
 

0.
88

 
1.

86
 

2.
30

 
2.

74
 

3.
18

 
3.

62
 

 
2.

03
 

2.
30

 
2.

56
 

2.
74

 
2.

91
 

3.
18

 
3.

44
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

73
 

0.
83

 
1.

91
 

2.
32

 
2.

73
 

3.
15

 
3.

56
 

 
2.

07
 

2.
32

 
2.

57
 

2.
73

 
2.

90
 

3.
15

 
3.

40
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

77
 

0.
82

 
1.

95
 

2.
36

 
2.

77
 

3.
18

 
3.

59
 

 
2.

11
 

2.
36

 
2.

60
 

2.
77

 
2.

93
 

3.
18

 
3.

42
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

90
 

0.
77

 
2.

13
 

2.
51

 
2.

90
 

3.
28

 
3.

67
 

 
2.

28
 

2.
51

 
2.

74
 

2.
90

 
3.

05
 

3.
28

 
3.

52
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

80
 

0.
44

 
2.

36
 

2.
58

 
2.

80
 

3.
02

 
3.

24
 

 
2.

45
 

2.
58

 
2.

71
 

2.
80

 
2.

89
 

3.
02

 
3.

16
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

68
 

0.
59

 
2.

09
 

2.
39

 
2.

68
 

2.
97

 
3.

27
 

 
2.

21
 

2.
39

 
2.

56
 

2.
68

 
2.

80
 

2.
97

 
3.

15
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
2.

90
 

0.
72

 
2.

19
 

2.
54

 
2.

90
 

3.
26

 
3.

62
 

 
2.

33
 

2.
54

 
2.

76
 

2.
90

 
3.

05
 

3.
26

 
3.

48
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

80
 

0.
71

 
2.

09
 

2.
45

 
2.

80
 

3.
16

 
3.

51
 

 
2.

23
 

2.
45

 
2.

66
 

2.
80

 
2.

94
 

3.
16

 
3.

37
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

81
 

0.
76

 
2.

05
 

2.
43

 
2.

81
 

3.
19

 
3.

57
 

 
2.

20
 

2.
43

 
2.

66
 

2.
81

 
2.

96
 

3.
19

 
3.

42
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

16
 

0.
54

 
2.

62
 

2.
89

 
3.

16
 

3.
43

 
3.

70
 

 
2.

72
 

2.
89

 
3.

05
 

3.
16

 
3.

26
 

3.
43

 
3.

59
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

71
 

0.
74

 
1.

97
 

2.
34

 
2.

71
 

3.
08

 
3.

45
 

 
2.

11
 

2.
34

 
2.

56
 

2.
71

 
2.

85
 

3.
08

 
3.

30
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

85
 

0.
47

 
2.

38
 

2.
62

 
2.

85
 

3.
09

 
3.

33
 

 
2.

47
 

2.
62

 
2.

76
 

2.
85

 
2.

95
 

3.
09

 
3.

23
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

53
 

0.
75

 
1.

78
 

2.
16

 
2.

53
 

2.
91

 
3.

28
 

 
1.

93
 

2.
16

 
2.

38
 

2.
53

 
2.

68
 

2.
91

 
3.

13
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

71
 

0.
71

 
2.

00
 

2.
36

 
2.

71
 

3.
07

 
3.

43
 

 
2.

14
 

2.
36

 
2.

57
 

2.
71

 
2.

86
 

3.
07

 
3.

29
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

33
 

0.
67

 
2.

66
 

2.
99

 
3.

33
 

3.
66

 
3.

99
 

 
2.

79
 

2.
99

 
3.

19
 

3.
33

 
3.

46
 

3.
66

 
3.

86
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

70
 

0.
76

 
1.

94
 

2.
32

 
2.

70
 

3.
08

 
3.

46
 

 
2.

09
 

2.
32

 
2.

55
 

2.
70

 
2.

85
 

3.
08

 
3.

31
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

79
 

0.
66

 
2.

13
 

2.
46

 
2.

79
 

3.
12

 
3.

46
 

 
2.

26
 

2.
46

 
2.

66
 

2.
79

 
2.

93
 

3.
12

 
3.

32
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
3.

12
 

0.
81

 
2.

31
 

2.
71

 
3.

12
 

3.
52

 
3.

92
 

 
2.

47
 

2.
71

 
2.

95
 

3.
12

 
3.

28
 

3.
52

 
3.

76
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

69
 

0.
77

 
1.

92
 

2.
31

 
2.

69
 

3.
07

 
3.

46
 

 
2.

08
 

2.
31

 
2.

54
 

2.
69

 
2.

84
 

3.
07

 
3.

30
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

98
 

0.
72

 
2.

26
 

2.
62

 
2.

98
 

3.
33

 
3.

69
 

 
2.

40
 

2.
62

 
2.

83
 

2.
98

 
3.

12
 

3.
33

 
3.

55
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

79
 

0.
77

 
2.

02
 

2.
40

 
2.

79
 

3.
18

 
3.

56
 

 
2.

17
 

2.
40

 
2.

63
 

2.
79

 
2.

94
 

3.
18

 
3.

41
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

89
 

0.
62

 
2.

27
 

2.
58

 
2.

89
 

3.
20

 
3.

51
 

 
2.

39
 

2.
58

 
2.

77
 

2.
89

 
3.

02
 

3.
20

 
3.

39
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

30
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
女
性
：

2,
17

7
名
）
（
続
き
）
 

 
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

55
 

0.
50

 
2.

05
 

2.
30

 
2.

55
 

2.
79

 
3.

04
 

 
2.

15
 

2.
30

 
2.

45
 

2.
55

 
2.

65
 

2.
79

 
2.

94
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

80
 

0.
63

 
2.

16
 

2.
48

 
2.

80
 

3.
11

 
3.

43
 

 
2.

29
 

2.
48

 
2.

67
 

2.
80

 
2.

92
 

3.
11

 
3.

30
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

45
 

0.
72

 
1.

74
 

2.
10

 
2.

45
 

2.
81

 
3.

17
 

 
1.

88
 

2.
10

 
2.

31
 

2.
45

 
2.

60
 

2.
81

 
3.

03
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

52
 

0.
70

 
1.

82
 

2.
17

 
2.

52
 

2.
87

 
3.

22
 

 
1.

96
 

2.
17

 
2.

38
 

2.
52

 
2.

66
 

2.
87

 
3.

08
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

49
 

0.
74

 
1.

76
 

2.
12

 
2.

49
 

2.
86

 
3.

23
 

 
1.

90
 

2.
12

 
2.

35
 

2.
49

 
2.

64
 

2.
86

 
3.

08
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

85
 

0.
68

 
2.

18
 

2.
51

 
2.

85
 

3.
19

 
3.

53
 

 
2.

31
 

2.
51

 
2.

72
 

2.
85

 
2.

99
 

3.
19

 
3.

39
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

47
 

0.
74

 
1.

74
 

2.
11

 
2.

47
 

2.
84

 
3.

21
 

 
1.

88
 

2.
11

 
2.

33
 

2.
47

 
2.

62
 

2.
84

 
3.

06
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
23

 
0.

78
 

1.
45

 
1.

84
 

2.
23

 
2.

62
 

3.
01

 
 

1.
60

 
1.

84
 

2.
07

 
2.

23
 

2.
38

 
2.

62
 

2.
85

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

91
 

0.
55

 
2.

36
 

2.
63

 
2.

91
 

3.
19

 
3.

46
 

 
2.

47
 

2.
63

 
2.

80
 

2.
91

 
3.

02
 

3.
19

 
3.

35
 

活
気

 
1–

4 
2.

09
 

0.
76

 
1.

33
 

1.
71

 
2.

09
 

2.
47

 
2.

85
 

 
1.

48
 

1.
71

 
1.

94
 

2.
09

 
2.

24
 

2.
47

 
2.

69
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

87
 

0.
77

 
2.

10
 

2.
48

 
2.

87
 

3.
25

 
3.

64
 

 
2.

25
 

2.
48

 
2.

71
 

2.
87

 
3.

02
 

3.
25

 
3.

48
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

78
 

0.
82

 
1.

96
 

2.
37

 
2.

78
 

3.
19

 
3.

59
 

 
2.

12
 

2.
37

 
2.

61
 

2.
78

 
2.

94
 

3.
19

 
3.

43
 

不
安
感

 
1–

4 
3.

07
 

0.
71

 
2.

37
 

2.
72

 
3.

07
 

3.
43

 
3.

78
 

 
2.

51
 

2.
72

 
2.

93
 

3.
07

 
3.

22
 

3.
43

 
3.

64
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

32
 

0.
62

 
2.

71
 

3.
01

 
3.

32
 

3.
63

 
3.

94
 

 
2.

83
 

3.
01

 
3.

20
 

3.
32

 
3.

45
 

3.
63

 
3.

82
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

15
 

0.
51

 
2.

64
 

2.
90

 
3.

15
 

3.
40

 
3.

66
 

 
2.

74
 

2.
90

 
3.

05
 

3.
15

 
3.

25
 

3.
40

 
3.

56
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

69
 

0.
75

 
1.

94
 

2.
32

 
2.

69
 

3.
07

 
3.

44
 

 
2.

09
 

2.
32

 
2.

54
 

2.
69

 
2.

84
 

3.
07

 
3.

29
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

11
 

0.
71

 
2.

40
 

2.
75

 
3.

11
 

3.
46

 
3.

81
 

 
2.

54
 

2.
75

 
2.

96
 

3.
11

 
3.

25
 

3.
46

 
3.

67
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

72
 

0.
56

 
3.

16
 

3.
44

 
3.

72
 

4.
00

 
4.

28
 

 
3.

27
 

3.
44

 
3.

61
 

3.
72

 
3.

83
 

4.
00

 
4.

17
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

76
 

0.
69

 
2.

07
 

2.
42

 
2.

76
 

3.
10

 
3.

44
 

 
2.

21
 

2.
42

 
2.

62
 

2.
76

 
2.

90
 

3.
10

 
3.

31
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

53
 

0.
66

 
1.

87
 

2.
20

 
2.

53
 

2.
86

 
3.

19
 

 
2.

01
 

2.
20

 
2.

40
 

2.
53

 
2.

66
 

2.
86

 
3.

06
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

31
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

20
代
：

80
6
名
）
 
 
 
 
 
 

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

47
 

0.
39

 
2.

08
 

2.
27

 
2.

47
 

2.
66

 
2.

85
 

 
2.

16
 

2.
27

 
2.

39
 

2.
47

 
2.

54
 

2.
66

 
2.

77
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

11
 

0.
63

 
1.

48
 

1.
80

 
2.

11
 

2.
42

 
2.

74
 

 
1.

61
 

1.
80

 
1.

98
 

2.
11

 
2.

24
 

2.
42

 
2.

61
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

14
 

0.
60

 
1.

54
 

1.
84

 
2.

14
 

2.
44

 
2.

74
 

 
1.

66
 

1.
84

 
2.

02
 

2.
14

 
2.

26
 

2.
44

 
2.

62
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

10
 

0.
95

 
2.

15
 

2.
63

 
3.

10
 

3.
58

 
4.

05
 

 
2.

34
 

2.
63

 
2.

91
 

3.
10

 
3.

29
 

3.
58

 
3.

86
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

52
 

0.
41

 
2.

11
 

2.
32

 
2.

52
 

2.
73

 
2.

93
 

 
2.

20
 

2.
32

 
2.

44
 

2.
52

 
2.

60
 

2.
73

 
2.

85
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

93
 

0.
89

 
2.

04
 

2.
48

 
2.

93
 

3.
38

 
3.

82
 

 
2.

22
 

2.
48

 
2.

75
 

2.
93

 
3.

11
 

3.
38

 
3.

64
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

84
 

0.
81

 
2.

03
 

2.
44

 
2.

84
 

3.
24

 
3.

65
 

 
2.

20
 

2.
44

 
2.

68
 

2.
84

 
3.

00
 

3.
24

 
3.

48
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

59
 

0.
88

 
1.

72
 

2.
15

 
2.

59
 

3.
03

 
3.

47
 

 
1.

89
 

2.
15

 
2.

42
 

2.
59

 
2.

77
 

3.
03

 
3.

30
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

74
 

0.
80

 
1.

94
 

2.
34

 
2.

74
 

3.
14

 
3.

54
 

 
2.

10
 

2.
34

 
2.

58
 

2.
74

 
2.

90
 

3.
14

 
3.

38
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

89
 

0.
46

 
2.

43
 

2.
66

 
2.

89
 

3.
13

 
3.

36
 

 
2.

53
 

2.
66

 
2.

80
 

2.
89

 
2.

99
 

3.
13

 
3.

26
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

81
 

0.
59

 
2.

22
 

2.
52

 
2.

81
 

3.
10

 
3.

40
 

 
2.

34
 

2.
52

 
2.

69
 

2.
81

 
2.

93
 

3.
10

 
3.

28
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
2.

98
 

0.
80

 
2.

18
 

2.
58

 
2.

98
 

3.
38

 
3.

78
 

 
2.

34
 

2.
58

 
2.

82
 

2.
98

 
3.

14
 

3.
38

 
3.

62
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

84
 

0.
75

 
2.

10
 

2.
47

 
2.

84
 

3.
21

 
3.

59
 

 
2.

24
 

2.
47

 
2.

69
 

2.
84

 
2.

99
 

3.
21

 
3.

44
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

97
 

0.
81

 
2.

16
 

2.
57

 
2.

97
 

3.
38

 
3.

78
 

 
2.

33
 

2.
57

 
2.

81
 

2.
97

 
3.

13
 

3.
38

 
3.

62
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

04
 

0.
57

 
2.

47
 

2.
76

 
3.

04
 

3.
33

 
3.

61
 

 
2.

58
 

2.
76

 
2.

93
 

3.
04

 
3.

15
 

3.
33

 
3.

50
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

89
 

0.
76

 
2.

13
 

2.
51

 
2.

89
 

3.
27

 
3.

66
 

 
2.

28
 

2.
51

 
2.

74
 

2.
89

 
3.

05
 

3.
27

 
3.

50
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
3.

07
 

0.
46

 
2.

61
 

2.
84

 
3.

07
 

3.
30

 
3.

53
 

 
2.

70
 

2.
84

 
2.

98
 

3.
07

 
3.

16
 

3.
30

 
3.

44
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

78
 

0.
72

 
2.

05
 

2.
42

 
2.

78
 

3.
14

 
3.

50
 

 
2.

20
 

2.
42

 
2.

63
 

2.
78

 
2.

92
 

3.
14

 
3.

36
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

95
 

0.
71

 
2.

24
 

2.
59

 
2.

95
 

3.
30

 
3.

66
 

 
2.

38
 

2.
59

 
2.

81
 

2.
95

 
3.

09
 

3.
30

 
3.

51
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

41
 

0.
65

 
2.

76
 

3.
08

 
3.

41
 

3.
73

 
4.

05
 

 
2.

89
 

3.
08

 
3.

28
 

3.
41

 
3.

54
 

3.
73

 
3.

92
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

90
 

0.
77

 
2.

13
 

2.
52

 
2.

90
 

3.
29

 
3.

67
 

 
2.

28
 

2.
52

 
2.

75
 

2.
90

 
3.

06
 

3.
29

 
3.

52
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
3.

00
 

0.
60

 
2.

40
 

2.
70

 
3.

00
 

3.
30

 
3.

60
 

 
2.

52
 

2.
70

 
2.

88
 

3.
00

 
3.

12
 

3.
30

 
3.

48
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
3.

31
 

0.
79

 
2.

52
 

2.
92

 
3.

31
 

3.
70

 
4.

10
 

 
2.

68
 

2.
92

 
3.

15
 

3.
31

 
3.

47
 

3.
70

 
3.

94
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
3.

05
 

0.
76

 
2.

29
 

2.
67

 
3.

05
 

3.
43

 
3.

80
 

 
2.

44
 

2.
67

 
2.

90
 

3.
05

 
3.

20
 

3.
43

 
3.

65
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
3.

22
 

0.
72

 
2.

51
 

2.
87

 
3.

22
 

3.
58

 
3.

94
 

 
2.

65
 

2.
87

 
3.

08
 

3.
22

 
3.

37
 

3.
58

 
3.

80
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
3.

05
 

0.
75

 
2.

30
 

2.
68

 
3.

05
 

3.
43

 
3.

81
 

 
2.

45
 

2.
68

 
2.

90
 

3.
05

 
3.

20
 

3.
43

 
3.

66
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
3.

15
 

0.
59

 
2.

56
 

2.
85

 
3.

15
 

3.
45

 
3.

74
 

 
2.

68
 

2.
85

 
3.

03
 

3.
15

 
3.

27
 

3.
45

 
3.

63
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

31
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

20
代
：

80
6
名
）
（
続
き
）
 

 
 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

70
 

0.
52

 
2.

18
 

2.
44

 
2.

70
 

2.
96

 
3.

23
 

 
2.

28
 

2.
44

 
2.

60
 

2.
70

 
2.

81
 

2.
96

 
3.

12
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

80
 

0.
68

 
2.

13
 

2.
47

 
2.

80
 

3.
14

 
3.

48
 

 
2.

26
 

2.
47

 
2.

67
 

2.
80

 
2.

94
 

3.
14

 
3.

35
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

67
 

0.
74

 
1.

93
 

2.
30

 
2.

67
 

3.
04

 
3.

41
 

 
2.

08
 

2.
30

 
2.

52
 

2.
67

 
2.

82
 

3.
04

 
3.

26
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

76
 

0.
72

 
2.

04
 

2.
40

 
2.

76
 

3.
12

 
3.

49
 

 
2.

18
 

2.
40

 
2.

62
 

2.
76

 
2.

91
 

3.
12

 
3.

34
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

62
 

0.
78

 
1.

84
 

2.
23

 
2.

62
 

3.
01

 
3.

40
 

 
2.

00
 

2.
23

 
2.

46
 

2.
62

 
2.

78
 

3.
01

 
3.

24
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
3.

12
 

0.
63

 
2.

49
 

2.
81

 
3.

12
 

3.
43

 
3.

75
 

 
2.

62
 

2.
81

 
2.

99
 

3.
12

 
3.

25
 

3.
43

 
3.

62
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

73
 

0.
77

 
1.

97
 

2.
35

 
2.

73
 

3.
12

 
3.

50
 

 
2.

12
 

2.
35

 
2.

58
 

2.
73

 
2.

89
 

3.
12

 
3.

35
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
19

 
0.

84
 

1.
35

 
1.

77
 

2.
19

 
2.

61
 

3.
03

 
 

1.
52

 
1.

77
 

2.
03

 
2.

19
 

2.
36

 
2.

61
 

2.
87

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

90
 

0.
58

 
2.

31
 

2.
61

 
2.

90
 

3.
19

 
3.

48
 

 
2.

43
 

2.
61

 
2.

78
 

2.
90

 
3.

01
 

3.
19

 
3.

36
 

活
気

 
1–

4 
2.

35
 

0.
77

 
1.

58
 

1.
97

 
2.

35
 

2.
74

 
3.

12
 

 
1.

73
 

1.
97

 
2.

20
 

2.
35

 
2.

51
 

2.
74

 
2.

97
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

93
 

0.
83

 
2.

11
 

2.
52

 
2.

93
 

3.
35

 
3.

76
 

 
2.

27
 

2.
52

 
2.

77
 

2.
93

 
3.

10
 

3.
35

 
3.

59
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

71
 

0.
77

 
1.

94
 

2.
32

 
2.

71
 

3.
09

 
3.

48
 

 
2.

09
 

2.
32

 
2.

55
 

2.
71

 
2.

86
 

3.
09

 
3.

32
 

不
安
感

 
1–

4 
2.

93
 

0.
71

 
2.

22
 

2.
58

 
2.

93
 

3.
29

 
3.

65
 

 
2.

37
 

2.
58

 
2.

79
 

2.
93

 
3.

08
 

3.
29

 
3.

50
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

23
 

0.
67

 
2.

56
 

2.
89

 
3.

23
 

3.
56

 
3.

90
 

 
2.

69
 

2.
89

 
3.

09
 

3.
23

 
3.

36
 

3.
56

 
3.

76
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

29
 

0.
54

 
2.

75
 

3.
02

 
3.

29
 

3.
56

 
3.

83
 

 
2.

85
 

3.
02

 
3.

18
 

3.
29

 
3.

40
 

3.
56

 
3.

72
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

76
 

0.
78

 
1.

98
 

2.
37

 
2.

76
 

3.
15

 
3.

54
 

 
2.

14
 

2.
37

 
2.

60
 

2.
76

 
2.

92
 

3.
15

 
3.

38
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

05
 

0.
78

 
2.

27
 

2.
66

 
3.

05
 

3.
44

 
3.

83
 

 
2.

42
 

2.
66

 
2.

89
 

3.
05

 
3.

21
 

3.
44

 
3.

68
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

81
 

0.
47

 
3.

34
 

3.
57

 
3.

81
 

4.
04

 
4.

27
 

 
3.

43
 

3.
57

 
3.

71
 

3.
81

 
3.

90
 

4.
04

 
4.

18
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

91
 

0.
67

 
2.

24
 

2.
58

 
2.

91
 

3.
25

 
3.

58
 

 
2.

38
 

2.
58

 
2.

78
 

2.
91

 
3.

05
 

3.
25

 
3.

45
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

57
 

0.
70

 
1.

87
 

2.
22

 
2.

57
 

2.
92

 
3.

26
 

 
2.

01
 

2.
22

 
2.

43
 

2.
57

 
2.

71
 

2.
92

 
3.

13
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

32
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

30
代
：

2,
04

2
名
）
 
 
 
 
 

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

39
 

0.
38

 
2.

01
 

2.
20

 
2.

39
 

2.
58

 
2.

77
 

 
2.

09
 

2.
20

 
2.

31
 

2.
39

 
2.

46
 

2.
58

 
2.

69
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
1.

95
 

0.
64

 
1.

30
 

1.
63

 
1.

95
 

2.
27

 
2.

59
 

 
1.

43
 

1.
63

 
1.

82
 

1.
95

 
2.

08
 

2.
27

 
2.

46
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

05
 

0.
57

 
1.

48
 

1.
76

 
2.

05
 

2.
33

 
2.

61
 

 
1.

59
 

1.
76

 
1.

93
 

2.
05

 
2.

16
 

2.
33

 
2.

50
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

29
 

0.
78

 
2.

50
 

2.
90

 
3.

29
 

3.
68

 
4.

07
 

 
2.

66
 

2.
90

 
3.

13
 

3.
29

 
3.

45
 

3.
68

 
3.

92
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

49
 

0.
40

 
2.

09
 

2.
29

 
2.

49
 

2.
69

 
2.

89
 

 
2.

17
 

2.
29

 
2.

41
 

2.
49

 
2.

57
 

2.
69

 
2.

81
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

86
 

0.
87

 
1.

99
 

2.
43

 
2.

86
 

3.
30

 
3.

73
 

 
2.

16
 

2.
43

 
2.

69
 

2.
86

 
3.

03
 

3.
30

 
3.

56
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

72
 

0.
82

 
1.

89
 

2.
31

 
2.

72
 

3.
13

 
3.

54
 

 
2.

06
 

2.
31

 
2.

55
 

2.
72

 
2.

88
 

3.
13

 
3.

37
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

48
 

0.
84

 
1.

64
 

2.
06

 
2.

48
 

2.
90

 
3.

32
 

 
1.

81
 

2.
06

 
2.

31
 

2.
48

 
2.

65
 

2.
90

 
3.

15
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

65
 

0.
79

 
1.

86
 

2.
26

 
2.

65
 

3.
05

 
3.

44
 

 
2.

02
 

2.
26

 
2.

49
 

2.
65

 
2.

81
 

3.
05

 
3.

28
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

91
 

0.
45

 
2.

46
 

2.
68

 
2.

91
 

3.
14

 
3.

37
 

 
2.

55
 

2.
68

 
2.

82
 

2.
91

 
3.

00
 

3.
14

 
3.

27
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

79
 

0.
59

 
2.

19
 

2.
49

 
2.

79
 

3.
09

 
3.

38
 

 
2.

31
 

2.
49

 
2.

67
 

2.
79

 
2.

91
 

3.
09

 
3.

26
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
3.

11
 

0.
73

 
2.

38
 

2.
74

 
3.

11
 

3.
47

 
3.

84
 

 
2.

53
 

2.
74

 
2.

96
 

3.
11

 
3.

25
 

3.
47

 
3.

69
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

90
 

0.
65

 
2.

25
 

2.
58

 
2.

90
 

3.
23

 
3.

56
 

 
2.

38
 

2.
58

 
2.

77
 

2.
90

 
3.

03
 

3.
23

 
3.

43
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

91
 

0.
73

 
2.

18
 

2.
55

 
2.

91
 

3.
28

 
3.

64
 

 
2.

33
 

2.
55

 
2.

76
 

2.
91

 
3.

06
 

3.
28

 
3.

49
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

12
 

0.
57

 
2.

56
 

2.
84

 
3.

12
 

3.
41

 
3.

69
 

 
2.

67
 

2.
84

 
3.

01
 

3.
12

 
3.

24
 

3.
41

 
3.

58
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

87
 

0.
72

 
2.

15
 

2.
51

 
2.

87
 

3.
23

 
3.

59
 

 
2.

30
 

2.
51

 
2.

73
 

2.
87

 
3.

02
 

3.
23

 
3.

45
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

93
 

0.
46

 
2.

47
 

2.
70

 
2.

93
 

3.
16

 
3.

39
 

 
2.

56
 

2.
70

 
2.

84
 

2.
93

 
3.

02
 

3.
16

 
3.

30
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

68
 

0.
72

 
1.

96
 

2.
32

 
2.

68
 

3.
04

 
3.

40
 

 
2.

10
 

2.
32

 
2.

53
 

2.
68

 
2.

82
 

3.
04

 
3.

26
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

82
 

0.
68

 
2.

14
 

2.
48

 
2.

82
 

3.
16

 
3.

50
 

 
2.

27
 

2.
48

 
2.

68
 

2.
82

 
2.

96
 

3.
16

 
3.

37
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

28
 

0.
69

 
2.

58
 

2.
93

 
3.

28
 

3.
63

 
3.

97
 

 
2.

72
 

2.
93

 
3.

14
 

3.
28

 
3.

42
 

3.
63

 
3.

83
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

80
 

0.
72

 
2.

08
 

2.
44

 
2.

80
 

3.
16

 
3.

52
 

 
2.

22
 

2.
44

 
2.

66
 

2.
80

 
2.

94
 

3.
16

 
3.

38
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

90
 

0.
61

 
2.

30
 

2.
60

 
2.

90
 

3.
21

 
3.

51
 

 
2.

42
 

2.
60

 
2.

78
 

2.
90

 
3.

03
 

3.
21

 
3.

39
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
3.

11
 

0.
79

 
2.

31
 

2.
71

 
3.

11
 

3.
51

 
3.

90
 

 
2.

47
 

2.
71

 
2.

95
 

3.
11

 
3.

27
 

3.
51

 
3.

74
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

84
 

0.
71

 
2.

12
 

2.
48

 
2.

84
 

3.
19

 
3.

55
 

 
2.

27
 

2.
48

 
2.

69
 

2.
84

 
2.

98
 

3.
19

 
3.

41
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
3.

04
 

0.
66

 
2.

37
 

2.
70

 
3.

04
 

3.
37

 
3.

70
 

 
2.

50
 

2.
70

 
2.

90
 

3.
04

 
3.

17
 

3.
37

 
3.

57
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

87
 

0.
75

 
2.

11
 

2.
49

 
2.

87
 

3.
24

 
3.

62
 

 
2.

26
 

2.
49

 
2.

72
 

2.
87

 
3.

02
 

3.
24

 
3.

47
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

97
 

0.
61

 
2.

37
 

2.
67

 
2.

97
 

3.
28

 
3.

58
 

 
2.

49
 

2.
67

 
2.

85
 

2.
97

 
3.

09
 

3.
28

 
3.

46
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

32
．
新
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

30
代
：

2,
04

2
名
）
（
続
き
）

 
 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

53
 

0.
50

 
2.

03
 

2.
28

 
2.

53
 

2.
78

 
3.

03
 

 
2.

13
 

2.
28

 
2.

43
 

2.
53

 
2.

63
 

2.
78

 
2.

93
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

67
 

0.
68

 
1.

99
 

2.
33

 
2.

67
 

3.
01

 
3.

35
 

 
2.

13
 

2.
33

 
2.

54
 

2.
67

 
2.

81
 

3.
01

 
3.

22
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

46
 

0.
72

 
1.

74
 

2.
10

 
2.

46
 

2.
82

 
3.

18
 

 
1.

89
 

2.
10

 
2.

32
 

2.
46

 
2.

61
 

2.
82

 
3.

04
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

56
 

0.
71

 
1.

85
 

2.
20

 
2.

56
 

2.
91

 
3.

27
 

 
1.

99
 

2.
20

 
2.

41
 

2.
56

 
2.

70
 

2.
91

 
3.

12
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

48
 

0.
75

 
1.

73
 

2.
10

 
2.

48
 

2.
86

 
3.

23
 

 
1.

88
 

2.
10

 
2.

33
 

2.
48

 
2.

63
 

2.
86

 
3.

08
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

94
 

0.
63

 
2.

31
 

2.
63

 
2.

94
 

3.
25

 
3.

57
 

 
2.

44
 

2.
63

 
2.

81
 

2.
94

 
3.

06
 

3.
25

 
3.

44
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

47
 

0.
75

 
1.

72
 

2.
10

 
2.

47
 

2.
85

 
3.

23
 

 
1.

87
 

2.
10

 
2.

32
 

2.
47

 
2.

63
 

2.
85

 
3.

08
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
16

 
0.

80
 

1.
35

 
1.

75
 

2.
16

 
2.

56
 

2.
96

 
 

1.
51

 
1.

75
 

1.
99

 
2.

16
 

2.
32

 
2.

56
 

2.
80

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

89
 

0.
54

 
2.

35
 

2.
62

 
2.

89
 

3.
16

 
3.

43
 

 
2.

46
 

2.
62

 
2.

78
 

2.
89

 
3.

00
 

3.
16

 
3.

32
 

活
気

 
1–

4 
2.

21
 

0.
73

 
1.

48
 

1.
85

 
2.

21
 

2.
58

 
2.

94
 

 
1.

63
 

1.
85

 
2.

07
 

2.
21

 
2.

36
 

2.
58

 
2.

80
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

90
 

0.
75

 
2.

15
 

2.
52

 
2.

90
 

3.
27

 
3.

65
 

 
2.

30
 

2.
52

 
2.

75
 

2.
90

 
3.

05
 

3.
27

 
3.

50
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

73
 

0.
78

 
1.

95
 

2.
34

 
2.

73
 

3.
12

 
3.

51
 

 
2.

11
 

2.
34

 
2.

58
 

2.
73

 
2.

89
 

3.
12

 
3.

36
 

不
安
感

 
1–

4 
2.

94
 

0.
69

 
2.

25
 

2.
60

 
2.

94
 

3.
29

 
3.

64
 

 
2.

39
 

2.
60

 
2.

81
 

2.
94

 
3.

08
 

3.
29

 
3.

50
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

27
 

0.
63

 
2.

64
 

2.
95

 
3.

27
 

3.
59

 
3.

90
 

 
2.

76
 

2.
95

 
3.

14
 

3.
27

 
3.

40
 

3.
59

 
3.

78
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

27
 

0.
51

 
2.

76
 

3.
02

 
3.

27
 

3.
53

 
3.

79
 

 
2.

86
 

3.
02

 
3.

17
 

3.
27

 
3.

38
 

3.
53

 
3.

69
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

71
 

0.
76

 
1.

96
 

2.
33

 
2.

71
 

3.
09

 
3.

47
 

 
2.

11
 

2.
33

 
2.

56
 

2.
71

 
2.

86
 

3.
09

 
3.

32
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

12
 

0.
75

 
2.

37
 

2.
74

 
3.

12
 

3.
49

 
3.

87
 

 
2.

52
 

2.
74

 
2.

97
 

3.
12

 
3.

27
 

3.
49

 
3.

72
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

79
 

0.
48

 
3.

31
 

3.
55

 
3.

79
 

4.
03

 
4.

27
 

 
3.

41
 

3.
55

 
3.

69
 

3.
79

 
3.

89
 

4.
03

 
4.

17
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

83
 

0.
63

 
2.

20
 

2.
51

 
2.

83
 

3.
14

 
3.

45
 

 
2.

32
 

2.
51

 
2.

70
 

2.
83

 
2.

95
 

3.
14

 
3.

33
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

54
 

0.
66

 
1.

88
 

2.
21

 
2.

54
 

2.
87

 
3.

21
 

 
2.

01
 

2.
21

 
2.

41
 

2.
54

 
2.

68
 

2.
87

 
3.

07
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

33
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

40
代
：

4,
11

3
名
）
 
 
 
 
 

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

44
 

0.
36

 
2.

07
 

2.
25

 
2.

44
 

2.
62

 
2.

80
 

 
2.

15
 

2.
25

 
2.

36
 

2.
44

 
2.

51
 

2.
62

 
2.

73
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

03
 

0.
63

 
1.

39
 

1.
71

 
2.

03
 

2.
34

 
2.

66
 

 
1.

52
 

1.
71

 
1.

90
 

2.
03

 
2.

15
 

2.
34

 
2.

54
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

06
 

0.
54

 
1.

52
 

1.
79

 
2.

06
 

2.
33

 
2.

60
 

 
1.

63
 

1.
79

 
1.

95
 

2.
06

 
2.

17
 

2.
33

 
2.

49
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

28
 

0.
74

 
2.

54
 

2.
91

 
3.

28
 

3.
66

 
4.

03
 

 
2.

69
 

2.
91

 
3.

14
 

3.
28

 
3.

43
 

3.
66

 
3.

88
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

54
 

0.
38

 
2.

16
 

2.
35

 
2.

54
 

2.
73

 
2.

92
 

 
2.

24
 

2.
35

 
2.

46
 

2.
54

 
2.

61
 

2.
73

 
2.

84
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

92
 

0.
83

 
2.

09
 

2.
50

 
2.

92
 

3.
33

 
3.

75
 

 
2.

25
 

2.
50

 
2.

75
 

2.
92

 
3.

08
 

3.
33

 
3.

58
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

68
 

0.
81

 
1.

87
 

2.
27

 
2.

68
 

3.
08

 
3.

49
 

 
2.

03
 

2.
27

 
2.

52
 

2.
68

 
2.

84
 

3.
08

 
3.

33
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

56
 

0.
83

 
1.

74
 

2.
15

 
2.

56
 

2.
98

 
3.

39
 

 
1.

90
 

2.
15

 
2.

40
 

2.
56

 
2.

73
 

2.
98

 
3.

22
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

77
 

0.
75

 
2.

03
 

2.
40

 
2.

77
 

3.
15

 
3.

52
 

 
2.

18
 

2.
40

 
2.

63
 

2.
77

 
2.

92
 

3.
15

 
3.

37
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

87
 

0.
46

 
2.

41
 

2.
64

 
2.

87
 

3.
09

 
3.

32
 

 
2.

50
 

2.
64

 
2.

77
 

2.
87

 
2.

96
 

3.
09

 
3.

23
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

74
 

0.
57

 
2.

17
 

2.
45

 
2.

74
 

3.
02

 
3.

30
 

 
2.

28
 

2.
45

 
2.

62
 

2.
74

 
2.

85
 

3.
02

 
3.

19
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
3.

02
 

0.
73

 
2.

30
 

2.
66

 
3.

02
 

3.
39

 
3.

75
 

 
2.

44
 

2.
66

 
2.

88
 

3.
02

 
3.

17
 

3.
39

 
3.

60
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

85
 

0.
69

 
2.

16
 

2.
51

 
2.

85
 

3.
19

 
3.

54
 

 
2.

30
 

2.
51

 
2.

71
 

2.
85

 
2.

99
 

3.
19

 
3.

40
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

86
 

0.
72

 
2.

14
 

2.
50

 
2.

86
 

3.
22

 
3.

58
 

 
2.

28
 

2.
50

 
2.

72
 

2.
86

 
3.

01
 

3.
22

 
3.

44
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

19
 

0.
56

 
2.

62
 

2.
91

 
3.

19
 

3.
47

 
3.

75
 

 
2.

74
 

2.
91

 
3.

07
 

3.
19

 
3.

30
 

3.
47

 
3.

64
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

80
 

0.
72

 
2.

08
 

2.
44

 
2.

80
 

3.
16

 
3.

52
 

 
2.

22
 

2.
44

 
2.

65
 

2.
80

 
2.

94
 

3.
16

 
3.

37
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

83
 

0.
47

 
2.

37
 

2.
60

 
2.

83
 

3.
07

 
3.

30
 

 
2.

46
 

2.
60

 
2.

74
 

2.
83

 
2.

93
 

3.
07

 
3.

21
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

60
 

0.
73

 
1.

87
 

2.
23

 
2.

60
 

2.
96

 
3.

33
 

 
2.

02
 

2.
23

 
2.

45
 

2.
60

 
2.

75
 

2.
96

 
3.

18
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

73
 

0.
67

 
2.

06
 

2.
39

 
2.

73
 

3.
06

 
3.

39
 

 
2.

19
 

2.
39

 
2.

59
 

2.
73

 
2.

86
 

3.
06

 
3.

26
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

22
 

0.
70

 
2.

52
 

2.
87

 
3.

22
 

3.
56

 
3.

91
 

 
2.

66
 

2.
87

 
3.

08
 

3.
22

 
3.

35
 

3.
56

 
3.

77
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

77
 

0.
72

 
2.

05
 

2.
41

 
2.

77
 

3.
13

 
3.

49
 

 
2.

20
 

2.
41

 
2.

63
 

2.
77

 
2.

92
 

3.
13

 
3.

35
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

78
 

0.
67

 
2.

11
 

2.
44

 
2.

78
 

3.
11

 
3.

45
 

 
2.

24
 

2.
44

 
2.

65
 

2.
78

 
2.

91
 

3.
11

 
3.

31
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
2.

92
 

0.
82

 
2.

11
 

2.
51

 
2.

92
 

3.
33

 
3.

74
 

 
2.

27
 

2.
51

 
2.

76
 

2.
92

 
3.

09
 

3.
33

 
3.

57
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

68
 

0.
73

 
1.

94
 

2.
31

 
2.

68
 

3.
05

 
3.

41
 

 
2.

09
 

2.
31

 
2.

53
 

2.
68

 
2.

83
 

3.
05

 
3.

27
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

97
 

0.
67

 
2.

30
 

2.
64

 
2.

97
 

3.
31

 
3.

65
 

 
2.

43
 

2.
64

 
2.

84
 

2.
97

 
3.

11
 

3.
31

 
3.

51
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

74
 

0.
76

 
1.

98
 

2.
36

 
2.

74
 

3.
13

 
3.

51
 

 
2.

13
 

2.
36

 
2.

59
 

2.
74

 
2.

90
 

3.
13

 
3.

35
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

87
 

0.
63

 
2.

23
 

2.
55

 
2.

87
 

3.
18

 
3.

50
 

 
2.

36
 

2.
55

 
2.

74
 

2.
87

 
2.

99
 

3.
18

 
3.

37
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

33
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

40
代
：

4,
11

3
名
）
（
続
き
）

 
 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

55
 

0.
50

 
2.

05
 

2.
30

 
2.

55
 

2.
80

 
3.

05
 

 
2.

15
 

2.
30

 
2.

45
 

2.
55

 
2.

65
 

2.
80

 
2.

95
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

81
 

0.
65

 
2.

16
 

2.
48

 
2.

81
 

3.
13

 
3.

46
 

 
2.

29
 

2.
48

 
2.

68
 

2.
81

 
2.

94
 

3.
13

 
3.

33
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

50
 

0.
71

 
1.

78
 

2.
14

 
2.

50
 

2.
86

 
3.

21
 

 
1.

93
 

2.
14

 
2.

36
 

2.
50

 
2.

64
 

2.
86

 
3.

07
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

56
 

0.
70

 
1.

86
 

2.
21

 
2.

56
 

2.
91

 
3.

25
 

 
2.

00
 

2.
21

 
2.

42
 

2.
56

 
2.

70
 

2.
91

 
3.

11
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

49
 

0.
74

 
1.

75
 

2.
12

 
2.

49
 

2.
86

 
3.

22
 

 
1.

90
 

2.
12

 
2.

34
 

2.
49

 
2.

64
 

2.
86

 
3.

08
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

87
 

0.
62

 
2.

25
 

2.
56

 
2.

87
 

3.
18

 
3.

49
 

 
2.

38
 

2.
56

 
2.

75
 

2.
87

 
3.

00
 

3.
18

 
3.

37
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

45
 

0.
72

 
1.

73
 

2.
09

 
2.

45
 

2.
81

 
3.

17
 

 
1.

87
 

2.
09

 
2.

30
 

2.
45

 
2.

59
 

2.
81

 
3.

03
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
18

 
0.

77
 

1.
41

 
1.

80
 

2.
18

 
2.

56
 

2.
94

 
 

1.
57

 
1.

80
 

2.
03

 
2.

18
 

2.
33

 
2.

56
 

2.
79

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

94
 

0.
53

 
2.

41
 

2.
67

 
2.

94
 

3.
21

 
3.

47
 

 
2.

51
 

2.
67

 
2.

83
 

2.
94

 
3.

05
 

3.
21

 
3.

37
 

活
気

 
1–

4 
2.

14
 

0.
72

 
1.

42
 

1.
78

 
2.

14
 

2.
50

 
2.

86
 

 
1.

56
 

1.
78

 
2.

00
 

2.
14

 
2.

29
 

2.
50

 
2.

72
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

92
 

0.
74

 
2.

18
 

2.
55

 
2.

92
 

3.
29

 
3.

66
 

 
2.

33
 

2.
55

 
2.

77
 

2.
92

 
3.

07
 

3.
29

 
3.

51
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

86
 

0.
78

 
2.

07
 

2.
46

 
2.

86
 

3.
25

 
3.

64
 

 
2.

23
 

2.
46

 
2.

70
 

2.
86

 
3.

01
 

3.
25

 
3.

48
 

不
安
感

 
1–

4 
3.

01
 

0.
68

 
2.

33
 

2.
67

 
3.

01
 

3.
35

 
3.

69
 

 
2.

47
 

2.
67

 
2.

88
 

3.
01

 
3.

15
 

3.
35

 
3.

55
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

35
 

0.
60

 
2.

76
 

3.
06

 
3.

35
 

3.
65

 
3.

95
 

 
2.

88
 

3.
06

 
3.

23
 

3.
35

 
3.

47
 

3.
65

 
3.

83
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

29
 

0.
50

 
2.

79
 

3.
04

 
3.

29
 

3.
54

 
3.

78
 

 
2.

89
 

3.
04

 
3.

19
 

3.
29

 
3.

39
 

3.
54

 
3.

68
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

70
 

0.
75

 
1.

95
 

2.
33

 
2.

70
 

3.
08

 
3.

46
 

 
2.

10
 

2.
33

 
2.

55
 

2.
70

 
2.

85
 

3.
08

 
3.

31
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

09
 

0.
74

 
2.

36
 

2.
73

 
3.

09
 

3.
46

 
3.

83
 

 
2.

51
 

2.
73

 
2.

95
 

3.
09

 
3.

24
 

3.
46

 
3.

68
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

74
 

0.
55

 
3.

19
 

3.
46

 
3.

74
 

4.
01

 
4.

29
 

 
3.

30
 

3.
46

 
3.

63
 

3.
74

 
3.

85
 

4.
01

 
4.

18
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

79
 

0.
65

 
2.

14
 

2.
47

 
2.

79
 

3.
12

 
3.

44
 

 
2.

27
 

2.
47

 
2.

66
 

2.
79

 
2.

92
 

3.
12

 
3.

31
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

57
 

0.
64

 
1.

93
 

2.
25

 
2.

57
 

2.
89

 
3.

21
 

 
2.

06
 

2.
25

 
2.

44
 

2.
57

 
2.

70
 

2.
89

 
3.

08
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

34
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

50
代
：

4,
36

1
名
）
 
 
 
 
 

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

52
 

0.
37

 
2.

15
 

2.
34

 
2.

52
 

2.
70

 
2.

89
 

 
2.

22
 

2.
34

 
2.

45
 

2.
52

 
2.

59
 

2.
70

 
2.

81
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

21
 

0.
65

 
1.

57
 

1.
89

 
2.

21
 

2.
54

 
2.

86
 

 
1.

70
 

1.
89

 
2.

09
 

2.
21

 
2.

34
 

2.
54

 
2.

73
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

11
 

0.
56

 
1.

55
 

1.
83

 
2.

11
 

2.
39

 
2.

66
 

 
1.

66
 

1.
83

 
2.

00
 

2.
11

 
2.

22
 

2.
39

 
2.

55
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

25
 

0.
75

 
2.

51
 

2.
88

 
3.

25
 

3.
63

 
4.

00
 

 
2.

66
 

2.
88

 
3.

10
 

3.
25

 
3.

40
 

3.
63

 
3.

85
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

58
 

0.
36

 
2.

22
 

2.
40

 
2.

58
 

2.
76

 
2.

94
 

 
2.

30
 

2.
40

 
2.

51
 

2.
58

 
2.

66
 

2.
76

 
2.

87
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

96
 

0.
81

 
2.

15
 

2.
56

 
2.

96
 

3.
37

 
3.

77
 

 
2.

32
 

2.
56

 
2.

80
 

2.
96

 
3.

12
 

3.
37

 
3.

61
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

75
 

0.
81

 
1.

94
 

2.
35

 
2.

75
 

3.
15

 
3.

56
 

 
2.

10
 

2.
35

 
2.

59
 

2.
75

 
2.

91
 

3.
15

 
3.

40
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

69
 

0.
79

 
1.

90
 

2.
30

 
2.

69
 

3.
09

 
3.

49
 

 
2.

06
 

2.
30

 
2.

53
 

2.
69

 
2.

85
 

3.
09

 
3.

33
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

89
 

0.
71

 
2.

19
 

2.
54

 
2.

89
 

3.
25

 
3.

60
 

 
2.

33
 

2.
54

 
2.

75
 

2.
89

 
3.

04
 

3.
25

 
3.

46
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

88
 

0.
48

 
2.

40
 

2.
64

 
2.

88
 

3.
12

 
3.

36
 

 
2.

50
 

2.
64

 
2.

78
 

2.
88

 
2.

97
 

3.
12

 
3.

26
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

77
 

0.
58

 
2.

19
 

2.
48

 
2.

77
 

3.
06

 
3.

35
 

 
2.

31
 

2.
48

 
2.

66
 

2.
77

 
2.

89
 

3.
06

 
3.

24
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
2.

99
 

0.
76

 
2.

22
 

2.
60

 
2.

99
 

3.
37

 
3.

75
 

 
2.

38
 

2.
60

 
2.

83
 

2.
99

 
3.

14
 

3.
37

 
3.

60
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

83
 

0.
72

 
2.

11
 

2.
47

 
2.

83
 

3.
19

 
3.

56
 

 
2.

25
 

2.
47

 
2.

69
 

2.
83

 
2.

98
 

3.
19

 
3.

41
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

84
 

0.
75

 
2.

09
 

2.
46

 
2.

84
 

3.
21

 
3.

59
 

 
2.

24
 

2.
46

 
2.

69
 

2.
84

 
2.

99
 

3.
21

 
3.

44
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

26
 

0.
59

 
2.

68
 

2.
97

 
3.

26
 

3.
56

 
3.

85
 

 
2.

79
 

2.
97

 
3.

15
 

3.
26

 
3.

38
 

3.
56

 
3.

73
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

79
 

0.
73

 
2.

06
 

2.
43

 
2.

79
 

3.
16

 
3.

52
 

 
2.

21
 

2.
43

 
2.

65
 

2.
79

 
2.

94
 

3.
16

 
3.

37
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

79
 

0.
47

 
2.

33
 

2.
56

 
2.

79
 

3.
03

 
3.

26
 

 
2.

42
 

2.
56

 
2.

70
 

2.
79

 
2.

89
 

3.
03

 
3.

17
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

57
 

0.
71

 
1.

86
 

2.
22

 
2.

57
 

2.
93

 
3.

28
 

 
2.

01
 

2.
22

 
2.

43
 

2.
57

 
2.

71
 

2.
93

 
3.

14
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

66
 

0.
64

 
2.

02
 

2.
34

 
2.

66
 

2.
98

 
3.

30
 

 
2.

14
 

2.
34

 
2.

53
 

2.
66

 
2.

78
 

2.
98

 
3.

17
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

21
 

0.
69

 
2.

52
 

2.
87

 
3.

21
 

3.
55

 
3.

89
 

 
2.

66
 

2.
87

 
3.

07
 

3.
21

 
3.

35
 

3.
55

 
3.

76
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

69
 

0.
73

 
1.

96
 

2.
33

 
2.

69
 

3.
05

 
3.

42
 

 
2.

11
 

2.
33

 
2.

54
 

2.
69

 
2.

83
 

3.
05

 
3.

27
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

68
 

0.
70

 
1.

99
 

2.
34

 
2.

68
 

3.
03

 
3.

38
 

 
2.

13
 

2.
34

 
2.

55
 

2.
68

 
2.

82
 

3.
03

 
3.

24
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
2.

90
 

0.
80

 
2.

11
 

2.
50

 
2.

90
 

3.
30

 
3.

70
 

 
2.

27
 

2.
50

 
2.

74
 

2.
90

 
3.

06
 

3.
30

 
3.

54
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

63
 

0.
71

 
1.

92
 

2.
28

 
2.

63
 

2.
99

 
3.

35
 

 
2.

06
 

2.
28

 
2.

49
 

2.
63

 
2.

78
 

2.
99

 
3.

21
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

95
 

0.
66

 
2.

29
 

2.
62

 
2.

95
 

3.
28

 
3.

61
 

 
2.

42
 

2.
62

 
2.

82
 

2.
95

 
3.

08
 

3.
28

 
3.

47
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

70
 

0.
74

 
1.

96
 

2.
33

 
2.

70
 

3.
08

 
3.

45
 

 
2.

11
 

2.
33

 
2.

55
 

2.
70

 
2.

85
 

3.
08

 
3.

30
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

83
 

0.
63

 
2.

20
 

2.
51

 
2.

83
 

3.
14

 
3.

46
 

 
2.

33
 

2.
51

 
2.

70
 

2.
83

 
2.

95
 

3.
14

 
3.

33
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

34
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

50
代
：

4,
36

1
名
）
（
続
き
）

 
 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

56
 

0.
49

 
2.

07
 

2.
31

 
2.

56
 

2.
81

 
3.

06
 

 
2.

17
 

2.
31

 
2.

46
 

2.
56

 
2.

66
 

2.
81

 
2.

96
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

84
 

0.
64

 
2.

20
 

2.
52

 
2.

84
 

3.
16

 
3.

48
 

 
2.

33
 

2.
52

 
2.

71
 

2.
84

 
2.

97
 

3.
16

 
3.

35
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

51
 

0.
70

 
1.

81
 

2.
16

 
2.

51
 

2.
86

 
3.

21
 

 
1.

95
 

2.
16

 
2.

37
 

2.
51

 
2.

65
 

2.
86

 
3.

07
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

54
 

0.
68

 
1.

86
 

2.
20

 
2.

54
 

2.
88

 
3.

22
 

 
1.

99
 

2.
20

 
2.

40
 

2.
54

 
2.

67
 

2.
88

 
3.

08
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

45
 

0.
73

 
1.

72
 

2.
09

 
2.

45
 

2.
82

 
3.

19
 

 
1.

87
 

2.
09

 
2.

31
 

2.
45

 
2.

60
 

2.
82

 
3.

04
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

85
 

0.
62

 
2.

22
 

2.
54

 
2.

85
 

3.
16

 
3.

47
 

 
2.

35
 

2.
54

 
2.

72
 

2.
85

 
2.

97
 

3.
16

 
3.

35
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

45
 

0.
69

 
1.

76
 

2.
11

 
2.

45
 

2.
80

 
3.

15
 

 
1.

90
 

2.
11

 
2.

31
 

2.
45

 
2.

59
 

2.
80

 
3.

01
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
29

 
0.

75
 

1.
53

 
1.

91
 

2.
29

 
2.

66
 

3.
04

 
 

1.
68

 
1.

91
 

2.
14

 
2.

29
 

2.
44

 
2.

66
 

2.
89

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
3.

02
 

0.
52

 
2.

50
 

2.
76

 
3.

02
 

3.
28

 
3.

55
 

 
2.

60
 

2.
76

 
2.

92
 

3.
02

 
3.

13
 

3.
28

 
3.

44
 

活
気

 
1–

4 
2.

17
 

0.
73

 
1.

44
 

1.
81

 
2.

17
 

2.
54

 
2.

90
 

 
1.

59
 

1.
81

 
2.

03
 

2.
17

 
2.

32
 

2.
54

 
2.

75
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
3.

00
 

0.
73

 
2.

27
 

2.
64

 
3.

00
 

3.
37

 
3.

73
 

 
2.

42
 

2.
64

 
2.

86
 

3.
00

 
3.

15
 

3.
37

 
3.

59
 

疲
労
感

 
1–

4 
3.

05
 

0.
75

 
2.

30
 

2.
67

 
3.

05
 

3.
42

 
3.

79
 

 
2.

45
 

2.
67

 
2.

90
 

3.
05

 
3.

20
 

3.
42

 
3.

65
 

不
安
感

 
1–

4 
3.

09
 

0.
65

 
2.

44
 

2.
77

 
3.

09
 

3.
42

 
3.

74
 

 
2.

57
 

2.
77

 
2.

96
 

3.
09

 
3.

22
 

3.
42

 
3.

61
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

41
 

0.
59

 
2.

82
 

3.
12

 
3.

41
 

3.
71

 
4.

01
 

 
2.

94
 

3.
12

 
3.

29
 

3.
41

 
3.

53
 

3.
71

 
3.

89
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

33
 

0.
49

 
2.

84
 

3.
09

 
3.

33
 

3.
58

 
3.

82
 

 
2.

94
 

3.
09

 
3.

23
 

3.
33

 
3.

43
 

3.
58

 
3.

72
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

72
 

0.
76

 
1.

95
 

2.
34

 
2.

72
 

3.
10

 
3.

48
 

 
2.

11
 

2.
34

 
2.

57
 

2.
72

 
2.

87
 

3.
10

 
3.

33
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

10
 

0.
72

 
2.

39
 

2.
75

 
3.

10
 

3.
46

 
3.

82
 

 
2.

53
 

2.
75

 
2.

96
 

3.
10

 
3.

25
 

3.
46

 
3.

68
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

73
 

0.
55

 
3.

18
 

3.
46

 
3.

73
 

4.
01

 
4.

28
 

 
3.

29
 

3.
46

 
3.

62
 

3.
73

 
3.

84
 

4.
01

 
4.

17
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

81
 

0.
65

 
2.

16
 

2.
49

 
2.

81
 

3.
14

 
3.

46
 

 
2.

29
 

2.
49

 
2.

68
 

2.
81

 
2.

94
 

3.
14

 
3.

33
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

63
 

0.
66

 
1.

97
 

2.
30

 
2.

63
 

2.
95

 
3.

28
 

 
2.

10
 

2.
30

 
2.

49
 

2.
63

 
2.

76
 

2.
95

 
3.

15
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

35
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

60
代
：

40
8
名
）
 
 
 
 
 
 

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

71
 

0.
36

 
2.

35
 

2.
53

 
2.

71
 

2.
89

 
3.

07
 

 
2.

42
 

2.
53

 
2.

63
 

2.
71

 
2.

78
 

2.
89

 
2.

99
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

60
 

0.
69

 
1.

91
 

2.
26

 
2.

60
 

2.
94

 
3.

29
 

 
2.

05
 

2.
26

 
2.

46
 

2.
60

 
2.

74
 

2.
94

 
3.

15
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

28
 

0.
54

 
1.

74
 

2.
01

 
2.

28
 

2.
55

 
2.

83
 

 
1.

85
 

2.
01

 
2.

17
 

2.
28

 
2.

39
 

2.
55

 
2.

72
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

17
 

0.
81

 
2.

36
 

2.
76

 
3.

17
 

3.
58

 
3.

99
 

 
2.

52
 

2.
76

 
3.

01
 

3.
17

 
3.

33
 

3.
58

 
3.

82
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

64
 

0.
35

 
2.

30
 

2.
47

 
2.

64
 

2.
82

 
2.

99
 

 
2.

37
 

2.
47

 
2.

57
 

2.
64

 
2.

71
 

2.
82

 
2.

92
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
3.

12
 

0.
76

 
2.

36
 

2.
74

 
3.

12
 

3.
50

 
3.

88
 

 
2.

51
 

2.
74

 
2.

97
 

3.
12

 
3.

27
 

3.
50

 
3.

73
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

97
 

0.
77

 
2.

20
 

2.
59

 
2.

97
 

3.
35

 
3.

73
 

 
2.

36
 

2.
59

 
2.

82
 

2.
97

 
3.

12
 

3.
35

 
3.

58
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

99
 

0.
76

 
2.

23
 

2.
61

 
2.

99
 

3.
37

 
3.

75
 

 
2.

38
 

2.
61

 
2.

84
 

2.
99

 
3.

14
 

3.
37

 
3.

60
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
3.

06
 

0.
67

 
2.

39
 

2.
73

 
3.

06
 

3.
40

 
3.

74
 

 
2.

53
 

2.
73

 
2.

93
 

3.
06

 
3.

20
 

3.
40

 
3.

60
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

94
 

0.
48

 
2.

46
 

2.
70

 
2.

94
 

3.
18

 
3.

42
 

 
2.

56
 

2.
70

 
2.

84
 

2.
94

 
3.

04
 

3.
18

 
3.

32
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

86
 

0.
59

 
2.

27
 

2.
57

 
2.

86
 

3.
16

 
3.

46
 

 
2.

39
 

2.
57

 
2.

74
 

2.
86

 
2.

98
 

3.
16

 
3.

34
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
3.

01
 

0.
78

 
2.

23
 

2.
62

 
3.

01
 

3.
40

 
3.

79
 

 
2.

38
 

2.
62

 
2.

85
 

3.
01

 
3.

16
 

3.
40

 
3.

63
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

94
 

0.
74

 
2.

20
 

2.
57

 
2.

94
 

3.
32

 
3.

69
 

 
2.

35
 

2.
57

 
2.

79
 

2.
94

 
3.

09
 

3.
32

 
3.

54
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

84
 

0.
75

 
2.

09
 

2.
46

 
2.

84
 

3.
21

 
3.

59
 

 
2.

24
 

2.
46

 
2.

69
 

2.
84

 
2.

99
 

3.
21

 
3.

44
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

37
 

0.
59

 
2.

78
 

3.
07

 
3.

37
 

3.
66

 
3.

96
 

 
2.

90
 

3.
07

 
3.

25
 

3.
37

 
3.

49
 

3.
66

 
3.

84
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

77
 

0.
72

 
2.

06
 

2.
42

 
2.

77
 

3.
13

 
3.

49
 

 
2.

20
 

2.
42

 
2.

63
 

2.
77

 
2.

92
 

3.
13

 
3.

35
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

81
 

0.
48

 
2.

34
 

2.
58

 
2.

81
 

3.
05

 
3.

29
 

 
2.

43
 

2.
58

 
2.

72
 

2.
81

 
2.

91
 

3.
05

 
3.

20
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

63
 

0.
71

 
1.

91
 

2.
27

 
2.

63
 

2.
98

 
3.

34
 

 
2.

06
 

2.
27

 
2.

48
 

2.
63

 
2.

77
 

2.
98

 
3.

20
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

66
 

0.
67

 
1.

99
 

2.
33

 
2.

66
 

3.
00

 
3.

33
 

 
2.

13
 

2.
33

 
2.

53
 

2.
66

 
2.

80
 

3.
00

 
3.

20
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

22
 

0.
68

 
2.

55
 

2.
88

 
3.

22
 

3.
56

 
3.

90
 

 
2.

68
 

2.
88

 
3.

09
 

3.
22

 
3.

36
 

3.
56

 
3.

76
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

51
 

0.
81

 
1.

70
 

2.
11

 
2.

51
 

2.
91

 
3.

32
 

 
1.

87
 

2.
11

 
2.

35
 

2.
51

 
2.

67
 

2.
91

 
3.

15
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

70
 

0.
68

 
2.

03
 

2.
36

 
2.

70
 

3.
04

 
3.

38
 

 
2.

16
 

2.
36

 
2.

57
 

2.
70

 
2.

84
 

3.
04

 
3.

24
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
3.

04
 

0.
81

 
2.

23
 

2.
63

 
3.

04
 

3.
44

 
3.

84
 

 
2.

39
 

2.
63

 
2.

88
 

3.
04

 
3.

20
 

3.
44

 
3.

68
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

66
 

0.
71

 
1.

95
 

2.
30

 
2.

66
 

3.
01

 
3.

36
 

 
2.

09
 

2.
30

 
2.

52
 

2.
66

 
2.

80
 

3.
01

 
3.

22
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

98
 

0.
69

 
2.

29
 

2.
63

 
2.

98
 

3.
32

 
3.

67
 

 
2.

42
 

2.
63

 
2.

84
 

2.
98

 
3.

11
 

3.
32

 
3.

53
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

74
 

0.
71

 
2.

03
 

2.
39

 
2.

74
 

3.
10

 
3.

46
 

 
2.

17
 

2.
39

 
2.

60
 

2.
74

 
2.

89
 

3.
10

 
3.

31
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

87
 

0.
64

 
2.

24
 

2.
55

 
2.

87
 

3.
19

 
3.

51
 

 
2.

36
 

2.
55

 
2.

75
 

2.
87

 
3.

00
 

3.
19

 
3.

38
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

35
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

60
代
：

40
8
名
）
（
続
き
）
 

 
 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

66
 

0.
51

 
2.

15
 

2.
41

 
2.

66
 

2.
92

 
3.

17
 

 
2.

25
 

2.
41

 
2.

56
 

2.
66

 
2.

76
 

2.
92

 
3.

07
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

89
 

0.
64

 
2.

26
 

2.
58

 
2.

89
 

3.
21

 
3.

53
 

 
2.

39
 

2.
58

 
2.

77
 

2.
89

 
3.

02
 

3.
21

 
3.

40
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

60
 

0.
70

 
1.

90
 

2.
25

 
2.

60
 

2.
95

 
3.

31
 

 
2.

04
 

2.
25

 
2.

46
 

2.
60

 
2.

74
 

2.
95

 
3.

17
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

63
 

0.
67

 
1.

96
 

2.
29

 
2.

63
 

2.
96

 
3.

29
 

 
2.

09
 

2.
29

 
2.

49
 

2.
63

 
2.

76
 

2.
96

 
3.

16
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

54
 

0.
68

 
1.

86
 

2.
20

 
2.

54
 

2.
88

 
3.

22
 

 
1.

99
 

2.
20

 
2.

40
 

2.
54

 
2.

68
 

2.
88

 
3.

08
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

85
 

0.
62

 
2.

22
 

2.
54

 
2.

85
 

3.
16

 
3.

47
 

 
2.

35
 

2.
54

 
2.

72
 

2.
85

 
2.

97
 

3.
16

 
3.

35
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

59
 

0.
69

 
1.

90
 

2.
24

 
2.

59
 

2.
94

 
3.

28
 

 
2.

04
 

2.
24

 
2.

45
 

2.
59

 
2.

73
 

2.
94

 
3.

14
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
52

 
0.

71
 

1.
82

 
2.

17
 

2.
52

 
2.

88
 

3.
23

 
 

1.
96

 
2.

17
 

2.
38

 
2.

52
 

2.
67

 
2.

88
 

3.
09

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
3.

20
 

0.
47

 
2.

72
 

2.
96

 
3.

20
 

3.
43

 
3.

67
 

 
2.

82
 

2.
96

 
3.

10
 

3.
20

 
3.

29
 

3.
43

 
3.

57
 

活
気

 
1–

4 
2.

31
 

0.
68

 
1.

63
 

1.
97

 
2.

31
 

2.
65

 
2.

99
 

 
1.

77
 

1.
97

 
2.

18
 

2.
31

 
2.

45
 

2.
65

 
2.

86
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
3.

21
 

0.
67

 
2.

54
 

2.
87

 
3.

21
 

3.
55

 
3.

89
 

 
2.

67
 

2.
87

 
3.

08
 

3.
21

 
3.

35
 

3.
55

 
3.

75
 

疲
労
感

 
1–

4 
3.

27
 

0.
67

 
2.

59
 

2.
93

 
3.

27
 

3.
60

 
3.

94
 

 
2.

73
 

2.
93

 
3.

13
 

3.
27

 
3.

40
 

3.
60

 
3.

81
 

不
安
感

 
1–

4 
3.

29
 

0.
56

 
2.

73
 

3.
01

 
3.

29
 

3.
56

 
3.

84
 

 
2.

84
 

3.
01

 
3.

17
 

3.
29

 
3.

40
 

3.
56

 
3.

73
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

55
 

0.
54

 
3.

01
 

3.
28

 
3.

55
 

3.
82

 
4.

09
 

 
3.

12
 

3.
28

 
3.

44
 

3.
55

 
3.

66
 

3.
82

 
3.

98
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

44
 

0.
45

 
2.

99
 

3.
22

 
3.

44
 

3.
66

 
3.

89
 

 
3.

08
 

3.
22

 
3.

35
 

3.
44

 
3.

53
 

3.
66

 
3.

80
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

89
 

0.
72

 
2.

17
 

2.
53

 
2.

89
 

3.
26

 
3.

62
 

 
2.

32
 

2.
53

 
2.

75
 

2.
89

 
3.

04
 

3.
26

 
3.

47
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

19
 

0.
67

 
2.

52
 

2.
85

 
3.

19
 

3.
52

 
3.

86
 

 
2.

65
 

2.
85

 
3.

05
 

3.
19

 
3.

32
 

3.
52

 
3.

72
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

78
 

0.
50

 
3.

28
 

3.
53

 
3.

78
 

4.
03

 
4.

27
 

 
3.

38
 

3.
53

 
3.

68
 

3.
78

 
3.

88
 

4.
03

 
4.

17
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

92
 

0.
63

 
2.

29
 

2.
60

 
2.

92
 

3.
23

 
3.

54
 

 
2.

42
 

2.
60

 
2.

79
 

2.
92

 
3.

04
 

3.
23

 
3.

42
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

79
 

0.
59

 
2.

20
 

2.
50

 
2.

79
 

3.
09

 
3.

38
 

 
2.

32
 

2.
50

 
2.

67
 

2.
79

 
2.

91
 

3.
09

 
3.

26
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

36
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

24
歳
以
下
：

97
名
）
 
 
 
 

 
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

54
 

0.
35

 
2.

19
 

2.
36

 
2.

54
 

2.
72

 
2.

90
 

 
2.

26
 

2.
36

 
2.

47
 

2.
54

 
2.

61
 

2.
72

 
2.

83
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

30
 

0.
62

 
1.

68
 

1.
99

 
2.

30
 

2.
61

 
2.

92
 

 
1.

81
 

1.
99

 
2.

18
 

2.
30

 
2.

43
 

2.
61

 
2.

80
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

23
 

0.
60

 
1.

64
 

1.
94

 
2.

23
 

2.
53

 
2.

83
 

 
1.

76
 

1.
94

 
2.

11
 

2.
23

 
2.

35
 

2.
53

 
2.

71
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
2.

97
 

1.
04

 
1.

93
 

2.
45

 
2.

97
 

3.
49

 
4.

00
 

 
2.

14
 

2.
45

 
2.

76
 

2.
97

 
3.

18
 

3.
49

 
3.

80
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

59
 

0.
37

 
2.

22
 

2.
40

 
2.

59
 

2.
77

 
2.

96
 

 
2.

29
 

2.
40

 
2.

51
 

2.
59

 
2.

66
 

2.
77

 
2.

88
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
3.

00
 

0.
88

 
2.

12
 

2.
56

 
3.

00
 

3.
44

 
3.

88
 

 
2.

30
 

2.
56

 
2.

82
 

3.
00

 
3.

18
 

3.
44

 
3.

70
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

85
 

0.
81

 
2.

04
 

2.
44

 
2.

85
 

3.
25

 
3.

65
 

 
2.

20
 

2.
44

 
2.

68
 

2.
85

 
3.

01
 

3.
25

 
3.

49
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

64
 

0.
88

 
1.

76
 

2.
20

 
2.

64
 

3.
08

 
3.

52
 

 
1.

94
 

2.
20

 
2.

46
 

2.
64

 
2.

82
 

3.
08

 
3.

34
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

76
 

0.
84

 
1.

92
 

2.
34

 
2.

76
 

3.
18

 
3.

60
 

 
2.

09
 

2.
34

 
2.

60
 

2.
76

 
2.

93
 

3.
18

 
3.

43
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

91
 

0.
46

 
2.

45
 

2.
68

 
2.

91
 

3.
14

 
3.

37
 

 
2.

54
 

2.
68

 
2.

82
 

2.
91

 
3.

00
 

3.
14

 
3.

28
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

80
 

0.
59

 
2.

21
 

2.
51

 
2.

80
 

3.
10

 
3.

40
 

 
2.

33
 

2.
51

 
2.

69
 

2.
80

 
2.

92
 

3.
10

 
3.

28
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
2.

96
 

0.
79

 
2.

17
 

2.
56

 
2.

96
 

3.
35

 
3.

75
 

 
2.

33
 

2.
56

 
2.

80
 

2.
96

 
3.

12
 

3.
35

 
3.

59
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

91
 

0.
66

 
2.

24
 

2.
58

 
2.

91
 

3.
24

 
3.

57
 

 
2.

38
 

2.
58

 
2.

77
 

2.
91

 
3.

04
 

3.
24

 
3.

44
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
3.

08
 

0.
73

 
2.

35
 

2.
72

 
3.

08
 

3.
45

 
3.

81
 

 
2.

50
 

2.
72

 
2.

94
 

3.
08

 
3.

23
 

3.
45

 
3.

67
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

00
 

0.
58

 
2.

42
 

2.
71

 
3.

00
 

3.
29

 
3.

58
 

 
2.

54
 

2.
71

 
2.

88
 

3.
00

 
3.

12
 

3.
29

 
3.

46
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

92
 

0.
79

 
2.

13
 

2.
52

 
2.

92
 

3.
31

 
3.

70
 

 
2.

29
 

2.
52

 
2.

76
 

2.
92

 
3.

07
 

3.
31

 
3.

55
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
3.

10
 

0.
43

 
2.

67
 

2.
88

 
3.

10
 

3.
31

 
3.

53
 

 
2.

75
 

2.
88

 
3.

01
 

3.
10

 
3.

19
 

3.
31

 
3.

44
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

71
 

0.
68

 
2.

03
 

2.
37

 
2.

71
 

3.
05

 
3.

39
 

 
2.

16
 

2.
37

 
2.

57
 

2.
71

 
2.

85
 

3.
05

 
3.

26
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

98
 

0.
69

 
2.

28
 

2.
63

 
2.

98
 

3.
32

 
3.

67
 

 
2.

42
 

2.
63

 
2.

84
 

2.
98

 
3.

11
 

3.
32

 
3.

53
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

42
 

0.
62

 
2.

80
 

3.
11

 
3.

42
 

3.
73

 
4.

04
 

 
2.

93
 

3.
11

 
3.

30
 

3.
42

 
3.

54
 

3.
73

 
3.

91
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
3.

01
 

0.
80

 
2.

21
 

2.
61

 
3.

01
 

3.
41

 
3.

81
 

 
2.

37
 

2.
61

 
2.

85
 

3.
01

 
3.

17
 

3.
41

 
3.

65
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
3.

04
 

0.
56

 
2.

48
 

2.
76

 
3.

04
 

3.
32

 
3.

60
 

 
2.

60
 

2.
76

 
2.

93
 

3.
04

 
3.

15
 

3.
32

 
3.

49
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
3.

27
 

0.
87

 
2.

40
 

2.
83

 
3.

27
 

3.
70

 
4.

14
 

 
2.

57
 

2.
83

 
3.

09
 

3.
27

 
3.

44
 

3.
70

 
3.

97
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
3.

18
 

0.
69

 
2.

48
 

2.
83

 
3.

18
 

3.
52

 
3.

87
 

 
2.

62
 

2.
83

 
3.

04
 

3.
18

 
3.

31
 

3.
52

 
3.

73
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
3.

35
 

0.
69

 
2.

66
 

3.
00

 
3.

35
 

3.
70

 
4.

04
 

 
2.

80
 

3.
00

 
3.

21
 

3.
35

 
3.

49
 

3.
70

 
3.

90
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
3.

16
 

0.
70

 
2.

46
 

2.
81

 
3.

16
 

3.
52

 
3.

87
 

 
2.

60
 

2.
81

 
3.

02
 

3.
16

 
3.

31
 

3.
52

 
3.

73
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
3.

25
 

0.
58

 
2.

67
 

2.
96

 
3.

25
 

3.
54

 
3.

83
 

 
2.

79
 

2.
96

 
3.

13
 

3.
25

 
3.

36
 

3.
54

 
3.

71
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

36
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布

（
24

歳
以
下
：

97
名
）
（
続
き
）

 
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

86
 

0.
52

 
2.

34
 

2.
60

 
2.

86
 

3.
12

 
3.

38
 

 
2.

45
 

2.
60

 
2.

76
 

2.
86

 
2.

97
 

3.
12

 
3.

28
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

91
 

0.
66

 
2.

24
 

2.
58

 
2.

91
 

3.
24

 
3.

57
 

 
2.

38
 

2.
58

 
2.

77
 

2.
91

 
3.

04
 

3.
24

 
3.

44
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

89
 

0.
69

 
2.

20
 

2.
54

 
2.

89
 

3.
23

 
3.

58
 

 
2.

33
 

2.
54

 
2.

75
 

2.
89

 
3.

02
 

3.
23

 
3.

44
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

93
 

0.
70

 
2.

23
 

2.
58

 
2.

93
 

3.
28

 
3.

62
 

 
2.

37
 

2.
58

 
2.

79
 

2.
93

 
3.

07
 

3.
28

 
3.

48
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

80
 

0.
72

 
2.

09
 

2.
45

 
2.

80
 

3.
16

 
3.

52
 

 
2.

23
 

2.
45

 
2.

66
 

2.
80

 
2.

95
 

3.
16

 
3.

38
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
3.

14
 

0.
66

 
2.

48
 

2.
81

 
3.

14
 

3.
47

 
3.

81
 

 
2.

62
 

2.
81

 
3.

01
 

3.
14

 
3.

28
 

3.
47

 
3.

67
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
3.

03
 

0.
64

 
2.

39
 

2.
71

 
3.

03
 

3.
35

 
3.

67
 

 
2.

52
 

2.
71

 
2.

90
 

3.
03

 
3.

16
 

3.
35

 
3.

54
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
35

 
0.

88
 

1.
47

 
1.

91
 

2.
35

 
2.

79
 

3.
23

 
 

1.
65

 
1.

91
 

2.
17

 
2.

35
 

2.
53

 
2.

79
 

3.
05

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

94
 

0.
56

 
2.

38
 

2.
66

 
2.

94
 

3.
21

 
3.

49
 

 
2.

49
 

2.
66

 
2.

82
 

2.
94

 
3.

05
 

3.
21

 
3.

38
 

活
気

 
1–

4 
2.

42
 

0.
81

 
1.

61
 

2.
01

 
2.

42
 

2.
82

 
3.

22
 

 
1.

77
 

2.
01

 
2.

25
 

2.
42

 
2.

58
 

2.
82

 
3.

06
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

96
 

0.
82

 
2.

14
 

2.
55

 
2.

96
 

3.
37

 
3.

78
 

 
2.

30
 

2.
55

 
2.

79
 

2.
96

 
3.

12
 

3.
37

 
3.

62
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

69
 

0.
77

 
1.

92
 

2.
31

 
2.

69
 

3.
08

 
3.

46
 

 
2.

07
 

2.
31

 
2.

54
 

2.
69

 
2.

84
 

3.
08

 
3.

31
 

不
安
感

 
1–

4 
2.

98
 

0.
67

 
2.

31
 

2.
65

 
2.

98
 

3.
31

 
3.

65
 

 
2.

44
 

2.
65

 
2.

85
 

2.
98

 
3.

11
 

3.
31

 
3.

51
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

28
 

0.
68

 
2.

60
 

2.
94

 
3.

28
 

3.
62

 
3.

96
 

 
2.

74
 

2.
94

 
3.

15
 

3.
28

 
3.

42
 

3.
62

 
3.

83
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

35
 

0.
53

 
2.

82
 

3.
08

 
3.

35
 

3.
61

 
3.

88
 

 
2.

92
 

3.
08

 
3.

24
 

3.
35

 
3.

45
 

3.
61

 
3.

77
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

95
 

0.
71

 
2.

24
 

2.
59

 
2.

95
 

3.
30

 
3.

66
 

 
2.

38
 

2.
59

 
2.

81
 

2.
95

 
3.

09
 

3.
30

 
3.

52
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

15
 

0.
73

 
2.

43
 

2.
79

 
3.

15
 

3.
52

 
3.

88
 

 
2.

57
 

2.
79

 
3.

01
 

3.
15

 
3.

30
 

3.
52

 
3.

74
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

84
 

0.
47

 
3.

36
 

3.
60

 
3.

84
 

4.
07

 
4.

31
 

 
3.

46
 

3.
60

 
3.

74
 

3.
84

 
3.

93
 

4.
07

 
4.

21
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
3.

00
 

0.
65

 
2.

35
 

2.
68

 
3.

00
 

3.
32

 
3.

65
 

 
2.

48
 

2.
68

 
2.

87
 

3.
00

 
3.

13
 

3.
32

 
3.

52
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

70
 

0.
67

 
2.

02
 

2.
36

 
2.

70
 

3.
03

 
3.

37
 

 
2.

16
 

2.
36

 
2.

56
 

2.
70

 
2.

83
 

3.
03

 
3.

23
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

37
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

25
～

34
歳
：

1,
66

5
名
）
 
 
 

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

41
 

0.
39

 
2.

03
 

2.
22

 
2.

41
 

2.
61

 
2.

80
 

 
2.

10
 

2.
22

 
2.

34
 

2.
41

 
2.

49
 

2.
61

 
2.

72
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

00
 

0.
64

 
1.

37
 

1.
69

 
2.

00
 

2.
32

 
2.

64
 

 
1.

50
 

1.
69

 
1.

88
 

2.
00

 
2.

13
 

2.
32

 
2.

51
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

08
 

0.
59

 
1.

49
 

1.
78

 
2.

08
 

2.
37

 
2.

67
 

 
1.

60
 

1.
78

 
1.

96
 

2.
08

 
2.

20
 

2.
37

 
2.

55
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

20
 

0.
88

 
2.

32
 

2.
76

 
3.

20
 

3.
64

 
4.

08
 

 
2.

50
 

2.
76

 
3.

02
 

3.
20

 
3.

37
 

3.
64

 
3.

90
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

50
 

0.
41

 
2.

09
 

2.
30

 
2.

50
 

2.
70

 
2.

91
 

 
2.

18
 

2.
30

 
2.

42
 

2.
50

 
2.

58
 

2.
70

 
2.

83
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

90
 

0.
87

 
2.

03
 

2.
46

 
2.

90
 

3.
33

 
3.

77
 

 
2.

20
 

2.
46

 
2.

72
 

2.
90

 
3.

07
 

3.
33

 
3.

59
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

75
 

0.
83

 
1.

92
 

2.
34

 
2.

75
 

3.
16

 
3.

58
 

 
2.

09
 

2.
34

 
2.

58
 

2.
75

 
2.

91
 

3.
16

 
3.

41
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

52
 

0.
88

 
1.

64
 

2.
08

 
2.

52
 

2.
96

 
3.

40
 

 
1.

82
 

2.
08

 
2.

35
 

2.
52

 
2.

70
 

2.
96

 
3.

22
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

68
 

0.
80

 
1.

89
 

2.
29

 
2.

68
 

3.
08

 
3.

48
 

 
2.

05
 

2.
29

 
2.

52
 

2.
68

 
2.

84
 

3.
08

 
3.

32
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

90
 

0.
47

 
2.

43
 

2.
67

 
2.

90
 

3.
14

 
3.

37
 

 
2.

53
 

2.
67

 
2.

81
 

2.
90

 
3.

00
 

3.
14

 
3.

28
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

80
 

0.
60

 
2.

20
 

2.
50

 
2.

80
 

3.
10

 
3.

40
 

 
2.

32
 

2.
50

 
2.

68
 

2.
80

 
2.

92
 

3.
10

 
3.

28
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
3.

05
 

0.
76

 
2.

29
 

2.
67

 
3.

05
 

3.
43

 
3.

81
 

 
2.

44
 

2.
67

 
2.

90
 

3.
05

 
3.

20
 

3.
43

 
3.

66
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

85
 

0.
71

 
2.

14
 

2.
50

 
2.

85
 

3.
21

 
3.

57
 

 
2.

28
 

2.
50

 
2.

71
 

2.
85

 
3.

00
 

3.
21

 
3.

42
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

93
 

0.
78

 
2.

15
 

2.
54

 
2.

93
 

3.
32

 
3.

71
 

 
2.

30
 

2.
54

 
2.

77
 

2.
93

 
3.

09
 

3.
32

 
3.

55
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

10
 

0.
57

 
2.

53
 

2.
82

 
3.

10
 

3.
39

 
3.

68
 

 
2.

65
 

2.
82

 
2.

99
 

3.
10

 
3.

22
 

3.
39

 
3.

56
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

88
 

0.
75

 
2.

13
 

2.
51

 
2.

88
 

3.
26

 
3.

63
 

 
2.

28
 

2.
51

 
2.

73
 

2.
88

 
3.

03
 

3.
26

 
3.

48
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
3.

00
 

0.
46

 
2.

54
 

2.
77

 
3.

00
 

3.
23

 
3.

46
 

 
2.

63
 

2.
77

 
2.

91
 

3.
00

 
3.

09
 

3.
23

 
3.

37
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

73
 

0.
73

 
2.

00
 

2.
36

 
2.

73
 

3.
09

 
3.

46
 

 
2.

14
 

2.
36

 
2.

58
 

2.
73

 
2.

87
 

3.
09

 
3.

31
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

88
 

0.
70

 
2.

18
 

2.
53

 
2.

88
 

3.
23

 
3.

59
 

 
2.

32
 

2.
53

 
2.

74
 

2.
88

 
3.

02
 

3.
23

 
3.

44
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

35
 

0.
68

 
2.

67
 

3.
01

 
3.

35
 

3.
69

 
4.

03
 

 
2.

81
 

3.
01

 
3.

22
 

3.
35

 
3.

49
 

3.
69

 
3.

89
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

83
 

0.
75

 
2.

08
 

2.
46

 
2.

83
 

3.
20

 
3.

58
 

 
2.

23
 

2.
46

 
2.

68
 

2.
83

 
2.

98
 

3.
20

 
3.

43
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

95
 

0.
60

 
2.

35
 

2.
65

 
2.

95
 

3.
25

 
3.

55
 

 
2.

47
 

2.
65

 
2.

83
 

2.
95

 
3.

07
 

3.
25

 
3.

43
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
3.

24
 

0.
79

 
2.

45
 

2.
85

 
3.

24
 

3.
63

 
4.

03
 

 
2.

61
 

2.
85

 
3.

08
 

3.
24

 
3.

40
 

3.
63

 
3.

87
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

95
 

0.
74

 
2.

21
 

2.
58

 
2.

95
 

3.
32

 
3.

69
 

 
2.

36
 

2.
58

 
2.

80
 

2.
95

 
3.

10
 

3.
32

 
3.

54
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
3.

13
 

0.
69

 
2.

44
 

2.
78

 
3.

13
 

3.
47

 
3.

81
 

 
2.

58
 

2.
78

 
2.

99
 

3.
13

 
3.

26
 

3.
47

 
3.

68
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

96
 

0.
75

 
2.

21
 

2.
58

 
2.

96
 

3.
34

 
3.

71
 

 
2.

36
 

2.
58

 
2.

81
 

2.
96

 
3.

11
 

3.
34

 
3.

56
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
3.

07
 

0.
60

 
2.

47
 

2.
77

 
3.

07
 

3.
37

 
3.

67
 

 
2.

59
 

2.
77

 
2.

95
 

3.
07

 
3.

19
 

3.
37

 
3.

55
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

37
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布

（
25

～
34

歳
：

1,
66

5
名
）
（
続
き
）
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

60
 

0.
52

 
2.

08
 

2.
34

 
2.

60
 

2.
86

 
3.

12
 

 
2.

19
 

2.
34

 
2.

50
 

2.
60

 
2.

71
 

2.
86

 
3.

02
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

71
 

0.
70

 
2.

01
 

2.
36

 
2.

71
 

3.
06

 
3.

41
 

 
2.

15
 

2.
36

 
2.

57
 

2.
71

 
2.

85
 

3.
06

 
3.

27
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

54
 

0.
75

 
1.

79
 

2.
17

 
2.

54
 

2.
92

 
3.

30
 

 
1.

94
 

2.
17

 
2.

39
 

2.
54

 
2.

69
 

2.
92

 
3.

15
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

65
 

0.
73

 
1.

91
 

2.
28

 
2.

65
 

3.
01

 
3.

38
 

 
2.

06
 

2.
28

 
2.

50
 

2.
65

 
2.

79
 

3.
01

 
3.

23
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

53
 

0.
77

 
1.

76
 

2.
14

 
2.

53
 

2.
92

 
3.

30
 

 
1.

91
 

2.
14

 
2.

38
 

2.
53

 
2.

68
 

2.
92

 
3.

15
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
3.

03
 

0.
64

 
2.

39
 

2.
71

 
3.

03
 

3.
35

 
3.

67
 

 
2.

52
 

2.
71

 
2.

90
 

3.
03

 
3.

16
 

3.
35

 
3.

54
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

59
 

0.
77

 
1.

82
 

2.
21

 
2.

59
 

2.
97

 
3.

36
 

 
1.

98
 

2.
21

 
2.

44
 

2.
59

 
2.

74
 

2.
97

 
3.

21
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
16

 
0.

82
 

1.
34

 
1.

75
 

2.
16

 
2.

57
 

2.
98

 
 

1.
51

 
1.

75
 

2.
00

 
2.

16
 

2.
33

 
2.

57
 

2.
82

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

87
 

0.
57

 
2.

30
 

2.
58

 
2.

87
 

3.
16

 
3.

45
 

 
2.

41
 

2.
58

 
2.

76
 

2.
87

 
2.

99
 

3.
16

 
3.

33
 

活
気

 
1–

4 
2.

29
 

0.
76

 
1.

53
 

1.
91

 
2.

29
 

2.
67

 
3.

05
 

 
1.

68
 

1.
91

 
2.

13
 

2.
29

 
2.

44
 

2.
67

 
2.

89
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

89
 

0.
79

 
2.

09
 

2.
49

 
2.

89
 

3.
28

 
3.

68
 

 
2.

25
 

2.
49

 
2.

73
 

2.
89

 
3.

05
 

3.
28

 
3.

52
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

70
 

0.
78

 
1.

92
 

2.
31

 
2.

70
 

3.
10

 
3.

49
 

 
2.

08
 

2.
31

 
2.

55
 

2.
70

 
2.

86
 

3.
10

 
3.

33
 

不
安
感

 
1–

4 
2.

91
 

0.
71

 
2.

20
 

2.
55

 
2.

91
 

3.
27

 
3.

62
 

 
2.

34
 

2.
55

 
2.

77
 

2.
91

 
3.

05
 

3.
27

 
3.

48
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

22
 

0.
66

 
2.

56
 

2.
89

 
3.

22
 

3.
55

 
3.

89
 

 
2.

69
 

2.
89

 
3.

09
 

3.
22

 
3.

35
 

3.
55

 
3.

75
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

27
 

0.
54

 
2.

73
 

3.
00

 
3.

27
 

3.
54

 
3.

81
 

 
2.

84
 

3.
00

 
3.

16
 

3.
27

 
3.

38
 

3.
54

 
3.

70
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

71
 

0.
78

 
1.

93
 

2.
32

 
2.

71
 

3.
10

 
3.

49
 

 
2.

09
 

2.
32

 
2.

56
 

2.
71

 
2.

87
 

3.
10

 
3.

33
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

08
 

0.
77

 
2.

30
 

2.
69

 
3.

08
 

3.
46

 
3.

85
 

 
2.

46
 

2.
69

 
2.

92
 

3.
08

 
3.

23
 

3.
46

 
3.

69
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

80
 

0.
46

 
3.

34
 

3.
57

 
3.

80
 

4.
03

 
4.

27
 

 
3.

43
 

3.
57

 
3.

71
 

3.
80

 
3.

89
 

4.
03

 
4.

17
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

87
 

0.
64

 
2.

23
 

2.
55

 
2.

87
 

3.
19

 
3.

51
 

 
2.

36
 

2.
55

 
2.

74
 

2.
87

 
3.

00
 

3.
19

 
3.

39
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

55
 

0.
69

 
1.

86
 

2.
21

 
2.

55
 

2.
90

 
3.

24
 

 
2.

00
 

2.
21

 
2.

41
 

2.
55

 
2.

69
 

2.
90

 
3.

10
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

38
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

35
～

44
歳
：

2,
73

3
名
）
 
 
 

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

40
 

0.
37

 
2.

03
 

2.
22

 
2.

40
 

2.
59

 
2.

78
 

 
2.

10
 

2.
22

 
2.

33
 

2.
40

 
2.

48
 

2.
59

 
2.

70
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
1.

97
 

0.
65

 
1.

33
 

1.
65

 
1.

97
 

2.
30

 
2.

62
 

 
1.

46
 

1.
65

 
1.

84
 

1.
97

 
2.

10
 

2.
30

 
2.

49
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

05
 

0.
56

 
1.

49
 

1.
77

 
2.

05
 

2.
33

 
2.

60
 

 
1.

60
 

1.
77

 
1.

93
 

2.
05

 
2.

16
 

2.
33

 
2.

49
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

30
 

0.
74

 
2.

56
 

2.
93

 
3.

30
 

3.
67

 
4.

04
 

 
2.

71
 

2.
93

 
3.

15
 

3.
30

 
3.

45
 

3.
67

 
3.

89
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

51
 

0.
39

 
2.

12
 

2.
31

 
2.

51
 

2.
70

 
2.

89
 

 
2.

20
 

2.
31

 
2.

43
 

2.
51

 
2.

58
 

2.
70

 
2.

82
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

89
 

0.
85

 
2.

04
 

2.
46

 
2.

89
 

3.
32

 
3.

74
 

 
2.

21
 

2.
46

 
2.

72
 

2.
89

 
3.

06
 

3.
32

 
3.

57
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

70
 

0.
82

 
1.

88
 

2.
29

 
2.

70
 

3.
11

 
3.

52
 

 
2.

05
 

2.
29

 
2.

54
 

2.
70

 
2.

86
 

3.
11

 
3.

36
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

51
 

0.
83

 
1.

68
 

2.
09

 
2.

51
 

2.
93

 
3.

34
 

 
1.

84
 

2.
09

 
2.

34
 

2.
51

 
2.

68
 

2.
93

 
3.

18
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

69
 

0.
77

 
1.

92
 

2.
30

 
2.

69
 

3.
07

 
3.

46
 

 
2.

07
 

2.
30

 
2.

54
 

2.
69

 
2.

84
 

3.
07

 
3.

31
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

88
 

0.
46

 
2.

42
 

2.
65

 
2.

88
 

3.
11

 
3.

33
 

 
2.

51
 

2.
65

 
2.

79
 

2.
88

 
2.

97
 

3.
11

 
3.

24
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

75
 

0.
57

 
2.

18
 

2.
47

 
2.

75
 

3.
04

 
3.

33
 

 
2.

29
 

2.
47

 
2.

64
 

2.
75

 
2.

87
 

3.
04

 
3.

21
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
3.

06
 

0.
73

 
2.

32
 

2.
69

 
3.

06
 

3.
42

 
3.

79
 

 
2.

47
 

2.
69

 
2.

91
 

3.
06

 
3.

20
 

3.
42

 
3.

64
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

88
 

0.
66

 
2.

22
 

2.
55

 
2.

88
 

3.
21

 
3.

55
 

 
2.

35
 

2.
55

 
2.

75
 

2.
88

 
3.

01
 

3.
21

 
3.

41
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

88
 

0.
72

 
2.

15
 

2.
52

 
2.

88
 

3.
24

 
3.

60
 

 
2.

30
 

2.
52

 
2.

73
 

2.
88

 
3.

02
 

3.
24

 
3.

45
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

13
 

0.
57

 
2.

56
 

2.
84

 
3.

13
 

3.
41

 
3.

70
 

 
2.

67
 

2.
84

 
3.

02
 

3.
13

 
3.

24
 

3.
41

 
3.

58
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

82
 

0.
72

 
2.

09
 

2.
45

 
2.

82
 

3.
18

 
3.

54
 

 
2.

24
 

2.
45

 
2.

67
 

2.
82

 
2.

96
 

3.
18

 
3.

39
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

86
 

0.
47

 
2.

39
 

2.
63

 
2.

86
 

3.
10

 
3.

34
 

 
2.

49
 

2.
63

 
2.

77
 

2.
86

 
2.

96
 

3.
10

 
3.

24
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

63
 

0.
73

 
1.

89
 

2.
26

 
2.

63
 

2.
99

 
3.

36
 

 
2.

04
 

2.
26

 
2.

48
 

2.
63

 
2.

77
 

2.
99

 
3.

21
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

76
 

0.
68

 
2.

08
 

2.
42

 
2.

76
 

3.
09

 
3.

43
 

 
2.

21
 

2.
42

 
2.

62
 

2.
76

 
2.

89
 

3.
09

 
3.

30
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

23
 

0.
70

 
2.

53
 

2.
88

 
3.

23
 

3.
58

 
3.

92
 

 
2.

67
 

2.
88

 
3.

09
 

3.
23

 
3.

37
 

3.
58

 
3.

78
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

79
 

0.
72

 
2.

07
 

2.
43

 
2.

79
 

3.
15

 
3.

51
 

 
2.

22
 

2.
43

 
2.

65
 

2.
79

 
2.

94
 

3.
15

 
3.

37
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

84
 

0.
64

 
2.

20
 

2.
52

 
2.

84
 

3.
16

 
3.

48
 

 
2.

33
 

2.
52

 
2.

71
 

2.
84

 
2.

97
 

3.
16

 
3.

35
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
2.

98
 

0.
81

 
2.

16
 

2.
57

 
2.

98
 

3.
38

 
3.

79
 

 
2.

32
 

2.
57

 
2.

81
 

2.
98

 
3.

14
 

3.
38

 
3.

63
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

73
 

0.
73

 
2.

00
 

2.
37

 
2.

73
 

3.
10

 
3.

46
 

 
2.

15
 

2.
37

 
2.

59
 

2.
73

 
2.

88
 

3.
10

 
3.

31
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

98
 

0.
68

 
2.

31
 

2.
65

 
2.

98
 

3.
32

 
3.

66
 

 
2.

44
 

2.
65

 
2.

85
 

2.
98

 
3.

12
 

3.
32

 
3.

52
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

78
 

0.
77

 
2.

02
 

2.
40

 
2.

78
 

3.
17

 
3.

55
 

 
2.

17
 

2.
40

 
2.

63
 

2.
78

 
2.

94
 

3.
17

 
3.

40
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

90
 

0.
63

 
2.

27
 

2.
59

 
2.

90
 

3.
22

 
3.

53
 

 
2.

40
 

2.
59

 
2.

78
 

2.
90

 
3.

03
 

3.
22

 
3.

40
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

38
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

35
～

44
歳
：

2,
73

3
名
）
（
続
き
）
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

53
 

0.
50

 
2.

02
 

2.
27

 
2.

53
 

2.
78

 
3.

03
 

 
2.

12
 

2.
27

 
2.

42
 

2.
53

 
2.

63
 

2.
78

 
2.

93
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

73
 

0.
66

 
2.

08
 

2.
41

 
2.

73
 

3.
06

 
3.

39
 

 
2.

21
 

2.
41

 
2.

60
 

2.
73

 
2.

86
 

3.
06

 
3.

26
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

46
 

0.
72

 
1.

75
 

2.
10

 
2.

46
 

2.
82

 
3.

18
 

 
1.

89
 

2.
10

 
2.

32
 

2.
46

 
2.

60
 

2.
82

 
3.

03
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

53
 

0.
70

 
1.

83
 

2.
18

 
2.

53
 

2.
89

 
3.

24
 

 
1.

97
 

2.
18

 
2.

39
 

2.
53

 
2.

67
 

2.
89

 
3.

10
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

48
 

0.
74

 
1.

74
 

2.
11

 
2.

48
 

2.
85

 
3.

22
 

 
1.

88
 

2.
11

 
2.

33
 

2.
48

 
2.

63
 

2.
85

 
3.

07
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

90
 

0.
62

 
2.

28
 

2.
59

 
2.

90
 

3.
21

 
3.

51
 

 
2.

41
 

2.
59

 
2.

78
 

2.
90

 
3.

02
 

3.
21

 
3.

39
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

43
 

0.
75

 
1.

68
 

2.
06

 
2.

43
 

2.
80

 
3.

18
 

 
1.

83
 

2.
06

 
2.

28
 

2.
43

 
2.

58
 

2.
80

 
3.

03
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
14

 
0.

79
 

1.
35

 
1.

75
 

2.
14

 
2.

53
 

2.
93

 
 

1.
51

 
1.

75
 

1.
98

 
2.

14
 

2.
30

 
2.

53
 

2.
77

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

91
 

0.
54

 
2.

37
 

2.
64

 
2.

91
 

3.
18

 
3.

45
 

 
2.

48
 

2.
64

 
2.

80
 

2.
91

 
3.

01
 

3.
18

 
3.

34
 

活
気

 
1–

4 
2.

14
 

0.
72

 
1.

43
 

1.
79

 
2.

14
 

2.
50

 
2.

86
 

 
1.

57
 

1.
79

 
2.

00
 

2.
14

 
2.

29
 

2.
50

 
2.

72
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

92
 

0.
75

 
2.

17
 

2.
54

 
2.

92
 

3.
29

 
3.

67
 

 
2.

32
 

2.
54

 
2.

77
 

2.
92

 
3.

07
 

3.
29

 
3.

52
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

78
 

0.
79

 
1.

99
 

2.
38

 
2.

78
 

3.
17

 
3.

57
 

 
2.

14
 

2.
38

 
2.

62
 

2.
78

 
2.

94
 

3.
17

 
3.

41
 

不
安
感

 
1–

4 
2.

98
 

0.
70

 
2.

28
 

2.
63

 
2.

98
 

3.
33

 
3.

67
 

 
2.

42
 

2.
63

 
2.

84
 

2.
98

 
3.

12
 

3.
33

 
3.

54
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

31
 

0.
62

 
2.

69
 

3.
00

 
3.

31
 

3.
62

 
3.

93
 

 
2.

82
 

3.
00

 
3.

19
 

3.
31

 
3.

43
 

3.
62

 
3.

80
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

28
 

0.
51

 
2.

77
 

3.
03

 
3.

28
 

3.
53

 
3.

79
 

 
2.

87
 

3.
03

 
3.

18
 

3.
28

 
3.

38
 

3.
53

 
3.

69
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

70
 

0.
75

 
1.

95
 

2.
32

 
2.

70
 

3.
08

 
3.

45
 

 
2.

10
 

2.
32

 
2.

55
 

2.
70

 
2.

85
 

3.
08

 
3.

30
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

12
 

0.
74

 
2.

38
 

2.
75

 
3.

12
 

3.
49

 
3.

86
 

 
2.

53
 

2.
75

 
2.

97
 

3.
12

 
3.

27
 

3.
49

 
3.

71
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

75
 

0.
52

 
3.

23
 

3.
49

 
3.

75
 

4.
02

 
4.

28
 

 
3.

33
 

3.
49

 
3.

65
 

3.
75

 
3.

86
 

4.
02

 
4.

17
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

78
 

0.
66

 
2.

12
 

2.
45

 
2.

78
 

3.
11

 
3.

44
 

 
2.

26
 

2.
45

 
2.

65
 

2.
78

 
2.

91
 

3.
11

 
3.

31
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

54
 

0.
64

 
1.

89
 

2.
21

 
2.

54
 

2.
86

 
3.

18
 

 
2.

02
 

2.
21

 
2.

41
 

2.
54

 
2.

66
 

2.
86

 
3.

05
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

39
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

45
～

54
歳
：

4,
95

9
名
）
 
 
 

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

47
 

0.
36

 
2.

11
 

2.
29

 
2.

47
 

2.
65

 
2.

83
 

 
2.

18
 

2.
29

 
2.

40
 

2.
47

 
2.

54
 

2.
65

 
2.

76
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

10
 

0.
63

 
1.

47
 

1.
79

 
2.

10
 

2.
42

 
2.

74
 

 
1.

60
 

1.
79

 
1.

98
 

2.
10

 
2.

23
 

2.
42

 
2.

61
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

08
 

0.
54

 
1.

54
 

1.
81

 
2.

08
 

2.
35

 
2.

62
 

 
1.

64
 

1.
81

 
1.

97
 

2.
08

 
2.

18
 

2.
35

 
2.

51
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

27
 

0.
74

 
2.

53
 

2.
90

 
3.

27
 

3.
65

 
4.

02
 

 
2.

68
 

2.
90

 
3.

12
 

3.
27

 
3.

42
 

3.
65

 
3.

87
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

56
 

0.
37

 
2.

19
 

2.
38

 
2.

56
 

2.
75

 
2.

93
 

 
2.

27
 

2.
38

 
2.

49
 

2.
56

 
2.

64
 

2.
75

 
2.

86
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

92
 

0.
83

 
2.

09
 

2.
51

 
2.

92
 

3.
33

 
3.

74
 

 
2.

26
 

2.
51

 
2.

75
 

2.
92

 
3.

08
 

3.
33

 
3.

58
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

70
 

0.
81

 
1.

89
 

2.
29

 
2.

70
 

3.
11

 
3.

51
 

 
2.

05
 

2.
29

 
2.

54
 

2.
70

 
2.

86
 

3.
11

 
3.

35
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

63
 

0.
81

 
1.

82
 

2.
22

 
2.

63
 

3.
03

 
3.

43
 

 
1.

98
 

2.
22

 
2.

46
 

2.
63

 
2.

79
 

3.
03

 
3.

27
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

85
 

0.
73

 
2.

12
 

2.
48

 
2.

85
 

3.
21

 
3.

57
 

 
2.

26
 

2.
48

 
2.

70
 

2.
85

 
2.

99
 

3.
21

 
3.

43
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

87
 

0.
46

 
2.

40
 

2.
64

 
2.

87
 

3.
10

 
3.

33
 

 
2.

50
 

2.
64

 
2.

77
 

2.
87

 
2.

96
 

3.
10

 
3.

24
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

74
 

0.
57

 
2.

17
 

2.
45

 
2.

74
 

3.
02

 
3.

31
 

 
2.

28
 

2.
45

 
2.

63
 

2.
74

 
2.

85
 

3.
02

 
3.

19
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
3.

00
 

0.
74

 
2.

26
 

2.
63

 
3.

00
 

3.
37

 
3.

74
 

 
2.

41
 

2.
63

 
2.

85
 

3.
00

 
3.

15
 

3.
37

 
3.

59
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

83
 

0.
71

 
2.

12
 

2.
48

 
2.

83
 

3.
19

 
3.

54
 

 
2.

27
 

2.
48

 
2.

69
 

2.
83

 
2.

97
 

3.
19

 
3.

40
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

85
 

0.
73

 
2.

12
 

2.
49

 
2.

85
 

3.
22

 
3.

59
 

 
2.

26
 

2.
49

 
2.

71
 

2.
85

 
3.

00
 

3.
22

 
3.

44
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

23
 

0.
57

 
2.

66
 

2.
94

 
3.

23
 

3.
52

 
3.

80
 

 
2.

77
 

2.
94

 
3.

11
 

3.
23

 
3.

34
 

3.
52

 
3.

69
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

80
 

0.
72

 
2.

08
 

2.
44

 
2.

80
 

3.
16

 
3.

52
 

 
2.

22
 

2.
44

 
2.

65
 

2.
80

 
2.

94
 

3.
16

 
3.

37
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

81
 

0.
47

 
2.

35
 

2.
58

 
2.

81
 

3.
04

 
3.

28
 

 
2.

44
 

2.
58

 
2.

72
 

2.
81

 
2.

90
 

3.
04

 
3.

18
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

59
 

0.
71

 
1.

87
 

2.
23

 
2.

59
 

2.
94

 
3.

30
 

 
2.

02
 

2.
23

 
2.

44
 

2.
59

 
2.

73
 

2.
94

 
3.

16
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

69
 

0.
65

 
2.

04
 

2.
36

 
2.

69
 

3.
02

 
3.

34
 

 
2.

17
 

2.
36

 
2.

56
 

2.
69

 
2.

82
 

3.
02

 
3.

21
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

20
 

0.
70

 
2.

50
 

2.
85

 
3.

20
 

3.
55

 
3.

90
 

 
2.

64
 

2.
85

 
3.

06
 

3.
20

 
3.

34
 

3.
55

 
3.

76
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

74
 

0.
72

 
2.

02
 

2.
38

 
2.

74
 

3.
10

 
3.

46
 

 
2.

16
 

2.
38

 
2.

59
 

2.
74

 
2.

88
 

3.
10

 
3.

31
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

73
 

0.
69

 
2.

04
 

2.
38

 
2.

73
 

3.
08

 
3.

42
 

 
2.

18
 

2.
38

 
2.

59
 

2.
73

 
2.

87
 

3.
08

 
3.

28
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
2.

90
 

0.
80

 
2.

10
 

2.
50

 
2.

90
 

3.
30

 
3.

71
 

 
2.

26
 

2.
50

 
2.

74
 

2.
90

 
3.

06
 

3.
30

 
3.

54
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

66
 

0.
72

 
1.

93
 

2.
29

 
2.

66
 

3.
02

 
3.

38
 

 
2.

08
 

2.
29

 
2.

51
 

2.
66

 
2.

80
 

3.
02

 
3.

24
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

96
 

0.
66

 
2.

30
 

2.
63

 
2.

96
 

3.
29

 
3.

63
 

 
2.

43
 

2.
63

 
2.

83
 

2.
96

 
3.

09
 

3.
29

 
3.

49
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

72
 

0.
75

 
1.

97
 

2.
34

 
2.

72
 

3.
10

 
3.

47
 

 
2.

12
 

2.
34

 
2.

57
 

2.
72

 
2.

87
 

3.
10

 
3.

32
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

84
 

0.
63

 
2.

21
 

2.
53

 
2.

84
 

3.
16

 
3.

48
 

 
2.

34
 

2.
53

 
2.

72
 

2.
84

 
2.

97
 

3.
16

 
3.

35
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

39
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

45
～

54
歳
：

4,
95

9
名
）
（
続
き
）
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

56
 

0.
50

 
2.

06
 

2.
31

 
2.

56
 

2.
80

 
3.

05
 

 
2.

16
 

2.
31

 
2.

46
 

2.
56

 
2.

66
 

2.
80

 
2.

95
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

83
 

0.
64

 
2.

18
 

2.
51

 
2.

83
 

3.
15

 
3.

47
 

 
2.

31
 

2.
51

 
2.

70
 

2.
83

 
2.

96
 

3.
15

 
3.

34
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

51
 

0.
70

 
1.

81
 

2.
16

 
2.

51
 

2.
86

 
3.

21
 

 
1.

95
 

2.
16

 
2.

37
 

2.
51

 
2.

65
 

2.
86

 
3.

07
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

55
 

0.
68

 
1.

87
 

2.
21

 
2.

55
 

2.
89

 
3.

24
 

 
2.

00
 

2.
21

 
2.

41
 

2.
55

 
2.

69
 

2.
89

 
3.

10
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

48
 

0.
74

 
1.

74
 

2.
11

 
2.

48
 

2.
85

 
3.

22
 

 
1.

89
 

2.
11

 
2.

33
 

2.
48

 
2.

63
 

2.
85

 
3.

07
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

85
 

0.
63

 
2.

22
 

2.
54

 
2.

85
 

3.
17

 
3.

48
 

 
2.

35
 

2.
54

 
2.

73
 

2.
85

 
2.

98
 

3.
17

 
3.

36
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

45
 

0.
70

 
1.

75
 

2.
10

 
2.

45
 

2.
80

 
3.

16
 

 
1.

89
 

2.
10

 
2.

31
 

2.
45

 
2.

59
 

2.
80

 
3.

01
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
22

 
0.

76
 

1.
47

 
1.

84
 

2.
22

 
2.

60
 

2.
98

 
 

1.
62

 
1.

84
 

2.
07

 
2.

22
 

2.
38

 
2.

60
 

2.
83

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

98
 

0.
52

 
2.

45
 

2.
72

 
2.

98
 

3.
24

 
3.

50
 

 
2.

56
 

2.
72

 
2.

87
 

2.
98

 
3.

08
 

3.
24

 
3.

40
 

活
気

 
1–

4 
2.

15
 

0.
73

 
1.

42
 

1.
79

 
2.

15
 

2.
52

 
2.

88
 

 
1.

57
 

1.
79

 
2.

01
 

2.
15

 
2.

30
 

2.
52

 
2.

74
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

95
 

0.
74

 
2.

21
 

2.
58

 
2.

95
 

3.
32

 
3.

69
 

 
2.

36
 

2.
58

 
2.

80
 

2.
95

 
3.

10
 

3.
32

 
3.

54
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

94
 

0.
76

 
2.

18
 

2.
56

 
2.

94
 

3.
32

 
3.

71
 

 
2.

33
 

2.
56

 
2.

79
 

2.
94

 
3.

10
 

3.
32

 
3.

55
 

不
安
感

 
1–

4 
3.

05
 

0.
66

 
2.

39
 

2.
72

 
3.

05
 

3.
37

 
3.

70
 

 
2.

52
 

2.
72

 
2.

91
 

3.
05

 
3.

18
 

3.
37

 
3.

57
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

39
 

0.
59

 
2.

80
 

3.
09

 
3.

39
 

3.
68

 
3.

98
 

 
2.

91
 

3.
09

 
3.

27
 

3.
39

 
3.

50
 

3.
68

 
3.

86
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

30
 

0.
49

 
2.

81
 

3.
06

 
3.

30
 

3.
55

 
3.

79
 

 
2.

91
 

3.
06

 
3.

20
 

3.
30

 
3.

40
 

3.
55

 
3.

69
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

70
 

0.
76

 
1.

94
 

2.
32

 
2.

70
 

3.
08

 
3.

46
 

 
2.

10
 

2.
32

 
2.

55
 

2.
70

 
2.

86
 

3.
08

 
3.

31
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

08
 

0.
73

 
2.

34
 

2.
71

 
3.

08
 

3.
44

 
3.

81
 

 
2.

49
 

2.
71

 
2.

93
 

3.
08

 
3.

22
 

3.
44

 
3.

66
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

73
 

0.
55

 
3.

18
 

3.
46

 
3.

73
 

4.
01

 
4.

28
 

 
3.

29
 

3.
46

 
3.

62
 

3.
73

 
3.

84
 

4.
01

 
4.

17
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

80
 

0.
64

 
2.

16
 

2.
48

 
2.

80
 

3.
12

 
3.

44
 

 
2.

29
 

2.
48

 
2.

67
 

2.
80

 
2.

93
 

3.
12

 
3.

32
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

59
 

0.
65

 
1.

94
 

2.
27

 
2.

59
 

2.
91

 
3.

24
 

 
2.

07
 

2.
27

 
2.

46
 

2.
59

 
2.

72
 

2.
91

 
3.

11
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

40
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

55
歳
以
上
：

2,
27

6
名
）
 
 
 

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

59
 

0.
37

 
2.

22
 

2.
40

 
2.

59
 

2.
77

 
2.

95
 

 
2.

29
 

2.
40

 
2.

51
 

2.
59

 
2.

66
 

2.
77

 
2.

88
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

35
 

0.
67

 
1.

68
 

2.
02

 
2.

35
 

2.
69

 
3.

02
 

 
1.

82
 

2.
02

 
2.

22
 

2.
35

 
2.

49
 

2.
69

 
2.

89
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

17
 

0.
56

 
1.

61
 

1.
89

 
2.

17
 

2.
45

 
2.

73
 

 
1.

72
 

1.
89

 
2.

06
 

2.
17

 
2.

28
 

2.
45

 
2.

62
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

23
 

0.
76

 
2.

47
 

2.
85

 
3.

23
 

3.
61

 
3.

99
 

 
2.

62
 

2.
85

 
3.

08
 

3.
23

 
3.

38
 

3.
61

 
3.

84
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

61
 

0.
35

 
2.

25
 

2.
43

 
2.

61
 

2.
78

 
2.

96
 

 
2.

32
 

2.
43

 
2.

54
 

2.
61

 
2.

68
 

2.
78

 
2.

89
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
3.

03
 

0.
78

 
2.

25
 

2.
64

 
3.

03
 

3.
42

 
3.

82
 

 
2.

41
 

2.
64

 
2.

88
 

3.
03

 
3.

19
 

3.
42

 
3.

66
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

83
 

0.
78

 
2.

04
 

2.
44

 
2.

83
 

3.
22

 
3.

61
 

 
2.

20
 

2.
44

 
2.

67
 

2.
83

 
2.

99
 

3.
22

 
3.

46
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

78
 

0.
79

 
1.

99
 

2.
39

 
2.

78
 

3.
17

 
3.

57
 

 
2.

15
 

2.
39

 
2.

62
 

2.
78

 
2.

94
 

3.
17

 
3.

41
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

95
 

0.
69

 
2.

26
 

2.
60

 
2.

95
 

3.
29

 
3.

64
 

 
2.

40
 

2.
60

 
2.

81
 

2.
95

 
3.

09
 

3.
29

 
3.

50
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

91
 

0.
48

 
2.

43
 

2.
67

 
2.

91
 

3.
15

 
3.

39
 

 
2.

53
 

2.
67

 
2.

81
 

2.
91

 
3.

01
 

3.
15

 
3.

30
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

83
 

0.
59

 
2.

24
 

2.
53

 
2.

83
 

3.
12

 
3.

42
 

 
2.

36
 

2.
53

 
2.

71
 

2.
83

 
2.

95
 

3.
12

 
3.

30
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
3.

00
 

0.
77

 
2.

22
 

2.
61

 
3.

00
 

3.
38

 
3.

77
 

 
2.

38
 

2.
61

 
2.

84
 

3.
00

 
3.

15
 

3.
38

 
3.

62
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

87
 

0.
72

 
2.

15
 

2.
51

 
2.

87
 

3.
23

 
3.

59
 

 
2.

29
 

2.
51

 
2.

73
 

2.
87

 
3.

02
 

3.
23

 
3.

45
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

84
 

0.
75

 
2.

09
 

2.
47

 
2.

84
 

3.
22

 
3.

60
 

 
2.

24
 

2.
47

 
2.

69
 

2.
84

 
2.

99
 

3.
22

 
3.

45
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

30
 

0.
58

 
2.

72
 

3.
01

 
3.

30
 

3.
60

 
3.

89
 

 
2.

84
 

3.
01

 
3.

19
 

3.
30

 
3.

42
 

3.
60

 
3.

77
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

79
 

0.
73

 
2.

06
 

2.
43

 
2.

79
 

3.
16

 
3.

52
 

 
2.

21
 

2.
43

 
2.

65
 

2.
79

 
2.

94
 

3.
16

 
3.

37
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

80
 

0.
47

 
2.

33
 

2.
57

 
2.

80
 

3.
04

 
3.

27
 

 
2.

42
 

2.
57

 
2.

71
 

2.
80

 
2.

90
 

3.
04

 
3.

18
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

58
 

0.
71

 
1.

87
 

2.
23

 
2.

58
 

2.
94

 
3.

29
 

 
2.

01
 

2.
23

 
2.

44
 

2.
58

 
2.

72
 

2.
94

 
3.

15
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

66
 

0.
64

 
2.

02
 

2.
34

 
2.

66
 

2.
98

 
3.

30
 

 
2.

15
 

2.
34

 
2.

53
 

2.
66

 
2.

79
 

2.
98

 
3.

17
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

24
 

0.
66

 
2.

58
 

2.
91

 
3.

24
 

3.
57

 
3.

90
 

 
2.

71
 

2.
91

 
3.

11
 

3.
24

 
3.

37
 

3.
57

 
3.

77
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

64
 

0.
75

 
1.

89
 

2.
27

 
2.

64
 

3.
02

 
3.

39
 

 
2.

04
 

2.
27

 
2.

49
 

2.
64

 
2.

79
 

3.
02

 
3.

24
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

67
 

0.
69

 
1.

98
 

2.
33

 
2.

67
 

3.
02

 
3.

36
 

 
2.

12
 

2.
33

 
2.

53
 

2.
67

 
2.

81
 

3.
02

 
3.

23
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
2.

94
 

0.
80

 
2.

13
 

2.
53

 
2.

94
 

3.
34

 
3.

74
 

 
2.

29
 

2.
53

 
2.

78
 

2.
94

 
3.

10
 

3.
34

 
3.

58
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

63
 

0.
71

 
1.

92
 

2.
27

 
2.

63
 

2.
98

 
3.

34
 

 
2.

06
 

2.
27

 
2.

49
 

2.
63

 
2.

77
 

2.
98

 
3.

20
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

95
 

0.
66

 
2.

29
 

2.
62

 
2.

95
 

3.
28

 
3.

61
 

 
2.

42
 

2.
62

 
2.

82
 

2.
95

 
3.

08
 

3.
28

 
3.

48
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

71
 

0.
73

 
1.

98
 

2.
34

 
2.

71
 

3.
08

 
3.

44
 

 
2.

12
 

2.
34

 
2.

56
 

2.
71

 
2.

86
 

3.
08

 
3.

30
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

84
 

0.
63

 
2.

21
 

2.
52

 
2.

84
 

3.
15

 
3.

46
 

 
2.

34
 

2.
52

 
2.

71
 

2.
84

 
2.

96
 

3.
15

 
3.

34
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

40
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

55
歳
以
上
：

2,
27

6
名
）
（
続
き
）
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

60
 

0.
49

 
2.

11
 

2.
35

 
2.

60
 

2.
84

 
3.

09
 

 
2.

20
 

2.
35

 
2.

50
 

2.
60

 
2.

70
 

2.
84

 
2.

99
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

88
 

0.
63

 
2.

25
 

2.
57

 
2.

88
 

3.
19

 
3.

51
 

 
2.

38
 

2.
57

 
2.

75
 

2.
88

 
3.

00
 

3.
19

 
3.

38
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

54
 

0.
70

 
1.

84
 

2.
19

 
2.

54
 

2.
89

 
3.

24
 

 
1.

98
 

2.
19

 
2.

40
 

2.
54

 
2.

68
 

2.
89

 
3.

10
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

57
 

0.
68

 
1.

89
 

2.
23

 
2.

57
 

2.
91

 
3.

24
 

 
2.

02
 

2.
23

 
2.

43
 

2.
57

 
2.

70
 

2.
91

 
3.

11
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

46
 

0.
71

 
1.

75
 

2.
11

 
2.

46
 

2.
82

 
3.

18
 

 
1.

89
 

2.
11

 
2.

32
 

2.
46

 
2.

60
 

2.
82

 
3.

03
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

86
 

0.
61

 
2.

25
 

2.
55

 
2.

86
 

3.
16

 
3.

46
 

 
2.

37
 

2.
55

 
2.

73
 

2.
86

 
2.

98
 

3.
16

 
3.

34
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

50
 

0.
69

 
1.

80
 

2.
15

 
2.

50
 

2.
84

 
3.

19
 

 
1.

94
 

2.
15

 
2.

36
 

2.
50

 
2.

63
 

2.
84

 
3.

05
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
39

 
0.

73
 

1.
66

 
2.

02
 

2.
39

 
2.

75
 

3.
12

 
 

1.
80

 
2.

02
 

2.
24

 
2.

39
 

2.
53

 
2.

75
 

2.
97

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
3.

09
 

0.
50

 
2.

59
 

2.
84

 
3.

09
 

3.
34

 
3.

60
 

 
2.

69
 

2.
84

 
2.

99
 

3.
09

 
3.

19
 

3.
34

 
3.

49
 

活
気

 
1–

4 
2.

22
 

0.
71

 
1.

50
 

1.
86

 
2.

22
 

2.
58

 
2.

93
 

 
1.

65
 

1.
86

 
2.

08
 

2.
22

 
2.

36
 

2.
58

 
2.

79
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
3.

08
 

0.
71

 
2.

37
 

2.
72

 
3.

08
 

3.
43

 
3.

79
 

 
2.

51
 

2.
72

 
2.

93
 

3.
08

 
3.

22
 

3.
43

 
3.

65
 

疲
労
感

 
1–

4 
3.

15
 

0.
72

 
2.

44
 

2.
80

 
3.

15
 

3.
51

 
3.

87
 

 
2.

58
 

2.
80

 
3.

01
 

3.
15

 
3.

30
 

3.
51

 
3.

73
 

不
安
感

 
1–

4 
3.

17
 

0.
62

 
2.

55
 

2.
86

 
3.

17
 

3.
48

 
3.

78
 

 
2.

67
 

2.
86

 
3.

04
 

3.
17

 
3.

29
 

3.
48

 
3.

66
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

46
 

0.
58

 
2.

89
 

3.
18

 
3.

46
 

3.
75

 
4.

04
 

 
3.

00
 

3.
18

 
3.

35
 

3.
46

 
3.

58
 

3.
75

 
3.

92
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

38
 

0.
48

 
2.

90
 

3.
14

 
3.

38
 

3.
62

 
3.

86
 

 
3.

00
 

3.
14

 
3.

28
 

3.
38

 
3.

47
 

3.
62

 
3.

76
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

78
 

0.
75

 
2.

03
 

2.
41

 
2.

78
 

3.
16

 
3.

53
 

 
2.

18
 

2.
41

 
2.

63
 

2.
78

 
2.

93
 

3.
16

 
3.

38
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

16
 

0.
68

 
2.

47
 

2.
81

 
3.

16
 

3.
50

 
3.

84
 

 
2.

61
 

2.
81

 
3.

02
 

3.
16

 
3.

29
 

3.
50

 
3.

70
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

74
 

0.
54

 
3.

20
 

3.
47

 
3.

74
 

4.
01

 
4.

28
 

 
3.

31
 

3.
47

 
3.

63
 

3.
74

 
3.

85
 

4.
01

 
4.

17
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

85
 

0.
65

 
2.

20
 

2.
52

 
2.

85
 

3.
17

 
3.

50
 

 
2.

33
 

2.
52

 
2.

72
 

2.
85

 
2.

98
 

3.
17

 
3.

37
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

69
 

0.
64

 
2.

05
 

2.
37

 
2.

69
 

3.
01

 
3.

33
 

 
2.

18
 

2.
37

 
2.

56
 

2.
69

 
2.

82
 

3.
01

 
3.

20
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

41
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

20
～

30
歳
：

99
3
名
）
 
 
 
 

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

45
 

0.
38

 
2.

07
 

2.
26

 
2.

45
 

2.
64

 
2.

83
 

 
2.

14
 

2.
26

 
2.

37
 

2.
45

 
2.

53
 

2.
64

 
2.

75
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

08
 

0.
62

 
1.

46
 

1.
77

 
2.

08
 

2.
40

 
2.

71
 

 
1.

59
 

1.
77

 
1.

96
 

2.
08

 
2.

21
 

2.
40

 
2.

58
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

12
 

0.
59

 
1.

53
 

1.
83

 
2.

12
 

2.
42

 
2.

72
 

 
1.

65
 

1.
83

 
2.

01
 

2.
12

 
2.

24
 

2.
42

 
2.

60
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

13
 

0.
93

 
2.

20
 

2.
66

 
3.

13
 

3.
60

 
4.

06
 

 
2.

38
 

2.
66

 
2.

94
 

3.
13

 
3.

32
 

3.
60

 
3.

87
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

51
 

0.
41

 
2.

10
 

2.
30

 
2.

51
 

2.
71

 
2.

92
 

 
2.

18
 

2.
30

 
2.

43
 

2.
51

 
2.

59
 

2.
71

 
2.

84
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

90
 

0.
90

 
2.

00
 

2.
45

 
2.

90
 

3.
35

 
3.

79
 

 
2.

18
 

2.
45

 
2.

72
 

2.
90

 
3.

08
 

3.
35

 
3.

62
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

81
 

0.
81

 
2.

00
 

2.
41

 
2.

81
 

3.
22

 
3.

62
 

 
2.

16
 

2.
41

 
2.

65
 

2.
81

 
2.

97
 

3.
22

 
3.

46
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

56
 

0.
88

 
1.

69
 

2.
13

 
2.

56
 

3.
00

 
3.

44
 

 
1.

86
 

2.
13

 
2.

39
 

2.
56

 
2.

74
 

3.
00

 
3.

27
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

73
 

0.
79

 
1.

94
 

2.
34

 
2.

73
 

3.
13

 
3.

52
 

 
2.

10
 

2.
34

 
2.

57
 

2.
73

 
2.

89
 

3.
13

 
3.

36
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

88
 

0.
47

 
2.

42
 

2.
65

 
2.

88
 

3.
12

 
3.

35
 

 
2.

51
 

2.
65

 
2.

79
 

2.
88

 
2.

98
 

3.
12

 
3.

26
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

80
 

0.
59

 
2.

21
 

2.
50

 
2.

80
 

3.
10

 
3.

40
 

 
2.

33
 

2.
50

 
2.

68
 

2.
80

 
2.

92
 

3.
10

 
3.

28
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
2.

98
 

0.
79

 
2.

19
 

2.
58

 
2.

98
 

3.
37

 
3.

77
 

 
2.

35
 

2.
58

 
2.

82
 

2.
98

 
3.

14
 

3.
37

 
3.

61
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

83
 

0.
74

 
2.

09
 

2.
46

 
2.

83
 

3.
20

 
3.

57
 

 
2.

24
 

2.
46

 
2.

68
 

2.
83

 
2.

98
 

3.
20

 
3.

42
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

95
 

0.
80

 
2.

15
 

2.
55

 
2.

95
 

3.
35

 
3.

75
 

 
2.

31
 

2.
55

 
2.

79
 

2.
95

 
3.

11
 

3.
35

 
3.

59
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

05
 

0.
56

 
2.

48
 

2.
76

 
3.

05
 

3.
33

 
3.

61
 

 
2.

59
 

2.
76

 
2.

93
 

3.
05

 
3.

16
 

3.
33

 
3.

50
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

86
 

0.
76

 
2.

10
 

2.
48

 
2.

86
 

3.
24

 
3.

62
 

 
2.

25
 

2.
48

 
2.

71
 

2.
86

 
3.

01
 

3.
24

 
3.

47
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
3.

04
 

0.
47

 
2.

57
 

2.
81

 
3.

04
 

3.
27

 
3.

51
 

 
2.

67
 

2.
81

 
2.

95
 

3.
04

 
3.

13
 

3.
27

 
3.

41
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

75
 

0.
73

 
2.

02
 

2.
39

 
2.

75
 

3.
12

 
3.

48
 

 
2.

17
 

2.
39

 
2.

61
 

2.
75

 
2.

90
 

3.
12

 
3.

34
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

92
 

0.
71

 
2.

20
 

2.
56

 
2.

92
 

3.
27

 
3.

63
 

 
2.

34
 

2.
56

 
2.

77
 

2.
92

 
3.

06
 

3.
27

 
3.

49
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

39
 

0.
66

 
2.

73
 

3.
06

 
3.

39
 

3.
72

 
4.

05
 

 
2.

86
 

3.
06

 
3.

26
 

3.
39

 
3.

52
 

3.
72

 
3.

91
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

85
 

0.
78

 
2.

08
 

2.
47

 
2.

85
 

3.
24

 
3.

63
 

 
2.

23
 

2.
47

 
2.

70
 

2.
85

 
3.

01
 

3.
24

 
3.

48
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

97
 

0.
61

 
2.

36
 

2.
67

 
2.

97
 

3.
28

 
3.

58
 

 
2.

49
 

2.
67

 
2.

85
 

2.
97

 
3.

10
 

3.
28

 
3.

46
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
3.

30
 

0.
78

 
2.

53
 

2.
91

 
3.

30
 

3.
69

 
4.

08
 

 
2.

68
 

2.
91

 
3.

15
 

3.
30

 
3.

46
 

3.
69

 
3.

93
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
3.

01
 

0.
76

 
2.

25
 

2.
63

 
3.

01
 

3.
39

 
3.

77
 

 
2.

40
 

2.
63

 
2.

86
 

3.
01

 
3.

16
 

3.
39

 
3.

62
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
3.

19
 

0.
71

 
2.

47
 

2.
83

 
3.

19
 

3.
54

 
3.

90
 

 
2.

62
 

2.
83

 
3.

04
 

3.
19

 
3.

33
 

3.
54

 
3.

76
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
3.

03
 

0.
75

 
2.

27
 

2.
65

 
3.

03
 

3.
40

 
3.

78
 

 
2.

42
 

2.
65

 
2.

88
 

3.
03

 
3.

18
 

3.
40

 
3.

63
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
3.

12
 

0.
60

 
2.

52
 

2.
82

 
3.

12
 

3.
42

 
3.

72
 

 
2.

64
 

2.
82

 
3.

00
 

3.
12

 
3.

24
 

3.
42

 
3.

60
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

41
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

20
～

30
歳
：

99
3
名
）
（
続
き
）

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

67
 

0.
52

 
2.

14
 

2.
41

 
2.

67
 

2.
93

 
3.

19
 

 
2.

25
 

2.
41

 
2.

56
 

2.
67

 
2.

77
 

2.
93

 
3.

09
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

78
 

0.
69

 
2.

09
 

2.
43

 
2.

78
 

3.
12

 
3.

46
 

 
2.

23
 

2.
43

 
2.

64
 

2.
78

 
2.

91
 

3.
12

 
3.

33
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

64
 

0.
74

 
1.

90
 

2.
27

 
2.

64
 

3.
01

 
3.

38
 

 
2.

05
 

2.
27

 
2.

49
 

2.
64

 
2.

79
 

3.
01

 
3.

23
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

72
 

0.
73

 
1.

99
 

2.
35

 
2.

72
 

3.
08

 
3.

45
 

 
2.

14
 

2.
35

 
2.

57
 

2.
72

 
2.

86
 

3.
08

 
3.

30
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

59
 

0.
78

 
1.

81
 

2.
20

 
2.

59
 

2.
98

 
3.

37
 

 
1.

96
 

2.
20

 
2.

43
 

2.
59

 
2.

74
 

2.
98

 
3.

21
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
3.

08
 

0.
64

 
2.

44
 

2.
76

 
3.

08
 

3.
39

 
3.

71
 

 
2.

57
 

2.
76

 
2.

95
 

3.
08

 
3.

20
 

3.
39

 
3.

58
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

70
 

0.
77

 
1.

93
 

2.
31

 
2.

70
 

3.
08

 
3.

46
 

 
2.

08
 

2.
31

 
2.

54
 

2.
70

 
2.

85
 

3.
08

 
3.

31
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
18

 
0.

84
 

1.
34

 
1.

76
 

2.
18

 
2.

60
 

3.
01

 
 

1.
51

 
1.

76
 

2.
01

 
2.

18
 

2.
35

 
2.

60
 

2.
85

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

87
 

0.
57

 
2.

30
 

2.
59

 
2.

87
 

3.
16

 
3.

45
 

 
2.

42
 

2.
59

 
2.

76
 

2.
87

 
2.

99
 

3.
16

 
3.

33
 

活
気

 
1–

4 
2.

32
 

0.
76

 
1.

56
 

1.
94

 
2.

32
 

2.
70

 
3.

08
 

 
1.

71
 

1.
94

 
2.

17
 

2.
32

 
2.

47
 

2.
70

 
2.

93
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

90
 

0.
82

 
2.

08
 

2.
49

 
2.

90
 

3.
31

 
3.

72
 

 
2.

24
 

2.
49

 
2.

74
 

2.
90

 
3.

06
 

3.
31

 
3.

55
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

69
 

0.
77

 
1.

91
 

2.
30

 
2.

69
 

3.
07

 
3.

46
 

 
2.

07
 

2.
30

 
2.

53
 

2.
69

 
2.

84
 

3.
07

 
3.

30
 

不
安
感

 
1–

4 
2.

92
 

0.
70

 
2.

22
 

2.
57

 
2.

92
 

3.
27

 
3.

62
 

 
2.

36
 

2.
57

 
2.

78
 

2.
92

 
3.

06
 

3.
27

 
3.

48
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

21
 

0.
67

 
2.

54
 

2.
88

 
3.

21
 

3.
55

 
3.

88
 

 
2.

68
 

2.
88

 
3.

08
 

3.
21

 
3.

35
 

3.
55

 
3.

75
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

27
 

0.
54

 
2.

73
 

3.
00

 
3.

27
 

3.
54

 
3.

81
 

 
2.

84
 

3.
00

 
3.

17
 

3.
27

 
3.

38
 

3.
54

 
3.

70
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

73
 

0.
78

 
1.

95
 

2.
34

 
2.

73
 

3.
12

 
3.

51
 

 
2.

11
 

2.
34

 
2.

58
 

2.
73

 
2.

89
 

3.
12

 
3.

35
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

04
 

0.
78

 
2.

26
 

2.
65

 
3.

04
 

3.
43

 
3.

82
 

 
2.

41
 

2.
65

 
2.

88
 

3.
04

 
3.

19
 

3.
43

 
3.

66
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

79
 

0.
48

 
3.

31
 

3.
55

 
3.

79
 

4.
04

 
4.

28
 

 
3.

41
 

3.
55

 
3.

70
 

3.
79

 
3.

89
 

4.
04

 
4.

18
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

90
 

0.
66

 
2.

24
 

2.
57

 
2.

90
 

3.
23

 
3.

56
 

 
2.

37
 

2.
57

 
2.

77
 

2.
90

 
3.

03
 

3.
23

 
3.

43
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

54
 

0.
69

 
1.

85
 

2.
20

 
2.

54
 

2.
89

 
3.

24
 

 
1.

99
 

2.
20

 
2.

41
 

2.
54

 
2.

68
 

2.
89

 
3.

10
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

42
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

31
～

40
歳
：

2,
17

5
名
）
 
 
 

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

39
 

0.
38

 
2.

01
 

2.
20

 
2.

39
 

2.
58

 
2.

77
 

 
2.

09
 

2.
20

 
2.

32
 

2.
39

 
2.

47
 

2.
58

 
2.

70
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
1.

95
 

0.
66

 
1.

29
 

1.
62

 
1.

95
 

2.
28

 
2.

61
 

 
1.

42
 

1.
62

 
1.

82
 

1.
95

 
2.

08
 

2.
28

 
2.

48
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

04
 

0.
57

 
1.

47
 

1.
76

 
2.

04
 

2.
33

 
2.

61
 

 
1.

59
 

1.
76

 
1.

93
 

2.
04

 
2.

16
 

2.
33

 
2.

50
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

30
 

0.
78

 
2.

52
 

2.
91

 
3.

30
 

3.
69

 
4.

07
 

 
2.

68
 

2.
91

 
3.

14
 

3.
30

 
3.

45
 

3.
69

 
3.

92
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

50
 

0.
39

 
2.

11
 

2.
30

 
2.

50
 

2.
69

 
2.

89
 

 
2.

18
 

2.
30

 
2.

42
 

2.
50

 
2.

58
 

2.
69

 
2.

81
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

87
 

0.
86

 
2.

02
 

2.
45

 
2.

87
 

3.
30

 
3.

73
 

 
2.

19
 

2.
45

 
2.

70
 

2.
87

 
3.

05
 

3.
30

 
3.

56
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

72
 

0.
82

 
1.

90
 

2.
31

 
2.

72
 

3.
13

 
3.

54
 

 
2.

06
 

2.
31

 
2.

55
 

2.
72

 
2.

88
 

3.
13

 
3.

38
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

49
 

0.
83

 
1.

66
 

2.
07

 
2.

49
 

2.
90

 
3.

32
 

 
1.

82
 

2.
07

 
2.

32
 

2.
49

 
2.

65
 

2.
90

 
3.

15
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

65
 

0.
79

 
1.

86
 

2.
26

 
2.

65
 

3.
05

 
3.

44
 

 
2.

02
 

2.
26

 
2.

50
 

2.
65

 
2.

81
 

3.
05

 
3.

29
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

92
 

0.
45

 
2.

46
 

2.
69

 
2.

92
 

3.
14

 
3.

37
 

 
2.

55
 

2.
69

 
2.

82
 

2.
92

 
3.

01
 

3.
14

 
3.

28
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

79
 

0.
59

 
2.

20
 

2.
50

 
2.

79
 

3.
09

 
3.

38
 

 
2.

32
 

2.
50

 
2.

67
 

2.
79

 
2.

91
 

3.
09

 
3.

26
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
3.

11
 

0.
73

 
2.

37
 

2.
74

 
3.

11
 

3.
47

 
3.

84
 

 
2.

52
 

2.
74

 
2.

96
 

3.
11

 
3.

25
 

3.
47

 
3.

69
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

90
 

0.
64

 
2.

26
 

2.
58

 
2.

90
 

3.
23

 
3.

55
 

 
2.

39
 

2.
58

 
2.

78
 

2.
90

 
3.

03
 

3.
23

 
3.

42
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

91
 

0.
72

 
2.

19
 

2.
55

 
2.

91
 

3.
27

 
3.

64
 

 
2.

34
 

2.
55

 
2.

77
 

2.
91

 
3.

06
 

3.
27

 
3.

49
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

14
 

0.
57

 
2.

57
 

2.
85

 
3.

14
 

3.
43

 
3.

71
 

 
2.

68
 

2.
85

 
3.

03
 

3.
14

 
3.

25
 

3.
43

 
3.

60
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

88
 

0.
71

 
2.

17
 

2.
52

 
2.

88
 

3.
24

 
3.

59
 

 
2.

31
 

2.
52

 
2.

74
 

2.
88

 
3.

02
 

3.
24

 
3.

45
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

92
 

0.
46

 
2.

46
 

2.
69

 
2.

92
 

3.
15

 
3.

38
 

 
2.

55
 

2.
69

 
2.

83
 

2.
92

 
3.

01
 

3.
15

 
3.

29
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

68
 

0.
72

 
1.

95
 

2.
31

 
2.

68
 

3.
04

 
3.

40
 

 
2.

10
 

2.
31

 
2.

53
 

2.
68

 
2.

82
 

3.
04

 
3.

25
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

82
 

0.
67

 
2.

15
 

2.
48

 
2.

82
 

3.
16

 
3.

49
 

 
2.

28
 

2.
48

 
2.

69
 

2.
82

 
2.

96
 

3.
16

 
3.

36
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

27
 

0.
69

 
2.

58
 

2.
92

 
3.

27
 

3.
61

 
3.

96
 

 
2.

71
 

2.
92

 
3.

13
 

3.
27

 
3.

40
 

3.
61

 
3.

82
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

81
 

0.
72

 
2.

10
 

2.
46

 
2.

81
 

3.
17

 
3.

53
 

 
2.

24
 

2.
46

 
2.

67
 

2.
81

 
2.

96
 

3.
17

 
3.

39
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

91
 

0.
61

 
2.

30
 

2.
60

 
2.

91
 

3.
21

 
3.

51
 

 
2.

42
 

2.
60

 
2.

78
 

2.
91

 
3.

03
 

3.
21

 
3.

39
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
3.

07
 

0.
80

 
2.

27
 

2.
67

 
3.

07
 

3.
48

 
3.

88
 

 
2.

43
 

2.
67

 
2.

91
 

3.
07

 
3.

24
 

3.
48

 
3.

72
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

82
 

0.
71

 
2.

11
 

2.
46

 
2.

82
 

3.
17

 
3.

53
 

 
2.

25
 

2.
46

 
2.

68
 

2.
82

 
2.

96
 

3.
17

 
3.

39
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
3.

03
 

0.
66

 
2.

36
 

2.
70

 
3.

03
 

3.
36

 
3.

69
 

 
2.

50
 

2.
70

 
2.

90
 

3.
03

 
3.

16
 

3.
36

 
3.

56
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

85
 

0.
75

 
2.

10
 

2.
47

 
2.

85
 

3.
23

 
3.

60
 

 
2.

25
 

2.
47

 
2.

70
 

2.
85

 
3.

00
 

3.
23

 
3.

45
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

96
 

0.
61

 
2.

35
 

2.
66

 
2.

96
 

3.
26

 
3.

57
 

 
2.

47
 

2.
66

 
2.

84
 

2.
96

 
3.

08
 

3.
26

 
3.

45
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

42
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

31
～

40
歳
：

2,
17

5
名
）
（
続
き
）
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

53
 

0.
50

 
2.

03
 

2.
28

 
2.

53
 

2.
78

 
3.

03
 

 
2.

13
 

2.
28

 
2.

43
 

2.
53

 
2.

63
 

2.
78

 
2.

93
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

68
 

0.
67

 
2.

01
 

2.
35

 
2.

68
 

3.
02

 
3.

36
 

 
2.

14
 

2.
35

 
2.

55
 

2.
68

 
2.

82
 

3.
02

 
3.

22
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

46
 

0.
72

 
1.

74
 

2.
10

 
2.

46
 

2.
82

 
3.

18
 

 
1.

88
 

2.
10

 
2.

32
 

2.
46

 
2.

60
 

2.
82

 
3.

04
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

55
 

0.
71

 
1.

84
 

2.
20

 
2.

55
 

2.
91

 
3.

26
 

 
1.

99
 

2.
20

 
2.

41
 

2.
55

 
2.

70
 

2.
91

 
3.

12
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

49
 

0.
75

 
1.

74
 

2.
11

 
2.

49
 

2.
86

 
3.

24
 

 
1.

89
 

2.
11

 
2.

34
 

2.
49

 
2.

64
 

2.
86

 
3.

09
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

94
 

0.
62

 
2.

32
 

2.
63

 
2.

94
 

3.
25

 
3.

56
 

 
2.

45
 

2.
63

 
2.

82
 

2.
94

 
3.

07
 

3.
25

 
3.

44
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

46
 

0.
75

 
1.

71
 

2.
09

 
2.

46
 

2.
84

 
3.

21
 

 
1.

86
 

2.
09

 
2.

31
 

2.
46

 
2.

61
 

2.
84

 
3.

06
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
15

 
0.

80
 

1.
35

 
1.

75
 

2.
15

 
2.

55
 

2.
95

 
 

1.
51

 
1.

75
 

1.
99

 
2.

15
 

2.
31

 
2.

55
 

2.
79

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

90
 

0.
54

 
2.

36
 

2.
63

 
2.

90
 

3.
17

 
3.

44
 

 
2.

47
 

2.
63

 
2.

79
 

2.
90

 
3.

01
 

3.
17

 
3.

34
 

活
気

 
1–

4 
2.

21
 

0.
73

 
1.

48
 

1.
84

 
2.

21
 

2.
57

 
2.

94
 

 
1.

63
 

1.
84

 
2.

06
 

2.
21

 
2.

35
 

2.
57

 
2.

79
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

91
 

0.
75

 
2.

16
 

2.
54

 
2.

91
 

3.
29

 
3.

66
 

 
2.

31
 

2.
54

 
2.

76
 

2.
91

 
3.

06
 

3.
29

 
3.

51
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

75
 

0.
78

 
1.

97
 

2.
36

 
2.

75
 

3.
14

 
3.

54
 

 
2.

13
 

2.
36

 
2.

60
 

2.
75

 
2.

91
 

3.
14

 
3.

38
 

不
安
感

 
1–

4 
2.

96
 

0.
70

 
2.

26
 

2.
61

 
2.

96
 

3.
31

 
3.

65
 

 
2.

40
 

2.
61

 
2.

82
 

2.
96

 
3.

10
 

3.
31

 
3.

52
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

29
 

0.
63

 
2.

66
 

2.
97

 
3.

29
 

3.
60

 
3.

92
 

 
2.

79
 

2.
97

 
3.

16
 

3.
29

 
3.

41
 

3.
60

 
3.

79
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

28
 

0.
51

 
2.

77
 

3.
03

 
3.

28
 

3.
54

 
3.

80
 

 
2.

87
 

3.
03

 
3.

18
 

3.
28

 
3.

39
 

3.
54

 
3.

70
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

72
 

0.
75

 
1.

97
 

2.
35

 
2.

72
 

3.
10

 
3.

47
 

 
2.

12
 

2.
35

 
2.

57
 

2.
72

 
2.

87
 

3.
10

 
3.

32
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

13
 

0.
74

 
2.

39
 

2.
76

 
3.

13
 

3.
50

 
3.

87
 

 
2.

53
 

2.
76

 
2.

98
 

3.
13

 
3.

27
 

3.
50

 
3.

72
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

79
 

0.
48

 
3.

31
 

3.
55

 
3.

79
 

4.
03

 
4.

27
 

 
3.

41
 

3.
55

 
3.

70
 

3.
79

 
3.

89
 

4.
03

 
4.

18
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

82
 

0.
63

 
2.

19
 

2.
50

 
2.

82
 

3.
13

 
3.

44
 

 
2.

32
 

2.
50

 
2.

69
 

2.
82

 
2.

94
 

3.
13

 
3.

32
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

56
 

0.
65

 
1.

90
 

2.
23

 
2.

56
 

2.
88

 
3.

21
 

 
2.

03
 

2.
23

 
2.

43
 

2.
56

 
2.

69
 

2.
88

 
3.

08
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

43
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

41
～

50
歳
：

4,
36

6
名
）
 
 
 

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

44
 

0.
36

 
2.

08
 

2.
26

 
2.

44
 

2.
62

 
2.

80
 

 
2.

15
 

2.
26

 
2.

37
 

2.
44

 
2.

51
 

2.
62

 
2.

73
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

04
 

0.
63

 
1.

41
 

1.
72

 
2.

04
 

2.
35

 
2.

66
 

 
1.

53
 

1.
72

 
1.

91
 

2.
04

 
2.

16
 

2.
35

 
2.

54
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

06
 

0.
54

 
1.

52
 

1.
79

 
2.

06
 

2.
33

 
2.

60
 

 
1.

63
 

1.
79

 
1.

95
 

2.
06

 
2.

17
 

2.
33

 
2.

49
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

28
 

0.
74

 
2.

55
 

2.
92

 
3.

28
 

3.
65

 
4.

02
 

 
2.

69
 

2.
92

 
3.

14
 

3.
28

 
3.

43
 

3.
65

 
3.

87
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

54
 

0.
38

 
2.

17
 

2.
35

 
2.

54
 

2.
73

 
2.

92
 

 
2.

24
 

2.
35

 
2.

47
 

2.
54

 
2.

62
 

2.
73

 
2.

84
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

92
 

0.
83

 
2.

09
 

2.
50

 
2.

92
 

3.
34

 
3.

75
 

 
2.

26
 

2.
50

 
2.

75
 

2.
92

 
3.

09
 

3.
34

 
3.

58
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

68
 

0.
81

 
1.

87
 

2.
28

 
2.

68
 

3.
08

 
3.

49
 

 
2.

03
 

2.
28

 
2.

52
 

2.
68

 
2.

84
 

3.
08

 
3.

33
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

57
 

0.
83

 
1.

74
 

2.
16

 
2.

57
 

2.
98

 
3.

39
 

 
1.

91
 

2.
16

 
2.

40
 

2.
57

 
2.

73
 

2.
98

 
3.

23
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

79
 

0.
75

 
2.

05
 

2.
42

 
2.

79
 

3.
16

 
3.

54
 

 
2.

20
 

2.
42

 
2.

64
 

2.
79

 
2.

94
 

3.
16

 
3.

39
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

86
 

0.
46

 
2.

40
 

2.
63

 
2.

86
 

3.
09

 
3.

32
 

 
2.

49
 

2.
63

 
2.

77
 

2.
86

 
2.

95
 

3.
09

 
3.

23
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

73
 

0.
57

 
2.

16
 

2.
44

 
2.

73
 

3.
01

 
3.

30
 

 
2.

27
 

2.
44

 
2.

61
 

2.
73

 
2.

84
 

3.
01

 
3.

18
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
3.

02
 

0.
72

 
2.

30
 

2.
66

 
3.

02
 

3.
38

 
3.

74
 

 
2.

44
 

2.
66

 
2.

88
 

3.
02

 
3.

17
 

3.
38

 
3.

60
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

84
 

0.
70

 
2.

15
 

2.
49

 
2.

84
 

3.
19

 
3.

54
 

 
2.

28
 

2.
49

 
2.

70
 

2.
84

 
2.

98
 

3.
19

 
3.

40
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

85
 

0.
73

 
2.

12
 

2.
49

 
2.

85
 

3.
22

 
3.

58
 

 
2.

27
 

2.
49

 
2.

71
 

2.
85

 
3.

00
 

3.
22

 
3.

44
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

19
 

0.
56

 
2.

63
 

2.
91

 
3.

19
 

3.
47

 
3.

76
 

 
2.

74
 

2.
91

 
3.

08
 

3.
19

 
3.

31
 

3.
47

 
3.

64
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

79
 

0.
73

 
2.

07
 

2.
43

 
2.

79
 

3.
16

 
3.

52
 

 
2.

21
 

2.
43

 
2.

65
 

2.
79

 
2.

94
 

3.
16

 
3.

38
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

83
 

0.
47

 
2.

36
 

2.
59

 
2.

83
 

3.
06

 
3.

30
 

 
2.

45
 

2.
59

 
2.

73
 

2.
83

 
2.

92
 

3.
06

 
3.

20
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

59
 

0.
73

 
1.

87
 

2.
23

 
2.

59
 

2.
96

 
3.

32
 

 
2.

01
 

2.
23

 
2.

45
 

2.
59

 
2.

74
 

2.
96

 
3.

18
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

71
 

0.
67

 
2.

05
 

2.
38

 
2.

71
 

3.
04

 
3.

38
 

 
2.

18
 

2.
38

 
2.

58
 

2.
71

 
2.

85
 

3.
04

 
3.

24
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

21
 

0.
70

 
2.

51
 

2.
86

 
3.

21
 

3.
56

 
3.

91
 

 
2.

65
 

2.
86

 
3.

07
 

3.
21

 
3.

35
 

3.
56

 
3.

77
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

76
 

0.
72

 
2.

05
 

2.
41

 
2.

76
 

3.
12

 
3.

48
 

 
2.

19
 

2.
41

 
2.

62
 

2.
76

 
2.

91
 

3.
12

 
3.

34
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

77
 

0.
68

 
2.

09
 

2.
43

 
2.

77
 

3.
11

 
3.

44
 

 
2.

23
 

2.
43

 
2.

63
 

2.
77

 
2.

90
 

3.
11

 
3.

31
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
2.

92
 

0.
81

 
2.

11
 

2.
51

 
2.

92
 

3.
32

 
3.

73
 

 
2.

27
 

2.
51

 
2.

76
 

2.
92

 
3.

08
 

3.
32

 
3.

57
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

68
 

0.
73

 
1.

94
 

2.
31

 
2.

68
 

3.
04

 
3.

41
 

 
2.

09
 

2.
31

 
2.

53
 

2.
68

 
2.

82
 

3.
04

 
3.

26
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

97
 

0.
67

 
2.

30
 

2.
64

 
2.

97
 

3.
31

 
3.

64
 

 
2.

44
 

2.
64

 
2.

84
 

2.
97

 
3.

11
 

3.
31

 
3.

51
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

74
 

0.
76

 
1.

98
 

2.
36

 
2.

74
 

3.
12

 
3.

50
 

 
2.

13
 

2.
36

 
2.

59
 

2.
74

 
2.

89
 

3.
12

 
3.

35
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

86
 

0.
63

 
2.

23
 

2.
55

 
2.

86
 

3.
18

 
3.

50
 

 
2.

36
 

2.
55

 
2.

74
 

2.
86

 
2.

99
 

3.
18

 
3.

37
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

43
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

41
～

50
歳
：

4,
36

6
名
）
（
続
き
）
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

55
 

0.
50

 
2.

05
 

2.
30

 
2.

55
 

2.
80

 
3.

05
 

 
2.

15
 

2.
30

 
2.

45
 

2.
55

 
2.

65
 

2.
80

 
2.

95
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

81
 

0.
65

 
2.

17
 

2.
49

 
2.

81
 

3.
14

 
3.

46
 

 
2.

30
 

2.
49

 
2.

68
 

2.
81

 
2.

94
 

3.
14

 
3.

33
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

50
 

0.
71

 
1.

79
 

2.
15

 
2.

50
 

2.
86

 
3.

21
 

 
1.

93
 

2.
15

 
2.

36
 

2.
50

 
2.

64
 

2.
86

 
3.

07
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

56
 

0.
69

 
1.

86
 

2.
21

 
2.

56
 

2.
90

 
3.

25
 

 
2.

00
 

2.
21

 
2.

42
 

2.
56

 
2.

70
 

2.
90

 
3.

11
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

49
 

0.
74

 
1.

75
 

2.
12

 
2.

49
 

2.
85

 
3.

22
 

 
1.

89
 

2.
12

 
2.

34
 

2.
49

 
2.

63
 

2.
85

 
3.

08
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

87
 

0.
62

 
2.

25
 

2.
56

 
2.

87
 

3.
18

 
3.

49
 

 
2.

37
 

2.
56

 
2.

74
 

2.
87

 
2.

99
 

3.
18

 
3.

36
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

45
 

0.
72

 
1.

73
 

2.
09

 
2.

45
 

2.
81

 
3.

17
 

 
1.

87
 

2.
09

 
2.

30
 

2.
45

 
2.

59
 

2.
81

 
3.

02
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
19

 
0.

76
 

1.
42

 
1.

80
 

2.
19

 
2.

57
 

2.
95

 
 

1.
57

 
1.

80
 

2.
03

 
2.

19
 

2.
34

 
2.

57
 

2.
80

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

94
 

0.
53

 
2.

41
 

2.
68

 
2.

94
 

3.
21

 
3.

47
 

 
2.

52
 

2.
68

 
2.

84
 

2.
94

 
3.

05
 

3.
21

 
3.

37
 

活
気

 
1–

4 
2.

14
 

0.
73

 
1.

41
 

1.
77

 
2.

14
 

2.
50

 
2.

86
 

 
1.

56
 

1.
77

 
1.

99
 

2.
14

 
2.

28
 

2.
50

 
2.

72
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

92
 

0.
74

 
2.

17
 

2.
55

 
2.

92
 

3.
29

 
3.

66
 

 
2.

32
 

2.
55

 
2.

77
 

2.
92

 
3.

07
 

3.
29

 
3.

51
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

87
 

0.
78

 
2.

09
 

2.
48

 
2.

87
 

3.
26

 
3.

66
 

 
2.

24
 

2.
48

 
2.

71
 

2.
87

 
3.

03
 

3.
26

 
3.

50
 

不
安
感

 
1–

4 
3.

01
 

0.
67

 
2.

34
 

2.
68

 
3.

01
 

3.
35

 
3.

69
 

 
2.

48
 

2.
68

 
2.

88
 

3.
01

 
3.

15
 

3.
35

 
3.

55
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

36
 

0.
60

 
2.

76
 

3.
06

 
3.

36
 

3.
66

 
3.

96
 

 
2.

88
 

3.
06

 
3.

24
 

3.
36

 
3.

48
 

3.
66

 
3.

84
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

29
 

0.
50

 
2.

79
 

3.
04

 
3.

29
 

3.
54

 
3.

78
 

 
2.

89
 

3.
04

 
3.

19
 

3.
29

 
3.

39
 

3.
54

 
3.

69
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

70
 

0.
76

 
1.

94
 

2.
32

 
2.

70
 

3.
08

 
3.

46
 

 
2.

09
 

2.
32

 
2.

55
 

2.
70

 
2.

85
 

3.
08

 
3.

31
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

09
 

0.
74

 
2.

35
 

2.
72

 
3.

09
 

3.
46

 
3.

83
 

 
2.

50
 

2.
72

 
2.

94
 

3.
09

 
3.

24
 

3.
46

 
3.

68
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

73
 

0.
55

 
3.

19
 

3.
46

 
3.

73
 

4.
01

 
4.

28
 

 
3.

30
 

3.
46

 
3.

63
 

3.
73

 
3.

84
 

4.
01

 
4.

17
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

79
 

0.
65

 
2.

14
 

2.
47

 
2.

79
 

3.
12

 
3.

44
 

 
2.

27
 

2.
47

 
2.

66
 

2.
79

 
2.

92
 

3.
12

 
3.

31
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

56
 

0.
64

 
1.

92
 

2.
24

 
2.

56
 

2.
89

 
3.

21
 

 
2.

05
 

2.
24

 
2.

44
 

2.
56

 
2.

69
 

2.
89

 
3.

08
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

44
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

51
～

60
歳
：

3,
98

9
名
）
 
 
 

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

54
 

0.
37

 
2.

16
 

2.
35

 
2.

54
 

2.
72

 
2.

91
 

 
2.

24
 

2.
35

 
2.

46
 

2.
54

 
2.

61
 

2.
72

 
2.

83
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

25
 

0.
65

 
1.

60
 

1.
92

 
2.

25
 

2.
58

 
2.

90
 

 
1.

73
 

1.
92

 
2.

12
 

2.
25

 
2.

38
 

2.
58

 
2.

77
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

13
 

0.
56

 
1.

57
 

1.
85

 
2.

13
 

2.
40

 
2.

68
 

 
1.

68
 

1.
85

 
2.

01
 

2.
13

 
2.

24
 

2.
40

 
2.

57
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

25
 

0.
75

 
2.

50
 

2.
87

 
3.

25
 

3.
62

 
4.

00
 

 
2.

65
 

2.
87

 
3.

10
 

3.
25

 
3.

40
 

3.
62

 
3.

85
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

59
 

0.
36

 
2.

23
 

2.
41

 
2.

59
 

2.
77

 
2.

94
 

 
2.

30
 

2.
41

 
2.

52
 

2.
59

 
2.

66
 

2.
77

 
2.

87
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

97
 

0.
80

 
2.

17
 

2.
57

 
2.

97
 

3.
37

 
3.

78
 

 
2.

33
 

2.
57

 
2.

81
 

2.
97

 
3.

13
 

3.
37

 
3.

61
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

77
 

0.
81

 
1.

96
 

2.
36

 
2.

77
 

3.
17

 
3.

58
 

 
2.

12
 

2.
36

 
2.

61
 

2.
77

 
2.

93
 

3.
17

 
3.

41
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

72
 

0.
79

 
1.

93
 

2.
32

 
2.

72
 

3.
12

 
3.

51
 

 
2.

09
 

2.
32

 
2.

56
 

2.
72

 
2.

88
 

3.
12

 
3.

35
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

91
 

0.
70

 
2.

20
 

2.
56

 
2.

91
 

3.
26

 
3.

61
 

 
2.

35
 

2.
56

 
2.

77
 

2.
91

 
3.

05
 

3.
26

 
3.

47
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

89
 

0.
48

 
2.

41
 

2.
65

 
2.

89
 

3.
13

 
3.

37
 

 
2.

51
 

2.
65

 
2.

79
 

2.
89

 
2.

98
 

3.
13

 
3.

27
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

79
 

0.
58

 
2.

21
 

2.
50

 
2.

79
 

3.
08

 
3.

37
 

 
2.

33
 

2.
50

 
2.

67
 

2.
79

 
2.

91
 

3.
08

 
3.

25
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
2.

98
 

0.
77

 
2.

22
 

2.
60

 
2.

98
 

3.
37

 
3.

75
 

 
2.

37
 

2.
60

 
2.

83
 

2.
98

 
3.

14
 

3.
37

 
3.

60
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

84
 

0.
72

 
2.

12
 

2.
48

 
2.

84
 

3.
21

 
3.

57
 

 
2.

26
 

2.
48

 
2.

70
 

2.
84

 
2.

99
 

3.
21

 
3.

42
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

84
 

0.
75

 
2.

10
 

2.
47

 
2.

84
 

3.
22

 
3.

59
 

 
2.

25
 

2.
47

 
2.

69
 

2.
84

 
2.

99
 

3.
22

 
3.

44
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

27
 

0.
59

 
2.

68
 

2.
98

 
3.

27
 

3.
57

 
3.

86
 

 
2.

80
 

2.
98

 
3.

15
 

3.
27

 
3.

39
 

3.
57

 
3.

74
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

79
 

0.
72

 
2.

07
 

2.
43

 
2.

79
 

3.
15

 
3.

52
 

 
2.

21
 

2.
43

 
2.

65
 

2.
79

 
2.

94
 

3.
15

 
3.

37
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

79
 

0.
47

 
2.

32
 

2.
56

 
2.

79
 

3.
03

 
3.

26
 

 
2.

42
 

2.
56

 
2.

70
 

2.
79

 
2.

89
 

3.
03

 
3.

17
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

58
 

0.
71

 
1.

87
 

2.
22

 
2.

58
 

2.
93

 
3.

28
 

 
2.

01
 

2.
22

 
2.

43
 

2.
58

 
2.

72
 

2.
93

 
3.

14
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

66
 

0.
64

 
2.

01
 

2.
33

 
2.

66
 

2.
98

 
3.

30
 

 
2.

14
 

2.
33

 
2.

53
 

2.
66

 
2.

78
 

2.
98

 
3.

17
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

21
 

0.
68

 
2.

53
 

2.
87

 
3.

21
 

3.
55

 
3.

89
 

 
2.

67
 

2.
87

 
3.

07
 

3.
21

 
3.

35
 

3.
55

 
3.

76
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

69
 

0.
73

 
1.

95
 

2.
32

 
2.

69
 

3.
05

 
3.

42
 

 
2.

10
 

2.
32

 
2.

54
 

2.
69

 
2.

83
 

3.
05

 
3.

27
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

68
 

0.
70

 
1.

98
 

2.
33

 
2.

68
 

3.
03

 
3.

37
 

 
2.

12
 

2.
33

 
2.

54
 

2.
68

 
2.

82
 

3.
03

 
3.

23
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
2.

90
 

0.
80

 
2.

11
 

2.
51

 
2.

90
 

3.
30

 
3.

70
 

 
2.

27
 

2.
51

 
2.

75
 

2.
90

 
3.

06
 

3.
30

 
3.

54
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

63
 

0.
71

 
1.

92
 

2.
27

 
2.

63
 

2.
98

 
3.

34
 

 
2.

06
 

2.
27

 
2.

49
 

2.
63

 
2.

77
 

2.
98

 
3.

20
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

94
 

0.
66

 
2.

28
 

2.
61

 
2.

94
 

3.
27

 
3.

61
 

 
2.

41
 

2.
61

 
2.

81
 

2.
94

 
3.

08
 

3.
27

 
3.

47
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

70
 

0.
74

 
1.

96
 

2.
33

 
2.

70
 

3.
07

 
3.

44
 

 
2.

11
 

2.
33

 
2.

55
 

2.
70

 
2.

85
 

3.
07

 
3.

29
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

82
 

0.
63

 
2.

19
 

2.
51

 
2.

82
 

3.
14

 
3.

46
 

 
2.

32
 

2.
51

 
2.

70
 

2.
82

 
2.

95
 

3.
14

 
3.

33
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

44
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

51
～

60
歳
：

3,
98

9
名
）
（
続
き
）
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

57
 

0.
50

 
2.

07
 

2.
32

 
2.

57
 

2.
82

 
3.

07
 

 
2.

17
 

2.
32

 
2.

47
 

2.
57

 
2.

67
 

2.
82

 
2.

97
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

85
 

0.
64

 
2.

21
 

2.
53

 
2.

85
 

3.
17

 
3.

49
 

 
2.

34
 

2.
53

 
2.

72
 

2.
85

 
2.

98
 

3.
17

 
3.

36
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

52
 

0.
70

 
1.

82
 

2.
17

 
2.

52
 

2.
87

 
3.

22
 

 
1.

96
 

2.
17

 
2.

38
 

2.
52

 
2.

66
 

2.
87

 
3.

08
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

54
 

0.
68

 
1.

86
 

2.
20

 
2.

54
 

2.
89

 
3.

23
 

 
2.

00
 

2.
20

 
2.

41
 

2.
54

 
2.

68
 

2.
89

 
3.

09
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

46
 

0.
73

 
1.

72
 

2.
09

 
2.

46
 

2.
82

 
3.

19
 

 
1.

87
 

2.
09

 
2.

31
 

2.
46

 
2.

60
 

2.
82

 
3.

04
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

85
 

0.
63

 
2.

22
 

2.
53

 
2.

85
 

3.
16

 
3.

48
 

 
2.

34
 

2.
53

 
2.

72
 

2.
85

 
2.

97
 

3.
16

 
3.

35
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

46
 

0.
70

 
1.

77
 

2.
11

 
2.

46
 

2.
81

 
3.

16
 

 
1.

91
 

2.
11

 
2.

32
 

2.
46

 
2.

60
 

2.
81

 
3.

02
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
31

 
0.

75
 

1.
56

 
1.

93
 

2.
31

 
2.

68
 

3.
06

 
 

1.
71

 
1.

93
 

2.
16

 
2.

31
 

2.
46

 
2.

68
 

2.
91

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
3.

04
 

0.
52

 
2.

52
 

2.
78

 
3.

04
 

3.
30

 
3.

56
 

 
2.

63
 

2.
78

 
2.

94
 

3.
04

 
3.

14
 

3.
30

 
3.

46
 

活
気

 
1–

4 
2.

18
 

0.
73

 
1.

46
 

1.
82

 
2.

18
 

2.
55

 
2.

91
 

 
1.

60
 

1.
82

 
2.

04
 

2.
18

 
2.

33
 

2.
55

 
2.

77
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
3.

02
 

0.
73

 
2.

30
 

2.
66

 
3.

02
 

3.
39

 
3.

75
 

 
2.

44
 

2.
66

 
2.

88
 

3.
02

 
3.

17
 

3.
39

 
3.

60
 

疲
労
感

 
1–

4 
3.

07
 

0.
74

 
2.

33
 

2.
70

 
3.

07
 

3.
44

 
3.

81
 

 
2.

48
 

2.
70

 
2.

92
 

3.
07

 
3.

22
 

3.
44

 
3.

66
 

不
安
感

 
1–

4 
3.

11
 

0.
64

 
2.

47
 

2.
79

 
3.

11
 

3.
43

 
3.

75
 

 
2.

60
 

2.
79

 
2.

98
 

3.
11

 
3.

24
 

3.
43

 
3.

62
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

43
 

0.
59

 
2.

84
 

3.
13

 
3.

43
 

3.
72

 
4.

01
 

 
2.

96
 

3.
13

 
3.

31
 

3.
43

 
3.

54
 

3.
72

 
3.

90
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

34
 

0.
49

 
2.

85
 

3.
10

 
3.

34
 

3.
58

 
3.

83
 

 
2.

95
 

3.
10

 
3.

24
 

3.
34

 
3.

44
 

3.
58

 
3.

73
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

73
 

0.
76

 
1.

97
 

2.
35

 
2.

73
 

3.
11

 
3.

49
 

 
2.

12
 

2.
35

 
2.

57
 

2.
73

 
2.

88
 

3.
11

 
3.

33
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

11
 

0.
71

 
2.

41
 

2.
76

 
3.

11
 

3.
47

 
3.

82
 

 
2.

55
 

2.
76

 
2.

97
 

3.
11

 
3.

25
 

3.
47

 
3.

68
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

73
 

0.
55

 
3.

18
 

3.
46

 
3.

73
 

4.
01

 
4.

28
 

 
3.

29
 

3.
46

 
3.

62
 

3.
73

 
3.

84
 

4.
01

 
4.

17
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

82
 

0.
65

 
2.

17
 

2.
49

 
2.

82
 

3.
15

 
3.

47
 

 
2.

30
 

2.
49

 
2.

69
 

2.
82

 
2.

95
 

3.
15

 
3.

34
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

64
 

0.
65

 
1.

99
 

2.
32

 
2.

64
 

2.
97

 
3.

29
 

 
2.

12
 

2.
32

 
2.

51
 

2.
64

 
2.

77
 

2.
97

 
3.

16
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

45
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

61
歳
以
上
：

20
7
名
）
 
 
 
 

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

75
 

0.
35

 
2.

40
 

2.
57

 
2.

75
 

2.
92

 
3.

10
 

 
2.

47
 

2.
57

 
2.

68
 

2.
75

 
2.

82
 

2.
92

 
3.

03
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

73
 

0.
67

 
2.

06
 

2.
40

 
2.

73
 

3.
07

 
3.

40
 

 
2.

19
 

2.
40

 
2.

60
 

2.
73

 
2.

87
 

3.
07

 
3.

27
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

30
 

0.
54

 
1.

75
 

2.
02

 
2.

30
 

2.
57

 
2.

84
 

 
1.

86
 

2.
02

 
2.

19
 

2.
30

 
2.

41
 

2.
57

 
2.

73
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

09
 

0.
87

 
2.

22
 

2.
65

 
3.

09
 

3.
53

 
3.

97
 

 
2.

39
 

2.
65

 
2.

92
 

3.
09

 
3.

27
 

3.
53

 
3.

79
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

68
 

0.
35

 
2.

33
 

2.
51

 
2.

68
 

2.
86

 
3.

04
 

 
2.

40
 

2.
51

 
2.

61
 

2.
68

 
2.

76
 

2.
86

 
2.

97
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
3.

17
 

0.
75

 
2.

42
 

2.
80

 
3.

17
 

3.
55

 
3.

92
 

 
2.

57
 

2.
80

 
3.

02
 

3.
17

 
3.

32
 

3.
55

 
3.

77
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

96
 

0.
77

 
2.

19
 

2.
57

 
2.

96
 

3.
34

 
3.

72
 

 
2.

34
 

2.
57

 
2.

80
 

2.
96

 
3.

11
 

3.
34

 
3.

57
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
3.

05
 

0.
74

 
2.

31
 

2.
68

 
3.

05
 

3.
42

 
3.

79
 

 
2.

45
 

2.
68

 
2.

90
 

3.
05

 
3.

20
 

3.
42

 
3.

64
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
3.

08
 

0.
65

 
2.

43
 

2.
75

 
3.

08
 

3.
40

 
3.

73
 

 
2.

56
 

2.
75

 
2.

95
 

3.
08

 
3.

21
 

3.
40

 
3.

60
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

91
 

0.
46

 
2.

45
 

2.
68

 
2.

91
 

3.
14

 
3.

37
 

 
2.

54
 

2.
68

 
2.

82
 

2.
91

 
3.

00
 

3.
14

 
3.

28
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

80
 

0.
59

 
2.

21
 

2.
51

 
2.

80
 

3.
10

 
3.

39
 

 
2.

33
 

2.
51

 
2.

68
 

2.
80

 
2.

92
 

3.
10

 
3.

28
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
3.

03
 

0.
78

 
2.

25
 

2.
64

 
3.

03
 

3.
42

 
3.

81
 

 
2.

40
 

2.
64

 
2.

87
 

3.
03

 
3.

19
 

3.
42

 
3.

65
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

94
 

0.
75

 
2.

19
 

2.
56

 
2.

94
 

3.
31

 
3.

69
 

 
2.

34
 

2.
56

 
2.

79
 

2.
94

 
3.

09
 

3.
31

 
3.

54
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

79
 

0.
73

 
2.

05
 

2.
42

 
2.

79
 

3.
15

 
3.

52
 

 
2.

20
 

2.
42

 
2.

64
 

2.
79

 
2.

93
 

3.
15

 
3.

37
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

38
 

0.
58

 
2.

80
 

3.
09

 
3.

38
 

3.
67

 
3.

95
 

 
2.

92
 

3.
09

 
3.

26
 

3.
38

 
3.

49
 

3.
67

 
3.

84
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

74
 

0.
72

 
2.

02
 

2.
38

 
2.

74
 

3.
11

 
3.

47
 

 
2.

17
 

2.
38

 
2.

60
 

2.
74

 
2.

89
 

3.
11

 
3.

32
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

80
 

0.
47

 
2.

33
 

2.
57

 
2.

80
 

3.
03

 
3.

27
 

 
2.

43
 

2.
57

 
2.

71
 

2.
80

 
2.

89
 

3.
03

 
3.

17
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

61
 

0.
73

 
1.

88
 

2.
24

 
2.

61
 

2.
97

 
3.

34
 

 
2.

03
 

2.
24

 
2.

46
 

2.
61

 
2.

75
 

2.
97

 
3.

19
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

67
 

0.
66

 
2.

00
 

2.
33

 
2.

67
 

3.
00

 
3.

33
 

 
2.

14
 

2.
33

 
2.

53
 

2.
67

 
2.

80
 

3.
00

 
3.

19
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

21
 

0.
68

 
2.

53
 

2.
87

 
3.

21
 

3.
55

 
3.

89
 

 
2.

67
 

2.
87

 
3.

08
 

3.
21

 
3.

35
 

3.
55

 
3.

76
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

32
 

0.
81

 
1.

51
 

1.
91

 
2.

32
 

2.
72

 
3.

13
 

 
1.

67
 

1.
91

 
2.

16
 

2.
32

 
2.

48
 

2.
72

 
2.

97
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

71
 

0.
66

 
2.

05
 

2.
38

 
2.

71
 

3.
03

 
3.

36
 

 
2.

18
 

2.
38

 
2.

57
 

2.
71

 
2.

84
 

3.
03

 
3.

23
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
3.

07
 

0.
79

 
2.

28
 

2.
67

 
3.

07
 

3.
46

 
3.

86
 

 
2.

43
 

2.
67

 
2.

91
 

3.
07

 
3.

23
 

3.
46

 
3.

70
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

65
 

0.
73

 
1.

92
 

2.
28

 
2.

65
 

3.
01

 
3.

38
 

 
2.

06
 

2.
28

 
2.

50
 

2.
65

 
2.

79
 

3.
01

 
3.

23
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

98
 

0.
69

 
2.

28
 

2.
63

 
2.

98
 

3.
32

 
3.

67
 

 
2.

42
 

2.
63

 
2.

84
 

2.
98

 
3.

11
 

3.
32

 
3.

53
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

73
 

0.
71

 
2.

02
 

2.
38

 
2.

73
 

3.
08

 
3.

44
 

 
2.

16
 

2.
38

 
2.

59
 

2.
73

 
2.

87
 

3.
08

 
3.

29
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

89
 

0.
59

 
2.

30
 

2.
60

 
2.

89
 

3.
19

 
3.

48
 

 
2.

42
 

2.
60

 
2.

78
 

2.
89

 
3.

01
 

3.
19

 
3.

37
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

45
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

61
歳
以
上
：

20
7
名
）
（
続
き
）

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

67
 

0.
49

 
2.

19
 

2.
43

 
2.

67
 

2.
92

 
3.

16
 

 
2.

28
 

2.
43

 
2.

58
 

2.
67

 
2.

77
 

2.
92

 
3.

06
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

87
 

0.
61

 
2.

26
 

2.
57

 
2.

87
 

3.
17

 
3.

47
 

 
2.

39
 

2.
57

 
2.

75
 

2.
87

 
2.

99
 

3.
17

 
3.

35
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

60
 

0.
70

 
1.

91
 

2.
26

 
2.

60
 

2.
95

 
3.

30
 

 
2.

05
 

2.
26

 
2.

46
 

2.
60

 
2.

74
 

2.
95

 
3.

16
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

63
 

0.
64

 
1.

99
 

2.
31

 
2.

63
 

2.
95

 
3.

27
 

 
2.

12
 

2.
31

 
2.

50
 

2.
63

 
2.

76
 

2.
95

 
3.

14
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

54
 

0.
65

 
1.

89
 

2.
22

 
2.

54
 

2.
87

 
3.

19
 

 
2.

02
 

2.
22

 
2.

41
 

2.
54

 
2.

67
 

2.
87

 
3.

06
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

83
 

0.
59

 
2.

24
 

2.
54

 
2.

83
 

3.
12

 
3.

42
 

 
2.

36
 

2.
54

 
2.

71
 

2.
83

 
2.

95
 

3.
12

 
3.

30
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

65
 

0.
66

 
1.

99
 

2.
32

 
2.

65
 

2.
98

 
3.

32
 

 
2.

12
 

2.
32

 
2.

52
 

2.
65

 
2.

79
 

2.
98

 
3.

18
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
58

 
0.

68
 

1.
91

 
2.

25
 

2.
58

 
2.

92
 

3.
26

 
 

2.
04

 
2.

25
 

2.
45

 
2.

58
 

2.
72

 
2.

92
 

3.
13

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
3.

23
 

0.
44

 
2.

79
 

3.
01

 
3.

23
 

3.
45

 
3.

67
 

 
2.

88
 

3.
01

 
3.

14
 

3.
23

 
3.

32
 

3.
45

 
3.

59
 

活
気

 
1–

4 
2.

37
 

0.
65

 
1.

72
 

2.
04

 
2.

37
 

2.
69

 
3.

01
 

 
1.

85
 

2.
04

 
2.

24
 

2.
37

 
2.

50
 

2.
69

 
2.

89
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
3.

23
 

0.
67

 
2.

56
 

2.
89

 
3.

23
 

3.
56

 
3.

90
 

 
2.

69
 

2.
89

 
3.

09
 

3.
23

 
3.

36
 

3.
56

 
3.

76
 

疲
労
感

 
1–

4 
3.

31
 

0.
63

 
2.

69
 

3.
00

 
3.

31
 

3.
63

 
3.

94
 

 
2.

81
 

3.
00

 
3.

19
 

3.
31

 
3.

44
 

3.
63

 
3.

82
 

不
安
感

 
1–

4 
3.

33
 

0.
57

 
2.

77
 

3.
05

 
3.

33
 

3.
61

 
3.

90
 

 
2.

88
 

3.
05

 
3.

22
 

3.
33

 
3.

45
 

3.
61

 
3.

78
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

58
 

0.
52

 
3.

06
 

3.
32

 
3.

58
 

3.
84

 
4.

10
 

 
3.

16
 

3.
32

 
3.

47
 

3.
58

 
3.

68
 

3.
84

 
3.

99
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

46
 

0.
45

 
3.

00
 

3.
23

 
3.

46
 

3.
68

 
3.

91
 

 
3.

09
 

3.
23

 
3.

37
 

3.
46

 
3.

55
 

3.
68

 
3.

82
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

94
 

0.
69

 
2.

25
 

2.
59

 
2.

94
 

3.
28

 
3.

63
 

 
2.

38
 

2.
59

 
2.

80
 

2.
94

 
3.

08
 

3.
28

 
3.

49
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

20
 

0.
69

 
2.

52
 

2.
86

 
3.

20
 

3.
55

 
3.

89
 

 
2.

65
 

2.
86

 
3.

07
 

3.
20

 
3.

34
 

3.
55

 
3.

75
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

79
 

0.
47

 
3.

32
 

3.
55

 
3.

79
 

4.
02

 
4.

25
 

 
3.

42
 

3.
55

 
3.

69
 

3.
79

 
3.

88
 

4.
02

 
4.

16
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

93
 

0.
65

 
2.

28
 

2.
60

 
2.

93
 

3.
25

 
3.

57
 

 
2.

41
 

2.
60

 
2.

80
 

2.
93

 
3.

06
 

3.
25

 
3.

44
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

79
 

0.
57

 
2.

23
 

2.
51

 
2.

79
 

3.
08

 
3.

36
 

 
2.

34
 

2.
51

 
2.

68
 

2.
79

 
2.

91
 

3.
08

 
3.

25
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
 

 
 

－173－



 
表

46
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
管
理
職
：

2,
16

2
名
）
 

 
 

 
 
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

43
 

0.
34

 
2.

09
 

2.
26

 
2.

43
 

2.
60

 
2.

77
 

 
2.

16
 

2.
26

 
2.

36
 

2.
43

 
2.

50
 

2.
60

 
2.

71
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
1.

98
 

0.
59

 
1.

40
 

1.
69

 
1.

98
 

2.
28

 
2.

57
 

 
1.

51
 

1.
69

 
1.

87
 

1.
98

 
2.

10
 

2.
28

 
2.

45
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
1.

98
 

0.
51

 
1.

47
 

1.
72

 
1.

98
 

2.
23

 
2.

48
 

 
1.

57
 

1.
72

 
1.

87
 

1.
98

 
2.

08
 

2.
23

 
2.

38
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

40
 

0.
65

 
2.

76
 

3.
08

 
3.

40
 

3.
73

 
4.

05
 

 
2.

88
 

3.
08

 
3.

27
 

3.
40

 
3.

53
 

3.
73

 
3.

92
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

53
 

0.
36

 
2.

17
 

2.
35

 
2.

53
 

2.
71

 
2.

89
 

 
2.

24
 

2.
35

 
2.

46
 

2.
53

 
2.

60
 

2.
71

 
2.

82
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
3.

15
 

0.
76

 
2.

38
 

2.
76

 
3.

15
 

3.
53

 
3.

91
 

 
2.

53
 

2.
76

 
2.

99
 

3.
15

 
3.

30
 

3.
53

 
3.

76
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

68
 

0.
83

 
1.

85
 

2.
26

 
2.

68
 

3.
09

 
3.

50
 

 
2.

02
 

2.
26

 
2.

51
 

2.
68

 
2.

84
 

3.
09

 
3.

34
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

52
 

0.
82

 
1.

69
 

2.
11

 
2.

52
 

2.
93

 
3.

34
 

 
1.

86
 

2.
11

 
2.

35
 

2.
52

 
2.

68
 

2.
93

 
3.

18
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

83
 

0.
77

 
2.

06
 

2.
45

 
2.

83
 

3.
22

 
3.

61
 

 
2.

22
 

2.
45

 
2.

68
 

2.
83

 
2.

99
 

3.
22

 
3.

45
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
3.

07
 

0.
42

 
2.

65
 

2.
86

 
3.

07
 

3.
28

 
3.

50
 

 
2.

73
 

2.
86

 
2.

99
 

3.
07

 
3.

16
 

3.
28

 
3.

41
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

94
 

0.
53

 
2.

41
 

2.
67

 
2.

94
 

3.
20

 
3.

47
 

 
2.

51
 

2.
67

 
2.

83
 

2.
94

 
3.

04
 

3.
20

 
3.

36
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
3.

17
 

0.
74

 
2.

43
 

2.
80

 
3.

17
 

3.
54

 
3.

90
 

 
2.

58
 

2.
80

 
3.

02
 

3.
17

 
3.

32
 

3.
54

 
3.

76
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
3.

02
 

0.
65

 
2.

37
 

2.
69

 
3.

02
 

3.
34

 
3.

67
 

 
2.

50
 

2.
69

 
2.

89
 

3.
02

 
3.

15
 

3.
34

 
3.

54
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
3.

10
 

0.
67

 
2.

43
 

2.
76

 
3.

10
 

3.
44

 
3.

77
 

 
2.

56
 

2.
76

 
2.

97
 

3.
10

 
3.

23
 

3.
44

 
3.

64
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

45
 

0.
55

 
2.

90
 

3.
18

 
3.

45
 

3.
73

 
4.

01
 

 
3.

01
 

3.
18

 
3.

34
 

3.
45

 
3.

56
 

3.
73

 
3.

90
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
3.

03
 

0.
67

 
2.

35
 

2.
69

 
3.

03
 

3.
36

 
3.

70
 

 
2.

49
 

2.
69

 
2.

89
 

3.
03

 
3.

16
 

3.
36

 
3.

57
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

99
 

0.
44

 
2.

55
 

2.
77

 
2.

99
 

3.
21

 
3.

43
 

 
2.

64
 

2.
77

 
2.

90
 

2.
99

 
3.

08
 

3.
21

 
3.

34
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

82
 

0.
69

 
2.

13
 

2.
47

 
2.

82
 

3.
16

 
3.

51
 

 
2.

27
 

2.
47

 
2.

68
 

2.
82

 
2.

96
 

3.
16

 
3.

37
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

89
 

0.
62

 
2.

27
 

2.
58

 
2.

89
 

3.
20

 
3.

51
 

 
2.

39
 

2.
58

 
2.

76
 

2.
89

 
3.

01
 

3.
20

 
3.

38
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

29
 

0.
66

 
2.

63
 

2.
96

 
3.

29
 

3.
62

 
3.

95
 

 
2.

77
 

2.
96

 
3.

16
 

3.
29

 
3.

42
 

3.
62

 
3.

81
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

95
 

0.
70

 
2.

25
 

2.
60

 
2.

95
 

3.
30

 
3.

65
 

 
2.

39
 

2.
60

 
2.

81
 

2.
95

 
3.

09
 

3.
30

 
3.

51
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

93
 

0.
65

 
2.

27
 

2.
60

 
2.

93
 

3.
25

 
3.

58
 

 
2.

40
 

2.
60

 
2.

80
 

2.
93

 
3.

06
 

3.
25

 
3.

45
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
3.

09
 

0.
77

 
2.

32
 

2.
70

 
3.

09
 

3.
47

 
3.

85
 

 
2.

47
 

2.
70

 
2.

93
 

3.
09

 
3.

24
 

3.
47

 
3.

70
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

84
 

0.
67

 
2.

17
 

2.
50

 
2.

84
 

3.
18

 
3.

51
 

 
2.

30
 

2.
50

 
2.

70
 

2.
84

 
2.

97
 

3.
18

 
3.

38
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
3.

13
 

0.
62

 
2.

51
 

2.
82

 
3.

13
 

3.
44

 
3.

74
 

 
2.

64
 

2.
82

 
3.

01
 

3.
13

 
3.

25
 

3.
44

 
3.

62
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

90
 

0.
73

 
2.

17
 

2.
53

 
2.

90
 

3.
26

 
3.

63
 

 
2.

31
 

2.
53

 
2.

75
 

2.
90

 
3.

04
 

3.
26

 
3.

48
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
3.

01
 

0.
59

 
2.

43
 

2.
72

 
3.

01
 

3.
30

 
3.

60
 

 
2.

54
 

2.
72

 
2.

89
 

3.
01

 
3.

13
 

3.
30

 
3.

48
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

46
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
管
理
職
：

2,
16

2
名
）
（
続
き
）

 
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

76
 

0.
45

 
2.

31
 

2.
53

 
2.

76
 

2.
98

 
3.

21
 

 
2.

40
 

2.
53

 
2.

67
 

2.
76

 
2.

85
 

2.
98

 
3.

12
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
3.

07
 

0.
59

 
2.

48
 

2.
77

 
3.

07
 

3.
36

 
3.

65
 

 
2.

60
 

2.
77

 
2.

95
 

3.
07

 
3.

18
 

3.
36

 
3.

53
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

72
 

0.
65

 
2.

08
 

2.
40

 
2.

72
 

3.
05

 
3.

37
 

 
2.

21
 

2.
40

 
2.

59
 

2.
72

 
2.

85
 

3.
05

 
3.

24
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

75
 

0.
63

 
2.

12
 

2.
44

 
2.

75
 

3.
06

 
3.

38
 

 
2.

25
 

2.
44

 
2.

63
 

2.
75

 
2.

88
 

3.
06

 
3.

25
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

62
 

0.
69

 
1.

93
 

2.
27

 
2.

62
 

2.
97

 
3.

32
 

 
2.

07
 

2.
27

 
2.

48
 

2.
62

 
2.

76
 

2.
97

 
3.

18
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
3.

00
 

0.
56

 
2.

44
 

2.
72

 
3.

00
 

3.
29

 
3.

57
 

 
2.

55
 

2.
72

 
2.

89
 

3.
00

 
3.

12
 

3.
29

 
3.

46
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

66
 

0.
66

 
2.

00
 

2.
33

 
2.

66
 

2.
99

 
3.

32
 

 
2.

14
 

2.
33

 
2.

53
 

2.
66

 
2.

79
 

2.
99

 
3.

19
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
48

 
0.

75
 

1.
73

 
2.

10
 

2.
48

 
2.

85
 

3.
22

 
 

1.
88

 
2.

10
 

2.
33

 
2.

48
 

2.
63

 
2.

85
 

3.
07

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
3.

11
 

0.
48

 
2.

63
 

2.
87

 
3.

11
 

3.
34

 
3.

58
 

 
2.

72
 

2.
87

 
3.

01
 

3.
11

 
3.

20
 

3.
34

 
3.

49
 

活
気

 
1–

4 
2.

40
 

0.
72

 
1.

68
 

2.
04

 
2.

40
 

2.
76

 
3.

12
 

 
1.

82
 

2.
04

 
2.

26
 

2.
40

 
2.

54
 

2.
76

 
2.

97
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
3.

03
 

0.
68

 
2.

35
 

2.
69

 
3.

03
 

3.
38

 
3.

72
 

 
2.

49
 

2.
69

 
2.

90
 

3.
03

 
3.

17
 

3.
38

 
3.

58
 

疲
労
感

 
1–

4 
3.

07
 

0.
73

 
2.

34
 

2.
70

 
3.

07
 

3.
43

 
3.

79
 

 
2.

49
 

2.
70

 
2.

92
 

3.
07

 
3.

21
 

3.
43

 
3.

65
 

不
安
感

 
1–

4 
3.

10
 

0.
59

 
2.

50
 

2.
80

 
3.

10
 

3.
39

 
3.

69
 

 
2.

62
 

2.
80

 
2.

98
 

3.
10

 
3.

22
 

3.
39

 
3.

57
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

52
 

0.
52

 
3.

00
 

3.
26

 
3.

52
 

3.
78

 
4.

04
 

 
3.

10
 

3.
26

 
3.

41
 

3.
52

 
3.

62
 

3.
78

 
3.

93
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

40
 

0.
45

 
2.

95
 

3.
17

 
3.

40
 

3.
63

 
3.

85
 

 
3.

04
 

3.
17

 
3.

31
 

3.
40

 
3.

49
 

3.
63

 
3.

76
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

94
 

0.
69

 
2.

25
 

2.
59

 
2.

94
 

3.
29

 
3.

63
 

 
2.

39
 

2.
59

 
2.

80
 

2.
94

 
3.

08
 

3.
29

 
3.

50
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

23
 

0.
69

 
2.

54
 

2.
89

 
3.

23
 

3.
58

 
3.

93
 

 
2.

68
 

2.
89

 
3.

09
 

3.
23

 
3.

37
 

3.
58

 
3.

79
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

85
 

0.
41

 
3.

45
 

3.
65

 
3.

85
 

4.
06

 
4.

26
 

 
3.

53
 

3.
65

 
3.

77
 

3.
85

 
3.

93
 

4.
06

 
4.

18
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
3.

01
 

0.
57

 
2.

44
 

2.
72

 
3.

01
 

3.
29

 
3.

58
 

 
2.

55
 

2.
72

 
2.

89
 

3.
01

 
3.

12
 

3.
29

 
3.

46
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

86
 

0.
58

 
2.

27
 

2.
57

 
2.

86
 

3.
15

 
3.

44
 

 
2.

39
 

2.
57

 
2.

74
 

2.
86

 
2.

98
 

3.
15

 
3.

33
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
 

 
 

－175－



 
表

47
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
専
門
技
術
職
：

4,
90

7
名
）
 

 
 
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

44
 

0.
36

 
2.

09
 

2.
26

 
2.

44
 

2.
62

 
2.

80
 

 
2.

16
 

2.
26

 
2.

37
 

2.
44

 
2.

51
 

2.
62

 
2.

73
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

06
 

0.
64

 
1.

42
 

1.
74

 
2.

06
 

2.
38

 
2.

69
 

 
1.

55
 

1.
74

 
1.

93
 

2.
06

 
2.

18
 

2.
38

 
2.

57
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

02
 

0.
52

 
1.

50
 

1.
76

 
2.

02
 

2.
28

 
2.

54
 

 
1.

60
 

1.
76

 
1.

92
 

2.
02

 
2.

13
 

2.
28

 
2.

44
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

28
 

0.
70

 
2.

58
 

2.
93

 
3.

28
 

3.
63

 
3.

98
 

 
2.

72
 

2.
93

 
3.

14
 

3.
28

 
3.

42
 

3.
63

 
3.

84
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

53
 

0.
37

 
2.

15
 

2.
34

 
2.

53
 

2.
71

 
2.

90
 

 
2.

23
 

2.
34

 
2.

45
 

2.
53

 
2.

60
 

2.
71

 
2.

82
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

90
 

0.
81

 
2.

09
 

2.
50

 
2.

90
 

3.
31

 
3.

71
 

 
2.

26
 

2.
50

 
2.

74
 

2.
90

 
3.

07
 

3.
31

 
3.

55
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

83
 

0.
78

 
2.

05
 

2.
44

 
2.

83
 

3.
22

 
3.

61
 

 
2.

21
 

2.
44

 
2.

68
 

2.
83

 
2.

99
 

3.
22

 
3.

46
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

61
 

0.
82

 
1.

80
 

2.
21

 
2.

61
 

3.
02

 
3.

43
 

 
1.

96
 

2.
21

 
2.

45
 

2.
61

 
2.

78
 

3.
02

 
3.

27
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

75
 

0.
73

 
2.

02
 

2.
39

 
2.

75
 

3.
12

 
3.

48
 

 
2.

17
 

2.
39

 
2.

61
 

2.
75

 
2.

90
 

3.
12

 
3.

34
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

90
 

0.
45

 
2.

45
 

2.
68

 
2.

90
 

3.
13

 
3.

35
 

 
2.

54
 

2.
68

 
2.

81
 

2.
90

 
2.

99
 

3.
13

 
3.

26
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

80
 

0.
56

 
2.

24
 

2.
52

 
2.

80
 

3.
08

 
3.

36
 

 
2.

35
 

2.
52

 
2.

69
 

2.
80

 
2.

91
 

3.
08

 
3.

25
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
3.

10
 

0.
74

 
2.

36
 

2.
73

 
3.

10
 

3.
47

 
3.

84
 

 
2.

51
 

2.
73

 
2.

95
 

3.
10

 
3.

25
 

3.
47

 
3.

69
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

89
 

0.
66

 
2.

23
 

2.
56

 
2.

89
 

3.
22

 
3.

55
 

 
2.

36
 

2.
56

 
2.

75
 

2.
89

 
3.

02
 

3.
22

 
3.

41
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

88
 

0.
70

 
2.

18
 

2.
53

 
2.

88
 

3.
23

 
3.

58
 

 
2.

32
 

2.
53

 
2.

74
 

2.
88

 
3.

02
 

3.
23

 
3.

44
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

12
 

0.
56

 
2.

57
 

2.
85

 
3.

12
 

3.
40

 
3.

68
 

 
2.

68
 

2.
85

 
3.

01
 

3.
12

 
3.

24
 

3.
40

 
3.

57
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

82
 

0.
71

 
2.

11
 

2.
46

 
2.

82
 

3.
17

 
3.

53
 

 
2.

25
 

2.
46

 
2.

68
 

2.
82

 
2.

96
 

3.
17

 
3.

38
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

81
 

0.
46

 
2.

35
 

2.
58

 
2.

81
 

3.
04

 
3.

28
 

 
2.

44
 

2.
58

 
2.

72
 

2.
81

 
2.

90
 

3.
04

 
3.

18
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

56
 

0.
70

 
1.

86
 

2.
21

 
2.

56
 

2.
91

 
3.

26
 

 
2.

00
 

2.
21

 
2.

42
 

2.
56

 
2.

70
 

2.
91

 
3.

12
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

69
 

0.
65

 
2.

04
 

2.
36

 
2.

69
 

3.
01

 
3.

34
 

 
2.

17
 

2.
36

 
2.

56
 

2.
69

 
2.

82
 

3.
01

 
3.

21
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

17
 

0.
71

 
2.

47
 

2.
82

 
3.

17
 

3.
53

 
3.

88
 

 
2.

61
 

2.
82

 
3.

03
 

3.
17

 
3.

31
 

3.
53

 
3.

74
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

76
 

0.
70

 
2.

06
 

2.
41

 
2.

76
 

3.
11

 
3.

46
 

 
2.

20
 

2.
41

 
2.

62
 

2.
76

 
2.

90
 

3.
11

 
3.

32
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

76
 

0.
66

 
2.

10
 

2.
43

 
2.

76
 

3.
09

 
3.

42
 

 
2.

23
 

2.
43

 
2.

63
 

2.
76

 
2.

89
 

3.
09

 
3.

29
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
2.

93
 

0.
81

 
2.

11
 

2.
52

 
2.

93
 

3.
33

 
3.

74
 

 
2.

28
 

2.
52

 
2.

76
 

2.
93

 
3.

09
 

3.
33

 
3.

58
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

70
 

0.
73

 
1.

97
 

2.
33

 
2.

70
 

3.
06

 
3.

43
 

 
2.

12
 

2.
33

 
2.

55
 

2.
70

 
2.

85
 

3.
06

 
3.

28
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

97
 

0.
66

 
2.

31
 

2.
64

 
2.

97
 

3.
30

 
3.

63
 

 
2.

44
 

2.
64

 
2.

83
 

2.
97

 
3.

10
 

3.
30

 
3.

49
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

72
 

0.
76

 
1.

97
 

2.
35

 
2.

72
 

3.
10

 
3.

48
 

 
2.

12
 

2.
35

 
2.

57
 

2.
72

 
2.

88
 

3.
10

 
3.

33
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

88
 

0.
61

 
2.

26
 

2.
57

 
2.

88
 

3.
18

 
3.

49
 

 
2.

39
 

2.
57

 
2.

75
 

2.
88

 
3.

00
 

3.
18

 
3.

37
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

47
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
専
門
技
術
職
：

4,
90

7
名
）
（
続
き
）
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

51
 

0.
49

 
2.

02
 

2.
27

 
2.

51
 

2.
75

 
2.

99
 

 
2.

12
 

2.
27

 
2.

41
 

2.
51

 
2.

61
 

2.
75

 
2.

90
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

68
 

0.
65

 
2.

03
 

2.
36

 
2.

68
 

3.
01

 
3.

34
 

 
2.

16
 

2.
36

 
2.

55
 

2.
68

 
2.

81
 

3.
01

 
3.

20
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

45
 

0.
71

 
1.

74
 

2.
09

 
2.

45
 

2.
80

 
3.

16
 

 
1.

88
 

2.
09

 
2.

31
 

2.
45

 
2.

59
 

2.
80

 
3.

01
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

53
 

0.
69

 
1.

84
 

2.
18

 
2.

53
 

2.
88

 
3.

22
 

 
1.

97
 

2.
18

 
2.

39
 

2.
53

 
2.

67
 

2.
88

 
3.

08
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

45
 

0.
74

 
1.

70
 

2.
08

 
2.

45
 

2.
82

 
3.

19
 

 
1.

85
 

2.
08

 
2.

30
 

2.
45

 
2.

60
 

2.
82

 
3.

04
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

91
 

0.
60

 
2.

30
 

2.
61

 
2.

91
 

3.
21

 
3.

51
 

 
2.

42
 

2.
61

 
2.

79
 

2.
91

 
3.

03
 

3.
21

 
3.

39
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

42
 

0.
73

 
1.

69
 

2.
05

 
2.

42
 

2.
78

 
3.

14
 

 
1.

83
 

2.
05

 
2.

27
 

2.
42

 
2.

56
 

2.
78

 
3.

00
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
13

 
0.

76
 

1.
37

 
1.

75
 

2.
13

 
2.

51
 

2.
89

 
 

1.
52

 
1.

75
 

1.
98

 
2.

13
 

2.
28

 
2.

51
 

2.
74

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

95
 

0.
53

 
2.

42
 

2.
68

 
2.

95
 

3.
21

 
3.

47
 

 
2.

53
 

2.
68

 
2.

84
 

2.
95

 
3.

05
 

3.
21

 
3.

37
 

活
気

 
1–

4 
2.

14
 

0.
70

 
1.

44
 

1.
79

 
2.

14
 

2.
49

 
2.

84
 

 
1.

58
 

1.
79

 
2.

00
 

2.
14

 
2.

28
 

2.
49

 
2.

70
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

99
 

0.
74

 
2.

24
 

2.
61

 
2.

99
 

3.
36

 
3.

73
 

 
2.

39
 

2.
61

 
2.

84
 

2.
99

 
3.

13
 

3.
36

 
3.

58
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

88
 

0.
77

 
2.

11
 

2.
49

 
2.

88
 

3.
26

 
3.

65
 

 
2.

26
 

2.
49

 
2.

72
 

2.
88

 
3.

03
 

3.
26

 
3.

49
 

不
安
感

 
1–

4 
3.

02
 

0.
66

 
2.

35
 

2.
69

 
3.

02
 

3.
35

 
3.

68
 

 
2.

49
 

2.
69

 
2.

89
 

3.
02

 
3.

15
 

3.
35

 
3.

55
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

33
 

0.
61

 
2.

72
 

3.
02

 
3.

33
 

3.
63

 
3.

93
 

 
2.

84
 

3.
02

 
3.

20
 

3.
33

 
3.

45
 

3.
63

 
3.

81
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

32
 

0.
49

 
2.

82
 

3.
07

 
3.

32
 

3.
56

 
3.

81
 

 
2.

92
 

3.
07

 
3.

22
 

3.
32

 
3.

41
 

3.
56

 
3.

71
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

70
 

0.
74

 
1.

96
 

2.
33

 
2.

70
 

3.
07

 
3.

43
 

 
2.

11
 

2.
33

 
2.

55
 

2.
70

 
2.

84
 

3.
07

 
3.

29
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

06
 

0.
72

 
2.

33
 

2.
69

 
3.

06
 

3.
42

 
3.

78
 

 
2.

48
 

2.
69

 
2.

91
 

3.
06

 
3.

20
 

3.
42

 
3.

63
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

74
 

0.
52

 
3.

22
 

3.
48

 
3.

74
 

4.
00

 
4.

26
 

 
3.

32
 

3.
48

 
3.

63
 

3.
74

 
3.

84
 

4.
00

 
4.

16
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

80
 

0.
62

 
2.

19
 

2.
49

 
2.

80
 

3.
11

 
3.

42
 

 
2.

31
 

2.
49

 
2.

68
 

2.
80

 
2.

93
 

3.
11

 
3.

30
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

55
 

0.
63

 
1.

92
 

2.
23

 
2.

55
 

2.
86

 
3.

17
 

 
2.

05
 

2.
23

 
2.

42
 

2.
55

 
2.

67
 

2.
86

 
3.

05
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
 

 
 

－177－



 
表

48
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
事
務
職
：

2,
22

5
名
）
 

 
 

 
 
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

58
 

0.
40

 
2.

19
 

2.
39

 
2.

58
 

2.
78

 
2.

98
 

 
2.

27
 

2.
39

 
2.

51
 

2.
58

 
2.

66
 

2.
78

 
2.

90
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

29
 

0.
70

 
1.

59
 

1.
94

 
2.

29
 

2.
64

 
2.

99
 

 
1.

73
 

1.
94

 
2.

15
 

2.
29

 
2.

43
 

2.
64

 
2.

85
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

28
 

0.
59

 
1.

70
 

1.
99

 
2.

28
 

2.
57

 
2.

87
 

 
1.

81
 

1.
99

 
2.

16
 

2.
28

 
2.

40
 

2.
57

 
2.

75
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

50
 

0.
63

 
2.

87
 

3.
18

 
3.

50
 

3.
82

 
4.

13
 

 
2.

99
 

3.
18

 
3.

37
 

3.
50

 
3.

63
 

3.
82

 
4.

01
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

60
 

0.
39

 
2.

21
 

2.
41

 
2.

60
 

2.
79

 
2.

98
 

 
2.

29
 

2.
41

 
2.

52
 

2.
60

 
2.

68
 

2.
79

 
2.

91
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

82
 

0.
88

 
1.

94
 

2.
38

 
2.

82
 

3.
26

 
3.

70
 

 
2.

11
 

2.
38

 
2.

64
 

2.
82

 
2.

99
 

3.
26

 
3.

52
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

75
 

0.
81

 
1.

93
 

2.
34

 
2.

75
 

3.
15

 
3.

56
 

 
2.

09
 

2.
34

 
2.

58
 

2.
75

 
2.

91
 

3.
15

 
3.

40
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

74
 

0.
83

 
1.

91
 

2.
32

 
2.

74
 

3.
15

 
3.

56
 

 
2.

07
 

2.
32

 
2.

57
 

2.
74

 
2.

90
 

3.
15

 
3.

40
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

89
 

0.
74

 
2.

15
 

2.
52

 
2.

89
 

3.
26

 
3.

62
 

 
2.

30
 

2.
52

 
2.

74
 

2.
89

 
3.

03
 

3.
26

 
3.

48
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

76
 

0.
47

 
2.

29
 

2.
53

 
2.

76
 

2.
99

 
3.

23
 

 
2.

39
 

2.
53

 
2.

67
 

2.
76

 
2.

85
 

2.
99

 
3.

13
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

69
 

0.
59

 
2.

10
 

2.
39

 
2.

69
 

2.
98

 
3.

28
 

 
2.

22
 

2.
39

 
2.

57
 

2.
69

 
2.

81
 

2.
98

 
3.

16
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
2.

82
 

0.
74

 
2.

08
 

2.
45

 
2.

82
 

3.
19

 
3.

56
 

 
2.

22
 

2.
45

 
2.

67
 

2.
82

 
2.

97
 

3.
19

 
3.

41
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

72
 

0.
74

 
1.

98
 

2.
35

 
2.

72
 

3.
09

 
3.

46
 

 
2.

13
 

2.
35

 
2.

57
 

2.
72

 
2.

87
 

3.
09

 
3.

31
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

68
 

0.
78

 
1.

91
 

2.
29

 
2.

68
 

3.
07

 
3.

46
 

 
2.

06
 

2.
29

 
2.

53
 

2.
68

 
2.

84
 

3.
07

 
3.

30
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

13
 

0.
55

 
2.

58
 

2.
85

 
3.

13
 

3.
41

 
3.

68
 

 
2.

69
 

2.
85

 
3.

02
 

3.
13

 
3.

24
 

3.
41

 
3.

57
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

67
 

0.
75

 
1.

92
 

2.
29

 
2.

67
 

3.
04

 
3.

41
 

 
2.

07
 

2.
29

 
2.

52
 

2.
67

 
2.

82
 

3.
04

 
3.

26
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

82
 

0.
48

 
2.

35
 

2.
59

 
2.

82
 

3.
06

 
3.

30
 

 
2.

44
 

2.
59

 
2.

73
 

2.
82

 
2.

92
 

3.
06

 
3.

21
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

55
 

0.
73

 
1.

82
 

2.
19

 
2.

55
 

2.
92

 
3.

28
 

 
1.

97
 

2.
19

 
2.

41
 

2.
55

 
2.

70
 

2.
92

 
3.

14
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

67
 

0.
69

 
1.

98
 

2.
32

 
2.

67
 

3.
02

 
3.

36
 

 
2.

11
 

2.
32

 
2.

53
 

2.
67

 
2.

81
 

3.
02

 
3.

22
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

29
 

0.
67

 
2.

62
 

2.
96

 
3.

29
 

3.
63

 
3.

96
 

 
2.

75
 

2.
96

 
3.

16
 

3.
29

 
3.

43
 

3.
63

 
3.

83
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

69
 

0.
74

 
1.

95
 

2.
32

 
2.

69
 

3.
06

 
3.

43
 

 
2.

10
 

2.
32

 
2.

54
 

2.
69

 
2.

84
 

3.
06

 
3.

28
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

74
 

0.
69

 
2.

05
 

2.
40

 
2.

74
 

3.
08

 
3.

42
 

 
2.

19
 

2.
40

 
2.

60
 

2.
74

 
2.

88
 

3.
08

 
3.

29
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
3.

01
 

0.
80

 
2.

20
 

2.
61

 
3.

01
 

3.
41

 
3.

81
 

 
2.

37
 

2.
61

 
2.

85
 

3.
01

 
3.

17
 

3.
41

 
3.

65
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

66
 

0.
75

 
1.

91
 

2.
29

 
2.

66
 

3.
04

 
3.

41
 

 
2.

06
 

2.
29

 
2.

51
 

2.
66

 
2.

81
 

3.
04

 
3.

26
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

97
 

0.
70

 
2.

27
 

2.
62

 
2.

97
 

3.
32

 
3.

67
 

 
2.

41
 

2.
62

 
2.

83
 

2.
97

 
3.

11
 

3.
32

 
3.

53
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

75
 

0.
76

 
1.

99
 

2.
37

 
2.

75
 

3.
13

 
3.

51
 

 
2.

15
 

2.
37

 
2.

60
 

2.
75

 
2.

90
 

3.
13

 
3.

36
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

84
 

0.
65

 
2.

19
 

2.
51

 
2.

84
 

3.
16

 
3.

49
 

 
2.

32
 

2.
51

 
2.

71
 

2.
84

 
2.

97
 

3.
16

 
3.

36
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

48
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
事
務
職
：

2,
22

5
名
）
（
続
き
）

 
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

54
 

0.
49

 
2.

05
 

2.
30

 
2.

54
 

2.
79

 
3.

04
 

 
2.

15
 

2.
30

 
2.

44
 

2.
54

 
2.

64
 

2.
79

 
2.

94
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

85
 

0.
61

 
2.

23
 

2.
54

 
2.

85
 

3.
15

 
3.

46
 

 
2.

36
 

2.
54

 
2.

72
 

2.
85

 
2.

97
 

3.
15

 
3.

34
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

47
 

0.
70

 
1.

78
 

2.
13

 
2.

47
 

2.
82

 
3.

17
 

 
1.

92
 

2.
13

 
2.

34
 

2.
47

 
2.

61
 

2.
82

 
3.

03
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

52
 

0.
69

 
1.

82
 

2.
17

 
2.

52
 

2.
86

 
3.

21
 

 
1.

96
 

2.
17

 
2.

38
 

2.
52

 
2.

65
 

2.
86

 
3.

07
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

48
 

0.
74

 
1.

74
 

2.
11

 
2.

48
 

2.
85

 
3.

22
 

 
1.

89
 

2.
11

 
2.

33
 

2.
48

 
2.

63
 

2.
85

 
3.

07
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

82
 

0.
66

 
2.

16
 

2.
49

 
2.

82
 

3.
15

 
3.

48
 

 
2.

29
 

2.
49

 
2.

69
 

2.
82

 
2.

95
 

3.
15

 
3.

35
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

47
 

0.
71

 
1.

75
 

2.
11

 
2.

47
 

2.
82

 
3.

18
 

 
1.

90
 

2.
11

 
2.

32
 

2.
47

 
2.

61
 

2.
82

 
3.

04
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
20

 
0.

78
 

1.
42

 
1.

81
 

2.
20

 
2.

58
 

2.
97

 
 

1.
57

 
1.

81
 

2.
04

 
2.

20
 

2.
35

 
2.

58
 

2.
82

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

93
 

0.
55

 
2.

37
 

2.
65

 
2.

93
 

3.
20

 
3.

48
 

 
2.

48
 

2.
65

 
2.

82
 

2.
93

 
3.

04
 

3.
20

 
3.

37
 

活
気

 
1–

4 
2.

06
 

0.
72

 
1.

34
 

1.
70

 
2.

06
 

2.
42

 
2.

78
 

 
1.

48
 

1.
70

 
1.

92
 

2.
06

 
2.

21
 

2.
42

 
2.

64
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

91
 

0.
77

 
2.

14
 

2.
53

 
2.

91
 

3.
29

 
3.

67
 

 
2.

30
 

2.
53

 
2.

76
 

2.
91

 
3.

06
 

3.
29

 
3.

52
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

89
 

0.
79

 
2.

09
 

2.
49

 
2.

89
 

3.
28

 
3.

68
 

 
2.

25
 

2.
49

 
2.

73
 

2.
89

 
3.

04
 

3.
28

 
3.

52
 

不
安
感

 
1–

4 
3.

06
 

0.
70

 
2.

36
 

2.
71

 
3.

06
 

3.
42

 
3.

77
 

 
2.

50
 

2.
71

 
2.

92
 

3.
06

 
3.

20
 

3.
42

 
3.

63
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

32
 

0.
63

 
2.

69
 

3.
00

 
3.

32
 

3.
64

 
3.

95
 

 
2.

81
 

3.
00

 
3.

19
 

3.
32

 
3.

45
 

3.
64

 
3.

83
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

22
 

0.
51

 
2.

71
 

2.
97

 
3.

22
 

3.
48

 
3.

74
 

 
2.

81
 

2.
97

 
3.

12
 

3.
22

 
3.

33
 

3.
48

 
3.

63
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

64
 

0.
78

 
1.

86
 

2.
25

 
2.

64
 

3.
03

 
3.

42
 

 
2.

01
 

2.
25

 
2.

48
 

2.
64

 
2.

79
 

3.
03

 
3.

26
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

09
 

0.
74

 
2.

35
 

2.
72

 
3.

09
 

3.
46

 
3.

83
 

 
2.

50
 

2.
72

 
2.

94
 

3.
09

 
3.

24
 

3.
46

 
3.

68
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

70
 

0.
60

 
3.

10
 

3.
40

 
3.

70
 

4.
00

 
4.

30
 

 
3.

22
 

3.
40

 
3.

58
 

3.
70

 
3.

82
 

4.
00

 
4.

18
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

74
 

0.
69

 
2.

05
 

2.
40

 
2.

74
 

3.
09

 
3.

44
 

 
2.

19
 

2.
40

 
2.

61
 

2.
74

 
2.

88
 

3.
09

 
3.

30
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

46
 

0.
67

 
1.

79
 

2.
12

 
2.

46
 

2.
79

 
3.

12
 

 
1.

92
 

2.
12

 
2.

32
 

2.
46

 
2.

59
 

2.
79

 
2.

99
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

49
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
営
業
販
売
職
：

73
2
名
）
 
 
 
 
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

47
 

0.
39

 
2.

08
 

2.
28

 
2.

47
 

2.
67

 
2.

87
 

 
2.

16
 

2.
28

 
2.

39
 

2.
47

 
2.

55
 

2.
67

 
2.

79
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

12
 

0.
68

 
1.

45
 

1.
79

 
2.

12
 

2.
46

 
2.

80
 

 
1.

58
 

1.
79

 
1.

99
 

2.
12

 
2.

26
 

2.
46

 
2.

67
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

18
 

0.
58

 
1.

60
 

1.
89

 
2.

18
 

2.
47

 
2.

76
 

 
1.

71
 

1.
89

 
2.

06
 

2.
18

 
2.

30
 

2.
47

 
2.

65
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

07
 

0.
80

 
2.

27
 

2.
67

 
3.

07
 

3.
47

 
3.

87
 

 
2.

43
 

2.
67

 
2.

91
 

3.
07

 
3.

23
 

3.
47

 
3.

71
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

54
 

0.
40

 
2.

15
 

2.
34

 
2.

54
 

2.
74

 
2.

94
 

 
2.

22
 

2.
34

 
2.

46
 

2.
54

 
2.

62
 

2.
74

 
2.

86
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

92
 

0.
84

 
2.

08
 

2.
50

 
2.

92
 

3.
34

 
3.

76
 

 
2.

25
 

2.
50

 
2.

75
 

2.
92

 
3.

09
 

3.
34

 
3.

59
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

61
 

0.
78

 
1.

83
 

2.
22

 
2.

61
 

3.
00

 
3.

39
 

 
1.

99
 

2.
22

 
2.

46
 

2.
61

 
2.

77
 

3.
00

 
3.

24
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

61
 

0.
82

 
1.

79
 

2.
20

 
2.

61
 

3.
03

 
3.

44
 

 
1.

96
 

2.
20

 
2.

45
 

2.
61

 
2.

78
 

3.
03

 
3.

27
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

87
 

0.
77

 
2.

09
 

2.
48

 
2.

87
 

3.
25

 
3.

64
 

 
2.

25
 

2.
48

 
2.

71
 

2.
87

 
3.

02
 

3.
25

 
3.

48
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

84
 

0.
43

 
2.

41
 

2.
63

 
2.

84
 

3.
06

 
3.

28
 

 
2.

50
 

2.
63

 
2.

76
 

2.
84

 
2.

93
 

3.
06

 
3.

19
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

73
 

0.
55

 
2.

18
 

2.
45

 
2.

73
 

3.
00

 
3.

27
 

 
2.

29
 

2.
45

 
2.

62
 

2.
73

 
2.

84
 

3.
00

 
3.

16
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
2.

88
 

0.
70

 
2.

18
 

2.
53

 
2.

88
 

3.
23

 
3.

58
 

 
2.

32
 

2.
53

 
2.

74
 

2.
88

 
3.

02
 

3.
23

 
3.

44
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

80
 

0.
69

 
2.

11
 

2.
46

 
2.

80
 

3.
15

 
3.

50
 

 
2.

25
 

2.
46

 
2.

66
 

2.
80

 
2.

94
 

3.
15

 
3.

36
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

83
 

0.
73

 
2.

10
 

2.
47

 
2.

83
 

3.
20

 
3.

56
 

 
2.

25
 

2.
47

 
2.

68
 

2.
83

 
2.

98
 

3.
20

 
3.

41
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

21
 

0.
61

 
2.

60
 

2.
91

 
3.

21
 

3.
52

 
3.

82
 

 
2.

72
 

2.
91

 
3.

09
 

3.
21

 
3.

33
 

3.
52

 
3.

70
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

84
 

0.
70

 
2.

14
 

2.
49

 
2.

84
 

3.
19

 
3.

54
 

 
2.

28
 

2.
49

 
2.

70
 

2.
84

 
2.

98
 

3.
19

 
3.

40
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

91
 

0.
48

 
2.

43
 

2.
67

 
2.

91
 

3.
15

 
3.

38
 

 
2.

53
 

2.
67

 
2.

81
 

2.
91

 
3.

00
 

3.
15

 
3.

29
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

72
 

0.
73

 
1.

98
 

2.
35

 
2.

72
 

3.
08

 
3.

45
 

 
2.

13
 

2.
35

 
2.

57
 

2.
72

 
2.

86
 

3.
08

 
3.

30
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

80
 

0.
67

 
2.

14
 

2.
47

 
2.

80
 

3.
14

 
3.

47
 

 
2.

27
 

2.
47

 
2.

67
 

2.
80

 
2.

94
 

3.
14

 
3.

34
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

29
 

0.
68

 
2.

61
 

2.
95

 
3.

29
 

3.
63

 
3.

97
 

 
2.

75
 

2.
95

 
3.

16
 

3.
29

 
3.

43
 

3.
63

 
3.

84
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

69
 

0.
74

 
1.

95
 

2.
32

 
2.

69
 

3.
06

 
3.

43
 

 
2.

10
 

2.
32

 
2.

54
 

2.
69

 
2.

84
 

3.
06

 
3.

28
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

77
 

0.
69

 
2.

08
 

2.
42

 
2.

77
 

3.
11

 
3.

46
 

 
2.

22
 

2.
42

 
2.

63
 

2.
77

 
2.

90
 

3.
11

 
3.

32
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
3.

00
 

0.
81

 
2.

18
 

2.
59

 
3.

00
 

3.
40

 
3.

81
 

 
2.

35
 

2.
59

 
2.

83
 

3.
00

 
3.

16
 

3.
40

 
3.

65
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

76
 

0.
75

 
2.

02
 

2.
39

 
2.

76
 

3.
14

 
3.

51
 

 
2.

17
 

2.
39

 
2.

61
 

2.
76

 
2.

91
 

3.
14

 
3.

36
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
3.

04
 

0.
67

 
2.

37
 

2.
71

 
3.

04
 

3.
38

 
3.

71
 

 
2.

51
 

2.
71

 
2.

91
 

3.
04

 
3.

18
 

3.
38

 
3.

58
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

88
 

0.
71

 
2.

16
 

2.
52

 
2.

88
 

3.
23

 
3.

59
 

 
2.

30
 

2.
52

 
2.

73
 

2.
88

 
3.

02
 

3.
23

 
3.

45
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

94
 

0.
61

 
2.

33
 

2.
63

 
2.

94
 

3.
24

 
3.

55
 

 
2.

45
 

2.
63

 
2.

81
 

2.
94

 
3.

06
 

3.
24

 
3.

42
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

49
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
営
業
販
売
職
：

73
2
名
）
（
続
き
）
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45
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2.
51

 
2.

69
 

2.
82

 
2.

94
 

3.
13

 
3.

32
 

活
気

 
1–

4 
2.

33
 

0.
80

 
1.

54
 

1.
94

 
2.

33
 

2.
73

 
3.

13
 

 
1.

70
 

1.
94

 
2.

18
 

2.
33

 
2.

49
 

2.
73

 
2.

97
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

77
 

0.
88

 
1.

88
 

2.
32

 
2.

77
 

3.
21

 
3.

65
 

 
2.

06
 

2.
32

 
2.

59
 

2.
77

 
2.

94
 

3.
21

 
3.

47
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

50
 

0.
90

 
1.

60
 

2.
05

 
2.

50
 

2.
95

 
3.

40
 

 
1.

78
 

2.
05

 
2.

32
 

2.
50

 
2.

68
 

2.
95

 
3.

22
 

不
安
感

 
1–

4 
2.

79
 

0.
76

 
2.

03
 

2.
41

 
2.

79
 

3.
17

 
3.

55
 

 
2.

19
 

2.
41

 
2.

64
 

2.
79

 
2.

94
 

3.
17

 
3.

40
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

26
 

0.
67

 
2.

59
 

2.
92

 
3.

26
 

3.
59

 
3.

92
 

 
2.

72
 

2.
92

 
3.

12
 

3.
26

 
3.

39
 

3.
59

 
3.

79
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

16
 

0.
61

 
2.

55
 

2.
85

 
3.

16
 

3.
46

 
3.

76
 

 
2.

67
 

2.
85

 
3.

03
 

3.
16

 
3.

28
 

3.
46

 
3.

64
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

65
 

0.
84

 
1.

81
 

2.
23

 
2.

65
 

3.
07

 
3.

49
 

 
1.

98
 

2.
23

 
2.

49
 

2.
65

 
2.

82
 

3.
07

 
3.

32
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

15
 

0.
71

 
2.

44
 

2.
80

 
3.

15
 

3.
50

 
3.

86
 

 
2.

58
 

2.
80

 
3.

01
 

3.
15

 
3.

29
 

3.
50

 
3.

72
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

74
 

0.
61

 
3.

12
 

3.
43

 
3.

74
 

4.
04

 
4.

35
 

 
3.

25
 

3.
43

 
3.

61
 

3.
74

 
3.

86
 

4.
04

 
4.

23
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

78
 

0.
72

 
2.

07
 

2.
43

 
2.

78
 

3.
14

 
3.

50
 

 
2.

21
 

2.
43

 
2.

64
 

2.
78

 
2.

93
 

3.
14

 
3.

36
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

76
 

0.
68

 
2.

08
 

2.
42

 
2.

76
 

3.
10

 
3.

44
 

 
2.

22
 

2.
42

 
2.

63
 

2.
76

 
2.

90
 

3.
10

 
3.

31
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

51
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
生
産
工
程
・
労
務
職
：

28
4
名
）

 
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

52
 

0.
38

 
2.

14
 

2.
33

 
2.

52
 

2.
71

 
2.

90
 

 
2.

22
 

2.
33

 
2.

45
 

2.
52

 
2.

60
 

2.
71

 
2.

82
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

33
 

0.
64

 
1.

68
 

2.
00

 
2.

33
 

2.
65

 
2.

97
 

 
1.

81
 

2.
00

 
2.

20
 

2.
33

 
2.

45
 

2.
65

 
2.

84
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

25
 

0.
61

 
1.

64
 

1.
94

 
2.

25
 

2.
55

 
2.

85
 

 
1.

76
 

1.
94

 
2.

12
 

2.
25

 
2.

37
 

2.
55

 
2.

73
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
2.

37
 

0.
85

 
1.

52
 

1.
95

 
2.

37
 

2.
80

 
3.

22
 

 
1.

69
 

1.
95

 
2.

20
 

2.
37

 
2.

54
 

2.
80

 
3.

05
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

62
 

0.
37

 
2.

25
 

2.
44

 
2.

62
 

2.
80

 
2.

99
 

 
2.

32
 

2.
44

 
2.

55
 

2.
62

 
2.

69
 

2.
80

 
2.

91
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

90
 

0.
83

 
2.

07
 

2.
48

 
2.

90
 

3.
32

 
3.

74
 

 
2.

23
 

2.
48

 
2.

73
 

2.
90

 
3.

07
 

3.
32

 
3.

57
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

86
 

0.
76

 
2.

11
 

2.
48

 
2.

86
 

3.
24

 
3.

62
 

 
2.

26
 

2.
48

 
2.

71
 

2.
86

 
3.

01
 

3.
24

 
3.

47
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

82
 

0.
78

 
2.

04
 

2.
43

 
2.

82
 

3.
20

 
3.

59
 

 
2.

20
 

2.
43

 
2.

66
 

2.
82

 
2.

97
 

3.
20

 
3.

44
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

79
 

0.
69

 
2.

10
 

2.
44

 
2.

79
 

3.
13

 
3.

48
 

 
2.

24
 

2.
44

 
2.

65
 

2.
79

 
2.

93
 

3.
13

 
3.

34
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

78
 

0.
53

 
2.

25
 

2.
51

 
2.

78
 

3.
05

 
3.

31
 

 
2.

36
 

2.
51

 
2.

67
 

2.
78

 
2.

89
 

3.
05

 
3.

20
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

66
 

0.
65

 
2.

01
 

2.
33

 
2.

66
 

2.
98

 
3.

31
 

 
2.

14
 

2.
33

 
2.

53
 

2.
66

 
2.

79
 

2.
98

 
3.

18
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
2.

92
 

0.
77

 
2.

15
 

2.
53

 
2.

92
 

3.
30

 
3.

69
 

 
2.

30
 

2.
53

 
2.

77
 

2.
92

 
3.

07
 

3.
30

 
3.

53
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

82
 

0.
75

 
2.

07
 

2.
45

 
2.

82
 

3.
19

 
3.

57
 

 
2.

22
 

2.
45

 
2.

67
 

2.
82

 
2.

97
 

3.
19

 
3.

42
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

78
 

0.
81

 
1.

97
 

2.
37

 
2.

78
 

3.
18

 
3.

59
 

 
2.

13
 

2.
37

 
2.

62
 

2.
78

 
2.

94
 

3.
18

 
3.

43
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

07
 

0.
62

 
2.

44
 

2.
76

 
3.

07
 

3.
38

 
3.

69
 

 
2.

57
 

2.
76

 
2.

94
 

3.
07

 
3.

19
 

3.
38

 
3.

57
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

69
 

0.
76

 
1.

93
 

2.
31

 
2.

69
 

3.
07

 
3.

45
 

 
2.

08
 

2.
31

 
2.

53
 

2.
69

 
2.

84
 

3.
07

 
3.

29
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

76
 

0.
50

 
2.

25
 

2.
51

 
2.

76
 

3.
01

 
3.

26
 

 
2.

36
 

2.
51

 
2.

66
 

2.
76

 
2.

86
 

3.
01

 
3.

16
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

50
 

0.
76

 
1.

74
 

2.
12

 
2.

50
 

2.
88

 
3.

26
 

 
1.

89
 

2.
12

 
2.

35
 

2.
50

 
2.

65
 

2.
88

 
3.

10
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

69
 

0.
72

 
1.

98
 

2.
33

 
2.

69
 

3.
05

 
3.

41
 

 
2.

12
 

2.
33

 
2.

55
 

2.
69

 
2.

84
 

3.
05

 
3.

26
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

20
 

0.
71

 
2.

49
 

2.
84

 
3.

20
 

3.
56

 
3.

92
 

 
2.

63
 

2.
84

 
3.

06
 

3.
20

 
3.

34
 

3.
56

 
3.

77
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

63
 

0.
78

 
1.

85
 

2.
24

 
2.

63
 

3.
02

 
3.

41
 

 
2.

01
 

2.
24

 
2.

48
 

2.
63

 
2.

79
 

3.
02

 
3.

26
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

67
 

0.
72

 
1.

94
 

2.
30

 
2.

67
 

3.
03

 
3.

39
 

 
2.

09
 

2.
30

 
2.

52
 

2.
67

 
2.

81
 

3.
03

 
3.

24
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
2.

71
 

0.
88

 
1.

83
 

2.
27

 
2.

71
 

3.
16

 
3.

60
 

 
2.

01
 

2.
27

 
2.

54
 

2.
71

 
2.

89
 

3.
16

 
3.

42
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

60
 

0.
79

 
1.

81
 

2.
21

 
2.

60
 

3.
00

 
3.

39
 

 
1.

97
 

2.
21

 
2.

44
 

2.
60

 
2.

76
 

3.
00

 
3.

23
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

82
 

0.
70

 
2.

13
 

2.
48

 
2.

82
 

3.
17

 
3.

52
 

 
2.

27
 

2.
48

 
2.

68
 

2.
82

 
2.

96
 

3.
17

 
3.

38
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

69
 

0.
77

 
1.

92
 

2.
30

 
2.

69
 

3.
08

 
3.

46
 

 
2.

07
 

2.
30

 
2.

54
 

2.
69

 
2.

84
 

3.
08

 
3.

31
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

83
 

0.
64

 
2.

19
 

2.
51

 
2.

83
 

3.
15

 
3.

46
 

 
2.

32
 

2.
51

 
2.

70
 

2.
83

 
2.

95
 

3.
15

 
3.

34
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

 

 

－184－



 
表

51
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
生
産
工
程
・
労
務
職
：

28
4
名
）
（
続
き
）
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

51
 

0.
53

 
1.

98
 

2.
25

 
2.

51
 

2.
78

 
3.

04
 

 
2.

09
 

2.
25

 
2.

41
 

2.
51

 
2.

62
 

2.
78

 
2.

94
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

62
 

0.
65

 
1.

97
 

2.
30

 
2.

62
 

2.
95

 
3.

28
 

 
2.

10
 

2.
30

 
2.

49
 

2.
62

 
2.

75
 

2.
95

 
3.

15
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

51
 

0.
72

 
1.

79
 

2.
15

 
2.

51
 

2.
86

 
3.

22
 

 
1.

93
 

2.
15

 
2.

36
 

2.
51

 
2.

65
 

2.
86

 
3.

08
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

51
 

0.
72

 
1.

79
 

2.
15

 
2.

51
 

2.
87

 
3.

23
 

 
1.

93
 

2.
15

 
2.

37
 

2.
51

 
2.

65
 

2.
87

 
3.

09
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

49
 

0.
72

 
1.

78
 

2.
14

 
2.

49
 

2.
85

 
3.

21
 

 
1.

92
 

2.
14

 
2.

35
 

2.
49

 
2.

64
 

2.
85

 
3.

07
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

77
 

0.
64

 
2.

13
 

2.
45

 
2.

77
 

3.
09

 
3.

41
 

 
2.

25
 

2.
45

 
2.

64
 

2.
77

 
2.

90
 

3.
09

 
3.

28
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

45
 

0.
74

 
1.

71
 

2.
08

 
2.

45
 

2.
82

 
3.

19
 

 
1.

86
 

2.
08

 
2.

30
 

2.
45

 
2.

59
 

2.
82

 
3.

04
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
23

 
0.

77
 

1.
46

 
1.

85
 

2.
23

 
2.

62
 

3.
00

 
 

1.
62

 
1.

85
 

2.
08

 
2.

23
 

2.
39

 
2.

62
 

2.
85

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

94
 

0.
55

 
2.

40
 

2.
67

 
2.

94
 

3.
22

 
3.

49
 

 
2.

51
 

2.
67

 
2.

84
 

2.
94

 
3.

05
 

3.
22

 
3.

38
 

活
気

 
1–

4 
2.

16
 

0.
80

 
1.

37
 

1.
76

 
2.

16
 

2.
56

 
2.

96
 

 
1.

52
 

1.
76

 
2.

00
 

2.
16

 
2.

32
 

2.
56

 
2.

80
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

88
 

0.
78

 
2.

10
 

2.
49

 
2.

88
 

3.
27

 
3.

66
 

 
2.

25
 

2.
49

 
2.

72
 

2.
88

 
3.

04
 

3.
27

 
3.

51
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

88
 

0.
78

 
2.

10
 

2.
49

 
2.

88
 

3.
27

 
3.

66
 

 
2.

26
 

2.
49

 
2.

73
 

2.
88

 
3.

04
 

3.
27

 
3.

50
 

不
安
感

 
1–

4 
3.

03
 

0.
70

 
2.

33
 

2.
68

 
3.

03
 

3.
39

 
3.

74
 

 
2.

47
 

2.
68

 
2.

89
 

3.
03

 
3.

17
 

3.
39

 
3.

60
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

35
 

0.
64

 
2.

72
 

3.
03

 
3.

35
 

3.
67

 
3.

99
 

 
2.

84
 

3.
03

 
3.

23
 

3.
35

 
3.

48
 

3.
67

 
3.

86
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

33
 

0.
53

 
2.

80
 

3.
06

 
3.

33
 

3.
59

 
3.

86
 

 
2.

90
 

3.
06

 
3.

22
 

3.
33

 
3.

43
 

3.
59

 
3.

75
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

68
 

0.
80

 
1.

89
 

2.
28

 
2.

68
 

3.
08

 
3.

48
 

 
2.

05
 

2.
28

 
2.

52
 

2.
68

 
2.

84
 

3.
08

 
3.

32
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

02
 

0.
74

 
2.

28
 

2.
65

 
3.

02
 

3.
39

 
3.

76
 

 
2.

43
 

2.
65

 
2.

88
 

3.
02

 
3.

17
 

3.
39

 
3.

62
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

68
 

0.
58

 
3.

10
 

3.
39

 
3.

68
 

3.
97

 
4.

26
 

 
3.

22
 

3.
39

 
3.

57
 

3.
68

 
3.

80
 

3.
97

 
4.

15
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

64
 

0.
74

 
1.

91
 

2.
28

 
2.

64
 

3.
01

 
3.

38
 

 
2.

06
 

2.
28

 
2.

50
 

2.
64

 
2.

79
 

3.
01

 
3.

23
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

55
 

0.
72

 
1.

82
 

2.
18

 
2.

55
 

2.
91

 
3.

27
 

 
1.

97
 

2.
18

 
2.

40
 

2.
55

 
2.

69
 

2.
91

 
3.

12
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

52
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

そ
の
他
の
職
種
：

1,
13

4
名
）
 

 
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

47
 

0.
40

 
2.

07
 

2.
27

 
2.

47
 

2.
67

 
2.

87
 

 
2.

15
 

2.
27

 
2.

39
 

2.
47

 
2.

55
 

2.
67

 
2.

79
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

19
 

0.
69

 
1.

50
 

1.
84

 
2.

19
 

2.
53

 
2.

87
 

 
1.

64
 

1.
84

 
2.

05
 

2.
19

 
2.

32
 

2.
53

 
2.

74
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

16
 

0.
58

 
1.

58
 

1.
87

 
2.

16
 

2.
45

 
2.

74
 

 
1.

70
 

1.
87

 
2.

05
 

2.
16

 
2.

28
 

2.
45

 
2.

62
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

07
 

0.
91

 
2.

15
 

2.
61

 
3.

07
 

3.
52

 
3.

98
 

 
2.

34
 

2.
61

 
2.

88
 

3.
07

 
3.

25
 

3.
52

 
3.

80
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

56
 

0.
39

 
2.

17
 

2.
37

 
2.

56
 

2.
75

 
2.

94
 

 
2.

25
 

2.
37

 
2.

48
 

2.
56

 
2.

64
 

2.
75

 
2.

87
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

86
 

0.
88

 
1.

98
 

2.
42

 
2.

86
 

3.
30

 
3.

74
 

 
2.

15
 

2.
42

 
2.

68
 

2.
86

 
3.

04
 

3.
30

 
3.

57
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

57
 

0.
84

 
1.

73
 

2.
15

 
2.

57
 

2.
99

 
3.

42
 

 
1.

90
 

2.
15

 
2.

40
 

2.
57

 
2.

74
 

2.
99

 
3.

25
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

55
 

0.
84

 
1.

71
 

2.
13

 
2.

55
 

2.
97

 
3.

39
 

 
1.

88
 

2.
13

 
2.

38
 

2.
55

 
2.

72
 

2.
97

 
3.

22
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

81
 

0.
77

 
2.

04
 

2.
43

 
2.

81
 

3.
19

 
3.

58
 

 
2.

20
 

2.
43

 
2.

66
 

2.
81

 
2.

96
 

3.
19

 
3.

42
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

76
 

0.
49

 
2.

27
 

2.
52

 
2.

76
 

3.
01

 
3.

25
 

 
2.

37
 

2.
52

 
2.

67
 

2.
76

 
2.

86
 

3.
01

 
3.

15
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

62
 

0.
62

 
2.

00
 

2.
31

 
2.

62
 

2.
93

 
3.

24
 

 
2.

13
 

2.
31

 
2.

50
 

2.
62

 
2.

75
 

2.
93

 
3.

12
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
2.

90
 

0.
75

 
2.

15
 

2.
53

 
2.

90
 

3.
28

 
3.

65
 

 
2.

30
 

2.
53

 
2.

75
 

2.
90

 
3.

05
 

3.
28

 
3.

50
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

71
 

0.
78

 
1.

93
 

2.
32

 
2.

71
 

3.
10

 
3.

49
 

 
2.

08
 

2.
32

 
2.

55
 

2.
71

 
2.

86
 

3.
10

 
3.

33
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

74
 

0.
81

 
1.

93
 

2.
34

 
2.

74
 

3.
15

 
3.

56
 

 
2.

09
 

2.
34

 
2.

58
 

2.
74

 
2.

91
 

3.
15

 
3.

40
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

19
 

0.
60

 
2.

59
 

2.
89

 
3.

19
 

3.
49

 
3.

79
 

 
2.

71
 

2.
89

 
3.

07
 

3.
19

 
3.

31
 

3.
49

 
3.

67
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

69
 

0.
76

 
1.

94
 

2.
31

 
2.

69
 

3.
07

 
3.

45
 

 
2.

09
 

2.
31

 
2.

54
 

2.
69

 
2.

84
 

3.
07

 
3.

30
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

78
 

0.
49

 
2.

29
 

2.
54

 
2.

78
 

3.
02

 
3.

27
 

 
2.

39
 

2.
54

 
2.

68
 

2.
78

 
2.

88
 

3.
02

 
3.

17
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

53
 

0.
76

 
1.

78
 

2.
16

 
2.

53
 

2.
91

 
3.

29
 

 
1.

93
 

2.
16

 
2.

38
 

2.
53

 
2.

68
 

2.
91

 
3.

14
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

65
 

0.
69

 
1.

96
 

2.
31

 
2.

65
 

3.
00

 
3.

34
 

 
2.

10
 

2.
31

 
2.

51
 

2.
65

 
2.

79
 

3.
00

 
3.

21
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

25
 

0.
70

 
2.

55
 

2.
90

 
3.

25
 

3.
60

 
3.

95
 

 
2.

69
 

2.
90

 
3.

11
 

3.
25

 
3.

39
 

3.
60

 
3.

81
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

59
 

0.
77

 
1.

82
 

2.
20

 
2.

59
 

2.
98

 
3.

37
 

 
1.

97
 

2.
20

 
2.

44
 

2.
59

 
2.

75
 

2.
98

 
3.

21
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

69
 

0.
67

 
2.

02
 

2.
36

 
2.

69
 

3.
03

 
3.

37
 

 
2.

15
 

2.
36

 
2.

56
 

2.
69

 
2.

83
 

3.
03

 
3.

23
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
2.

93
 

0.
84

 
2.

09
 

2.
51

 
2.

93
 

3.
35

 
3.

77
 

 
2.

26
 

2.
51

 
2.

76
 

2.
93

 
3.

10
 

3.
35

 
3.

60
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

63
 

0.
75

 
1.

88
 

2.
25

 
2.

63
 

3.
00

 
3.

38
 

 
2.

03
 

2.
25

 
2.

48
 

2.
63

 
2.

78
 

3.
00

 
3.

23
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

89
 

0.
72

 
2.

17
 

2.
53

 
2.

89
 

3.
25

 
3.

61
 

 
2.

31
 

2.
53

 
2.

75
 

2.
89

 
3.

03
 

3.
25

 
3.

46
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

68
 

0.
78

 
1.

90
 

2.
29

 
2.

68
 

3.
06

 
3.

45
 

 
2.

06
 

2.
29

 
2.

52
 

2.
68

 
2.

83
 

3.
06

 
3.

30
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

78
 

0.
70

 
2.

08
 

2.
43

 
2.

78
 

3.
13

 
3.

48
 

 
2.

22
 

2.
43

 
2.

64
 

2.
78

 
2.

92
 

3.
13

 
3.

34
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

52
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
そ
の
他
の

職
種
：

1,
13

4
名
）
（
続
き
）
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

50
 

0.
55

 
1.

96
 

2.
23

 
2.

50
 

2.
78

 
3.

05
 

 
2.

07
 

2.
23

 
2.

39
 

2.
50

 
2.

61
 

2.
78

 
2.

94
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

77
 

0.
69

 
2.

08
 

2.
42

 
2.

77
 

3.
11

 
3.

46
 

 
2.

22
 

2.
42

 
2.

63
 

2.
77

 
2.

91
 

3.
11

 
3.

32
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

46
 

0.
75

 
1.

71
 

2.
08

 
2.

46
 

2.
83

 
3.

20
 

 
1.

86
 

2.
08

 
2.

31
 

2.
46

 
2.

60
 

2.
83

 
3.

05
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

49
 

0.
74

 
1.

75
 

2.
12

 
2.

49
 

2.
86

 
3.

23
 

 
1.

90
 

2.
12

 
2.

34
 

2.
49

 
2.

64
 

2.
86

 
3.

08
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

40
 

0.
76

 
1.

65
 

2.
02

 
2.

40
 

2.
78

 
3.

16
 

 
1.

80
 

2.
02

 
2.

25
 

2.
40

 
2.

55
 

2.
78

 
3.

01
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

79
 

0.
69

 
2.

10
 

2.
45

 
2.

79
 

3.
14

 
3.

48
 

 
2.

24
 

2.
45

 
2.

65
 

2.
79

 
2.

93
 

3.
14

 
3.

34
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

45
 

0.
76

 
1.

69
 

2.
07

 
2.

45
 

2.
83

 
3.

21
 

 
1.

84
 

2.
07

 
2.

30
 

2.
45

 
2.

60
 

2.
83

 
3.

06
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
17

 
0.

77
 

1.
40

 
1.

79
 

2.
17

 
2.

56
 

2.
94

 
 

1.
55

 
1.

79
 

2.
02

 
2.

17
 

2.
32

 
2.

56
 

2.
79

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

91
 

0.
58

 
2.

34
 

2.
62

 
2.

91
 

3.
20

 
3.

49
 

 
2.

45
 

2.
62

 
2.

80
 

2.
91

 
3.

03
 

3.
20

 
3.

37
 

活
気

 
1–

4 
2.

12
 

0.
75

 
1.

37
 

1.
75

 
2.

12
 

2.
50

 
2.

87
 

 
1.

52
 

1.
75

 
1.

97
 

2.
12

 
2.

27
 

2.
50

 
2.

72
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

89
 

0.
78

 
2.

11
 

2.
50

 
2.

89
 

3.
28

 
3.

67
 

 
2.

26
 

2.
50

 
2.

73
 

2.
89

 
3.

04
 

3.
28

 
3.

51
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

86
 

0.
80

 
2.

06
 

2.
46

 
2.

86
 

3.
26

 
3.

67
 

 
2.

22
 

2.
46

 
2.

70
 

2.
86

 
3.

02
 

3.
26

 
3.

51
 

不
安
感

 
1–

4 
2.

99
 

0.
72

 
2.

27
 

2.
63

 
2.

99
 

3.
35

 
3.

71
 

 
2.

42
 

2.
63

 
2.

85
 

2.
99

 
3.

14
 

3.
35

 
3.

57
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

30
 

0.
65

 
2.

65
 

2.
98

 
3.

30
 

3.
63

 
3.

95
 

 
2.

78
 

2.
98

 
3.

17
 

3.
30

 
3.

43
 

3.
63

 
3.

82
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

28
 

0.
52

 
2.

77
 

3.
02

 
3.

28
 

3.
54

 
3.

80
 

 
2.

87
 

3.
02

 
3.

18
 

3.
28

 
3.

38
 

3.
54

 
3.

69
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

59
 

0.
82

 
1.

78
 

2.
19

 
2.

59
 

3.
00

 
3.

41
 

 
1.

94
 

2.
19

 
2.

43
 

2.
59

 
2.

76
 

3.
00

 
3.

25
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

06
 

0.
77

 
2.

29
 

2.
68

 
3.

06
 

3.
44

 
3.

82
 

 
2.

45
 

2.
68

 
2.

91
 

3.
06

 
3.

21
 

3.
44

 
3.

67
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

70
 

0.
58

 
3.

12
 

3.
41

 
3.

70
 

3.
99

 
4.

28
 

 
3.

24
 

3.
41

 
3.

59
 

3.
70

 
3.

82
 

3.
99

 
4.

16
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

71
 

0.
71

 
2.

00
 

2.
35

 
2.

71
 

3.
07

 
3.

42
 

 
2.

14
 

2.
35

 
2.

57
 

2.
71

 
2.

85
 

3.
07

 
3.

28
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

49
 

0.
69

 
1.

81
 

2.
15

 
2.

49
 

2.
84

 
3.

18
 

 
1.

94
 

2.
15

 
2.

36
 

2.
49

 
2.

63
 

2.
84

 
3.

04
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表

53
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
正
社
員
：

11
,3

88
名
）
 
 
 
 

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

47
 

0.
37

 
2.

09
 

2.
28

 
2.

47
 

2.
65

 
2.

84
 

 
2.

17
 

2.
28

 
2.

39
 

2.
47

 
2.

54
 

2.
65

 
2.

76
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

10
 

0.
65

 
1.

45
 

1.
77

 
2.

10
 

2.
43

 
2.

75
 

 
1.

58
 

1.
77

 
1.

97
 

2.
10

 
2.

23
 

2.
43

 
2.

62
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

09
 

0.
56

 
1.

53
 

1.
81

 
2.

09
 

2.
36

 
2.

64
 

 
1.

64
 

1.
81

 
1.

97
 

2.
09

 
2.

20
 

2.
36

 
2.

53
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
3.

27
 

0.
75

 
2.

52
 

2.
89

 
3.

27
 

3.
65

 
4.

03
 

 
2.

67
 

2.
89

 
3.

12
 

3.
27

 
3.

42
 

3.
65

 
3.

88
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

54
 

0.
38

 
2.

17
 

2.
36

 
2.

54
 

2.
73

 
2.

92
 

 
2.

24
 

2.
36

 
2.

47
 

2.
54

 
2.

62
 

2.
73

 
2.

85
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

93
 

0.
83

 
2.

10
 

2.
51

 
2.

93
 

3.
35

 
3.

76
 

 
2.

27
 

2.
51

 
2.

76
 

2.
93

 
3.

10
 

3.
35

 
3.

59
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

73
 

0.
81

 
1.

92
 

2.
33

 
2.

73
 

3.
14

 
3.

54
 

 
2.

08
 

2.
33

 
2.

57
 

2.
73

 
2.

89
 

3.
14

 
3.

38
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

61
 

0.
82

 
1.

78
 

2.
19

 
2.

61
 

3.
02

 
3.

43
 

 
1.

95
 

2.
19

 
2.

44
 

2.
61

 
2.

77
 

3.
02

 
3.

26
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
2.

80
 

0.
75

 
2.

05
 

2.
42

 
2.

80
 

3.
17

 
3.

55
 

 
2.

20
 

2.
42

 
2.

65
 

2.
80

 
2.

95
 

3.
17

 
3.

40
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

89
 

0.
47

 
2.

42
 

2.
65

 
2.

89
 

3.
12

 
3.

35
 

 
2.

51
 

2.
65

 
2.

79
 

2.
89

 
2.

98
 

3.
12

 
3.

26
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

77
 

0.
58

 
2.

20
 

2.
48

 
2.

77
 

3.
06

 
3.

35
 

 
2.

31
 

2.
48

 
2.

66
 

2.
77

 
2.

89
 

3.
06

 
3.

24
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
3.

02
 

0.
75

 
2.

27
 

2.
65

 
3.

02
 

3.
40

 
3.

77
 

 
2.

42
 

2.
65

 
2.

87
 

3.
02

 
3.

17
 

3.
40

 
3.

62
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

85
 

0.
70

 
2.

15
 

2.
50

 
2.

85
 

3.
20

 
3.

55
 

 
2.

29
 

2.
50

 
2.

71
 

2.
85

 
2.

99
 

3.
20

 
3.

41
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

87
 

0.
74

 
2.

13
 

2.
50

 
2.

87
 

3.
24

 
3.

61
 

 
2.

28
 

2.
50

 
2.

72
 

2.
87

 
3.

02
 

3.
24

 
3.

46
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

20
 

0.
58

 
2.

62
 

2.
91

 
3.

20
 

3.
49

 
3.

78
 

 
2.

74
 

2.
91

 
3.

08
 

3.
20

 
3.

31
 

3.
49

 
3.

66
 

成
長
の
機
会

* 
1–

4 
2.

82
 

0.
73

 
2.

09
 

2.
45

 
2.

82
 

3.
18

 
3.

54
 

 
2.

24
 

2.
45

 
2.

67
 

2.
82

 
2.

96
 

3.
18

 
3.

40
 

仕
事
の
資
源
（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

85
 

0.
47

 
2.

38
 

2.
62

 
2.

85
 

3.
09

 
3.

32
 

 
2.

47
 

2.
62

 
2.

76
 

2.
85

 
2.

95
 

3.
09

 
3.

23
 

上
司
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

62
 

0.
72

 
1.

90
 

2.
26

 
2.

62
 

2.
98

 
3.

34
 

 
2.

04
 

2.
26

 
2.

47
 

2.
62

 
2.

76
 

2.
98

 
3.

19
 

同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
2.

73
 

0.
67

 
2.

06
 

2.
39

 
2.

73
 

3.
06

 
3.

39
 

 
2.

20
 

2.
39

 
2.

59
 

2.
73

 
2.

86
 

3.
06

 
3.

26
 

家
族
・
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

 
1–

4 
3.

24
 

0.
69

 
2.

55
 

2.
89

 
3.

24
 

3.
58

 
3.

93
 

 
2.

69
 

2.
89

 
3.

10
 

3.
24

 
3.

37
 

3.
58

 
3.

79
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

76
 

0.
72

 
2.

04
 

2.
40

 
2.

76
 

3.
12

 
3.

49
 

 
2.

18
 

2.
40

 
2.

62
 

2.
76

 
2.

91
 

3.
12

 
3.

34
 

尊
重
報
酬

* 
1–

4 
2.

78
 

0.
67

 
2.

11
 

2.
45

 
2.

78
 

3.
12

 
3.

45
 

 
2.

24
 

2.
45

 
2.

65
 

2.
78

 
2.

92
 

3.
12

 
3.

32
 

安
定
報
酬

* 
1–

4 
2.

98
 

0.
81

 
2.

17
 

2.
57

 
2.

98
 

3.
38

 
3.

79
 

 
2.

33
 

2.
57

 
2.

82
 

2.
98

 
3.

14
 

3.
38

 
3.

63
 

上
司
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

* 
1–

4 
2.

72
 

0.
73

 
1.

99
 

2.
35

 
2.

72
 

3.
08

 
3.

45
 

 
2.

13
 

2.
35

 
2.

57
 

2.
72

 
2.

86
 

3.
08

 
3.

30
 

上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

99
 

0.
67

 
2.

32
 

2.
66

 
2.

99
 

3.
33

 
3.

66
 

 
2.

46
 

2.
66

 
2.

86
 

2.
99

 
3.

13
 

3.
33

 
3.

53
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

77
 

0.
76

 
2.

01
 

2.
39

 
2.

77
 

3.
15

 
3.

53
 

 
2.

17
 

2.
39

 
2.

62
 

2.
77

 
2.

92
 

3.
15

 
3.

38
 

失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

89
 

0.
63

 
2.

26
 

2.
57

 
2.

89
 

3.
20

 
3.

52
 

 
2.

39
 

2.
57

 
2.

76
 

2.
89

 
3.

02
 

3.
20

 
3.

39
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

53
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（
正
社
員
：

11
,3

88
名
）
（
続
き
）

 （
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

57
 

0.
50

 
2.

07
 

2.
32

 
2.

57
 

2.
82

 
3.

07
 

 
2.

17
 

2.
32

 
2.

47
 

2.
57

 
2.

67
 

2.
82

 
2.

97
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

80
 

0.
65

 
2.

15
 

2.
47

 
2.

80
 

3.
13

 
3.

45
 

 
2.

28
 

2.
47

 
2.

67
 

2.
80

 
2.

93
 

3.
13

 
3.

32
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

51
 

0.
71

 
1.

80
 

2.
16

 
2.

51
 

2.
87

 
3.

22
 

 
1.

94
 

2.
16

 
2.

37
 

2.
51

 
2.

65
 

2.
87

 
3.

08
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

57
 

0.
69

 
1.

87
 

2.
22

 
2.

57
 

2.
92

 
3.

26
 

 
2.

01
 

2.
22

 
2.

43
 

2.
57

 
2.

71
 

2.
92

 
3.

12
 

公
正
な
人
事
評
価

* 
1–

4 
2.

49
 

0.
74

 
1.

75
 

2.
12

 
2.

49
 

2.
86

 
3.

23
 

 
1.

90
 

2.
12

 
2.

34
 

2.
49

 
2.

64
 

2.
86

 
3.

08
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

89
 

0.
62

 
2.

27
 

2.
58

 
2.

89
 

3.
21

 
3.

52
 

 
2.

40
 

2.
58

 
2.

77
 

2.
89

 
3.

02
 

3.
21

 
3.

39
 

キ
ャ
リ
ア
形
成

* 
1–

4 
2.

48
 

0.
72

 
1.

76
 

2.
12

 
2.

48
 

2.
84

 
3.

20
 

 
1.

90
 

2.
12

 
2.

33
 

2.
48

 
2.

62
 

2.
84

 
3.

06
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

P）
* 

1–
4 

2.
22

 
0.

77
 

1.
45

 
1.

83
 

2.
22

 
2.

61
 

2.
99

 
 

1.
60

 
1.

83
 

2.
07

 
2.

22
 

2.
38

 
2.

61
 

2.
84

 
ア
ウ
ト
カ
ム
（
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
）

‡ 
1–

4 
2.

96
 

0.
54

 
2.

43
 

2.
70

 
2.

96
 

3.
23

 
3.

50
 

 
2.

53
 

2.
70

 
2.

86
 

2.
96

 
3.

07
 

3.
23

 
3.

39
 

活
気

 
1–

4 
2.

18
 

0.
73

 
1.

45
 

1.
82

 
2.

18
 

2.
55

 
2.

91
 

 
1.

60
 

1.
82

 
2.

04
 

2.
18

 
2.

33
 

2.
55

 
2.

77
 

イ
ラ
イ
ラ
感

 
1–

4 
2.

95
 

0.
75

 
2.

21
 

2.
58

 
2.

95
 

3.
33

 
3.

70
 

 
2.

36
 

2.
58

 
2.

80
 

2.
95

 
3.

10
 

3.
33

 
3.

55
 

疲
労
感

 
1–

4 
2.

91
 

0.
78

 
2.

13
 

2.
52

 
2.

91
 

3.
29

 
3.

68
 

 
2.

28
 

2.
52

 
2.

75
 

2.
91

 
3.

06
 

3.
29

 
3.

53
 

不
安
感

 
1–

4 
3.

03
 

0.
67

 
2.

36
 

2.
69

 
3.

03
 

3.
36

 
3.

70
 

 
2.

49
 

2.
69

 
2.

90
 

3.
03

 
3.

16
 

3.
36

 
3.

57
 

抑
う
つ
感

 
1–

4 
3.

36
 

0.
61

 
2.

75
 

3.
05

 
3.

36
 

3.
66

 
3.

97
 

 
2.

87
 

3.
05

 
3.

23
 

3.
36

 
3.

48
 

3.
66

 
3.

84
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.

31
 

0.
50

 
2.

81
 

3.
06

 
3.

31
 

3.
56

 
3.

81
 

 
2.

91
 

3.
06

 
3.

21
 

3.
31

 
3.

41
 

3.
56

 
3.

71
 

仕
事
の
満
足
度

 
1–

4 
2.

72
 

0.
76

 
1.

96
 

2.
34

 
2.

72
 

3.
10

 
3.

48
 

 
2.

11
 

2.
34

 
2.

57
 

2.
72

 
2.

87
 

3.
10

 
3.

33
 

家
庭
の
満
足
度

 
1–

4 
3.

10
 

0.
73

 
2.

37
 

2.
74

 
3.

10
 

3.
47

 
3.

83
 

 
2.

52
 

2.
74

 
2.

96
 

3.
10

 
3.

25
 

3.
47

 
3.

69
 

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

* 
1–

4 
3.

75
 

0.
53

 
3.

22
 

3.
48

 
3.

75
 

4.
02

 
4.

28
 

 
3.

33
 

3.
48

 
3.

64
 

3.
75

 
3.

86
 

4.
02

 
4.

17
 

職
場
の
一
体
感

* 
1–

4 
2.

82
 

0.
65

 
2.

17
 

2.
49

 
2.

82
 

3.
14

 
3.

46
 

 
2.

30
 

2.
49

 
2.

69
 

2.
82

 
2.

95
 

3.
14

 
3.

33
 

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト

* 
1–

4 
2.

59
 

0.
65

 
1.

94
 

2.
26

 
2.

59
 

2.
92

 
3.

24
 

 
2.

07
 

2.
26

 
2.

46
 

2.
59

 
2.

72
 

2.
92

 
3.

11
 

* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
 

 
 

－189－



 
表

54
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

正
社
員
以
外
：

34
2
名
）
 
 
 
 
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
負
担

 
1–

4 
2.

61
 

0.
41

 
2.

20
 

2.
41

 
2.

61
 

2.
81

 
3.

02
 

 
2.

28
 

2.
41

 
2.

53
 

2.
61

 
2.

69
 

2.
81

 
2.

93
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（
量
）

 
1–

4 
2.

45
 

0.
72

 
1.

73
 

2.
09

 
2.

45
 

2.
81

 
3.

17
 

 
1.

87
 

2.
09

 
2.

30
 

2.
45

 
2.

59
 

2.
81

 
3.

02
 

心
理
的
な
仕
事
の
負
担
（

質
）

 
1–

4 
2.

21
 

0.
60

 
1.

61
 

1.
91

 
2.

21
 

2.
51

 
2.

81
 

 
1.

73
 

1.
91

 
2.

09
 

2.
21

 
2.

33
 

2.
51

 
2.

69
 

自
覚
的
な
身
体
的
負
担
度

 
1–

4 
2.

80
 

1.
10

 
1.

70
 

2.
25

 
2.

80
 

3.
35

 
3.

90
 

 
1.

92
 

2.
25

 
2.

58
 

2.
80

 
3.

02
 

3.
35

 
3.

68
 

職
場
の
対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

69
 

0.
37

 
2.

32
 

2.
51

 
2.

69
 

2.
88

 
3.

07
 

 
2.

40
 

2.
51

 
2.

62
 

2.
69

 
2.

77
 

2.
88

 
2.

99
 

職
場
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

 
1–

4 
2.

98
 

0.
88

 
2.

09
 

2.
54

 
2.

98
 

3.
42

 
3.

86
 

 
2.

27
 

2.
54

 
2.

80
 

2.
98

 
3.

15
 

3.
42

 
3.

68
 

情
緒
的
負
担

* 
1–

4 
2.

75
 

0.
86

 
1.

90
 

2.
33

 
2.

75
 

3.
18

 
3.

61
 

 
2.

07
 

2.
33

 
2.

58
 

2.
75

 
2.

93
 

3.
18

 
3.

44
 

役
割
葛
藤

* 
1–

4 
2.

90
 

0.
82

 
2.

08
 

2.
49

 
2.

90
 

3.
32

 
3.

73
 

 
2.

24
 

2.
49

 
2.

74
 

2.
90

 
3.

07
 

3.
32

 
3.

56
 

ワ
ー
ク
・
セ
ル
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（

N
）

* 
1–

4 
3.

03
 

0.
74

 
2.

29
 

2.
66

 
3.

03
 

3.
40

 
3.

77
 

 
2.

44
 

2.
66

 
2.

88
 

3.
03

 
3.

18
 

3.
40

 
3.

62
 

仕
事
の
資
源
（
作
業
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

82
 

0.
45

 
2.

36
 

2.
59

 
2.

82
 

3.
05

 
3.

27
 

 
2.

45
 

2.
59

 
2.

73
 

2.
82

 
2.

91
 

3.
05

 
3.

18
 

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
度

 
1–

4 
2.

61
 

0.
62

 
1.

99
 

2.
30

 
2.

61
 

2.
92

 
3.

24
 

 
2.

11
 

2.
30

 
2.

49
 

2.
61

 
2.

74
 

2.
92

 
3.

11
 

技
能
の
活
用
度

 
1–

4 
2.

91
 

0.
75

 
2.

17
 

2.
54

 
2.

91
 

3.
28

 
3.

66
 

 
2.

32
 

2.
54

 
2.

76
 

2.
91

 
3.

06
 

3.
28

 
3.

51
 

仕
事
の
適
性
度

 
1–

4 
2.

92
 

0.
73

 
2.

19
 

2.
55

 
2.

92
 

3.
29

 
3.

65
 

 
2.

34
 

2.
55

 
2.

77
 

2.
92

 
3.

07
 

3.
29

 
3.

51
 

働
き
が
い
（
仕
事
の
意
義
）

 
1–

4 
2.

87
 

0.
78

 
2.

09
 

2.
48

 
2.

87
 

3.
26

 
3.

65
 

 
2.

24
 

2.
48

 
2.

71
 

2.
87

 
3.

03
 

3.
26

 
3.

49
 

役
割
明
確
さ

* 
1–

4 
3.

26
 

0.
57

 
2.
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55

 
3.

83
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3.

15
 

3.
26
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3.
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成
長
の
機
会
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2.
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0.
77

 
1.

97
 

2.
36

 
2.

74
 

3.
12

 
3.

51
 

 
2.

12
 

2.
36

 
2.

59
 

2.
74

 
2.

89
 

3.
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3.

36
 

仕
事
の
資
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（
部
署
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.
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0.
51

 
2.
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2.
56

 
2.

82
 

3.
07

 
3.

33
 

 
2.

41
 

2.
56

 
2.

71
 

2.
82

 
2.
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3.
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上
司
か
ら
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ポ
ー
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2.

58
 

0.
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1.
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2.

58
 

2.
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3.
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1.

97
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2.
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2.
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2.
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同
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か
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の
サ
ポ
ー
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2.
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2.
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3.
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2.
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41

 
2.
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78
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家
族
・
友
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か
ら
の
サ
ポ
ー
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4 
3.

26
 

0.
74

 
2.

52
 

2.
89

 
3.

26
 

3.
63

 
4.

00
 

 
2.

67
 

2.
89

 
3.

11
 

3.
26

 
3.

41
 

3.
63

 
3.

85
 

経
済
・
地
位
報
酬

* 
1–

4 
2.

27
 

0.
85

 
1.

42
 

1.
85

 
2.

27
 

2.
70

 
3.

12
 

 
1.

59
 

1.
85

 
2.
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2.
27

 
2.
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2.
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2.
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重
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2.
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0.
74

 
1.

93
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3.
03

 
3.

40
 

 
2.

08
 

2.
30
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52
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81
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03

 
3.
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酬
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2.
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0.
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03
 

2.
48
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93
 

3.
38

 
3.

83
 

 
2.

21
 

2.
48
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75
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93

 
3.
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3.
38

 
3.
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司
の
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シ
ッ
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2.
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0.
79

 
1.

85
 

2.
24

 
2.
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3.
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3.

42
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24

 
2.

48
 

2.
63

 
2.

79
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03

 
3.
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上
司
の
公
正
な
態
度

* 
1–

4 
2.

99
 

0.
77

 
2.

22
 

2.
61

 
2.

99
 

3.
38

 
3.

76
 

 
2.

37
 

2.
61

 
2.

84
 

2.
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3.

15
 

3.
38

 
3.

61
 

ほ
め
て
も
ら
え
る
職
場

* 
1–

4 
2.

78
 

0.
81

 
1.

98
 

2.
38

 
2.

78
 

3.
19

 
3.

59
 

 
2.

14
 

2.
38

 
2.

62
 

2.
78

 
2.

94
 

3.
19

 
3.
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失
敗
を
認
め
る
職
場

* 
1–

4 
2.

94
 

0.
65

 
2.

28
 

2.
61

 
2.

94
 

3.
26

 
3.

59
 

 
2.

41
 

2.
61

 
2.

81
 

2.
94

 
3.

07
 

3.
26

 
3.
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* 
80

項
目
版
で
追
加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．
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表

54
．
新
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
（

80
項
目
版
）
の
得
点
分
布
（

正
社
員
以
外
：

34
2
名
）
（
続
き
）
（
※
）
単
一
企
業
の
回
答
デ
ー
タ
に
よ
る
予
備
的
な
分
析
結
果
で
す
（
全
国
標
準
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

指
標

 
得
点
範
囲

 
平
均
値

 
標
準
偏
差

 
偏
差
値

 †
 

 
効

果
量

 †
 

40
 

相
当

 
45

 
相
当

 
50

 
相
当

 
55

 
相
当

 
60

 
相
当

 
 

−
0.

8 
相

当
 

−
0.

5 
相

当
 

−
0.

2 
相

当
 

0 
相

当
 

+0
.2

 
相

当
 

+0
.5

 
相

当
 

+0
.8

 
相

当
 

仕
事
の
資
源
（
事
業
場
レ
ベ
ル
）

 
1–

4 
2.

57
 

0.
57

 
2.

00
 

2.
28

 
2.

57
 

2.
85

 
3.

13
 

 
2.

11
 

2.
28

 
2.

45
 

2.
57

 
2.

68
 

2.
85

 
3.

02
 

経
営
層
と
の
信
頼
関
係

* 
1–

4 
2.

77
 

0.
69

 
2.

08
 

2.
43

 
2.

77
 

3.
11

 
3.

46
 

 
2.

22
 

2.
43

 
2.

63
 

2.
77

 
2.
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3.
11

 
3.

32
 

変
化
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.

56
 

0.
74

 
1.

82
 

2.
19

 
2.

56
 

2.
93

 
3.

29
 

 
1.

96
 

2.
19

 
2.

41
 

2.
56

 
2.

70
 

2.
93

 
3.

15
 

個
人
の
尊
重

* 
1–

4 
2.

52
 

0.
75

 
1.

78
 

2.
15

 
2.

52
 

2.
89

 
3.

27
 

 
1.

92
 

2.
15

 
2.

37
 

2.
52

 
2.

67
 

2.
89

 
3.
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公
正
な
人
事
評
価
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1–
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2.

35
 

0.
77

 
1.

58
 

1.
96

 
2.

35
 

2.
73

 
3.

12
 

 
1.

73
 

1.
96

 
2.

19
 

2.
35

 
2.

50
 

2.
73

 
2.

97
 

多
様
な
労
働
者
へ
の
対
応

* 
1–

4 
2.
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0.
72

 
2.

09
 

2.
46

 
2.
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3.
18

 
3.
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2.
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2.
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67
 

2.
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キ
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・
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67

 
2.
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2.
29

 
2.
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2.
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3.
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ト
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理
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う
つ
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3.

48
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59

 
2.

89
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3.

48
 

3.
77

 
4.

06
 

 
3.
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3.
18

 
3.

36
 

3.
48

 
3.

59
 

3.
77

 
3.

95
 

身
体
愁
訴

 
1–

4 
3.
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51
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82
 

3.
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3.
59
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84
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3.

23
 

3.
33
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43
 

3.
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3.
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の
満
足
度

 
1–

4 
2.

81
 

0.
74

 
2.

07
 

2.
44

 
2.

81
 

3.
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3.

55
 

 
2.

21
 

2.
44

 
2.

66
 

2.
81

 
2.
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3.
18

 
3.

40
 

家
庭
の
満
足
度
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3.
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0.
76

 
2.
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2.
74

 
3.

12
 

3.
50

 
3.

88
 

 
2.

52
 

2.
74
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97
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27
 

3.
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3.
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職
場
の
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ラ
ス
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3.
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0.
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22
 

3.
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75
 

4.
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4.
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64
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体
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3.
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3.
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3.
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ー
ク
・
エ
ン
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イ
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2.

71
 

0.
68

 
2.

02
 

2.
36

 
2.

71
 

3.
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3.

39
 

 
2.

16
 

2.
36

 
2.

57
 

2.
71

 
2.

84
 

3.
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3.
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* 
80

項
目
版
で
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加
さ
れ
た
指
標
．

† 
下
線
は
理
論
値
を
逸
脱
し
た
値
を
表
す
．

‡ 
活
気
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
疲
労
感
、
不
安
感
、
抑
う
つ
感
の

項
目

平
均

値
を

表
す

．
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表 55．ヒアリング調査の概要（産業医） 

① 基本属性（担当事業場の業種、担当事業場でのストレス
チェック制度における立場） 

・嘱託産業医として製造業を担当している。 
・ストレスチェックの実施は EAP機関に委託しているが、自身も
実施者として関与している。 

② 集団分析に使用しているツール 

・ストレスチェックには「職業性ストレス簡易調査票」（57 項目
版）を使用し「仕事のストレス判定図」の他、各下位尺度の平均

値（5段階評価に換算し「得点が低い＝ストレス度が高い」と解
釈できるように方向を揃えた値の平均値）を算出している。 
↑ストレスチェック委託先の EAP 機関のフィードバック書式が
このような仕様になっている。 

③ 集団分析の対象としている指標 ・「職業性ストレス簡易調査票」（57 項目版）の全ての下位尺度
を集団分析の対象としている（②の回答を参照）。 

④ 集団分析を行うための判定基準（「高リスク職場」を判
定するための基準など）を設定しているか 

・絶対的な判定基準は設定していないが「仕事のストレス判定図」

で総合健康リスクが高かった上位 2～3職場を「高リスク職場」
と判定している（絶対評価ではなく、相対評価で「高リスク職場」

を判定している）。 

⑤（判定基準を設定している場合）判定基準の具体的な設

定方法とその根拠 

・「高リスク職場」を判定する絶対的な基準を設定し、その基準を

満たした全ての職場に産業保健スタッフがアプローチすること

はマンパワー的に難しいため、アプローチ可能な職場の数（ここ

では 2～3職場）を設定し、相対評価で「高リスク職場」を判定
している。 

⑥（判定基準を設定している場合）判定基準は職場環境改

善等に活用されているか 

・昨年度までは、集団分析結果は産業保健スタッフのみで共有し、

「高リスク職場」へのヒアリング等に活用していた（産業保健ス

タッフがアプローチした「高リスク職場」は、僅かながら職場環

境の改善傾向が見られている）。 
・今年度からは、集団分析結果を各職場にフィードバックするよう

にした。各職場で自律的に職場環境改善を行えるよう、専門家に

よる研修会も開催している。 

⑦（設定した判定基準が活用されていない場合）課題とな

っていることは何か ・N/A 

⑧ 集団分析を行う際に、どのような判定基準があれば職場
環境改善に活用しやすいと思うか 

・判定基準があった方が良いと感じる場面は多い。具体的な判定基

準を挙げることは難しいが、判定基準だけでなく、その根拠も一

緒に提示してもらえると、現場に対してより説得力を持って集団

分析結果をフィードバックできるようになると思う。 
・一方で、必ずしも全ての下位尺度について判定基準を提示する必

要はなく「仕事の負担」や「仕事の資源」などの上位概念の判定

基準さえ提示されていれば十分と思う。最初から各下位尺度の結

果を細かく見るよりも、まずは上位概念の結果を見て職場の全体

像を把握した方が良いと思うし、各下位尺度の結果は、具体的な

職場環境改善を検討する時に活用できれば十分と思う（全ての下

位尺度について判定基準を提示すると「木を見て森を見ず」のよ

うな状況に陥る可能性もあるように思う）。 

⑨ ストレスチェックとその活用方法に関する自由意見 

・社内では、全国平均との比較よりも経年変化や全社平均との比較

を重視する傾向が強い印象がある。ただ、経営層クラスになると、

全国平均や同業他社との比較を重視する可能性があり、そういう

意味でも、標準値は提示した方が良いと思う。 
・「仕事のストレス判定図」は今後も活用していきたいと考えてい

るが、現在の実態に即した評価ができるよう、例えば 10年毎な
ど、標準値の定期的なアップデートが必要と思う。 

・「職業性ストレス簡易調査票」（57 項目版）は、下位尺度によ
って取り得る値の範囲や解釈の方向性が異なるので、現場によっ

ては、集団分析結果を読み取る際に混乱することがある。「新職

業性ストレス簡易調査票」（80 項目版）のように、取り得る値
の範囲と解釈の方向性を揃えることで、結果を解釈しやすくなる

だけでなく、下位尺度間の比較もしやすくなると思う。 
・例えば「総合健康リスクが 120」という結果が出た場合「全国平
均と比べて健康リスクが 1.2倍」であることは理解しているが、
これを現場の人にピンと来る表現で説明するのが難しい。もう少

し分かりやすい言葉で表現してもらえるとありがたい。 
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表 56．ヒアリング調査の概要（産業看護職） 

① 基本属性（担当事業場の業種、担当事業場でのストレス
チェック制度における立場） 

・保健師として卸売業を親会社とするグループ会社（18 事業場）
を担当している。子会社の業種は情報通信業や物流業など多岐に

わたる。 
・ストレスチェックの実施は EAP機関に委託しているが、自身も
実施者として関与している。 

② 集団分析に使用しているツール 

・ストレスチェックには「職業性ストレス簡易調査票」（57 項目
版）を使用し、各下位尺度の平均値（5段階評価に換算し「得点
が高い＝ストレス度が高い」と解釈できるように方向を揃えた値

の平均値）や高ストレス者の割合を算出している。 
・「仕事のストレス判定図」は集団分析には使用していない。 
↑ストレスチェック委託先の EAP 機関のフィードバック書式が
このような仕様になっている。 

③ 集団分析の対象としている指標 ・「職業性ストレス簡易調査票」（57 項目版）の全ての下位尺度
を集団分析の対象としている（②の回答を参照）。 

④ 集団分析を行うための判定基準（「高リスク職場」を判
定するための基準など）を設定しているか 

・「高リスク職場」を判定する基準については設定していないが、

年に 1回、委託先の EAP機関が主導で、グループ会社の責任者
やストレスチェックの実施事務従事者を集めた集団分析結果の

解説会を開催しており「5段階評価で 3以上や 3.5以上だった下
位尺度に着目すると、職場の課題が見えるのではないか」と説明

している。 
・（判定基準の設定とは異なるが）委託先の EAP機関からは「他
社平均との比較よりも、自社内の経年変化を見ることを大切にし

て欲しい」という説明を受けている。 

⑤（判定基準を設定している場合）判定基準の具体的な設

定方法とその根拠 
・「3 以上」や「3.5 以上」という数値は自身の肌感覚によるもの
であり、明確な根拠があるわけではない。 

⑥（判定基準を設定している場合）判定基準は職場環境改

善等に活用されているか 

・現時点では、集団分析結果は職場環境改善に十分に活用されてい

るとは言えない（集団分析結果の解説会を開催した後の取り組み

は各事業場に委ねられているが、各事業場内で集団分析結果の共

有や具体的な職場環境改善の取り組みは十分に行われていない

のが現状である）。 

⑦（設定した判定基準が活用されていない場合）課題とな

っていることは何か 

・職場環境改善に取り組むことよりも、ストレスチェックの受検率

を上げることの方に重点が置かれている印象がある（実際、どの

事業場も受検率は 90%～100%であり、各事業場の衛生委員会に
おいても、受検率についての報告は行われているが、集団分析結

果についての報告は行われていない）。集団分析結果を活用した

職場環境改善に取り組んでいくことが今後の課題である。 

⑧ 集団分析を行う際に、どのような判定基準があれば職場
環境改善に活用しやすいと思うか 

・各下位尺度の得点分布（回答傾向）に関する情報や、高ストレス

者の割合に関する情報があれば、職場環境改善に活用しやすいの

ではないかと思う。 
・上記の情報について、業種別に提示してもらえると、より活用し

やすいのではないかと思う。 

⑨ ストレスチェックとその活用方法に関する自由意見 

・⑧に関連して、平均値などを分析結果として提示しても、それを

読み取るのは（自身も含めて）慣れないことが多い。回答分布（ど

の質問項目にどう回答した人が何%いたのか）に関する情報があ
ると面白いのではないかと思う（厚生労働省から健康保険組合に

送付される「健康スコアリングレポート」のようなものをイメー

ジしている）。このような回答分布が全国平均と比較できると、

現場も心を動かされるのではないかと思う。 
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表 57．ヒアリング調査の概要（ストレスチェックサービス提供事業者） 

① 基本属性（担当事業場の業種、担当事業場でのストレス
チェック制度における立場） 

・ストレスチェックサービス提供事業者として様々な業種の事業場

を対象としている。最も多く契約している業種は製造業で、次い

で医療・福祉が多い。 
・契約先では、産業医がストレスチェックの実施者となる場合が多

いが、先方のニーズに応じ、自身（公認心理師の資格を保有）が

実施者となる場合もある。 
・ストレスチェックの実施には関与せず、集団分析とそのフィード

バックのみを請け負う場合もある。 

② 集団分析に使用しているツール 

・「職業性ストレス簡易調査票」（57項目版）の全項目について、
回答分布のヒストグラムを作成している。 

・「仕事のストレス判定図」も使用しているが、業種によって結果

が大きく異なるため、フィードバックでは重視していない（“仕

事のストレス”というよりも“仕事のスタイル”を示すものと捉

えている）。但し「総合健康リスク」と「高ストレス者の割合」

がともに高い場合は要注意であるとアナウンスしている。 

③ 集団分析の対象としている指標 

・「職業性ストレス簡易調査票」（57 項目版）の全項目を対象と
している（例えば「職場の対人関係でのストレス」は 3項目で構
成されているが、部署内、部署間、職場全体など、項目によって

着目している側面が異なるので、3項目の合計点ではなく、個々
の項目に分割して回答分布を見ないと、結果を誤って受け止めら

れる可能性がある。「A12．私の部署内で意見のくい違いがある」
の 1問を取ってみても、見方によっては「互いに異なる意見を自
由に言える心理的安全性の高い職場」とも捉えられるので、個々

の項目の回答分布を見比べながら評価することが大切と思う）。 

④ 集団分析を行うための判定基準（「高リスク職場」を判
定するための基準など）を設定しているか 

・「高リスク職場」を判定するための明確な基準は設定していない

が、フィードバックで重視しているのは「高ストレス者の割合」

と「仕事満足度」の 2点である。 

⑤（判定基準を設定している場合）判定基準の具体的な設

定方法とその根拠 

・「高ストレス者の割合」と「仕事満足度」は離職と強く関連して

いるため、この 2点を重視している。 
・「離職した群」と「離職しなかった群」で後方視的に高ストレス

者の割合を比較したことがあるが、前者は後者に比べて高ストレ

ス者の割合が約 2倍だった。 
・「仕事満足度」は“納得労働”を表していると考えている。近年

ではワーク・エンゲイジメント（WE）も重視されているが、日
本人は他国に比べて WE が非常に低いし、たとえ WE が低くて
も、職場環境が良く、自分の仕事に納得していれば、離職しない

のではないかと思う。 

⑥（判定基準を設定している場合）判定基準は職場環境改

善等に活用されているか 

・ストレス反応とより強く関連しているストレス要因は何であった

かについて、相関分析の結果をフィードバックし、職場環境改善

に活用してもらっている。ただ「職業性ストレス簡易調査票」（57
項目版）で全てのストレス要因が網羅できているわけではないの

で、何がストレス反応や不満の原因になっているのか、職場内で

振り返ってもらうようにしている（そうしないと、的外れなスト

レス対策になってしまう可能性がある）。 

⑦（設定した判定基準が活用されていない場合）課題とな

っていることは何か 

・（判定基準に関する課題とは異なるが）「やる気のない上司」や

「集団分析の結果が良くなかった部署の上司」への対応は課題に

感じる。とくに後者の場合、分析結果を「自分のマネジメントの

良し悪しを評価した通信簿」のように捉えて、負の感情を抱く場

合が多い。そうなると「メンタルヘルス不調の一次予防」という

ストレスチェックの本来の目的を果たさなくなるので、改善策を

考えるきっかけとして分析結果を活用してもらえるよう、コンサ

ルティングの呼びかけを行うようにしている。 
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表 57．ヒアリング調査の概要（ストレスチェックサービス提供事業者）（続き） 

⑧ 集団分析を行う際に、どのような判定基準があれば職場
環境改善に活用しやすいと思うか 

・（判定基準とは異なる視点になるが）職場の心理的安全性をマト

リクス的に把握できるような判定図があると面白いかもしれな

いと思う（例えば「A12．私の部署内で意見のくい違いがある」
と「A14．私の職場の雰囲気は友好的である」の高低の組み合わ
せで 4象限のマトリクスを作るなど）。 

⑨ ストレスチェックとその活用方法に関する自由意見 

・ストレスチェック制度の義務化から 8年が経っているので、どこ
かで最新のデータを取りまとめないと、標準値が分からなくなる

と感じていた。標準値の見直しに大いに賛同する。 
・活用方法に関する意見としては「新職業性ストレス簡易調査票」

（80 項目）の「ハラスメント」の項目は平均値を算出するなど
の統計的処理ではなく、1件でもあれば注意する必要があると感
じる。その際「上司の公正な態度」の回答分布を一緒に見ること

で、その職場で起きているハラスメントが「上司によるパワーハ

ラスメント」なのか「それ以外のハラスメント（例：カスタマー

ハラスメントなど）」なのかをおおよそ把握できるように思う。 
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Abstract
Objectives: We examined the associations of perceived psychosocial safety 
climate (PSC) with psychological distress and work engagement in Japanese 
employees. We also examined the mediation effects of job demands (i.e., psycho-
logical demands) and job resources (i.e., job control, worksite support, and extrin-
sic reward) in these associations.
Methods: A total of 2200 employees (1100 men and 1100 women) registered 
with a Japanese online survey company were surveyed using a self- administered 
web- based questionnaire containing the scales on PSC (12- item PSC scale), job 
demands and job resources (Job Content Questionnaire and Effort- Reward 
Imbalance Questionnaire), psychological distress (K6 scale), and work engage-
ment (9- item Utrecht Work Engagement Scale), and items on demographic and 
occupational characteristics (i.e., age, sex, education, occupation, work form, and 
working hours per week). A multiple mediation analysis with a bootstrap method 
was conducted.
Results: After adjusting for demographic and occupational characteristics, sig-
nificant negative and positive total effects of perceived PSC were observed on 
psychological distress and work engagement, respectively (c = −0.258 [95% con-
fidence interval (CI): −0.298 to −0.219] and 0.383 [95% CI: 0.344– 0.421], respec-
tively). When we included job demands and job resources as mediators in the 
model, significant total mediation effects in these associations were observed 
(c − c′ = −0.181 [95% CI: −0.221 to −0.143] and 0.269 [95% CI: 0.234– 0.304], 
respectively).
Conclusions: Our findings suggest that perceived PSC is negatively associated 
with psychological distress and positively associated with work engagement, and 
that these associations are partially mediated (or explained) by job demands and 
job resources.
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1  |  INTRODUCTION

In the past decade, psychosocial safety climate (PSC) has 
been proposed to be an organizational factor, primarily 
attributable to the management, that predicts employee 
health,1 and empirical evidence linking PSC and employee 
health has accumulated.2 PSC is defined as the shared 
perceptions of employees of their organization's “policies, 
practices, and procedures for the protection of worker psy-
chological health and safety”1(p. 580) and comprises four 
domains: management commitment (MC: whether senior 
management is cooperative, involved, and committed to 
stress prevention), management priority (MP: whether 
management prioritizes employee psychological health 
and safety over productivity), organizational communi-
cation (OC: whether the organization listens to contribu-
tions from employees on factors affecting psychological 
health), and organizational participation (OP: whether 
there is consultation and active participation in health 
and safety issues from all levels of the organization).3

The mechanism underlying the effect of PSC on em-
ployee health (especially mental health) is often explained 
within the “health erosion pathway” and “motivational 
pathway” of the extended job demands- resources (JD- R) 
model,1 which adds PSC upstream of the conventional 
JD- R model as a factor that prevents an increase in job de-
mands (e.g., psychological demands, emotional demands, 
role conflict, and harassment/bullying) and enhances 
job resources (e.g., job control, worksite support, extrin-
sic reward, procedural justice, and learning opportuni-
ties).4,5 The former pathway assumes that a lack of PSC 
in an organization can lead to inappropriate job design in 
the form of chronic job demands. In organizations where 
there is a lack of policies, practices, and procedures aimed 
at keeping job demands at a manageable level, high levels 
of job pressure or psychological demands may be preva-
lent. Moreover, without these measures, it may be difficult 
to find effective ways to cope with the workload that em-
ployees are expected to handle, which can lead to over-
taxing and an erosion of employees' energy reserve.1 As 
a result, employees are more likely to experience psycho-
logical health problems (e.g., psychological distress, emo-
tional exhaustion, and depressive symptoms). The latter 
pathway assumes that PSC can promote the growth of job 
resources. Senior management plays an important role in 
shaping the organizational climate, through setting prior-
ities, and allocating resources; therefore, a management 

style that supports psychological well- being may increase 
employees' sense of being in control (and actual control) 
over their work, feeling respected, and getting the support 
they need in a positive work environment that promotes 
open communication, collaboration, and mutual respect 
between management and employees.1 Additionally, PSC 
also functions as a safety signal that indicates whether it 
is safe to utilize job resources to cope with the workload6; 
therefore, employees are more likely to feel supported 
to safely utilize job resources to cope with their work-
load, which may lead to the prevention of psychological 
health problems and improved work engagement. These 
pathways have been supported by a number of empirical 
studies, particularly in Australia,1,7– 13 where PSC was pro-
posed, as well as in Malaysia.11,14– 19

While majority research on PSC dominates in the psy-
chological field, epidemiological studies on PSC are still 
limited.20– 23 Japan is no exception, where the concept of 
PSC is not well known, and no epidemiological studies 
have been conducted. Particularly in Japan, a unique cor-
porate culture that emphasizes informal hierarchical (i.e., 
senior– junior) relationships, as symbolized by the term 
“senpai- kōhai,”24 as well as lifetime employment and se-
niority system has persisted.25 However, whether PSC can 
function in such a corporate society has not yet been con-
firmed. In addition, as noted above, PSC comprises four 
domains, but previous studies presented above have only 
examined the association of total PSC and have not ex-
amined by domain. Examining whether each domain of 
PSC has similar findings to total PSC may assist in guiding 
future research needs to address PSC by domain.

The aims of this study were to examine the associations 
of perceived PSC (i.e., individual perceptions of PSC) and 
its domains with psychological distress and work engage-
ment, as well as the mediation effects of job demands and 
job resources in these associations for Japanese employ-
ees. In this study, based on the demand– control– support 
(DCS) and effort– reward imbalance (ERI) models,26,27 
which are the basis for the JD- R model,28 psychologi-
cal demands were selected as job demands; job control, 
worksite support, and extrinsic reward were selected 
as job resources. As direct effect hypotheses for the as-
sociations of perceived PSC with psychological distress 
and work engagement, we hypothesized that perceived 
PSC is negatively associated with psychological distress 
(Hypothesis 1) and positively associated with work en-
gagement (Hypothesis 2). As mediational hypotheses, 

K E Y W O R D S

indirect effect, job demands- resources (JD- R) model, primary prevention, psychosocial risks, 
work stress
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based on the “health erosion pathway” and the “motiva-
tional pathway,” possible mechanisms introduced earlier, 
we hypothesized that job demands and job resources have 
negative mediation effects in the association of perceived 
PSC with psychological distress (Hypothesis 3a for job de-
mands and Hypothesis 3b for job resources), as perceived 
PSC is expected to be negatively associated with job de-
mands which in turn are positively associated with psy-
chological distress, whereas perceived PSC is expected to 
be positively associated with job resources which in turn 
are negatively associated with psychological distress.1 In 
addition, we hypothesized that job resources have positive 
mediation effects in the association of perceived PSC with 
work engagement (Hypothesis 4), as perceived PSC is ex-
pected to be positively associated with job resources which 
in turn are positively associated with work engagement.1 
The research model for this study is shown in Figure 1.

2  |  METHODS

2.1 | Participants

This study employed a cross- sectional survey with the 
participation of employees registered with a Japanese 
private online survey company in October 2020. Of the 
approximately 1.19 million available registrants (570 
thousand men and 620 thousand women) covering all in-
dustries and occupations, 87 060 (42 784 men and 44 276 
women) were randomly selected. In the advertisement to 
the randomly selected registrants, online shopping points 
worth a few hundred yen (i.e., a few US dollars) were 
mentioned as the incentive for participation. Responses 

were on a first- come, first- served basis, and due to budget 
constraints, the call was closed when the number of re-
spondents reached 2200. These 2200 respondents were 
currently employed by a company, organization, govern-
ment agency, self- employed person, or private household 
to earn salary or wage (including executives). In the online 
survey, sample size limits were set for each age group (i.e., 
20s– 60s) and sex to ensure that the sample size was equal 
in each group. All variables used in this study, except age 
and sex obtained from the registration information of 
the online survey company, were measured using a self- 
administered web- based questionnaire. As the question-
naire required participants to answer all the questions, 
there were no incomplete responses. Study purposes and 
procedures were explained to the participants, and online 
informed consent was obtained from them prior to the 
study. Kitasato University Medical Ethics Organization 
reviewed and approved the purposes and procedures of 
this study (No. B20- 180).

2.2 | Measures

2.2.1 | Exposure: perceived psychosocial
safety climate (PSC)

Perceived PSC was measured using the Japanese version 
of the 12- item psychosocial safety climate scale (PSC- 
12).29 The PSC- 12 consists of four subscales (MC, MP, OC, 
and OP, each measured by three items), with each item 
measured on a 5- point Likert scale (1 = Strongly disagree 
to 5 = Strongly agree). Total scores of the PSC- 12 (range: 
12– 60) and its subscales (range: 3– 15) were calculated by 

F I G U R E  1  Research model for this study (H: hypothesis). Notes: H1 and H2: direct effect hypothesis; H3a, H3b, and H4: mediational 
hypothesis.
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summing item scores. Cronbach's alpha coefficient for this 
sample was .97 for total PSC and .91– .94 for each subscale.

2.2.2 | Mediators: job demands and
job resources

As introduced earlier, psychological demands were se-
lected as job demands; job control, worksite support, and 
extrinsic reward were selected as job resources.

For job demands, psychological demands were mea-
sured using the Japanese version of the Job Content 
Questionnaire (JCQ).30 The JCQ has a 5- item psycholog-
ical demands scale, measured on a 4- point Likert scale 
(1 = Strongly disagree to 4 = Strongly agree). The total score 
(range: 12– 48) was calculated according to the JCQ User's 
Guide.31 Cronbach's alpha coefficient for this sample 
was  .65.

For job resources, job control and worksite support 
were measured using the JCQ30 introduced above, and 
extrinsic reward was measured using the Japanese short 
version of the Effort- Reward Imbalance Questionnaire 
(Short ERIQ).32 The JCQ has 9- item job control; 4- item 
supervisor support; and 4- item coworker support scales, 
measured on a 4- point Likert scale (1 = Strongly disagree 
to 4 = Strongly agree). The total scores (range: 24– 96 for 
job control and 4– 16 for supervisor support and coworker 
support) were calculated according to the JCQ User's 
Guide.31 The scores for coworker support and supervisor 
support were summed to calculate a score for worksite 
support (range: 8– 32). Cronbach's alpha coefficients for 
this sample were .75, .91, and .87 for job control, supervi-
sor support, and coworker support, respectively. The Short 
ERIQ has a 7- item scale measuring extrinsic reward such 
as salary (e.g., “Considering all my efforts and achieve-
ments, my salary/income is adequate.”), promotion (e.g., 
“My job promotion prospects are poor.”), job security (e.g., 
“My job security is poor.”), and esteem (e.g., “I receive the 
respect I deserve from my superior or a respective relevant 
person.”) on a 4- point Likert scale (1 = Strongly disagree 
to 4 = Strongly agree). After reversing the scores for items 
indicating unfavorable conditions, the total score (range: 
7– 28) was calculated by summing the scores for each item. 
Cronbach's alpha coefficient for this sample was .68.

2.2.3 | Outcomes: psychological distress and
work engagement

Psychological distress was measured using the Japanese 
version of the K6 scale.33 The K6 scale consists of six 
items measuring the levels of depression and anxiety on 
a 5- point Likert scale (0 = None of the time to 4 = All of the 

time). The total score (range: 0– 24) was calculated by sum-
ming item scores. Cronbach's alpha coefficient for this 
sample was .94.

Work engagement was measured using the Japanese 
version of the 9- item Utrecht Work Engagement Scale 
(UWES- 9).34 The UWES- 9 consists of nine items mea-
suring the levels of vigor, dedication, and absorption on 
a 7- point Likert scale (0 = Never to 6 = Always). The total 
score (range: 0– 6) was calculated by averaging the scores 
for each item. Cronbach's alpha coefficient for this sample 
was .96.

2.2.4 | Covariates

Covariates included demographic and occupational char-
acteristics (i.e., age, sex, education, occupation, work form, 
and working hours per week).21– 23 Age was used as a con-
tinuous variable. Education was categorized into graduate 
school, college, junior college, vocational school, and high 
school or junior high school. Occupation was categorized 
into managerial employee, nonmanual employee, manual 
employee, and other. Work form was categorized into day 
shift, shift work with night duty, shift work without night 
duty, and night shift. Working hours per week were cat-
egorized into 30 h or less, 31– 40 h, 41– 50 h, 51– 60 h, and 
61 h or more.

2.3 | Statistical analysis

First, to provide an overall view of the participants, dis-
tribution of demographic and occupational character-
istics and scale scores as well as Pearson's correlation 
coefficients among scale scores were calculated. Second, 
using the PROCESS macro for SPSS,35 a multiple media-
tion analysis with a bootstrap method was conducted to 
estimate the total and direct effects of perceived PSC on 
psychological distress and work engagement as well as the 
mediation (or indirect) effects of job demands (i.e., psy-
chological demands) and job resources (i.e., job control, 
worksite support, and extrinsic reward). In the analysis, 
perceived PSC was included as an independent variable; 
psychological demands, job control, worksite support, and 
extrinsic reward were included as mediator variables; and 
psychological distress or work engagement was included 
as a dependent variable. After standardizing these varia-
bles, we calculated (1) the c coefficient (indicating the total 
effect of perceived PSC on psychological distress or work 
engagement); (2) the c′ coefficient (indicating the direct 
effect of perceived PSC on psychological distress or work 
engagement); and (3) the difference between c and c′ (i.e., 
c − c′) (indicating the total mediation effect of mediators) 
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as well as their 95% confidence intervals (CIs), based on 
5000 bootstrap samples. Furthermore, (4) point estimates 
and their 95% CIs for each mediator were calculated to 
examine the specific mediation effects. It should be noted 
that the sum of the specific mediation effects of each medi-
ator corresponds to the total mediation effect. These coef-
ficients were determined to be significant if their 95% CIs 
did not include zero. On that basis, it was determined that 
job demands and job resources would have a full media-
tion effect if the total mediation effect was significant (i.e., 
95% CI of c − c′ did not include zero) and direct effect was 
not significant (i.e., 95% CI of c′ coefficient included zero); 
and that they would have a partial mediation effect if both 
total mediation and direct effects were significant (i.e., 
95% CIs of c − c′ and c′ coefficient did not include zero). In 
the analyses, we first calculated the crude coefficients (i.e., 
without any adjustment) (Model 1). Subsequently, we ad-
justed for demographic and occupational characteristics 
(Model 2). In addition, similar analysis was conducted 
using each domain of perceived PSC (i.e., MC, MP, OC, 
and OP) as an independent variable.

3  |  RESULTS

Table 1 shows the detailed characteristics of participants. 
Demographic and occupational characteristics showed 
a high percentage of college graduates, nonmanual em-
ployees, day shift jobs, and 31– 40 h of work per week. 
The mean score (standard deviation) of the PSC- 12 was 
34.8 (11.4) (cf. 42.3 (10.6) for the Australian Workplace 
Barometer [AWB] national sample [n = 1563]),36 and the 
percentages in each benchmark level was 29.1% (cf. 63.1% 
for the AWB national sample) at low risk (range: 41– 60), 
11.6% (cf. 6.9% for the AWB national sample) at medium 
risk (range: 37– 40), 35.2% (cf. 20.2% for the AWB national 
sample) at high risk (range: 27– 36), and 24.1% (cf. 9.8% 
for the AWB national sample) at very high risk (range: 
12– 26).

Pearson's correlation coefficients among scale scores 
showed that perceived PSC and its domains were signifi-
cantly negatively correlated with psychological demands 
and psychological distress; and significantly positively 
correlated with job control, supervisor support, co-
worker support, extrinsic reward, and work engagement 
(Appendix 1).

Table  2 shows the results of the main analysis with 
psychological distress as a dependent variable. In the 
crude model (Model 1), perceived PSC had a significant 
negative total effect on psychological distress (c = −0.255 
[95% CI: −0.296 to −0.215]). When we included job de-
mands and job resources (i.e., psychological demands, 
job control, worksite support, and extrinsic reward) as 

T A B L E  1  Detailed characteristics of participants.

Demographic 
and occupational 
characteristics Mean (SD) n (%)

Age 44.6 (13.3)

Sex

Men 1100 (50.0)

Women 1100 (50.0)

Education

Graduate school 126 (5.7)

College 1054 (47.9)

Junior college 246 (11.2)

Vocational school 245 (11.1)

High school or junior high 
school

529 (24.0)

Occupation

Managerial employee 249 (11.3)

Nonmanual employee 1508 (68.5)

Manual employee 294 (13.4)

Other 149 (6.8)

Work form

Day shift 1947 (88.5)

Shift work with night duty 184 (8.4)

Shift work without night 
duty

44 (2.0)

Night shift 25 (1.1)

Working hours per week

30 h or less 517 (23.5)

31– 40 h 725 (33.0)

41– 50 h 666 (30.3)

51– 60 h 184 (8.4)

61 h or more 108 (4.9)

Scale scores Mean (SD) Cronbach's α

Perceived psychosocial 
safety climate (PSC- 12) 
(range: 12– 60)

34.8 (11.4) .97

Management 
commitment (PSC- 12) 
(range: 3– 15)

8.71 (3.07) .93

Management priority 
(PSC- 12) (range: 3– 15)

8.77 (3.17) .94

Organizational 
communication (PSC- 
12) (range: 3– 15)

8.77 (3.01) .91

Organizational 
participation (PSC- 12) 
(range: 3– 15)

8.52 (3.07) .92

Psychological demands 
(JCQ) (range: 12– 48)

31.4 (5.89) .65

(Continues)
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mediators in the model, the total mediation effect was 
significant and negative (c − c′ = −0.161 [95% CI: −0.199 
to −0.121]). Furthermore, perceived PSC had a signif-
icant negative direct effect on psychological distress 
(c′ = −0.095 [95% CI: −0.145 to −0.044]). Thus, job de-
mands and job resources partially mediated the effect of 

perceived PSC on psychological distress. For the specific 
mediation effects of job demands and job resources, a 
significant negative effect was observed for psychologi-
cal demands (point estimate = −0.036 [95% CI: −0.049 to 
−0.025]) and extrinsic reward (point estimate = −0.124
[95% CI: −0.153 to −0.096]), whereas no such significant
mediation effect was observed for job control (point es-
timate = −0.003 [95% CI: −0.017 to 0.012]) or worksite
support (point estimate = 0.002 [95% CI: −0.032 to
0.038]). These patterns remained constant after adjust-
ing for demographic and occupational characteristics
(Model 2). The results of the direct effect of perceived
PSC on psychological distress and the specific mediation
effects of job demands and job resources in Model 2 are
shown in Figure 2.

When we conducted similar analyses using each do-
main of perceived PSC (i.e., MC, MP, OC, and OP) as an 
independent variable, the patterns were nearly identical 
to the main analysis (Appendix  2). Exceptionally, how-
ever, the direct effect of OP on psychological distress was 
not significant for Model 2 (c′ = −0.039 [95% CI: −0.084 to 
0.007]).

Table 3 shows the results of the main analysis with 
work engagement as a dependent variable. In the crude 
model (Model 1), perceived PSC had a significant pos-
itive total effect on work engagement (c = 0.381 [95% 
CI: 0.343– 0.420]). When we included job demands and 
job resources as mediators in the model, the total me-
diation effect was significant and positive (c –  c′ = 0.256 
[95% CI: 0.221– 0.292]). Furthermore, perceived PSC 
had a significant positive direct effect on work engage-
ment (c′ = 0.125 [95% CI: 0.078– 0.172]). Therefore, job 
demands and job resources partially mediated the effect 
of perceived PSC on work engagement. For the specific 
mediation effects of job demands and job resources, a 
significant negative mediation effect was observed for 
psychological demands (point estimate = −0.011 [95% 
CI: −0.019 to −0.005]), whereas a significant positive ef-
fect was observed for job control (point estimate = 0.063 
[95% CI: 0.047– 0.079]), worksite support (point esti-
mate = 0.125 [95% CI: 0.092– 0.157]), and extrinsic re-
ward (point estimate = 0.080 [95% CI: 0.055– 0.106]). 
These patterns remained constant after adjusting for 
demographic and occupational characteristics (Model 
2). The results of the direct effect of perceived PSC on 
work engagement and the specific mediation effects of 
job demands and job resources in Model 2 are shown in 
Figure 3.

When we conducted similar analyses using each 
domain of perceived PSC as an independent variable, 
the patterns were nearly identical to the main analysis 
(Appendix 3).

Scale scores Mean (SD) Cronbach's α

Job control (JCQ) (range: 
24– 96)

62.7 (11.2) .75

Supervisor support (JCQ) 
(range: 4– 16)

10.5 (2.76) .91

Coworker support (JCQ) 
(range: 4– 16)

10.9 (2.40) .87

Extrinsic reward (Short 
ERIQ) (range: 7– 28)

17.4 (3.14) .68

Psychological distress (K6 
scale) (range: 0– 24)

6.77 (6.05) .94

Work engagement (UWES- 
9) (range: 0– 6)

2.42 (1.45) .96

Abbreviations: ERIQ, Effort- Reward Imbalance Questionnaire; JCQ, Job 
Content Questionnaire; PSC- 12, 12- item psychosocial safety climate scale; 
SD, standard deviation; UWES- 9, 9- item Utrecht Work Engagement Scale.

T A B L E  1  (Continued)

T A B L E  2  Total and direct effects of perceived psychosocial 
safety climate on psychological distress and mediation effects of 
job demands and job resources: multiple mediation analyses with a 
bootstrap method (1100 men and 1100 women).

Point estimate (95% confidence interval)

Model 1a Model 2b

Total effect  
(c coefficient)

−0.255 
(−0.296 to −0.215)

−0.258 
(−0.298 to −0.219)

Direct effect  
(c′ coefficient)

−0.095 
(−0.145 to −0.044)

−0.077 
(−0.126 to −0.028)

Total mediation 
effect (c − c′)

−0.161 
(−0.199 to −0.121)

−0.181 
(−0.221 to −0.143)

Specific mediation effect

Psychological 
demands

−0.036 
(−0.049 to −0.025)

−0.026 
(−0.037 to −0.016)

Job control −0.003 
(−0.017 to 0.012)

−0.001 
(−0.015 to 0.012)

Worksite 
supportc

0.002  
(−0.032 to 0.038)

−0.021 
(−0.055 to 0.013)

Extrinsic 
reward

−0.124 
(−0.153 to −0.096)

−0.134 
(−0.163 to −0.107)

aCrude (i.e., without any adjustment).
bFully adjusted (i.e., adjusted for age, sex, education, occupation, work form, 
and working hours per week).
cTotal scores for supervisor support and coworker support.
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4  |  DISCUSSION

This study demonstrated a significant negative total effect 
of perceived PSC on psychological distress (Hypothesis 
1 was supported). Furthermore, the specific mediation 

effects of psychological demands and extrinsic reward in 
this association were significantly negative, whereas those 
of job control and worksite support were not significant 
(Hypothesis 3a was supported whereas Hypothesis 3b 
was partially supported). On the other hand, a significant 
positive total effect of perceived PSC on work engage-
ment was demonstrated (Hypothesis 2 was supported). 
Furthermore, the specific mediation effects of job control, 
worksite support, and extrinsic reward in this association 
were significantly positive (Hypothesis 4 was supported), 
whereas that of psychological demands was significantly 
negative. Each domain of perceived PSC showed similar 
associations and effects to the main analysis.

A significant negative total effect of perceived PSC on 
psychological distress as well as a significant negative 
specific mediation effect of psychological demands in 
this association was observed. This is consistent with the 
“health erosion pathway”1 and empirical findings from 
Australia and Malaysia, which showed that a lack of PSC 
exacerbates employee psychological health problems 
through increased job demands.1,8,10,11,13 Our findings 
validate the findings of previous studies in the context 
of Japanese employees. Furthermore, for the specific 
mediation effects of job resources, only extrinsic reward 
was significant while job control and worksite support 
were not. A recent study of PSC as a multilevel exten-
sion of ERI showed that PSC was negatively associated 
with ERI, which in turn leads to employee psychological 
health problems.37 Extrinsic reward is classically one of 
the elements included in distributive justice among or-
ganizational justice.38 It captures areas closer to the or-
ganizational level than job control and worksite support. 

F I G U R E  2  Direct effect of perceived psychosocial safety climate on psychological distress and specific mediation effects of job demands 
and job resources in Model 2. Notes: (a) direct effect, (b) specific mediation effect. Numbers refer to coefficient (95% confidence interval) for 
each effect. Bold lines indicate significant specific mediation effect. Dotted lines indicate nonsignificant specific mediation effect.

T A B L E  3  Total and direct effects of perceived psychosocial 
safety climate on work engagement and mediation effects of job 
demands and job resources: multiple mediation analyses with a 
bootstrap method (1100 men and 1100 women).

Point estimate (95% confidence interval)

Model 1a Model 2b

Total effect  
(c coefficient)

0.381  
(0.343 to 0.420)

0.383  
(0.344 to 0.421)

Direct effect  
(c′ coefficient)

0.125  
(0.078 to 0.172)

0.114  
(0.068 to 0.160)

Total mediation 
effect (c − c′)

0.256  
(0.221 to 0.292)

0.269  
(0.234 to 0.304)

Specific mediation effect

Psychological 
demands

−0.011 
(−0.019 to −0.005)

−0.017 
(−0.025 to −0.009)

Job control 0.063  
(0.047 to 0.079)

0.061  
(0.047 to 0.078)

Worksite 
supportc

0.125  
(0.092 to 0.157)

0.139  
(0.107 to 0.172)

Extrinsic 
reward

0.080  
(0.055 to 0.106)

0.086  
(0.062 to 0.110)

aCrude (i.e., without any adjustment).
bFully adjusted (i.e., adjusted for age, sex, education, occupation, work form, 
and working hours per week).
cTotal scores for supervisor support and coworker support.
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Considering that PSC is proposed to be an organizational 
factor, as introduced earlier, job resources closer to orga-
nizational level are more likely to mediate the association 
of perceived PSC with psychological distress. In a work 
environment where the senior management does not 
value employee health, each employee is less respected 
and less attention is given to adjusting their work sched-
ules and workload, which can exacerbate psychological 
health problems among employees.

A significant positive total effect of perceived PSC 
on work engagement as well as significant positive spe-
cific mediation effects of job resources (i.e., job control, 
worksite support, and extrinsic reward) in this associ-
ation was observed. This is consistent with the “moti-
vational pathway,” another theoretical pathway shown 
in the extended JD- R model,1 and empirical findings 
from Australia and Malaysia, which showed that PSC 
enhances work engagement through increased job re-
sources.1,12,14,15,18 A management style supportive of 
psychological well- being would provide employees 
with a respectful and supportive work environment as 
well as control over work timing and methods,39 which 
may lead to enhanced work engagement. On the other 
hand, the self- determination theory40 suggests that ex-
trinsic reward such as salary could be used as a method 
of increasing extrinsic motivation yet if extrinsic reward 
is perceived to be controlling rather than informative, 
it is viewed as manipulating one's behavior rather than 
supporting natural interest and competence in the task, 
which could reduce motivation in the long term.41 As this 
study used a cross- sectional design, the long- term effect 
of extrinsic reward on work engagement could not be 
examined, but future research should use a prospective 

design and also measure how employees perceive extrin-
sic reward to examine the mediation effects of extrinsic 
reward in the association of PSC with work engagement 
in more detail.

In addition, a significant negative specific mediation 
effect of psychological demands in the association of per-
ceived PSC with work engagement was also observed. 
Although this observation is interesting in itself, given 
that the pathway that PSC influences work engagement 
through job demands is not assumed in the extended JD- R 
model1 and that the specific mediation effect of psycho-
logical demands is quite small compared to that of job re-
sources (see Table 3 and Appendix 3), the mediation effect 
of psychological demands in the association of perceived 
PSC with work engagement may not be practically signif-
icant. Some studies have argued that the association of 
job demands with work engagement (or work motivation) 
should be examined by distinguishing between “chal-
lenge” and “hindrance” depending on the characteristics 
of job demands42; therefore, it is necessary to examine the 
mediation effect of job demands in the extended JD- R 
model more precisely, including factors classified as hin-
drance, such as role conflict and harassment/bullying, in 
the future.

The mediation effects of job demands and job re-
sources in the associations of perceived PSC with 
psychological distress and work engagement were de-
termined to be partial rather than full mediation. In this 
sample, the mediation effects accounted for approxi-
mately 70% of the total effects of perceived PSC (e.g., 
in Model 2, with psychological distress as the outcome, 
(c − c′)/c = −0.181/−0.258 = 0.702, and with work en-
gagement as the outcome, (c − c′)/c = 0.269/0.383 = 0.70

F I G U R E  3  Direct effect of perceived psychosocial safety climate on work engagement and specific mediation effects of job demands and 
job resources in Model 2. Notes: (a) direct effect, (b) specific mediation effect. Numbers refer to coefficient (95% confidence interval) for each 
effect. Bold lines indicate significant specific mediation effect.
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2). This finding seems reasonable considering that this 
study treated only four factors as proposed mediators as 
elements of job demands and job resources, based on 
the DCS and ERI models.26,27 It is possible that some of 
the direct effects of perceived PSC on psychological dis-
tress and work engagement observed in this study in-
clude mediation effects of other job demands and job 
resources (e.g., procedural justice and learning oppor-
tunities, in addition to role conflict and harassment/
bullying as described above) that were not captured in 
this study.7,8,12,15,17 Future research should include these 
factors more comprehensively to explore the mediation 
effects of job demands and job resources.

Based on the benchmarks presented in the AWB data,36 
the distribution of PSC- 12 scores in this sample showed 
that approximately 60% were at high to very high risk, 
which was much higher than the 30% in Australia (20%– 
40% by state). It has been suggested that Japanese people 
are less likely to respond positively to positive questions43; 
for example, work engagement has been shown to be very 
low for Japanese people compared to other countries,44 
and this may also be the case for PSC. Further interna-
tional comparative studies of PSC are needed to clarify the 
details.

Certain possible limitations of this study should 
be considered. First, the participants were from one 
particular private online survey company. A previous 
study has reported a high proportion of professional or 
technical employees among the registrants of online 
survey companies,45 and also in this study, nonman-
ual employees accounted for just under 70% of the re-
spondents; therefore, this study should pay attention 
to the representativeness of the participants and gen-
eralizability of the findings. Second, various factors 
that were not measured in this study may have con-
founded our findings. For example, those who have 
higher levels of neuroticism may have been more likely 
to evaluate psychosocial work environment (i.e., PSC, 
job demands, and job resources) as worse46 and to be 
more psychologically distressed.47 Such a lack of mea-
surement of personality traits may have affected our 
findings. Third, all key variables used in the analysis 
were measured using a self- administered question-
naire, which may have introduced a common method 
variance, although measures were taken to ensure 
that responses to the questionnaire were anonymous. 
However, Harman's single factor test (i.e., exploratory 
factor analysis without rotation) extracted 11 theoret-
ically interpretable factors with eigenvalues of 1 or 
more, and the total variance extracted by one factor 
was 28.6%, which is below the 50% level at which com-
mon method variance is considered to have occurred.48 
Fourth, as discussed earlier, this study captured only 

four factors as job demands and job resources. A more 
comprehensive study based on the extended JD- R 
model is required in the future, measuring different 
kinds of job demands and job resources. Fifth, causal 
inferences are limited due to the cross- sectional nature 
of the study. The present findings seem to indicate that 
those who were psychologically distressed were more 
likely to evaluate their work environment negatively, 
and conversely, those who perceived higher levels of 
work engagement were more likely to evaluate their 
work environment positively. Finally, as introduced 
earlier, the concept of PSC focuses on the “shared per-
ceptions” of employees of their organization; therefore, 
theoretically, the data should be collected using a multi-
level approach to measure company or workplace level 
PSC.49 However, as this study was based on registrants, 
of an online survey company, who were not nested 
within company or workplace, such an approach was 
not possible (i.e., only individual perceptions of PSC 
were measured), and our findings may be subject to 
bias due to individual factors. Although there are some 
constraints to a multilevel approach, such as the need 
to reach a minimum level of agreement sufficient to 
show that perceptions of PSC are truly shared among 
members of a company or workplace,50 future research 
should examine whether our findings can be replicated 
by a multilevel approach with employees nested within 
companies, workplaces, and other settings.

In conclusion, this study supports previous findings 
by suggesting that perceived PSC is negatively associ-
ated with psychological distress and positively associ-
ated with work engagement, and that these associations 
are partially mediated (or explained) by job demands 
and job resources. Our findings suggest that PSC is ap-
plicable to diverse corporate cultures, including Japan. 
The concept of PSC may have a high affinity in Japanese 
companies, which are promoting health and productiv-
ity management; therefore, our findings may contribute 
to the dissemination of the concept of PSC and further 
promotion of occupational health activities in Japanese 
companies. Future research should examine whether 
our findings can be replicated using a prospective de-
sign, and intervention studies should be conducted to 
determine whether improvements in PSC can contrib-
ute to alleviated psychological distress and enhanced 
work engagement through reduced job demands and 
increased job resources.
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